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令和６年第１回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 ５ 日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（５番，６番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４  行政報告 

日程第 ５ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度

大崎町一般会計補正予算（第７号）） 

日程第 ６ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数

料条例の一部を改正する条例の制定について） 

(総) 日程第 ７ 議案第 １号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第 ８ 議案第 ２号 大崎町農業研修館の設置及び管理に関する条例を廃

止する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第 ３号 大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第 ４号 大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

(総) 日程第１１ 議案第 ５号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

(総) 日程第１２ 議案第 ６号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号） 

(総) 日程第１３ 議案第 ７号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号） 

(総) 日程第１４ 議案第 ８号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号） 

(文) 日程第１５ 議案第 ９号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号） 

(特) 日程第１６ 議案第１０号 令和６年度大崎町一般会計予算 

(総) 日程第１７ 議案第１１号 令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

(総) 日程第１８ 議案第１２号 令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 
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(総) 日程第１９ 議案第１３号 令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

(文) 日程第２０ 議案第１４号 令和６年度大崎町水道事業会計予算 

(文) 日程第２１ 議案第１５号 令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算 

日程第２２ 議案第１６号 大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定につい

て 

日程第２３ 議案第１７号 大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定に

ついて 

日程第２４ 議案第１８号 大崎町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正

する条例の制定について 

日程第２５ 議案第１９号 大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第２６ 議案第２０号 大崎町農業機械の設置及び管理に関する条例を廃止

する条例の制定について 

日程第２７ 議案第２１号 大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制

定について 

日程第２８ 議案第２２号 鹿屋市との間において締結した定住自立圏形成協定

の変更について 

日程第２９ 議案第２３号 大崎町奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定

について 

(総) 日程第３０ 請願第 １号 菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する

請願書 

(総) 日程第３１ 陳情第 １号 川内原発２０年延長に関する陳情書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 

会 計管理者 西 髙 和 義 水 道 課 長 本 松 健一郎 

総 務 課 長  上 橋 孝 幸   教委管理課長 岡 留 和 幸 

企画政策課長  渡 邊 正 一   社会教育課長 鎌 田 洋 一 

商工観光課長 竹 本 忠 行 税 務 課 長 川 越 龍 一 

町 民 課 長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主査 隈 本 紀代美 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） これより、令和６年第１回大崎町議会定例会を開会いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博議員） これより、本日の会を開きます。 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番、児玉孝德議員、６

番、稲留光晴議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（富重幸博議員） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

   今期定例会の会期は、本日から３月２５日までの２１日間といたしたいと思いま

す。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月２５日までの２１日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（富重幸博議員） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

去る２月２０日に開催されました第７５回鹿児島県町村議会議長会定期総会につ

いて、皆様方に報告を申し上げます。 

この第７５回定期総会は、町村議会議長会会長のさつま町議会議長、宮之脇尚美

氏の挨拶で始まり、引き続き、来賓として鹿児島県塩田知事、鹿児島県議会、松里

議長、鹿児島県町村会、高岡会長から、それぞれ祝辞をいただき、その後、自治功

労者表彰として、鹿児島県町村議会議長会表彰と全国町村議会議長会表彰の伝達が

行われました。また、本年度につきましては、本町からの全国町村議会議長会表彰

等の該当者はおりませんでした。 

引き続き議事に入り、役員の補充選任報告、会務報告及び監査報告に続き、令和

４年度決算の承認、令和６年度事業計画案、同じく予算案の提案説明があり、審議

の結果、いずれも原案のとおり可決されました。なお、令和６年度鹿児島県町村議

会議長会会計予算総額は５,００３万１,０００円であります。 
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最後に、住民の代表機関として町村の最終意思決定を担う役割と責任は極めて大

きいものがあり、我々町村議会にある者、その使命と責任を深く自覚するとともに、

時代の変革に的確に対応しながら、総力を結集して分権型社会の実現と地方創生の

さらなる推進、ほか１１項目の実現を期するための決議案が提案され、全会一致で

採択されました。 

第７５回鹿児島県町村議会議長会定期総会については、以上のことでございます。 

議員派遣の報告につきましては、お手元に配付のとおりでありますのでよろしく

お願いいたします。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（富重幸博議員） 日程第４「行政報告」を行います。これを許可します。 

町長。 

○町長（東 靖弘君） 企画政策課関係の報告でございます。 

大崎第一中学校跡地に関連するカラル株式会社の稼働状況について御報告いたし

ます。 

本件につきましては、令和５年１１月に現地での説明会が行われ、その後の推移

を注視してまいりました。説明会以降、新たに導入された機械設備が稼働しており、

現地の廃ビニールを原料として、スラッグと呼ばれる土木建築用資材の製造段階に

入っております。製品化に向けて順調に操業されている状況でございます。 

また、現地の外観でございますが、ビニールの切断や破砕設備の稼働により野積

みの廃ビニールが徐々に減少しており、目視で判別できるようになってまいりまし

たことを御報告いたします。 

以上で、行政報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度大崎町一

般会計補正予算（第７号）） 

○議長（富重幸博議員） 日程第５、承認第１号「専決処分の承認を求めることについ

て（令和５年度大崎町一般会計補正予算（第７号））」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治法第１７９条第１項の規

定により１月２２日付で専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告

するものでございます。 
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,５９４万１,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を１２８億９,８５５万４,０００円にするものでございます。補正

の内容は、国の総合経済対策による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

に要する経費となります。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正予算は、国が総合経済対策の一環として実施いたします、物価高騰の

影響を受ける低所得世帯を支援する物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

に要する経費でございます。 

まず、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の７ページをお願いいたしま

す。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１１物価高騰対応重点支援事業費、節３職員手

当等９万４,０００円は、職員の時間外勤務手当でございます。節１０需用費１６

万２,０００円は、事務に係る消耗品費と封筒作成に係る印刷製本費でございます。

節１１役務費１９万５,０００円は、確認書等を郵送する際の通信運搬費と交付金

の振込手数料でございます。節１８負担金，補助及び交付金５,０１６万５,０００

円は、住民税均等割のみが課税である世帯に対し、１世帯当たり１０万円を給付す

る均等割課税に対する臨時特別交付金５,０００万円と、システムの改修負担金１

６万５,０００円でございます。項２児童福祉費、目４物価高騰対応重点支援事業

費、節３職員手当等９万９,０００円は、職員の時間外勤務手当でございます。節

１０需用費１６万３,０００円は、事務に係る消耗品費と封筒作成に係る印刷製本

費でございます。節１１役務費６万３,０００円は、確認書等を郵送する際の通信

運搬費と交付金の振込手数料でございます。節１８負担金，補助及び交付金１,５

００万円は、住民税が非課税の世帯または均等割のみが課税されている世帯のうち、

１８歳以下の子どもがいる世帯に対し、子ども１人当たり５万円を給付する、低所

得者の子育て世帯への加算金でございます。 

次に、歳入について御説明いたしますので、６ページをお願いいたします。款１

５国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金、節１総務管理費補助金６,

５９４万１,０００円は、物価高騰対応重点支援事業費に係る交付金でございます

が、説明欄にございますとおり、今回、１２月議会で御可決いただいた新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金へと予算の組み替えを併せて行っております。 

以上で説明を終わりますが、８ページ以降に給与費明細書を添付してございます
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ので御参照ください。 

以上で説明を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和５年度

大崎町一般会計補正予算（第７号））」は、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和５年度大崎町

一般会計補正予算（第７号））」は、承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数料条例の

一部を改正する条例の制定について） 

○議長（富重幸博議員） 日程第６、承認第２号「専決処分の承認を求めることについ

て（大崎町手数料条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、戸籍法の一部改正により創設され

た戸籍電子証明書提供用識別符号の発行等の制度について、地方公共団体の手数料

の標準に関する政令の一部改正を踏まえ、その発行等に係る手数料の額を定めるた

め、本条例の一部を改正するものであります。 
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なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和６年２月２９日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○町民課長（谷迫利弘君） それでは、御説明いたします。 

まず、令和元年５月３１日に戸籍法の一部を改正する法律が公布され、住民の利

便性の向上と戸籍事務の効率化を図るために、全国の市町村の戸籍情報を連携させ

る新たな戸籍情報システムを構築し、５年以内に施行することとされました。 

このことを受けまして、令和６年３月１日に戸籍法の一部を改正する法律が施行

されまして、新たに開始されるサービスとしまして、次のサービスが可能となった

ところでございます。 

今まで本籍地のみに限定されていました戸籍謄本や除籍謄本の交付が、本籍地以

外の市町村窓口においても可能となります。いわゆる広域交付や他の行政機関の手

続の際に添付します紙の戸籍謄本等に代わるものとして、戸籍及び除籍の電子証明

書提供用識別符号の発行、そして婚姻届等の届出書類をスキャンして作成した画像

情報の内容に係る証明書についても交付または閲覧が可能となりました。 

今回、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に準じまして、大崎

町手数料条例の一部を改正し、戸籍謄本等の交付等に係る手数料を定めるものでご

ざいます。 

それでは、新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表の１ページをお開き

ください。 

改正箇所にはアンダーラインを引いてお示ししています。 

まず、戸籍謄本等の広域交付に係る手数料は、現行の戸籍謄本等の交付手数料と

同額ですので、額の改定はございません。 

次に、３段目及び６段目には、新たに開始されるサービスとして、戸籍及び除籍

の電子証明書提供用識別符号を発行するものです。この電子証明書提供用識別符号

とは、戸籍または除籍を電子証明として確認を行うために用いるパスワードのよう

なものです。この識別符号の取得により、行政機関へ紙での戸籍謄本等の提出を省

略することができるようになります。手数料の額は、戸籍電子証明書提供用識別符

号の発行が１件につき４００円、除籍電子証明書提供用識別符号の発行が１件につ

き７００円でございます。 

次に、一番下になりますが、戸籍の届け書等情報の内容に係る証明書の交付請求

が可能となるものです。ここにあります届け書等情報とは、先ほど申しましたが、
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紙の届け書等の書類を画像情報として作成したものです。 

次の、２ページの２段目になりますが、届け書等情報の内容の閲覧・請求が可能

となるものです。この２つの事項の手数料の額は、届け書その他書類の記載事項証

明書等の交付及び閲覧と同額ですので、額の改定はございません。 

続きまして、施行期日について御説明いたしますので、条例案をお願いいたしま

す。 

附則といたしまして、この条例は令和６年３月１日から施行するものでございま

す。 

以上で説明を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数

料条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数料条例

の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第１号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第７、議案第１号「大崎町介護保険条例の一部を改正す
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る条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、介護保険事業の健全かつ適正な運

営を図るための新しい大崎町介護保険事業計画が、令和６年４月から実施されるこ

とに伴い、６５歳以上の被保険者に係る介護保険料率の条文の一部を改正するほか

所要の改正をするものであります。 

介護保険サービス料の見込みや介護報酬改定により介護給付費は増加すると推測

されておりますが、所得段階の多段階化や基金の活用を踏まえ、介護保険事業計画

策定委員会において慎重に審議していただいた結果をもとに改正するものでござい

ます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは御説明いたします。 

本案は、大崎町介護保険条例の一部を改正するものでございますが、介護保険法

にのっとって３年に１回実施しております介護保険事業計画策定によりまして、介

護サービス料を見込み、介護保険料につきましても検討いたしました。その結果を

踏まえてお願いするものでございますので、今回の改正は令和６年度から令和８年

度までの３か年の介護保険料の見直しが主なものとなっております。 

今回の策定委員会におきましては、これまで皆様から御提案などいただいており

ました所得段階の多段階化や保険料額の抑制も踏まえまして検討させていただきま

した。本町の高齢者の推移や国の報酬改定等制度改正を踏まえますと、中長期的に

は介護サービスの見込み量は増加するものと思われますが、国としましても第６期

以来の標準所得段階の多段階化や、第１号被保険者の負担割合の維持など、高齢者

の、特に低所得者への負担軽減を検討されております。本町の策定委員会としまし

ては、国が標準所得段階を１３段階に細分化したことに合わせ、かつ基金の取り崩

しを行うことにより、基準額を第８期と同額に抑制することで決定を見たところで

ございます。 

それでは、改正の内容につきましては新旧対照表により御説明いたしますので、

議案書の次にございます新旧対照表をお開きください。 

まず、第２条保険料率の改正でございますが、１行目にございます保険料率の適

用期間を、現行の「令和３年度から令和５年度」を「令和６年度から令和８年度」

に改めるものでございます。 

次の、第１号からの各号は、所得段階と保険料の年額を定めたものでございます

が、先ほど御説明いたしましたとおり、これまでの９段階を細分化することにより
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１３段階までに多段階化したところでございます。そのため、第９号の次に、第１

０号から１３号までを追加しております。なお、基準の目安としましては、第５号

の第５段階を基準額としまして、保険料率を第１段階から第４段階までを基準額以

下に、第６段階以上を基準額以上に設定しており、基準額は第８期と同じく年額で

８万４００円、月額で６,７００円でございます。 

それでは、各号の詳細を御説明いたします。 

まず、第１号の第１段階の方の保険料でございますが、年額の保険料を「４万２

００円」から「３万６,５８２円」に改めるものでございます。第２号は「６万３

００円」を「５万５,０７４円」に、第３号は「６万３００円」を「５万５,４７６

円」に、それぞれ改めるものでございます。 

次の第４号から９号までは変更はなく、次の１０号からは追加でございます。な

お、ここで言う令第３８条第１項とは、介護保険法施行令において保険料率の算定

に関する基準を定めた部分でございますが、この施行令の改正に伴い、１０号から

１３号までが新たに追加され、その新たな保険料率と所得の基準により、次のとお

り追加するものでございます。 

まず、第１０号は、本人が町民税課税で年間所得が４２０万円以上５２０万円未

満の方の保険料で年額を１５万２,７６０円とするものでございます。 

次の第１１号は、年間所得が５２０万円以上６２０万円未満の方で年額を１６万

８,８４０円に、第１２号は、年間所得が６２０万円以上７２０万円未満の方で年

額を１８万４,９２０円に、そして第１３号は年間所得が７２０万円以上の方で年

額を１９万２,９６０円とするものでございます。 

次の第２項から、２ページの第４項につきましては、第１段階から第３段階まで

の低所得者の保険料軽減措置でございます。それぞれ、その適用年度を下線部のと

おり、「令和６年度」から「令和８年度」までに改め、第２項では所得段階の第１

段階の保険料を「２万４,１２０円」から「２万２,９１４円」に、第３項では第２

段階の保険料を読み替え後の部分で、３ページをお願いいたしまして、「４万２０

０円」から「３万８,９９４円」に改め、第３項では第３段階の保険料を読み替え

後の「５万６,２８０円」から「５万５,０７４円」に改めるものでございます。 

次に、第４条第３項でございますが、ここでは保険料の賦課期日後において、第

１号被保険者の資格の取得や喪失等があった場合の保険料の算定について規定して

おりますが、第３項は要保護者になった場合の保険料算定について定められており、

その所得段階を１３段階までに細分化したことから、それに併せて細分化したもの

でございます。 

次に、議案書をお願いいたします。附則でございますが、第１項において施行日
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を令和６年４月１日と定め、第２項において保険料についての経過措置を規定して

おります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸議員） １号保険者の負担の多段階化が目的だということでござい

ますが、昨年の６月議会でも私はこの件について議論を申し上げておりますが、高

齢者の所得状況が多様化した、格差が広がっていることがあるということが１つの

条件かなというふうに思われているんですが、そこで、今回提案されておりますが、

第１段階と今回提案された１３段階の高額所得者と低額所得者の段階の格差がどの

程度あることを予測されたのか。保健福祉課もしくは税務課、いずれかでわかれば

お示しをいただきたい。 

   それから、他の市町村の条例等も拝見しますと、段階ごとの所得が先ほど説明さ

れましたが、例えば１０段階におきますと４２０万円以上５２０万円までだったで

しょうか、そういったことも条例の中にしっかりとうたい込まれている要項がござ

いますよね、ほかのところはそういったところまでうたい込まれている条例になっ

ているようです。本町ではそれはなされていませんが、なぜなのか。 

それから２０２４年、今年の８月ですが予定されております２割負担の対象者、

こういったことがどれぐらい広がってくるのか、その影響者はどの程度が予想され

るのか、委員会での審議もあったと思います。その点について。 

それから、国の乗率、掛け率ですね、これは現在、平均が１.７ということでご

ざいますが、本町でも９段階のところで１.７が示されておりましたが、この段階

は本条例ではどういう乗率を定めたのか、その点。低所得者、第１段階については、

前の段階では０.３０という上限を掛けてありましたが、これはどう変更になった

のか、その点についてお示しをいただきたい。 

○町長（東 靖弘君） ただいま幾つかの御質問がありましたので、それぞれ担当課長

のほうの答弁とさせていただきます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 回答の順番がばらばらになってしまいますが、わかる

部分から御説明させていただきたいと思います。 

まず、細分化につきましては、この条例でその乗率を示していないというところ

でございますが、先ほどちょっと説明でもあったんですが、国の施行令の改正に伴

いまして、国の施行令の中にその割合が明記されていることから、それを準用する

という形ですので、この条例の中には負担割合を明記していないところです。 

ちなみに、負担割合がどのように変更したかということを申し上げますと、第１

段階が、これまで０.５だったものが０.４５５、さらにこれが軽減されるというこ
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とで、先ほど言われましたとおり第１段階は０.３になっていたんですが、これが

０.２８５になるところでございます。同じように、第２段階が０.７５が０.６８

５になり、さらに軽減され０.４８５に、第３段階が０.７５から０.６９になり、

さらにそれが０.６８５に軽減されることになっております。 

それから、第９段階以上ですが、第９段階が、これまで１.７だったんですが、

１０段階が１.９、１１段階が２.１、１２段階が２.３、１３段階が２.４と乗率を

掛けておりまして、それで基準額に対して計算させていただいております。 

この格差ということですが、どのように影響があるかは何とも言えないところで

すが、現在の段階ごとの見込みの人数で試算したところでは、第１段階の方が１,

１７４人、第２段階が９０６人、第３段階が７１４人、この方々が特に低所得の方

と捉えておりまして、第９段階以上ですが、第９段階を６６人、１０段階を３８人、

１１段階を８人、１２段階を５人、１３段階を４６人と見ているところです。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） あとは委員会のほうで付託されるだろうと思いますので詳

しくお伺いしたいんですが、それまでに担当課もしくは税務課のほうで、この金額

の差違、それと、これは第１号保険者ですが、第２号保険者に関わる問題、これは

２号者が加入されている保険制度によっても違うと思うんですが、国民健康保険に

加入されている２号保険者について、どのような変化が出てくるのか。今回の国の

法令改正によってどのような変化が出てくるのかということもお示しする準備をお

願いしておきます。 

以上です。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第２号 大崎町農業研修館の設置及び管理に関する条例を廃止する条

例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第８、議案第２号「大崎町農業研修館の設置及び管理に

関する条例を廃止する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町農業研修館の設置及び管理
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に関する条例を廃止する条例を上程するものです。 

大崎町農業研修館は、経年劣化等により雨漏りが広範囲に発生し、これに伴う漏

電被害が懸念されることから、地域住民と利用者の安全を考慮し、昨年１２月末を

もって利用停止したことから同条例を廃止するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２号「大崎町農業研修館の設置及び管理に関する条例を廃

止する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２号「大崎町農業研修館の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ９ 議案第３号 大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第４号 大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第９、議案第３号「大崎町会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について」、日程第１０、議案

第４号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
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て」、以上２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。議案第３号から議案第４号までは、地方自

治法の一部を改正する法律により関連がございますので、一括して御説明いたしま

す。 

議案第３号は、会計年度任用職員について勤勉手当の支給額が可能となることか

ら、大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例を制定するものでございます。 

議案第４号は、会計年度任用職員の勤勉手当について支給が可能となることに伴

い関係条例の整備を行うため、大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例を制定するものでございます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

議案第３号及び議案第４号は、地方自治法の改正により、国の非常勤職員との均

衡や会計年度任用職員の適正な処遇の確保の観点から、令和６年４月１日から、会

計年度任用職員に対し勤勉手当が支給可能になったことに伴い、関係条例の所要の

改正を行うものでございます。 

それでは、まず、議案第３号、大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について御説明いたしますので、お手元の新

旧対照表を御覧ください。 

右側が現行、左側が改正案で、アンダーラインの箇所が改正部分でございます。 

まず、第３条関係でございます。第３条は、会計年度任用職員の給与の種類につ

いての規定でございますが、新たに勤勉手当を支給対象とするために、改正案のと

おり改めるものでございます。 

第１４条の２は、フルタイム会計年度任用職員の勤勉手当について規定するもの

でございますが、この条では勤勉手当の支給要件や支給額等については、大崎町職

員の給与に関する条例第１７条の勤勉手当の支給に係る要件の規定を準用すること

を規定しております。 

第２１条は、パートタイム会計年度任用職員の期末手当についての規定でござい

ます。この条では、期末手当の支給が除外されるパートタイム会計年度任用職員と

して、１週間当たりの勤務時間が著しく短いものと定めておりますが、勤勉手当に

つきましても、期末手当と同様に支給除外の要件とすることを規定しております。 

２ページをお願いいたしまして、第２１条の２でございます。ここでは、新たに

パートタイム会計年度任用職員の勤勉手当について規定するものでございますが、
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フルタイム会計年度任用職員と同様に、勤勉手当の支給要件や支給額等については

大崎町職員の給与に関する条例第１７条の勤勉手当の支給に係る要件の規定を準用

することを規定しております。 

なお、この条例は令和６年４月１日から施行することとしております。 

続きまして、議案第４号、大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について御説明いたします。 

本案は、会計年度任用職員に対し勤勉手当が支給可能になったことに伴い、育児

休業を取得している会計年度任用職員につきましても、基準を満たす場合には勤勉

手当を支給できるように改めるものでございます。 

新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表を御覧ください。 

第７条第２項では、育児休業をしている職員のうち勤勉手当の支給に係る基準日

以前６か月以内の期間において勤務した期間がある職員に対して勤勉手当を支給す

ることとしております。これまで、会計年度任用職員は勤勉手当の支給がなかった

ため、支給対象となる職員から除外しておりましたが、令和６年度から勤勉手当の

支給が可能となったことに伴い、育児休業中の会計年度任用職員に対しても勤勉手

当の支給を可能とするため、当該除外規定を削除するものでございます。 

また、第８条につきましては、この改正に伴い、育児休業をした職員の職務復帰

後における号級の調整について規定するものでございますが、第７条第２項に規定

していた会計年度任用職員の定義につきまして、同条に改めて規定し直すものでご

ざいます。 

なお、この条例は令和６年４月１日から施行するものとしております。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。まず、議案第３号「大崎町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第４号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３号及び議案第４号は、会

議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。こ
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れに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。 

議案第３号「大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」、討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３号「大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３号「大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第４号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」、討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第４号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第４号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第５号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第１１、議案第５号「令和５年度大崎町一般会計補正予

算（第８号）」を議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ９億４,０８０万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１３８億３,

９３５万７,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、減債基金積立

金、施設整備事業基金積立金及びふるさと納税の謝礼等に係る経費などでございま

す。歳入は、普通交付税及びふるさと納税寄附金の増、国・県支出金、繰入金の増

減が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正予算は、人件費をはじめ、事業費の決定や実績見込みによる補正が主

なものでございますので、比較的金額の大きいものについて説明させていただきま

す。 

それでは、歳出から御説明いたしますので、２０ページをお願いいたします。 

款２総務費、目４財政管理費、節２４積立金１億６,５４１万９,０００円は、臨

時財政対策債の償還財源として、追加交付された普通交付税を積み立てるための減

債基金積立金４,５４２万４,０００円と、今後の公共施設整備に備えるための施設

整備事業基金積立金１億２,０００万円でございます。 

２１ページをお願いいたします。目１０企画費、次のページをお願いいたしまし

て、節１８負担金，補助及び交付金は、合計で６２０万７,０００円の減でござい

ますが、説明欄の１行目の、環境配慮型定住住宅取得補助金につきましては、申請

見込みの増加に伴い１,３８３万円を増額するのでございます。目１３諸費、節２

２償還金，利子及び割引料２,０７７万８,０００円は、説明欄にございます各事業

の過年度の実績に基づく返還金等でございます。 

２３ページをお願いいたします。項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台

帳費、次のページをお願いいたしまして、節１２委託料、戸籍情報システム改修委

託料２６６万２,０００円は、戸籍の記載事項に氏名のふりがなを追加する法律改

正がなされたことから、現行のシステムに必要な機能を追加するための改修費でご

ざいます。 

２８ページをお願いいたします。款３民生費、目７障害者福祉費、節１９扶助費

６７万円は、説明欄にございます障害者等に対する助成金を実績見込みにより増減

するものでございますが、障害児入所施設給付費の増が主なものでございます。 

３１ページをお願いいたします。款４衛生費、目５保健指導費、節１９扶助費３

４７万７,０００円は、子ども医療費助成事金を実績見込みにより補正するもので
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ございます。 

３３ページをお願いいたします。項２清掃費、目１し尿塵芥処理費、節１１役務

費１４６万円は、草木処分に係る手数料を実績見込みにより増額するものでござい

ます。 

３４ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目９畜産業費、節１８負担

金，補助及び交付金２億１,４１６万４,０００円の減は、肥育豚舎等を整備するた

めの畜産クラスター事業補助金が主なものでございますが、入札結果など実績見込

みにより補正するものでございます。 

３７ページをお願いいたします。款６商工費、目２商工業振興費は合計で１２億

８,５０７万９,０００円の増でございますが、主なものはふるさと納税寄附金の実

績見込みに伴う補正でございます。なお、本年度は４３億円のふるさと納税寄附金

を見込んでおります。 

３８ページをお願いいたします。款７土木費、目１土木総務費、節１８負担金，

補助及び交付金６４３万３,０００円は、次の３９ページをお願いいたしまして、

地方特定道路整備事業市町村負担金の増が主なものでございますが、これは県道黒

石串良線に係る県事業への負担金でございます。 

４１ページをお願いいたします。款９教育費、目２事務局費、次の４２ページを

お願いいたしまして、節１２委託料１４４万２,０００円は、旧菱田中学校跡地の

未登記に係る登記委託料が主なものでございます。 

これで歳出を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたします。 

１０ページをお願いいたします。款１１地方交付税、目１地方交付税４,５４２

万４,０００円は、普通交付税の再算定に伴う追加交付額でございます。 

款１３分担金及び負担金から款１６県支出金までは、説明欄に記載してございま

す各事業等の実績見込み及び決定等に伴いまして補正をお願いするものでございま

す。 

１５ページをお願いいたします。款１８寄附金、目１一般寄附金１３億円は、ふ

るさと納税寄附金を実績見込みにより増額するものでございます。 

款１９繰入金、目１財政調整基金繰入金から、次のページの目６減債基金繰入金

までは、実績見込み、または財源の調整により減額するものでございます。 

款２１諸収入、目１雑入６７２万９,０００円の増は、事業実績に伴う返還金や

精算金が主なものとなっておりますが、そのうち、説明欄の下から７行目にござい

ます歳入歳出外現金不用分繰入金として９１万７,０００円を計上しております。

本町では、普通地方公共団体の所有に属しない現金である歳入歳出外現金として、

所得税などの給与等からの公定控除金や差し押さえ現金、契約保証金、公営住宅敷
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金、共済保険などの還付金に大別しておりますが、歳入歳出外現金の受け入れ、払

い出しの推移を調査したところ、返金ができない不明金があることが判明いたしま

した。不明金の内訳は、入居者が死亡、または行方不明等で相続人が不明である場

合の住宅敷金が約６１万円、過年度からの繰越で原因が特定できない不明金が約３

０万７,０００円であります。現在は歳入歳出外現金の管理は適正に行われている

ものの、今回、不明金を一般会計で雑入として受け入れ、歳入歳出外現金を整理す

るため補正をお願いするものでございます。 

款２２町債は、合計で２３０万円の減でございますが、説明欄にございます各事

業の事業実績等に伴い増減するものでございます。 

以上で、歳入の説明を終わります。 

次に、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費でございます。款２総務

費、項１総務管理費のシステム改修事業及び項３戸籍住民基本台帳費の社会保障・

税番号制度システム整備事業は、戸籍や住民票などの記載事項に氏名のふりがなを

追加する関係法令が改正されたことによるシステム改修費でございますが、年度内

に事業が完了しないため繰り越すものでございます。 

款３民生費、項１社会福祉費の住民税均等割のみ課税世帯への給付事業及び、項

２児童福祉費の低所得者の子育て世帯への荷担事業は、国の総合経済対策による物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業に係る給付金等でございますが、給付

に要する期間が短く、年度内に事業完了できないため繰り越すものでございます。 

款４衛生費、項１保健衛生費は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

でございます。新型コロナウイルス対策につきましては、本年３月末で全額公費で

のワクチン接種が終了することに伴い、未使用ワクチンを４月以降に処分する必要

があるため、費用の一部を翌年度へ繰り越すものでございます。 

款５農林水産業費、項１農業費、農地耕作条件改善事業、病害虫対策型でござい

ます、病害虫の発生予防や蔓延防止のために行う土層改良や排水対策等に対して助

成する事業でございますが、作付面積の大きな耕作者等につきましては、年度内に

この作業を完了できないため繰り越すものでございます。 

次の農地耕作条件改善事業でございます。こちらは、神領池尻地区における樋門

新設工事でございますが、天候不順等により工事が遅延しており、年度内に事業を

完了できないため繰り越すものでございます。 

次の畜産クラスター事業は、野方地区において建設中の畜産施設の整備費を助成

する事業でございますが、年度内に事業完了できないため繰り越すものでございま

す。 

款９教育費、項４社会教育費の立小野ふれあい館解体等事業でございますが、天
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候不順等により工事が遅延しており、年度内に事業完了できないため繰り越すもの

でございます。 

款１０災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費の林道災害復旧事業でございま

すが、天候不順等により工事が遅延しており、年度内事業完了できないため繰り越

すものでございます。 

次の農林水産業施設災害復旧事業でございますが、国の災害査定に期間を要し、

年度内に事業が完了しないため繰り越すものでございます。 

第３表債務負担行為補正は変更でございます。大崎町老人福祉センター管理委託

料を、契約金額の確定に基づき、限度額を補正前の額から補正後の額に変更するも

のでございます。 

７ページをお願いいたします。第４表地方債補正は変更でございます。起債の目

的欄の過疎対策事業の限度額を、事業費の確定等に基づき、補正前の額から補正後

の額に変更するものでございます。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきま

しては御覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終わりますが、４８ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので御参照ください。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸議員） お伺いします。２４ページ、１２の委託料、この中で戸籍

情報システム、先ほどふりがなを振る、ルビを振るということがございましたけど

も、これは以前、上がっていたような記憶があるんですが。そしてまた、繰越明許

の中でシステム改修事業の６３万８,０００円計上されておりますよね。この点に

ついて、私の記憶が違っているんであればですが、以前、これは予算を上げてあっ

たような気がするんですね、システム改修、ルビを振る。そしてまた、システム改

修の繰越明許を見ると６３万８,０００円、これは途中まで仕事が進んでいて、あ

との部分ができていないということなのか、新たにシステム改修、ルビを振るとい

うことで増額されると言うことなのか、その点についてお示しをいただきたいと思

います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで答弁をい

たします。 

○町民課長（谷迫利弘君） 最初お尋ねの、補正予算書２４ページの１２委託料２６３

万円の中の戸籍情報システム改修委託料の２６６万２,０００円ですが、先ほど説

明にありました、氏名の読み仮名を振るシステム改修もあるんですけど、それ以外

もありまして説明不足がありました。済みません。ほかにも旧氏を振ることと、あ

と読み仮名を戸籍に仮登録するためのシステム改修も入っております。仮登録とい
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いますのが、今後、まだ先の話なんですけれども、戸籍に氏名を振る前段として、

各戸籍に載っている方から届出を受けて戸籍に氏と名のふりがなを振るんですけど、

それが全員からの届出は来ないだろうということを想定して、現在、住民票に運用

上振っていますふりがなを、戸籍にそのまま振るためのシステムを前もって準備す

る必要がありますので、その分の改修が主に今回の委託料でございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） そうしますと、前回、予算計上もされておりますよね、こ

の件については。総額で幾らになりますか。 

○町民課長（谷迫利弘君） 戸籍の関係で申し上げれば、繰越明許費にございます８８

９万９,０００円の中の戸籍システム改修については、８１８万４,０００円が戸籍

に係る改修一式の金額になります。 

以上です。 

○４番（平田慎一議員） ３点ほど質問させていただきます。 

２０ページの節２４の積立金なんですが、減債基金が４,５００万円、設備基金

が１億２,０００万円なんですけども、この使い道、１億２,０００万円は体育館な

のかなと思ったんですが、減債基金積立金のほうも含めて、その使途はどう考えて

いらっしゃるのかを補足で説明いただきたいのと、２２ページの節１８負担金，補

助及び交付金の環境配慮型定住住宅取得補助金がありますが、これは人気があって、

多分増減されていると思うんですが、件数はどれぐらいの件数の増減を見込んでい

るのか。また、今までの実績が、ある程度わかればですね、結構な件数があるのか

なと思っていますので、そこも教えていただければと思います。 

あと、３点目。２８ページ、節１９扶助費ですね、この部分の障害児入所施設給

付金６００万円が入っていますが、これは１つの施設なのか、何箇所の施設に幾ら

分けて配分されているのか、そこの詳細をお教えください。 

○総務課長（上橋孝幸君） まず、２０ページの目４財政管理費の積立金の御質問につ

いて、私のほうから答弁させていただきます。 

まず、減債基金の目的でございます。本町は財政運営上、地方債を借りる場合が

あります。その地方債は借入金でございますので、必ず返済をしないといけなくな

ります。それが歳出でいえば公債費、元金と利子の償還分になるわけですが、その

償還財源として、今のところ一般財源を充てているところでございますけれども、

その減債基金は公債費、地方債を償還する財源として基金で積み立てておくという

目的であります。 

それから、施設整備事業基金でございます。これについては、公共施設たくさん

ございます、それの建て替えをする場合に多額の費用が当然必要になってきます。
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そういった場合に施設整備基金を取り崩して一部整備資金に充てるために、計画的

に財政的に余裕がある場合に施設整備基金に積み立てておくということとなってお

ります。 

以上です。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 企画政策課でございます。２２ページの環境配慮型定

住住宅取得補助金１,３８３万円の増額のお願いでございます。 

１,３８３万円につきましては、今回６件分の増加の見込みをしておりまして、

年間累計で３３件を見込んでいるところでございます。なお、補助金実績につきま

しては、傾向としまして基本額の１００万円から、最大３１０万円という幅がある

んですが、１件当たりの平均補助額が約２００万円となっているところでございま

す。 

以上でございます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、２８ページの障害福祉費の１９扶助費でご

ざいます。障害児入所施設給付費につきましては、１箇所ではなく、町内町外を含

めて各施設を利用された際の給付費になりますが、補正前が４,０６５万円だった

ところが、今回４,６６５万円まで増額させていただいておりますが、利用者の増

ということで町内に限らず利用された実績が、国保連等を通して実績が上がってき

たところでございます。 

以上です。 

○４番（平田慎一議員） 最初の総務課の答弁でありました、減債基金のほうはいわば

借金返済のニュアンスということで理解しましたが、施設整備事業の積立金の部分

に関しましては、前、一般質問で町長が建物の改修を何箇所かお示しいただいた部

分があるんですが、本町としてはどの建物の改修、今回は多分体育館だと思うんで

すが、前、町長が何箇所か言われた部分も含めてですね、あと、どの辺りの建物改

修、箱物をつくっていく考えがあるのかですね、もし、今わかれば、そこの部分も

お教えいただきたいのと、最後に言われた、２８ページの保健福祉課の部分です、

町内町外両方あるということで御説明があったんですが、この件数とか、もしわか

れば、わからないようでしたら、また資料提出を総務委員会のほうに出していただ

ければと思いますが、その２点を。 

○総務課長（上橋孝幸君） 施設整備事業基金のことについてお答えをさせていただき

ます。 

そのような施設改修に使うのか、計画はあるのかというような質問内容だったか

と思います。今、現段階では総合体育館の改修には予定はしてないところなんです

けれども、今後、庁舎を含め、あるいは中央公民館をはじめ、大規模な改修、ある
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いは建て替え工事を予定されます。そういったものについては、有利な補助金であ

ったり地方債が見込みにくいところでございますので、そういった場合には施設整

備事業基金を取り崩して一部を使わせていただくということになろうかと思います。 

以上でございます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 障害児の施設等につきましては、ここでは最新の情報

を持っておりませんので、また改めて提示したいと思います。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第５号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） ここで、５分間ほど休憩と取りたいと思います。次は、１１

時１５分から始めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第６号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第１２、議案第６号「令和５年度大崎町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ３,３７３万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それ

ぞれ１８億７,４３２万７,０００円とするものでございます。補正の主なものは、

一般被保険者に係る保険給付費の補正減及び県補助金の見込みに伴い補正するもの

でございます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 
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今回の補正予算は、事業費の確定または実績見込みにより補正するものでござい

ます。 

歳出から御説明いたしますので、予算書の９ページをお願いいたします。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費１６万１,０００円の減は、国保

連合会へ支払います電算協同処理手数料等でございます。項２徴税費、目１賦課徴

収費２６万９,０００円の減は、納付書作成等の業務委託料などでございます。 

款２保険給付費、項１療養諸費は、合わせて１,６３５万１,０００円の減でござ

いますが、説明欄の診療報酬や療養費等の実績見込みにより減額するものです。 

１０ページをお願いいたします。項２高額療養費は、合わせて２,０１１万円の

減でございますが、高額療養費等の実績見込みにより減額するものです。項３移送

費、目１一般被保険者移送費５万円の減も、実績見込みから減額するものです。 

次の、項４出産育児諸費、目１出産育児一時金及び、１１ページでございますが、

その次の、款３国民健康保険事業費納付金、項１医療給付費分から項３介護納付分

までは、国・県補助金等の確定見込みによる財源変更でございます。 

款５保険事業費、項１保険事業費は、次の１２ページをお願いいたしまして、合

計で８６万円の減でございますが、節１８負担金，補助及び交付金の人間ドック助

成金の実績見込みによる減が主なものです。項２特定健康診査等事業費は、４８４

万円の減でございますが、節１２委託料の特定健診業務委託の実績に伴う減が主な

ものです。 

その次の、款８諸支出金、目１一般被保険者保険税還付金１１９万円の減は、還

付金の実績を見込みまして減額するものです。 

１３ページでございますが、目４保険給付費等交付金還付金１,０２０万万１,０

００円と、目５特定健康診査等負担金償還金１１２万６,０００円は、それぞれ令

和４年度分の交付金等の実績による返還金です。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。６ページをお願いい

たします。 

款１国民健康保険税は、合計で８８２万６,０００円の減でございますが、説明

欄にございますそれぞれの実績を見込みまして補正するものです。 

７ページでございます。款４県支出金、目１保険給付費等交付金はでございます

が、節１保険給付費等交付金（普通交付金分）３,８８８万５,０００円の減額は、

保険給付の実績見込みより、節２の特別交付金分１９８万５,０００円の減は、説

明欄にございます各交付金等の確定に伴い補正するものです。 

次の、款６繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入７１万５,０００円の

減は、節３事務費等繰入金など、それぞれ実績見込みにより減額するものです。項
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２基金繰入金、目１国民健康保険基金繰入金の８００万円の増額は、保険税や県支

出金等の減額に伴い、歳出の国保事業費納付金等の財源を確保するため、基金から

の繰入により調整するものです。 

次の、款７繰越金、目１前年度繰越金５４３万７,０００円の増は、繰越額の確

定によるものです。 

８ページをお願いいたします。次の、款８諸収入、目１延滞金１５２万１,００

０円の増は、説明欄にございます、各延滞金の実績を見込んで補正するものです。 

次の、項３雑入でございますが、目１一般被保険者第三者納付金及び目３一般被

保険者返納金は、納付金等の実績に伴い増額するものです。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第６号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第７号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第１３、議案第７号「令和５年度大崎町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ９５５万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２

億１,３２１万１,０００円とするものでございます。補正の主なものは、後期高齢

者医療保険料及び広域連合納付金等の見込みに伴い補正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、予算書の７ページをお願いいたします。款１後

期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療広域連合納付金は９５５万６,

０００円の増でございますが、県広域連合へ納付いたします後期高齢者医療広域連

合納付金及び保険基盤安定分担金を実績見込みにより補正するものです。 

以上で歳出を終わりまして、歳入を御説明いたしますので６ページを御覧くださ
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い。 

款１後期高齢者医療保険料は、実績見込みにより６５５万６,０００円増額する

ものです。 

次に、款３繰入金、項１一般会計繰入金は、合計で２０２万７,０００円の減で

ございます。そのうち、目１保険基盤安定繰入金２０２万６,０００円の減は、低

所得者等に係る保険料の軽減分に対する保険基盤安定繰入金を見込みにより減額す

るものです。 

次の、款４繰越金、目１繰越金４９８万９,０００円の増は、繰越額の確定によ

るものです。 

次の、款５諸収入、目１延滞金３万８,０００円の増は、滞納繰越の延滞金の実

績見込みにより増額するものです。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第７号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第８号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第１４、議案第８号「令和５年度大崎町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２,１４２万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９億７,６８２

万６,０００円とするものでございます。補正の主なものは、地域密着型介護サー

ビス給付費の実績見込みに伴います補正増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正は、事業費の確定や今後の見込みによる調整が主なものでございます。 

歳出から御説明いたしますので、予算書の９ページをお願いいたします。款２保

険給付費、項１介護サービス等諸費、目３地域密着型介護サービス給付費２,２５

２万５,０００円は、グループホームなどの地域密着型サービス費の実績見込みに
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より増額するものです。 

次の、項２介護予防サービス等諸費、目１介護予防サービス給付費は１００万円

でございますが、要支援の方が受ける介護サービス給付費の実績見込みにより増額

するものです。 

款３地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費、目１介護予防・

生活支援サービス事業費は、財源変更でございます。項２一般介護予防事業費、目

１一般介護予防事業費は１２９万７,０００円の減でございますが、主に介護予防

事業として実施している健康づくり教室やころばん体操等の実績見込みにより減額

するものでございます。 

１０ページをお願いいたします。項３包括的支援事業・任意事業費、目１包括的

支援事業費は、財源変更でございます。 

次の、目２任意事業費３５万７,０００円の減は、緊急通報装置システム委託料

の実績見込みにより減額するものです。目４在宅医療・介護連携推進事業費２６万

２,０００円の減は、曽於医師会に委託しております在宅医療・介護連携推進事業

の実績見込みにより減額するものです。目６認知症総合支援事業費１８万２,００

０円の減は、認知症初期集中支援チームの活動等の実績見込みにより減額するもの

です。 

以上で歳出を終わりまして、歳入を御説明いたしますので６ページをお願いいた

します。 

款１保険料、目１第１号被保険者保険料７００万円の減額は、節１現年度分特別

徴収保険料の実績見込みにより減額するものです。 

次の、款３国庫支出金から、７ページにございます款５県支出金までは、国・県

支出金等の交付見込みにより、それぞれ増額または減額するものでございます。 

款７繰入金、目１一般会計繰入金７３１万１,０００円の減は、介護保険給付費

等に係る町の法定負担分の繰入れを、実績見込みにより調整するものでございます。 

８ページをお願いいたします。款８繰越金、目１繰越金４,５９１万５,０００円

の増は、繰越金の確定に伴うものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸議員） いろんなところで介護保険について今説明がございました

けども、今回の国の改定によりまして要支援、要支援の１・２についても改定がな

されるだろうというふうに予測ができるわけですね。そうした中で介護保険、今回

の補正等を含めまして今後どうなるのか。保健福祉課もしくは町長のほうでどのよ

うな考え方を持っているのか、これは今考えておかないと、先ほど条例の改定も提
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案されたわけですけども、そういったところにも影響が出てくるだろうというふう

に予測ができますね。そういったところをどのような考え方を持っているのかお示

しをください。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今回、国の改正でもいろいろな改正もございますが、

要支援１・２に限らず、サービスを受けるに当たりまして、今、やはり事業所の不

足とか人材の不足とかいろいろ課題が多いところでございまして、まず、そのへん

の課題をどうするのかというのが一番ではないかと思っておりますが、あとは、サ

ービスの内容とか、どのようなサービスを今後提供できるのかということで、本当

に課題は多いところで、これを今後、特別にやるということは現時点では申し上げ

られませんけれども、その都度、その都度、町内の高齢者の介護の要望も含めまし

て検討していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○１０番（中山美幸議員） 国の改正の条項を見てみると、要支援１・２については各

自治体に任される部分、こういったものが非常に多いのかなということと、家族介

護といったことも指摘がなされていると私は理解しているんですが、そのような点

について、現時点ではどのような考えを持っているのか。高齢者が増加するその中

で、町長はそういったところは、以前、町長は現職時代には福祉にもおられたわけ

ですが、そういったところは長けていると思うんですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 介護保険につきましては、高齢化がどんどん、どんどん進んで

いっていること、また認知症などの要支援が発生したり、虚弱老人が発生したりと

いうことで、今後の長寿命化の中で介護保険制度のシステムは非常に重視していか

なければならないと思っております。 

   先ほど要介護１・２についての改定の兆しがあるんじゃないかということであり

ますけれども、特別養護老人ホーム等の経営の危機ということも、相当、新聞ある

いはテレビ等で言われておりました。これまで施設入所が要介護３以上となってい

たところを、要介護１・２といったところも対応すべきじゃないかという意見も出

てきております。したがいまして、今の説明の中では特別養護老人ホーム等の経営

上の問題でそういったところまで踏み込んだことが言われてきているわけでありま

すので、介護保険の予算もですけれども、介護保険事業については、人口はだんだ

ん、だんだん減少してきていて、高齢者等の対象者も現時点と比べて減ってくるけ

れども、利用者はそんなに減らないだろうという形になってくるのかなと思います

ので、介護保険等については十分な調査、あるいは我々も勉強はもちろんそうであ

りますけれども、しっかりと運営できるようにしていくことは必要だろうと思って

おります。 

２０１０年に介護保険制度が始まっておりますので、そのときからいろいろ制度
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改正がなされてきている中で、高齢者の長寿命化あるいは身体虚弱、そしてまた要

支援といったものについては避けて通れない部分もある、その中で健康づくりに関

する部分にも力を入れていきながら、できるだけ要支援・要介護の対象を延ばして

いくことも非常に大切な役目ですので、そういったところも注視しながら、努力し

ながらやっていきたいと考えております。 

○１０番（中山美幸議員） 今、町長の話をお伺いしまして、なるほどなというところ

も理解できるんですが、今の町長の話によりますと、施設等の方向からの答弁が多

かったのかなと思います。我々議会としては、議員としては、やはりサービスを受

ける住民側からの話ということが重要だと思いますので、そういったところに力点

を置いて今後の介護保険ということも考えていただきたいということを要望してお

きます。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

○９番（吉原信雄議員） 歳出の９ページの、地域密着型サービス費２,２５２万５,０

００円、この内容を教えてもらえませんでしょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 地域密着型介護サービス費でございますが、この制度

は基本的には地域密着型ということで、本町に住所を有している方のみが受けられ

るサービスということで、先ほど申しました認知症型のグループホームであったり

小規模のデイサービスであったり、そういった町が指定する事業所でのサービスを

受けられることになっております。そういった事業になるんですけれども、今回、

そういった事業を受ける方が予想よりも多かったということで補正させていただい

たところでございます。 

以上です。 

○９番（吉原信雄議員） この金額が増えた根本はどういうものと、施設型の会社はあ

ると思うんだけど、そこへんの配分の仕方はどのくらいになっているかを教えてく

ださい。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 先ほど申し上げましたグループホームについては、本

町は３箇所ありまして、定員が９人ずつですので、毎月その分の給付費は発生しま

すが、そこは基本的には介護度には応じますけれども、安定した形の給付費になる

と思っております。 

それから、デイサービスにつきましては、利用する方の増減がございますので、

今回は見込みよりも、多分デイサービス事業の利用者が多くなったのかなと、やは

りコロナが落ち着いてきたということもあり、デイサービス等を利用する方が増え

たのではないかと推測されますけれども、要因につきましては、またお調べさせて

いただきたいと思います。 
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以上です。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第８号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第９号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第３号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第１５、議案第９号「令和５年度大崎町公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ８６９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を２億２,９７１万４,０００円

にするものでございます。 

歳出は、維持管理費及び下水道整備費の実績に伴う減額が主なものでございます。

歳入は、歳出の減額に伴う調整でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、補足説明をさせていただきます。 

予算書、事項別明細書の歳出から説明をさせていただきますので、７ページをお

願いいたします。款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業費、目１下水道総務

費、節１報酬から節１０需用費、印刷製本費までの分につきましては、実績に伴う

減でございます。節１１役務費の手数料につきましては、決算見込みによる調整で

ございます。 

目２維持管理費、節１０需用費の光熱費等１７３万８,０００円の減から、目３

下水道整備費、節１４工事請負費２００万円の減までにつきましては、実績見込み

によるものでございます。 

次に、歳入を御説明させていただきます。前の６ページをお願いいたします。款

２使用料及び手数料、項１使用料、目１下水道使用料と款６諸収入、項２雑入、目

１雑入につきましては、歳出予算に対しての調整でございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第９号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○１０番（中山美幸議員） 施政方針が入ってくると思うので、途中になってきますよ

ね、４０分ですので。ここで休憩を挟んでいただいて、１時からの再開ということ

でお願いしたいと思います。 

○議長（富重幸博議員） ただいま提案がございましたが、いかがしましょうか。その

ように取り扱ってよろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） それでは、暫時休憩をいたします。午後は１３時から始めま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４０分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第１０号 令和６年度大崎町一般会計予算 

日程第１７ 議案第１１号 令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

日程第１８ 議案第１２号 令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１９ 議案第１３号 令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

日程第２０ 議案第１４号 令和６年度大崎町水道事業会計予算 

日程第２１ 議案第１５号 令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第１６、議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予

算」、日程第１７、議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予

算」、日程第１８、議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予

算」、日程第１９、議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算」、

日程第２０、議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予算」、日程第２１、

議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算」、以上６件を一括議題

といたします。 

ここで、町長から提案理由の説明と合わせて令和６年度施政方針について説明を
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求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） はじめに、令和６年１月１日に発生いたしました能登半島地震

により被害に見舞われたすべての方々に謹んでお悔やみを申し上げるとともに、一

日も早い復興・復旧をお祈り申し上げます。 

令和６年第１回大崎町議会定例会において、新年度当初予算及び関連諸議案の御

審議をお願いするに当たり、施策に関する所信とともに、当初予算の概要を御説明

し、議員各位をはじめ、町民の皆様に町政への御理解と御協力を賜りたいと存じま

す。 

はじめに、ふるさと納税寄附金については、令和５年度も４０億円を超える多額

の寄附をいただきました。寄附者をはじめ、町議会の皆様や関係する事業者の皆様

に心から感謝申し上げます。 

さて、政府は、国の新年度予算案のポイントを、「歴史の転換点の中、時代の変

化に応じた先送りできない課題に挑戦し、変化の流れを掴み取る予算」とし、経済

の好循環の起点となる賃上げの実現や構造的な変化と社会課題への対応等を掲げ、

骨太方針に基づき、歳出改革の取組を継続し、歳出構造のさらなる平時化を進める

としております。 

岸田総理の施政方針演説において、日本社会の最大の戦略課題に「人口減少問題」 

であると述べられたところでございますが、この問題は、本町におきましても、最

重要課題として取り組んでいるところであります。 

また、そのほかにも、物価高に負けない賃上げをはじめとした、経済の再生や観

光、農業などの基幹産業の支援をはじめとした地方創生などにも言及されており、

注視しているところであります。 

令和６年度においても、これらの課題に対する事業については、より一層精査し

発展させ、質の高い施策に取り組んでまいりたいと考えております。 

さて、早いもので、町民の皆様から信任を賜ってから、６期目も３年目を迎えま

す。輝かしいふるさと大崎を子や孫の世代に引き継ぐために、将来にわたって持続

可能な地域社会の構築に向け、力を合わせて新しい時代を切り拓くという理念の下、

新年度予算案においても、私の公約で掲げました目標や指針を柱とし、「持続可能

なまちづくり」をめざした「ひと」を育む施策をもって郷土おおさきを活性化させ

る地方創生に取り組む所存でございます。 

初めに、人口減少対策に係る施策でございます。 

全国的な出生率低下による少子化は、深刻な課題となっており、本町におきまし

ても、令和４年度時点で出生者数５９名と年々減少傾向にあり、少子化問題は喫緊

の課題で、人口減少の要因の一つとなっております。 
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これまで出産祝い金の創設や保育所利用者負担金の無償化など様々な分野で事業

を実施し、経済・社会的にも安定・安心した子育てができる環境を整備することが、

少子化対策として重要かつ効果的であると考えております。 

この子ども・子育てに係る施策については、保育所等の給食費無償化などの新規

事業も計上しているところでありますが、既存の事業についても効果の検証を行い、

より重点的に取り組んでいく所存でございます。 

また、これまで宅地分譲や住環境整備への各種助成など、様々な移住・定住対策

事業の実施とともに、健康づくりや生きがいづくりを推進し、誰もが住みやすい、

誰一人取り残さない活力あるまちづくりの実現をめざした施策も行ってまいりまし

た。 

令和６年度においても、医師不足解消のための施策や企業誘致制度の充実、さら

に高齢者等の移動手段の確保に関する支援の実施など、生活に係る施策を充実させ

ることにより、あらゆる分野・角度から住みやすいまちづくりを推進し、この「人

口減少対策」について、取り組んでいく所存でございます。 

成果や効果が見え難い課題ではありますが、継続して対策を実施し、より効果的

な事業を研究し続けることが重要と考えておりますので、今後も重点的に取り組ん

でまいります。 

次に、スポーツ・観光に係る施策でございます。 

これまで「陸上競技の聖地実現プロジェクト」 を主軸とし、さらに陸上競技以

外の多様なスポーツも加え、町内のスポーツ施設などを活用することによりスポー

ツと観光を一体にした振興施策に努めてまいりました。 

昨年３月の「スポーツ観光おおさき」設立から１年が経過し、順調に地域に根差

した各種企画を展開することができております。令和６年度においても、さらなる

可能性の模索や研究を行い、地域の振興に寄与する取組を進めてまいります。 

また、大崎町総合体育館は、町民の皆様が気軽にスポーツをする機会を創出する

だけでなく、災害時の防災拠点としての機能も有していることから、空調設備も含

め、大規模改修工事を計画しております。 

最後に、教育に係る施策でございます。 

大崎町の未来を担うのは子どもたちです。これまでも子どもたちを取り巻く教育

の環境を充実させ、質の高い教育を提供することをめざして取り組んでまいりまし

た。 

ＧＩＧＡスクール構想の下で整備しました教育環境およびＩＣＴ活用などによる

効果的な教育の実施や大丸小学校の屋内運動場床改修工事、各小学校の特別教室等

の空調設備設置工事など教育環境の改善にとどまらず、保護者の経済的負担を軽減
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するための入学援助金をはじめ、令和６年度から実施する給食費の完全無償化など、

学校の内外両輪から教育環境を支援し、さらなる教育支援の施策を模索・発展して

まいります。 

令和６年度における当初予算の主な要点を申し上げさせていただきましたが、公

約実現に向け、各般の施策に全力で取り組むだけでなく、各事業の効果や見直し等

をしっかりと検証・検討し、より効果的な行政運営を図りながら、町政に努める所

存でございます。 

以上、私の所信について申し上げましたが、こうした考えのもと編成しました令

和６年度当初予算につきまして、一般会計予算額は１２２億３,６８０万６,０００

円で、対前年比２.７％の増となっております。 

それでは、各課の施策等について御説明申し上げます。 

はじめに、農林振興課関係でございます。農業従事者の減少や高齢化が進行する

中、国際的な経済連携に象徴されるグローバル化の一層の進展、さらに国際情勢等

の影響による資材等の価格高騰が依然として続くなど、農業を取り巻く環境も著し

く変化しております。このような状況の中、農業従事者の経済的かつ社会的地位の

向上と活力ある地域社会の維持発展に寄与し、持続可能な営農体系を確立するため、

関係機関との間で協議を進めてまいりました農業公社が令和６年度から稼働いたし

ますので、本町の期間作業である農業の持続的な成長を支える新たな組織として指

導・育成してまいります。 

水田農業関係では、令和４年度に水田活用の直接支払交付金制度の見直しが行わ

れましたが、制度見直しの影響による水田作付の変更も生じることから、今後も農

業従事者の方が安心して水田営農を行うことができるよう、畑地化支援事業など水

田耕作者の制度見直しに伴う対応を支援するための情報提供を行うとともに、基幹

作物における戦略作物への転換を推進するなど水田農業経営の安定に向けた事業に、

引き続き取り組んでまいります。 

営農推進関係では、農業従事者の減少に伴う労働力不足を解消するため、ＩＣＴ

技術を活用したスマート農業を推進し、効率化を図ってまいります。併せて、農業

従事者の確保を図るため、新規就農者への支援を引き続き行ってまいります。また、

農業の成長産業化に向けて、現在分散している圃場の状況を把握し農地の集約化を

進めるため、地域計画の策定をさらに押し進め、営農環境の整備に努めてまいりま

す。なお、サツマイモ基腐病につきましては、令和６年度も各種事業を活用した防

除体制の確立や土壌改良等を行いながら、さらなる発生軽減に努めてまいります。 

耕地計画関係では、農村地域の良好な景観形成や農地保全、水源の涵養等の多面

的機能の維持について、多面的機能支払交付金を活用しながら各保全協議会と連携
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し、水田等の適切な保全管理が図られるよう努めてまいります。 

県営事業でございますが、農村地域防災・減災事業につきましては、畑地帯の農

地浸食防止を図るため、引き続き、西中沖地区と東中沖地区の排水施設整備事業を

県と連携を取りながら進めてまいります。 

水田圃場整備事業につきましては、工事費について、農業者の費用負担を求めな

い農地中間管理機構関連農地整備事業により、益丸地区、有村下地区及び谷迫地区

の整備を実施するとともに、次期整備地区の神領地区をはじめ、その他の地区につ

きましても引き続き取り組んでまいります。 

畑地かんがい関係でございますが、農業水路等長寿命化、防災・減災事業や曽於

地域畑地かんがい更新事業推進協議会において、曽於地域の関係機関が一体となっ

て曽於南部地区の水利施設の長寿命化対策を推進してまいります。 

畜産関係では、担い手や労働力の確保、畜産農家の所得向上につながる生産基盤

の強化など、関係機関一体となって引き続き取り組んでまいります。 

家畜防疫につきましては、高病原性鳥インフルエンザが県内でも発生し、また、

依然として豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病が国内外で発生している状況に鑑み、飼養

衛生管理基準に従い消毒等を徹底し、自衛防疫の認識を高めていくように、関係機

関と連携し防疫体制に取り組んでまいります。 

林業振興につきましては、木材の安定供給体制の整備確立のため各種補助事業を

導入し、健全な森林の育成と間伐や主伐後の新植・下刈り等による林業の成長産業

化を推進するとともに、全国的に課題となっている里山の放置竹林等の保全対策に

も取り組んでまいります。また、観光資源「くにの松原」の美しい白砂青松の景観

保全並びに飛砂防備保安林機能の維持・向上を図ることを目的に、松くい虫等の森

林病害虫から松林を守る防除事業を引き続き実施してまいります。 

有害鳥獣対策では、電気柵の導入を推進し、その設置に係る補助率、補助金額を

見直すなど、被害軽減の対策に努めてまいります。 

水産振興につきましては、ウナギやヒラメ等の放流事業を実施し、継続的に資源

管理型漁業を支援し、関係する漁業団体と連携を図りながら、漁港整備など漁業経

営の安定化対策を進めてまいります。 

次に、建設課関係でございます。 

道路は、地域の社会・経済活動を支えるとともに、私たちの日常生活を支える社

会基盤として大変重要な役割を担っております。この基盤を、より長く、安全に利

用していただくために、道路の適切な維持補修、改善を行い、快適な道路環境の保

全に努めてまいります。 

土地改良施設整備については、町単独事業によるメンテナンスフリーや農道舗
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装・補修を行うなど維持管理に努めてまいります。また、農地耕作条件改善事業に

より、令和６年度も引き続き神領池尻地区排水路及び中尾２地区農道の整備を実施

するとともに、永田地区農道等地域振興推進事業にて中尾地区農道の整備を進めて

まいります。 

準用河川におきましては、防災・減災の観点から、出水期に向けた維持補修や寄

州除去を行い、適切な維持管理に努めてまいります。 

道路改良工事につきましては、過疎対策整備事業による西迫岡別府線舗装補修と、

令和６年度より新たに在郷線の道路拡幅工事を実施するとともに、道路局所管理補

助金事業により、引き続き町道永吉菱田線、三文字西迫線、南中組中村線の改良舗

装工事を実施してまいります。これにより、児童・生徒の通学路や地震・津波時の

避難路及び緊急輸送道路確保を図りたいと考えております。 

橋りょう整備につきましても、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの

修繕工事を行ってまいります。 

公園整備につきましては、公園内の維持管理に努めるなど、公園利用者の利便性

向上を図ってまいります。 

住宅整備につきましては、住民の安全で快適な住まいを長期的に確保するため、

適切な住宅環境の維持改善に努めてまいります。 

災害復旧事業については、令和５年度に被災しました篠段地区ほか５地区の早期

完成と、豪雨等による被災の迅速な対応等に努めてまいります。 

次に、国・県営事業関係でございますが、国営事業につきましては、引き続き国

道２２０号益丸地区と菱田地区の自歩道整備が実施されます。県営事業につきまし

ては、地方特定道路整備事業県道黒石串良線双子塚工区の工事が継続して実施され、

令和６年度事業完了の予定でございます。また、特定交通安全施設整備等による県

道大崎輝北線仮宿地区の歩道設置工事も引き続き用地交渉を行い、まとまり次第、

工事に着手する予定となっております。今後も、これら国・県事業につきましては、

早期完成に向けた要望活動を行ってまいります。 

次に、保健福祉課関係でございます。 

出産前から子育て、高齢者福祉まで、あらゆる世代の支援に努めておりますが、

その中でも喫緊の課題となりました地域医療を担う医師不足を解消するため、開業

医誘致事業を実施いたします。これは、高齢者や子どもたちをはじめとする住民が、

病気を患ったときに必要な一次救急医療である身近な診療所を確保するために、開

業に必要な費用を助成する制度を創設いたします。主に、土地や建物、医療機器の

購入などに係る経費に対して、その３分の２以内、最大１億円を上限に補助いたし

ます。 
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新型コロナウイルスワクチン接種については、約３年にわたり、全額公費により

実施されてきましたが、令和６年４月１日以降、６５歳以上の方及び６０歳から６

４歳で対象となる方には、重症化予防を目的に秋・冬の１回を定期接種として、原

則有料で実施いたします。今後の対応につきましては、国の動向を注視し、近隣市

町とも協議しながら進めてまいります。また、高齢化などを理由に年々増加傾向に

ある帯状疱疹については、５０歳以上を対象に、町独自で帯状疱疹予防接種費用の

一部を助成し帯状疱疹の発症予防及び重症化予防に努めてまいります。 

子育て支援につきましては、子どもの成長及び子育て世帯を社会全体で支えるた

めに、経済的支援と伴走型相談支援の二本柱で、妊娠期からの切れ目のない支援を

実施してまいります。その支援拠点として、こども家庭総合支援拠点の設立に向け

た体制強化を図るとともに、こども真ん中社会の実現に向け、子ども・子育て支援

等の充実を進めてまいります。経済的支援施策としては、令和６年度から、保育園

等の給食費を全額補助し、放課後児童クラブを利用する生活保護世帯並びに生活困

窮世帯、非課税世帯に対しては、利用料を全額助成いたします。また、子どもの誕

生を祝う新生児１０万円給付金や、出産子育て応援支援金、高校生までの子どもが

いる世帯に対しての子ども医療費助成制度、子どもを望む夫婦への不妊治療助成等、

引き続き、安心して出産、子育てができるよう体制整備に努めてまいります。併せ

て、これまで以上に認定こども園・保育園の保育事業や子育て支援センター、子ど

もの居場所づくりなど、各子育て施策の充実を図ってまいります。 

健康増進施策につきましては、ウエブでの予約や待ち時間の少ない完全予約制の

定着させていくことで、若い世代でも受けやすい健診の環境整備に努めてまいりま

す。また、保健師、管理栄養士等による糖尿病等重症化予防訪問を継続することで、

生活習慣により予防可能な疾患の重症化を防ぎ、健康寿命の延伸に向けて努めてま

いります。併せて、６５歳以上及び障害者手帳をお持ちの方に交付しております温

泉保養利用券を活用した健康増進も継続して推進してまいります。 

高齢者福祉につきましては、住み慣れた地域において安心して暮らせる支援策と

して、配食サービス、介護手当及び介護用品支給事業を引き続き実施してまいりま

す。併せて、社会的つながりをつなぎ止める生きがいややりがいづくり支援策とし

て、老人クラブ育成に力を入れてまいります。また、認知症や知的障害などにより

物事を判断する能力が十分でない方の権利を守るため、成年後見制度の普及や権利

擁護の推進に努めてまいります。令和５年度から、年齢を問わず幅広い世代で実施

できる身近な健康運動であるウォーキングについて、町民の健康意識の向上を図る

ため、歩数管理アプリを使用した健康長寿ウォーキング事業を実施しておりますが、

令和６年度も継続して実施してまいります。 
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障害者福祉につきましては、障害福祉計画に基づき、障害者が住みなれた地域で

共に支え合い、誰もが安心していきいきと暮らせる環境づくりを行うため、引き続

き障害福祉サービスの充実や地域生活支援事業に取り組んでまいります。また、令

和６年７月から、重度心身障害者医療費助成について、制度の見直しにより対象者

の拡充と町への交付申請を不要とする自動償還方式を導入いたします。 

次に、町民課関係でございます。 

窓口業務につきましては、感染症等の感染防止に努めながら、来客される方々、

外国人技能実習生等に対して、笑顔と丁寧な挨拶を心掛け、迅速かつ正確な事務処

理と適切な窓口サービスの提供に努めてまいります。また、マイナンバー制度に係

るマイナンバーカード取得を引き続き推進し、カード利用による住民サービスの向

上と事務の効率化を図り、個人情報の適正な管理に基づく事業の遂行に努めてまい

ります。 

戸籍関係につきましては、戸籍の氏名ふりがな表記の法制化に伴う戸籍情報シス

テムの改修を進めてまいります。 

次に、環境政策課関係でございます。 

埋め立て処分場のさらなる延命化と脱炭素に資する取組として、使用済み紙おむ

つの再資源化の実現に向けて、新たに紙おむつを資源ごみとして回収することとし、

使用済み紙おむつのごみ出し回数を増やすことで家庭でのごみ保管の負担軽減を図

りながら、住民、企業、行政が一体となって資源の有効活用を図り、循環型社会を

推進してまいります。町民のごみ出しに関しての課題や外国人技能実習生の転入増

加に伴うごみ出し等の相談、支援のための環境拠点についても、引き続き検討して

まいります。家庭ごみの分別が困難な高齢者や心身障害者等の負担軽減を図るため

の仕組みを構築し、介護・社会福祉関係機関とのさらなる連携を強化しながら、安

心してごみ出しができる環境づくりに努めてまいります。また、世界的な問題であ

る地球温暖化の危機的状況に対して、地域脱炭素ロードマップに基づき、公共施設

への太陽光発電設備の導入や公用車に電気自動車の導入などを検討推進し、個人の

皆様については、太陽光発電や蓄電池の普及に努め、脱炭素社会の実現に向けた取

組を段階的に進めてまいります。浄化槽の普及に関しましては、生活排水の適正処

理の推進のため合併処理浄化槽の普及啓発を行い、生活環境の保全を図ってまいり

ます。 

次に、税務課関係でございます。 

現在、新型コロナウイルス感染症は５類感染症に移行し、今後の動向を注視する

必要はあるものの、社会経済活動はコロナ禍以前の状況に戻りつつあります。しか

し、原油価格や物価の高騰が長期化している状況と、近年の実績や令和６年度税制
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改正の内容を踏まえ、町税全体の税収につきましては、前年度に対し減額を見込ん

でおるところでございます。個人町民税につきましては、納税義務者数の減少に加

え、政府が実施する定額減税の影響により減額を見込んでおります。なお、定額減

税による減収分については、国から補填される見込みでございます。法人町民税に

ついても、燃料価格の高騰や円安による資材高騰などの影響による減額を見込んで

おります。固定資産税につきましては、太陽光発電関連等の大規模設備整備が減少

傾向にあり、また、３年に一度の評価替えの年度でもあるため、固定資産税全体で

減額を見込んでおるところでございます。市町村たばこ税につきましては、今回の

税制改正の中でたばこ税の増税が先送りされたため、令和６年度も現在の税率で見

込んでおり、前年度までの調定実績に比準し微増で計上しております。町税は、町

財政の根幹をなす重要な財源であり、適正な賦課が求められることから、令和４年

度から取り組んでおります固定資産家屋全棟調査も引き続き進めながら、公平な税

負担を念頭に町税徴収率の向上にも努めてまいります。 

次に、企画政策課関係でございます。 

初めに、移住・定住対策についてでございます。野方地区における分譲地の販売

を促進するため、民間の営業力を活用しながら、その効果を図り、他地域への展開

可能性を模索してまいります。また、移住・定住の要素の１つに、企業誘致の重要

性も認識しております。旧大崎第一中学校跡地について、民間企業等からの提案を

募る公募型プロポーザルの準備を進めるとともに、企業の工場進出や設備投資等を

促すための新たな補助制度を予定しております。 

次に、公共交通対策についてでございます。 

公共交通対策につきましては、令和５年６月に、地域公共交通計画を策定して以

来、今後の具体策について協議してまいりました。その結果、同計画に基づきまし

て、普通自動車運転免許証を保有していない高齢者等の通院や買い物等に係る移動

手段の確保を図るため、新たにタクシー利用助成制度を予定しております。さらに、

路線バスにおいては、県内でも乗客数の減少や運転手不足から路線バスの維持が困

難になってきております。このため、路線バスの利用促進及び子育て世帯の経済的

な負担を軽減するため、高校生などの路線バス通学を対象とした通学定期券の購入

に係る助成制度を予定しております。 

次に、自治組織の方向性についてでございます。 

従来から自治公民館の在り方や未加入世帯への情報伝達について議論がございま

した。また、自治公民館加入対策につきましては、決定的な対策はなく、その加入

率は毎年度１％程度、下降し続けている現状がございます。そこで、今後は、自治

公民館加入率の引き上げによる自治組織の維持という概念に頼らない、別の視点か
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らのアプローチを検討しております。具体的には、公民分館規模での地域コミュニ

ティを視野に入れたモデル地区を選定し、新たな自治組織の方向性について研究を

行っていきたいと考えております。 

次に、ＳＤＧｓの推進についてでございます。 

ＳＤＧｓの推進につきましては、新年度から地域再生計画における第２期目の計

画期間に入ることから、これまでの取組を土台としながら、空き家の有効活用など

環境以外の分野でも取り組んでまいります。 

次に、男女共同参画の推進についてでございます。 

女性が活躍できる環境を構築するため、キャリアアップセミナーを計画するとと

もに、女性活躍の推進に資する会議を設置したいと考えております。この会議では、

各年代層から幅広く女性委員を募り、本町における女性の社会進出や活躍につなが

る取組について議論を深めていただきたいと考えております。また、議論の結果を

最終的に政策提案として集約化をできればと考えております。 

次に、多文化共生社会の推進についてでございます。 

本町に居住する外国籍の方々は、約５００人となっております。多文化共生推進

における意義の１つに、言葉がわからないことから来るコミュニケーション不足や

文化の違いによる誤解から生じるトラブルなどの未然防止があると認識しておりま

す。外国籍の方々との相互理解を促進するため、継続的に日本語教室を開催したい

と考えております。 

次に、商工観光課関係でございます。 

初めに、陸上の聖地づくりプロジェクトについてでございます。令和６年２月２

５日に開催されました陸上大会「２０２４Japan Athlete Games in Osaki」は、２

０２４年７月に開催されるパリオリンピック出場選考を見据え、国内のトップアス

リートが参加されたことで各種報道等により多くの方に注目していただきました。

また、台湾とのホストタウン交流を通じて、今回、初めて台湾の高校生のエントリ

ーもあり、今後の台湾との交流につなげられる大会となりました。なお、２０２４

年はオリンピックイヤーとなることから、多くのトップアスリートが本町に訪れる

ことが予想されますので、各種競技のトップアスリートとの交流事業にも取り組ん

でまいります。 

次に、スポーツ合宿等誘致促進事業でございます。 

令和４年度に設立いたしましたスポーツ観光おおさきにおいて、町内関係者の皆

様を中心に、アスリート向けの食事メニューや観光ツアーなどおもてなし事業につ

いて協議しており、既に食事メニューについては数多くの注文をいただいておりま

す。引き続き、アスリートのニーズに迅速に応え、宿泊、飲食業をはじめとする地
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域経済へ波及効果をもたらす組織となるよう取り組んでまいります。 

次に、ふるさと納税については、令和５年度も４０億円を超える寄附をいただい

ております。豊かな自然が織りなす一次産品をはじめ、加工品や工芸品等の地場産

品のＰＲが実績に結びついているものと考えられ、今後も、引き続きＰＲに尽力し

てまいります。また、地場産品のＰＲだけにとどまらず、クラウドファンディング

を通じて寄附を募集し、新たな地場産品を創出する取組を展開し、「稼ぐ自治体」

を目指し、さらなるふるさと納税事業の推進を図ってまいります。 

次に総務課関係でございます。 

消防防災関係については、住民の生命と財産を守る消防水利の確保のため、消火

栓の新設や老朽化した防火水槽の改修を進め、安心して生活できる環境の構築を図

ってまいります。また、能登半島地震を含め、激甚化した自然災害が多発している

ことから、引き続き、避難訓練等を実施するとともに、地域の防災力を高める取組

を進めるなど、災害に対する体制をより一層強化し、住民や関係者の防災意識の高

揚を図ってまいります。 

防犯対策につきましては、子どもたちに対するつきまといや声かけ事案が発生し

ており、住民の安全・安心を守ることが喫緊の課題となっております。関係機関・

団体の意見や要望などを踏まえながら、下校時等の見回りパトロール活動を継続し

てまいります。 

交通安全対策につきましては、関係機関と連携を図り、交通安全意識の向上や交

通安全施策の推進に努め、交通事故が想定される危険箇所へのカーブミラーやガー

ドレールなどの整備を計画的に行ってまいります。 

町有地管理につきましては、遊休化している土地等の財産処分や有効活用を促進

し、また、建物等の適切な維持管理に努めてまいります。 

電算関係につきましては、近年の情報通信ネットワークの発展により社会全体で

急速なデジタル化が進展しています。令和３年度末に策定した「大崎町ＤＸ推進計

画」に基づき、住民の皆様の利便性向上や情報発信強化、業務事務の効率化に取り

組んでまいります。また、本年度は令和７年度末までを期限とする自治体情報シス

テムの標準化の移行準備を進めてまいります。 

次に、教育委員会関係でございます。 

管理課におきましては、本町教育振興基本計画の「人間性豊かでたくましく生き

る、輝く人づくり」を基本目標に、各小中学校の特色を生かしながら、お互いの人

格を尊重し、豊かな心と健やかな体を育む教育、未来を切り拓くための能力を伸ば

し、社会で自立する力を育む教育、信頼され、地域と共にある学校づくりの推進を、

本年も図ってまいります。また、令和７年度からの第４次大崎町教育振興基本計画
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の策定に向け、国・県の教育振興基本計画の基本的な方針及び講ずべき施策、その

ほか必要な事項を参酌し、本町の実情に合った特色ある計画の作成に取り組んでま

いります。 

ソフト面においては、これまで小中学校の児童・生徒の保護者の経済的支援とし

て学校給食の負担軽減を行ってまいりましたが、令和６年度より、全額を無償化へ

と拡充し、さらなる子育て支援に努めてまいります。中学校においては、かねてか

らスポーツ交流を通じて親交のある台湾と、子どもたちのグローバルな人材育成に

つなげていくことや異文化体験等を目的に、両地域の中学校の生徒間による国際交

流を今後、計画的に推進してまいります。不登校の児童・生徒、保護者の支援につ

きましては、拠点とする教育支援センターの設置を計画に掲げ、学校や関係機関と

連携を図りながら子どもたちの学びの場や居場所づくりなどの多様な学習機会の確

保やサポートに努めていくとともに、フリースクールへ通う児童・生徒の保護者に

対し、送迎に関する通学補助も行ってまいります。 

ハード面については、学校環境の改善を図るため、学校施設整備に取り組んでい

るところでございます。本年度は、大丸小学校の屋内運動場床改修工事や中沖小学

校、持留小学校、大丸小学校及び野方小学校の特別教室等の空調設備設置工事等を

行い、子どもたちの安全な環境づくりに努めてまいります。 

次に、社会教育課関係でございます。 

人生１００年時代と呼ばれる中、豊かで充実した人生を過ごすため、知識やスキ

ルの習得機会を創出し、思考力が育まれ、新たな価値観が形成できるような生涯学

習環境の充実に努めてまいります。また、人が生まれながらに持つ権利、人権が尊

重される社会の構築に向けて人権教育の推進及び啓発に努めてまいります。 

青少年教育につきましては、青少年の自立支援や広い視野を持った学校や地域の

リーダーとして積極的に活動できる人材の育成を目指し、青少年活動事業や海外研

修派遣事業などを実施します。また、幅広い地域住民等の参画を得ながら、未来を

担う子どもたちの学びや成長を支えていくための学校を核とした地域づくりを、地

域と学校が連携・協働しながら推進してまいります。 

中央公民館は、施設としての環境整備を図り、公民館との連携のもと、地域コミ

ュニティの在り方について検討するとともに、家庭教育の推進、青少年の健全育成

など、地域活動や社会教育活動の活性化に努めてまいります。 

文化振興関係では、町内の遺跡や郷土資料展示室を適正管理すると同時に、未指

定文化財の再評価を行い、児童・生徒の教材及び観光資源として有効活用を図って

まいります。文化財保護審議会や歴史探学会おおさきの支援に努めることと併せま

して、大崎町史の編さんについては、写真、新聞資料のデータベース化や、これま
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で資料収集がなされた内容の検証と追加調査を加えながら、執筆原稿の下地作成に

取り組んでまいります。また、文化協会と連携し、文化芸術活動の推進に努めてま

いります。 

図書館関係でございますが、図書館が住民にとって必要な情報や資料を取得でき

る拠点として機能するよう努めてまいります。利用者の利便性や拡大を図るための

施策やバックナンバーの活用、学校図書の拡充もさらに取り組んでまいります。ま

た、大隅広域図書館ネットワーク事業の利用促進を図り、住民が多くの本に触れる

機会の提供に努めてまいります。 

生涯スポーツ関係につきましては、生涯にわたって身近にスポーツに親しむこと

ができる社会の実現を目指し、スポーツ推進委員を中心に、各公民館や関係団体等

と協力して軽スポーツの普及を進め、マイライフ・マイスポーツ運動の定着を図っ

てまいります。また、大崎町総合体育館につきましては、令和６年度から２年計画

で改修を行い、体育館機能に加えて防災拠点としての設備整備も計画しているとこ

ろであります。併せて、スポーツを通じて豊かな地域コミュニティの創出を図るた

めに、総合型地域スポーツクラブとの連携や活動を支援し、スポーツにかかわる環

境整備に努めてまいります。 

次に、公営企業会計について御説明いたします。 

水道事業会計でございますが、令和５年度から２つの簡易水道事業が水道事業に

一元化されておりますので、引き続き企業会計原則に基づく地方公営企業法上の財

務規定により、独立採算で運営してまいります。水道は住民生活において重要なイ

ンフララインであり、常に安全・安定性を確保しなければなりません。現在、本町

の水道事業は、水道施設等の老朽化に伴う更新費用や電気料金高騰等による維持管

理費の増大、給水人口の減少等に伴う水道料金収入の減少など、公営企業としての

経営環境は厳しい状況でありますが、本年度から、水道行政の整備及び管理等が国

土交通省に一元化されることで、予防保全重視の長寿命化計画が水道事業について

可能になってまいります。このことから、令和６年度は、能登半島地震等の被害及

び災害対策などを参考に、施設等の耐震化率向上をスピード感を持って進めてまい

ります。 

次に、公共下水道事業会計でございますが、令和６年度から水道事業会計同様、

地方公営企業法上の財務規定が適用されるため、独立採算で運用してまいります。

公共下水道は快適で豊かな生活環境を確保するための施設であり、河川等の公共用

水域の水質を保全していく上で重要な役割を担っております。近年は、少子高齢化

に伴う人口減少や地域社会の構造変化など、下水道を取り巻く環境は大きく変化し

ており、公共性を踏まえながら経済性を考慮し、持続可能な下水道事業経営を求め
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てまいります。本町においても、区域内の人口が減少することが推測され、下水道

使用料の減少による財源不足が懸念されておりますが、令和５年度から国の社会資

本整備交付金を使って長寿命化対策に係るストックマネジメント計画を作成中で、

令和６年末までに策定する予定でございます。なお、実際の予防保全に係る施設更

新等の詳細実施計画は、改めて下水道施設の点検、調査結果等を踏まえた令和７年

度以降に策定することとなっております。令和６年度も、基本計画及び実施計画等

の準備を段階的に進め、適正な施設運営や維持管理及び下水道使用料の確保に努め、

財政の健全化を図ってまいります。 

次に、特別会計について御説明いたします。 

国民健康保険事業特別会計でございますが、予算総額は１９億３,５６０万６,０

００円でございます。国民健康保険制度を取り巻く環境は、少子高齢化、医療の高

度化による医療費の増大等、依然として厳しい状況にあります。国保財政の責任主

体である国保運営の中心的役割を担う県や国保連合会と連携を図り、安定的・効率

的な事業運営の確保と財政基盤の強化に努めるとともに、引き続き税収確保に向け

て取り組んでまいります。また、デジタル社会の実現に向けた国の方針により、令

和６年秋から従来の健康保険証が廃止されることから、マイナンバーカードの取得

や利用が難しい方も、今までどおりに病院受診ができるよう対応策を講じてまいり

ます。さらに、保健事業におきましては、医療機関からの特定健診情報提供を促進

することで、特定健診の受診率を向上させ、病気の早期発見・早期治療の推進や、

保健師等による保健指導を強化するとともに、ジェネリック医薬品の普及・啓発や

重複頻回受診者への訪問指導による医療費適正化対策を講じ、住民の健康寿命の延

伸を図ってまいります。 

次に、後期高齢者医療特別会計でございますが、予算総額は２億１,３４６万１,

０００円でございます。後期高齢者医療制度は、県内全市町村が加入する鹿児島県

後期高齢者医療広域連合が保険者となり運営しております。町は、被保険者の身近

な窓口としまして各種申請を受け付けるとともに、長寿健診等の保健事業を強化し、

住民の健康の保持増進を図り、安定的な事業の運営に努めてまいります。 

次に、介護保険事業特別会計でございますが、予算総額は１９億４,１７７万１,

０００円でございます。本事業では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その

有する能力に応じ自立した生活を営めるよう、医療・介護・予防・生活支援が一体

的に確保される地域包括ケアシステムを深化推進していくことが求められておりま

す。そのため、地域全体で支える体制として、在宅医療介護連携推進事業、認知症

施策の総合的な推進事業、生活支援体制整備事業、地域ケア会議の推進を図ってま

いります。また、自立支援・重度化防止のため、ころばん体操などの介護予防に力
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を注ぎ、介護給付費や保険料を抑制できるよう適正な運営に努めてまいります。 

以上、新年度の施政方針と各会計の施策等につきまして御説明いたしましたが、

これらすべての会計で編成いたしました予算総額は１６７億９,５１４万９,０００

円で、対前年度比２.３％の増となっております。 

一般会計、特別会計予算の詳細につきましては担当課長等が説明いたしますので、

よろしく御審議いただき、御可決賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博議員） まず、議案第１０号について、補足説明を求めます。税務課

長。 

○税務課長（川越龍一君） それでは、税務課関係の主なものについて御説明いたしま

す。 

予算書の４１ページをお願いします。上段の表の一番下になります。款２総務費、

項１総務管理費、目１３諸費のうち税務課関係は、節２２償還金，利子及び割引料

のうち、町税還付金及び還付加算金として６００万円を計上いたしました。前年度

と同額でございます。これは、主に法人町民税等の決算時確定申告等による還付金

及び還付加算金に係るものでございます。 

次に、同じく４１ページの下の表でございますが、項２徴税費、目１税務総務費

に８,９２７万２,０００円を計上いたしました。前年度対比７５１万９,０００円

の増額となっています。これは、主に職員の人件費等であり、増額の主な要因は人

事異動に伴うものでございます。 

次に、４２ページを御覧ください。目２賦課徴収費でございますが、町税の賦課

徴収に係る経費でございます。前年度比はほぼ同額の１万７,０００円の減額とな

っておりますが、これは紙代の値上げに伴う需用費の増額、令和６年度に予定され

ております旧大崎第一中学校跡地の再活用に伴う公募型プロポーザルに伴い、校舎

等の家屋の評価が必要であるために行う固定資産家屋新築等調査業務委託料の増、

固定資産土地評価替え業務委託料の減額の増減の差によるものでございます。なお、

このうち、固定資産土地評価替え業務委託料７１万５,０００円につきましては、

令和９年度の評価替えに向けての委託業務ですが、予算書の７ページを御覧くださ

い、下段の表になりますが、債務負担行為のとおり、令和７年度４１３万円、令和

８年度１９４万５,０００円の総額６７９万円で予定しているものでございます。 

以上で、税務課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○町民課長（谷迫利弘君） 続きまして、町民課関係の主なものについて御説明いたし

ます。 

予算書の３６ページをお願いいたします。款２総務費、目７支所費は１２８万８,

０００円を計上しております。主なものは、野方支所の維持管理や事務処理に必要
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な経費でございます。 

次に、４３ページをお願いいたします。下の欄になりますが、款２総務費、項３

戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費は７,７９８万４,０００円を計上し

ております。次の４４ページに続きますが、マイナンバーカードの申請受付などの

窓口業務に係る人件費と戸籍情報システムに係る保守並びに戸籍の標準化に向けた

システム改修委託料及び戸籍システム機器等のリース料などでございます。 

以上で、町民課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 続きまして、保健福祉課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の４８ページをお願いいたします。４８ページから４９ページにかけまし

ての款３民生費、目１社会福祉総務費は、厚生調査委員の報酬や研修会等の費用弁

償、職員の人件費、町社会福祉協議会のほか、各種福祉団体等への補助金等を計上

しております。 

５０ページをお願いいたします。目２老人福祉費は、高齢者を対象にした施策に

係る経費で、主なものは、長寿祝い金、曽於南部厚生事務組合養護老人ホームの負

担金、シルバー人材センター事業運営補助金等でございます。目３老人福祉センタ

ー管理費は、老人福祉センターの管理委託料でございます。 

５１ページでございます。目４戦没者追悼式典費は、戦没者並びに消防殉職者の

慰霊祭等に係る経費、目６食の自立支援事業費は、在宅の高齢者に対します配食サ

ービス費でございます。目７障害者福祉費は、障害者支援に係る経費でございます

が、前年度比で５,００４万５,０００円の増となっておりますが、５２ページにご

ざいます節１９扶助費のうち、重度心身障害者医療費の助成や障害福祉等サービス

費、障害児入所施設給付費の増が主な要因でございます。 

次に、５３ページでございますが、目８老人措置費は、主に養護老人ホーム入所

に関する措置費でございます。項２児童福祉費、目１児童福祉費は、次の５４ペー

ジにかけまして、特に幼児期からの子育て支援に係る経費が主なものでございます

が、施政方針でもございましたとおり、こども家庭支援拠点を充実させるための人

材確保や、節１９扶助費にあります保育所利用者負担金の無償化に加え、節１８負

担金，補助及び交付金にございます保育所等の給食費の支援を行うことで保育所等

に係る負担については、完全無償化とし、さらに低所得者世帯が放課後児童クラブ

を利用する場合の負担金の無償化も併せて実施いたします。目２児童措置費は、主

に児童手当に関する扶助費でございますが、御承知のとおり、１０月以降、対象が

高校生までに拡充されることから増額としております。 

前年度比で９,５５０万５,０００円の増額でございます。主な要因は、施設型給
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付費の扶助費によるものでございます。 

５３ページをお願いします。ここでは、主に放課後児童クラブなどの特別保育事

業等の委託料や延長保育事業などの補助金、保育園や認定こども園運営に係る施設

型給付費の扶助費を計上しております。目２児童措置費は、主に児童手当に関する

扶助費でございます。 

５４ページをお願いします。款４衛生費、目１保健衛生総務費は、職員の人件費

のほか、大隅地域や曽於地域におけます医療確保対策事業、救急医療及び温泉保養

に係る負担金等を計上しております。項３災害救助費、目１災害救助費は、令和２

年７月豪雨災害の被災者に対する災害援護資金の償還金でございます。据え置き期

間を経まして、令和６年度からの償還となることから計上いたしました。 

５５ページをお願いいたします。次の、款４衛生費、目１保健衛生総務費は、５

６ページにかけまして、職員の人件費のほか、大隅地域や曽於地域におきます医療

確保対策や救急医療に係る協議会への負担金や温泉保養に係る負担金等を計上して

おります。なお、先ほどの施政方針でもございました開業医誘致事業につきまして

は、応募があった際の事前審査委員会に係る経費を計上しております。町が指定す

る診療科を開設する開業医に対しまして、土地の購入費や建築費、医療機器の購入

費の３分の２以内を上限に、最高１億円まで支援するものです。まずは、小児科ま

たは内科を募集する予定でございますが、応募がございましたら審査委員会を経ま

して、必要額を予算化させていただく予定でございます。 

目２予防費は、主にインフルエンザや各種予防接種に係る業務委託料を計上して

おりますが、今回新たに、５０歳以上の住民を対象とした帯状疱疹の予防接種業務

も追加いたしました。 

５８ページをお願いいたします。目４健康増進費は、主に健康診断に係る経費で、

各種健診及びがん検診等の委託料が主なものでございます。 

次の５９ページでございますが、目５保健指導費は、主に母子健診に係る経費で

ある妊産婦健康診査等の委託料や、子ども医療費助成金の扶助費を計上しておりま

す。また、昨年同様、町独自の新生児１０万円給付、及び国の出産子育て応援支援

金の、合わせて２０万円の支援も実施いたします。 

目６介護保険費は、次の６０ページにかけまして、高齢者元気度アップ・ポイン

ト付与に係る経費や、曽於地区介護保険組合への負担金、介護保険事業特別会計へ

の繰出金などを計上しております。 

目７国民健康保険事業総務費は、国民健康保険特別会計への繰出金を計上してお

ります。 

６１ページでございますが、目９後期高齢者医療費は、主として長寿健診として
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の各種健診委託料、後期高齢者医療広域連合への負担金、後期高齢者医療特別会計

への法定負担分の繰出金を計上しております。 

以上で、保健福祉課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○環境政策課長（松元昭二君） 続きまして、環境政策課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の５７ページをお願いいたします。款４衛生費、目３環境衛生費は、ごみ

分別などの環境衛生と海岸環境保全に要する経費等でございますが、前年対比で１,

４３２万１,０００円の増となっております。増の主な要因は、会計年度任用職員

の人件費やごみ分別困難者対策事業委託料、不法投棄パトロール業務委託料、なの

はなエコプロジェクト実行委員会補助金、大崎町脱炭素促進事業補助金が主なもの

でございます。 

次に、６０ページから６１ページにかけてを御覧いただきたいと思います。目８

合併処理浄化槽整備費でございますが、主なものは合併処理浄化槽の補助金でござ

います。 

次に、６２ページをお願いいたします。項２清掃費、目１し尿塵芥処理費は、前

年度比で１,２２２万７,０００円の増となっております。増の主な要因は、ごみ収

集委託料及び曽於南部厚生事務組合清掃センター負担金の増によるものであります。 

以上で、環境政策課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、水道課関係でございます。６２ページをお願

いいたします。真ん中ほどから下でございます。款４衛生費、項３水道費、目１水

道費の３,７８５万万８,０００円でございますが、対前年比３,５８２万円の増で

ございます。内容は、倉元水源地に係る企業債返還等の補助金１６７万８,０００

円と、水道課職員の児童手当分１８万円で、残りは新規事業で水道施設耐震化向上

補助ということで、３,６００万円を加えての合計であります。増加の要因は、こ

の新規事業の部分でございます。 

８２ページをお願いいたします。上の段でございますが、今年度から、公共下水

道事業は水道事業会計同様、地方公営企業法上の財務規定が適用され、独立採算で

運営に当たります。今回、一般会計から、例年ですと繰出金という費目で補填を受

けておりますが、公営企業法の適用を受ける中で、この繰出金という補填が好まし

くないということで、この指示を受けまして新しい法適用の企業会計では、必要な

用途に合わせて３分割して負担をしていただくことになります。具体的には、昨年

度まで款７土木費、項４都市計画費、目１都市計画総務費、節２７繰出金だったも

のが、今年度から目１都市計画総務費、節１８負担金，補助及び交付金を、起債の

元金償還の一部に充てます公共下水道事業負担金に６,９９３万５,０００円、起債
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の利息償還分に充てます公共下水道事業補助金７,６３３万９,０００円、残りにつ

きましては、長寿命化計画の実施計画にも５年という歳月後に実施を控えておりま

すので、下水道事業団の審査のもと、施設全体で更新費として単年度で積み立てる

建設改良費でございます。 

目１都市計画総務費、節２３投資及び出資金は、起債の残りであります元金償還

金、残りの全額を負担するもので、公共下水道事業出資金として６,５６４万８,０

００円を充てるものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○農委事務局長（相星永悟君） 引き続きまして、農業委員会関係の主なものにつきま

して御説明いたします。 

６２ページをお願いいたします。下の表になります。６３ページにわたりますが、

款５農林水産業費、目１農業委員会費は、前年度比で４０８万９,０００円の増と

なっております。増の主な要因は、過去２年、補正予算にて計上しておりました農

地利用最適化交付金加算報酬２１６万円を当初予算から計上いたしましたこと、ま

た、職員人件費の増によるものでございます。ここでは主に、農地法や農業経営基

盤強化促進法に基づきます各種申請に対する現地調査や、案件の審議をはじめとす

る農業委員会としての業務運営管理等に係るものでございます。主なものは、農業

委員及び農地利用最適化推進委員の活動に対して支払います報酬、事務局職員の人

件費などでございます。 

６４ページをお願いいたします。目２農地流動化推進費８万円は、農地の売買申

出による農地斡旋会開催時の報償費でございます。 

目３農業者年金業務委託費は、前年度比で２２万７,０００円の減となっており

ます。減の主な要因は、会計年度任用職員の人件費の減によるものでございます。

農業者年金制度への加入促進や経営移譲年金受給資格者の経営移譲を促進するため

の経費でございます。会計年度任用職員報酬及び当該業務の推進に対する活動謝礼

が主なものでございます。 

以上で農業委員会関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○農林振興課長（上野明仁君） それでは、農林振興課関係について御説明いたします。 

６４ページをお願いします。下のほうになります。款５農林水産業費、項１農業

費、目４農業総務費は、職員の給与等の人件費でございます。 

６５ページをお願いします。目５農業振興費は、前年度比１,３７８万６,０００

円の増となっております。増額の主な要因は、農業公社運営負担金でございます。 

目６特産振興費は、環境保全型農業直接支払交付金などの負担金，補助及び交付

金でございます。目７園芸振興費は、前年度比５,８９５万１,０００円の増となっ
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ております。増額の主な要因は、次のページにございます、緑の食料システム戦略

緊急対策交付金でございます。ここでの主なものは、各種協議会等への負担金や補

助金でございます。 

６６ページをお願いします。目８畜産業費は、前年度比１２億７,１１３万２,０

００円の減となっております。減額の主な要因は、畜産クラスター事業補助金でご

ざいます。ここでの主なものは、負担金，補助及び交付金の町畜産振興協議会負担

金、大崎町畜産施設整備支援事業補助金、大崎町高齢産歴牛更新事業補助金などで

ございます。 

目９農地費は、前年度比１,５５０万５,０００円の増となっております。増額の

主な要因は、曽於南部地区水利施設管理強化事業補助金でございます。ここでの主

なものは、負担金，補助及び交付金の県営海岸保全施設整備事業負担金、県営農村

地域防災・減災事業負担金、それと先ほど申し上げました曽於南部地区水利施設管

理強化事業負担金、多面的機能支払交付金本体交付金でございます。 

次に、６８ページの下から６９ページになります。目１１農業研修施設管理費は、

前年度比２,５４８万９,０００円の増となっております。主な要因は、大崎町農業

研修館解体等工事費でございます。ここでの主なものは、農業研修施設に係る需用

費と施設管理委託料でございます。 

目１２水田再編対策費は、前年度比３９４万３,０００円の減でございます。主

な要因は、大崎町農業再生協議会補助金でございます。 

７０ページをお願いします。目１３営農推進費は、前年度比２,２２２万９,００

０円の減となっております。増額の主な要因は、農地耕作条件改善事業補助金でご

ざいます。ここでの主なものは、会計年度任用職員の人件費や、大崎町担い手育成

農業研修事業委託料などでございます。 

次に、農業機械維持管理費は廃目でございます。 

７１ページから７４ページにかけてになります。項２林業費、目１林業振興費は、

前年度比８６６万円の増となっております。増額の主な要因は、四季の森のトーチ

カ横展望所付近ののり面補修工事でございます。ここでの主なものは、会計年度任

用職員、松くい虫防除並びに駆除に関する委託料、地域おこし協力隊員等業務委託

料、有害鳥獣捕獲事業補助金などでございます。 

７４ページの中ほどになります。項３水産業費、目１水産振興費は、対前年比４

５万２,０００円の増額となっております。ここでの主なものは、各種団体協議会

等への負担金と補助金でございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いします。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 続きまして、商工課関係の主なものにつきまして御説
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明いたします。 

予算書の３３ページをお開きください。款２総務費、目３広報費は、毎月発行し

ております公報おおさきの印刷製本費が主なものでございます。 

次に、７４ページから７５ページにかけてでございます。款６商工費、目１商工

総務費は、職員の人件費に係る経費でございます。 

７５ページの目２商工業振興費は、ふるさと納税制度の業務及び地域応援商品券

発行事業や企業価値向上補助金などの事業者への補助金関係の内容となっておりま

す。前年比で４億９,４３８万２,０００円の増額となっておりますが、主な要因は、

新規事業計画及び各種補助事業の見直しと、６年度はふるさと納税の目標額を３５

億円としたことに伴うふるさと納税事業の報償費などの経費増額によるものでござ

います。 

次に、７６ページから７７ページにかけてでございます。目３観光費は、観光施

設の管理委託やイベント関連の補助金が主な内容となっております。前年比で２,

１９８万４,０００円の増額となっておりますが、主な要因は委託料の増額による

ものでございます。 

以上で商工観光課の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○建設課長（時見和久君） 建設課関係について御説明いたします。 

６８ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目１０土地改良事業費の前

年度比６,１３４万３,０００円の増は、農業施設整備工事請負費と、それに伴う測

量設計委託費の増が主なものでございます。 

７９ページをお願いいたします。款７土木費、目１土木総務費は、職員の人件費

等が主なものでございます。 

次のページをお願いいたします。目１道路維持費は、町道等の年間を通して良好

な状態に保つための委託料と工事請負費等の維持管理に係るもので、前年度比２,

１３０万４,０００円の増は、工事請負費の増が主なものでございます。 

目２道路改良費の主なものは、道路局所管補助金事業に係る測量設計委託料及び

道路橋りょうの工事請負費で、前年度比４,０６７万６,０００円の減は、新規事業

の町道在郷線と町道永吉菱田線の工区追加などの事業増によるものでございます。 

８２ページをお願いいたします。８３ページにかけてとなりますが、項５住宅費

は、公営住宅１８０戸、町営住宅１４戸、特定優良賃貸住宅シャルム文化通り、定

住促進住宅なのはなタウンなどの維持管理費等に係る経費と、住宅借上料でござい

ます。 

１０３ページをお願いいたします。１０４ページにかけてとなりますが、款１０

災害復旧費でございます。農道などの農林水産施設と町道などの公共土木施設の豪
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雨や台風による被災時の応急対策経費と過年度災害に係る経費などを計上いたしま

した。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○教委管理課長（岡留和幸君） それでは、管理課関係の主なものにつきまして御説明

いたします。 

予算書の８７ページをお願いいたします。上のほうからになりますが、款９教育

費、項１教育総務費、目１教育委員会費は、教育委員の報酬や研修会等の費用弁償

でございます。 

次の目２事務局費は、８９ページにかけてでございますが、前年度比で２,５６

９万２,０００円の増となっております。増額の主な要因は、会計年度任用職員等

に係る経費でございます。ここでは、教育長並びに事務局職員の人件費のほか、外

国語指導業務委託料、ＩＣＴ支援業務委託料、各種団体等への負担金、フリースク

ール等への通学支援援助金などでございます。 

８９ページをお願いいたします。下のほうになりますけれども、目３研修費は、

陸上記録会や集団宿泊学習など学校行事用送迎バスの借上料や、教職員の資質向上

を図るための研修補助金が主なものでございます。 

次の９０ページをお願いいたします。９２ページにかけてでございますが、目４

学校給食センター管理費は、前年比で２,３７４万１,０００円の増となっておりま

す。増額の主な要因は、学校給食費の児童・生徒の保護者負担分の無償化に伴う補

助金であります。ここでは、職員の人件費のほか、学校給食センターの維持管理に

必要な経費と調理配達に係る学校給食業務委託料、学校給食費補助金が主なもので

ございます。 

９２ページをお願いいたします。２段目からになりますが、９４ページにかけて

でございます。項２小学校費、目１学校管理費は、前年比で３,３２３万円の増と

なっております。増額の主な要因は、令和６年度からの教科書改訂によります教務

用教科書及び指導書等の購入に係るものが主なものでございます。ここでは、ここ

では、職員の人件費、各小学校の維持管理に要する経費のほか、菱田小学校校舎棟

大規模改造工事実施設計業務委託料、小学校冷水機リース料のほか、４つの小学校

の特別教室等空調設備設置工事等の学校設備に係る工事請負費などが主なものでご

ざいます。 

９４ページをお願いいたします。目２教育振興費は、教育活動の充実のために必

要な経費として、教材備品の整備や要保護及び準要保護児童就学援助費や小学校入

学援助金などが主なものでございます。 

次に、９５ページをお願いいたします。項３中学校費、目１学校管理費は、前年



 

－ 56 － 

度比で３,０７６万３,０００円の減となっております。減額の主な要因は、工事請

負費が主なものでございます。ここでは、職員の人件費、中学校の維持管理に要す

る経費のほか、校医委託料や不登校対策支援業務委託料、中学校ＩＣＴ教育整備等

リース料、中学校冷水機リース料などが主なものでございます。 

９６ページをお願いいたします。目２教育振興費は、前年度比で４０６万１,０

００円の増となっております。増額の主な要因は、スクールバス運行業務委託料が

主なものでございます。ここでは、スクールバス運行業務委託料や要保護及び準要

保護生徒就学援助費や中学校入学援助金などが主なものでございます。 

以上で、管理課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○社会教育課長（鎌田洋一君） それでは、社会教育課関係の主なものにつきまして御

説明いたします。 

９７ページをお願いします。９８ページにかけてになりますが、款９教育費、目

１社会教育総務費でございます。前年度比で４０９万４,０００円の減額となって

おります。減の主な要因は、職員の減によるものでございます。そのほか、成人教

育、人権教育等を推進するための経費及び町ＰＴＡ連絡協議会等への活動事業補助

金を計上しております。 

次に、９８ページから９９ページになりますが、目２公民館費でございます。前

年度比で４３１万円の減額となっております。減額の主な要因は、修繕等の完了に

よるものでございます。主に中央公民館など各社会教育施設の維持管理に係る経費

で、電気料等に係る光熱水費や空調機器保守などの委託料のほか、公民館運営補助

金を計上しております。 

続きまして、９９ページから１００ページになりますが、目３図書館費でござい

ます。前年度比で１５７万３,０００円の増額となっております。増額の主な要因

は、図書館に関する修繕が主なものでございます。図書館の維持管理に係る経費や

備品購入費、それから大隅広域図書館ネットワーク運営負担金を計上しております。 

続きまして、１００ページから１０１ページになります。目４文化振興費でござ

います。前年度比で２５８万４,０００円の増額となっております。増額の主な要

因は、町史編さんに係る事業支援業務の委託料の増でございます。そのほか、主な

ものは、文化財の保護や維持管理に関する経費、及び町文化協会活動事業補助金を

計上しております。 

続きまして、目５青少年教育費でございます。主に青少年の健全育成に係る経費

のほか、町青少年活動事業補助金や青少年育成団体への活動補助金を計上しており

ます。 

続きまして、１０１から１０２ページをお願いいたします。目６生涯学習振興費
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でございますが、生涯学習講座に係る講師謝礼が主なものでございます。 

続きまして、目１保健体育総務費でございます。前年度比６,５５６万４,０００

円の減額となっております。減額の主な要因は、かごしま国体が終了したことによ

ります経費の減が主なものでございます。そのほか、スポーツ推進委員等の報酬や

各種大会等を開催するための関連経費、町スポーツ協会、それから大隅スポーツ交

流拠点プロジェクト等への運営補助金を計上しております。 

続きまして、１０２ページから１０３ページをお願いします。目２体育施設費で

ございます。７億４８０万７,０００円の増額でございます。増額の主な要因は、

大崎町総合体育館の大規模改修工事によるものでございます。ここでは主に、その

ほか町内の運動公園の夜間照明電気料に係る光熱水費のほか、運動公園や総合体育

館の体育施設に係る管理委託料を計上しております。 

以上で、社会教育課からの説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 続きまして、企画政策課関係の主なものにつきまして

御説明をいたします。 

３７ページをお願いいたします。３８ページ、３９ページにかけてでございます

が、款２総務費、目１０企画費に２億５,１３９万２,０００円を計上いたしました。

主に移住・定住関連、公共交通対策及び多文化共生推進関連予算を計上しておりま

す。前年度と比較して１,０７５万１,０００円の増となっておりますが、主な理由

は、高齢者等の移動手段の確保を図る「お出かけタクシー」利用助成事業補助金や、

高校生等通学定期券購入助成医業補助金を新たに計上したことなどによるものでご

ざいます。 

次に、３９ページの一番下から４０ページにかけてでございます。目１１青少年

女性費に２８８万２,０００円を計上いたしました。前年度と比較して２８０万４,

０００円の増となっておりますが、主な理由は男女共同参画基本計画に基づき、男

女共同参画を推進するための職員研修業務委託料や女性活躍支援セミナー業務委託

料を新たに計上したことによるものでございます。 

次に、４７ページをお願いいたします。中ほどの、目１統計調査総務費に８万３,

０００円を計上いたしました。前年度と同額でございます。また、目２委託統計調

査費に３３３万３,０００円を計上いたしました。前年度と比較して２８３万１,０

００円の増となっておりますが、主な理由は農林業センサス等の関連経費を計上し

たことによるものでございます。 

以上で、企画政策課の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 総務課関係の主なものについて御説明いたします。 

３０ページをお願いいたします。款２総務費、目１一般管理費は、前年度比で２,
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９６６万２,０００円の増となっております。増の主な要因は、一般管理費に計上

した職員及び会計年度任用職員数の増によるものでございます。ここでは主として、

町長等の特別職のほか、職員に係る人件費等を計上しておりますが、そのほか、ペ

ーパーレス化と業務の効率化を図ることを目的に、タブレット端末導入経費及び入

札参加資格申請を電子化する関連経費を新たに計上しております。 

３３ページをお願いいたします。目２文書費は、公文書等の発送に係る郵便料や

電話料などの通信運搬費のほか、電話交換業務、例規類集データベースシステムの

更新に係る委託料などでございます。 

３４ページをお願いいたします。目４財政管理費は、財政事務に要する経常経費

を計上しておりますが、主なものは財政調整基金等の積立金でございます。 

次に、目６財産管理費は、主に庁舎等の維持管理に係る諸経費でございますが、

前年度比で１,３５６万２,０００円の減となっております。減の主な要因は、前年

度実施いたしました庁舎別館屋上の防水修繕料の減でございます。 

３６ページをお願いいたします。目８交通安全対策費でございますが、主なもの

はカーブミラーやガードレール等に係る交通安全施設の工事費でございます。なお、

新規事業として、高齢者の交通事故防止及び事故時の被害軽減を目的とした高齢者

安全運転支援装置設置整備費補助金を計上いたしました。 

３７ページをお願いいたします。目９防犯対策費は、志布志地区防犯協会への負

担金が主なものでございます。 

４０ページをお願いいたします。目１２電算情報管理費は、前年度比で２,６７

３万円の増でございます。ここでは主に電算リース料をはじめ、電算システムの維

持管理費を計上しておりますが、増の主な要因は、それぞれの自治体で使用されて

いる住民記録や税、医療・福祉などの基幹系システムを、全国的に仕様を統一し標

準化するための負担金でございます。現段階では、令和６年度から令和７年度まで

の２か年で整備する予定でございます。 

次に、４５ページをお願いいたします。こちらは、選挙管理委員会関係でござい

ます。項４選挙費、目１選挙管理委員会費と目２明るい選挙推進費につきましては、

選挙事務に係る経常的な経費でございます。 

４６ページをお願いいたします。目３県知事選挙費は、令和６年７月に予定され

ております県知事選挙に要する経費でございます。 

少し飛びまして、８４ページをお願いいたします。款８消防費でございます。目

１常備消防費は、大隅曽於地区消防組合負担金でございますが、前年度比４１３万

７,０００円の増となっております。増の主な要因は人件費の増でございます。目

２非常備消防費は、前年度比で４,６８４万７,０００円の減となっておりますが、
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主な要因は、前年度に購入いたしました水槽付消防ポンプ自動車の減でございます。

ここでは、主として消防団員の出動報酬のほか、防火水槽及び消火栓の修繕料など

を計上しております。 

８５ページをお願いいたします。目３防災対策費は、主に防災行政無線等の維持

管理費でございますが、前年度比で７４６万７,０００円の増となっております。

増の主な要因は、鹿児島県と県内市町村を結ぶ衛星経路防災行政無線の交信に係る

市町村負担金及び、地域コミュニティ無線の受信感度が弱い地域に対する弱電界対

策の業務委託でございます。また、新規事業として、地域防災力の向上を図るため

の防災計画策定支援事業補助金を計上しております。 

１０４ページをお願いいたします。款１１公債費でございますが、目１元金と目

２利子の合計で７億１９９万７,０００円を計上いたしました。 

以上で歳出の説明を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたしま

すので、９ページをお願いいたします。款１町税は、前年度比で５,８５９万９,０

００円の減でございますが、政府が実施する定額減税の影響による個人町民税の減

額を見込んでおります。款２地方譲与税から款１１地方交付税までは、国の地方財

政計画や前年度の実績見込みを参考に増減しております。 

款１５国庫支出金は、前年度比７,７４８万１,０００円の増でございます。事業

費の増加に伴う障害者自立支援給付費負担金や道路整備に係る社会資本整備総合交

付金の増及び地方自治体システムの標準化に係るデジタル基盤改革支援補助金が増

の主な要因でございます。款１６県支出金は、前年度比１１億９,８６１万５,００

０円の減となっておりますが、前年度計上いたしました畜産クラスター事業補助金

や燃ゆる感動かごしま国体大会運営補助金の減が主な要因でございます。 

款１８寄附金は、３５億５,０００万５,０００円でございますが、このうち、ふ

るさと納税寄附金を３５億円、企業版ふるさと納税寄附金を５,０００万円計上し

ております。 

次に、款１９繰入金は、前年度比４億５,２００万４,０００円の増でございます。

主な要因は、財政調整基金及びふるさと応援基金の繰入金の増でございます。 

款２２町債は、前年度比で５億８,９５０万円の増でございます。過疎対策事業

債など各種事業に応じて計上しておりますが、増の主な要因は総合体育館大規模改

修工事の財源に町債を予定しているためでございます。 

以上で、歳入の説明を終わりますが、次に継続費について御説明いたしますので

７ページをお願いいたします。 

第２表継続費でございます。事業の履行に期間を要するため、地方自治法第２１

２条の規定により、その経費の総額及び年割額を定めるものでございます。総合体
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育館大規模改修事業でございますが、総額を１５億３,５００万円とし、年割額と

して令和６年度が７億５００万円、令和７年度が８億３,０００万円と、それぞれ

定めております。 

第３表債務負担行為でございます。事業実施までに準備期間を要するため、地方

自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為ができる事項、期間及び限度

額を定めるものでございます。固定資産土地評価替え業務委託料でございますが、

令和７年度が４１３万円、令和８年度が１９４万５,０００円、合計で６０７万５,

０００円を限度額としてお願いするものでございます。 

次の８ページをお願いいたします。第４表地方債でございますが、起債の目的欄

の過疎対策事業から臨時財政対策債まで、合計で９億３,１００万円を計上してお

ります。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては御覧いただきたいと

思います。また、１０６ページ以降に給与費明細書、地方債関係資料等を添付して

ございますので御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） ここで、お諮りします。今、１時間半ほどたっております。

あと、議案第１１号から１５号まで補足説明が残っておりますが、ここで暫時休憩

を取ってと考えておりますが、皆様方のほうはいかがですか、よろしいですか。そ

うしたら、次は１４時４０分ということでお願いします。暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時３３分 

再開 午後２時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

議案第１１号について、補足説明を求めます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、国民健康保険事業特別会計の主なものにつ

きまして御説明いたします。 

予算書の１１ページをお願いいたします。款１総務費、項１総務管理費は、５０

５万４,０００円を計上いたしました。主なものは、目１一般管理費、節１１役務

費の手数料２７８万６,０００円で、国保連合会に支払う手数料等でございます。 

１２ページをお願いいたします。款２保険給付費、項１療養諸費は、一般被保険

者の療養給付費及び療養費、そしてレセプト審査支払手数料でございまして、合計

１２億７,０８９万９,０００円を計上いたしました。前年度に対しまして５,７３

５万２,０００円の増でございます。 

次の項２高額療養費は、一般被保険者の高額療養費及び高額介護合算療養費でご
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ざいます。合計で２億１,０４０万円を計上いたしました。 

１３ページをお願いいたします。項４出産育児諸費は５００万３,０００円を、

項５葬祭諸費は８０万円を、それぞれ計上いたしました。 

次の款３国民健康保険事業費納付金は、県への納付金に係るものでございます。

まず、項１医療給付費は２億８,７４５万５,０００円を、次の１４ページでござい

ますが、項２後期高齢者支援金等分は９,１２３万８,０００円を、項３介護納付金

分は２,８２５万６を計上いたしました。以上、納付金の合計額は４億６９４万９,

０００円となっておりますが、この財源は国民健康保険税及び保険基盤安定繰入金

が主なものでございます。 

次の款４保健事業費、項１保健事業費は、次のページにかけまして合計で８１４

万６,０００円を計上いたしました。目１保健衛生普及費は７０４万６,０００円を、

被保険者指導業務に従事します会計年度任用職員の人件費や、１５ページをお願い

いたしまして、レセプト点検共同事業手数料などでございます。目２疾病予防費１

１０万円は、人間ドック等の受診に係る健康診断費助成金でございます。項２特定

健康診査等事業費２,４８０万９,０００円の主なものは、会計年度任用職員の人件

費及び特定健診業務委託料が主なものでございます。 

１６ページでございます。款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金は１４０万

円を計上いたしました。これは、保険税の過誤納金等に伴う還付金でございます。 

以上で歳出を終わりまして、歳入を御説明いたしますので７ページをお願いいた

します。款１国民健康保険税は、２億３,０８０万６,０００円を計上いたしました。

前年度に対しまして２,７６９万２,０００円の減となっております。 

款４県支出金、目１保険給付費等交付金は、１５億１,９６２万６,０００円を計

上しております。前年度に対しまして５,４９０万９,０００円の増となっておりま

す。節１保険給付費等交付金の普通交付金は、歳出で御説明いたしました医療給付

費に対するもので、次のページの節２保険給付費等交付金は、保険者努力支援及び

県繰入金などでございます。 

款６繰入金、項１他会計繰入金は、１億４,４８２万６,０００円を計上いたしま

した。主なものは、節１及び節２の保険基盤安定繰入金の合計で１億３４７万４,

０００円と節７財政安定化支援事業繰入金の３,１３４万８,０００円でございます。 

９ページをお願いいたします。項２基金繰入金は、２,８００万円を国民健康保

険基金から繰り入れるものでございます。この繰入金は、国民健康保険税とともに

歳出の国民健康保険事業費納付金の財源に充てるものでございます。 

款８諸収入、項１延滞金,加算金及び過料は、目１延滞金として１０１万円を計

上いたしました。項３雑入は、合計で１００万２,０００円を計上いたしました。



 

－ 62 － 

主なものは、目１一般被保険者第三者納付金の１００万円でございます。 

以上で歳入の説明を終わります。 

なお、１７ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） 次に、議案第１２号について補足説明を求めます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、後期高齢者医療特別会計の主なものにつき

まして御説明いたします。予算書の８ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金は２億１,３１０万１,０００円を計上いたし

ました。前年度に対しまして９９８万９,０００円の増となっております。被保険

者から徴収した保険料と低所得者等に係る保険料軽減分に対する保険基盤安定分担

金を、県の広域連合に納付するものでございます。 

次の款２諸支出金、目１後期高齢者保険料還付金は３４万円を計上いたしました。

過誤納に係る保険料の還付金で、県の広域連合から受け入れた分を被保険者へ返還

するものでございます。 

款３予備費は、２万円を計上いたしました。 

以上で、歳出を終わりまして、歳入を御説明いたします。６ページをお願いいた

します。款１後期高齢者医療保険料は、目１特別徴収保険料８,０９９万９,０００

円と目２普通徴収保険料４,０９３万円の合わせまして、１億２,１９２万９,００

０円を計上いたしました。前年度比で５４８万２,０００円の増となっております。 

次の款２使用料及び手数料、目１督促手数料は、普通徴収分に係る保険料の督促

手数料として１万６,０００円を計上いたしました。 

次の款３繰入金、目１保険基盤安定繰入金９,１１７万円は、低所得者等に係る

保険料軽減に対して、県と町の負担分を繰り入れるものでございます。目２一般会

計繰入金は、一般会計からの繰入金でございますが、頭出しとして１,０００円を

計上いたしました。 

７ページでございます。款５諸収入、項２償還金及び還付加算金、目１還付金は

３４万円を計上いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） 次に、議案第１３号について補足説明を求めます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、介護保険事業特別会計の主なものにつきま

して御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、予算書の１０ページをお願いいたします。款１

総務費、目１一般管理費５３万５,０００円は、介護保険事務に係る電算共同処理
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のための国保連合会へ支払う手数料及びシステム保守委託料でございます。 

次の款２保険給付費、項１介護サービス等諸費は、１１ページの目１０まででご

ざいますが、合計で１６億７,８２７万５,０００円を計上いたしました。介護度が

要介護１から５までの方に対するサービス費用でございますが、目１の在宅での介

護サービスや目３のグループホームなどの地域密着型サービス、目５の特別養護老

人ホームなどの施設介護サービスなどが主なものでございます。 

次に、１１ページの下の表、項２介護予防サービス等諸費は、次の１２ページま

ででございますが、前年比１８０万円の減、５,３１６万６,０００円を計上いたし

ました。要支援１または２の方に対するサービス費用でございますが、目１の在宅

で受ける介護予防サービス給付費などが主なものでございます。 

１３ページをお願いしますが、項３その他諸費、目１審査支払手数料１６２万円

は、介護給付費明細書の審査支払事務に係る国保連合会への手数料でございます。 

次の項４高額介護サービス等費は、合計で５,４１０万８,０００円を計上いたし

ました。利用者負担が一定額を上回った場合に給付する保険給付費でございます。 

次の項５高額医療合算介護サービス等費は、合計で９１０万８,０００円を計上

いたしました。これは、介護分と医療分の自己負担を合算して、当該負担が一定額

を上回らないように、利用者の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次の１４ページをお願いいたします。項６特定入所者介護サービス等費は、合計

で８,６６５万５,０００円を計上いたしました。これは、特別養護老人ホームや老

人保健施設等におきまして介護サービスを受けた場合に、その所得段階に応じて、

利用者の居住費、食費の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次に、款３地域支援事業費でございますが、まず、項１介護予防・生活支援サー

ビス事業費は、合計で２,７５８万２,０００円を計上いたしました。要支援者また

は事業対象者のサービスのうち、訪問介護及び通所介護サービスに係る経費でござ

います。 

次の１５ページでございます。項２一般介護予防事業費は５１０万２,０００円

を計上いたしました。高齢者元気度アップ・ポイント事業の実施やふれあいサロン

活動事業、マスターズプロジェクト、それから、ころばん体操など、介護予防事業

などに係る報償費や委託料が主なものでございます。 

項３包括的支援事業・任意事業費は、１７ページの上段まででございますが、合

計で２,３５５万７,０００円を計上いたしました。これは、地域包括支援センター

運営事業の委託料や、認知症対策、生活支援コーディネーターの設置に係る経費が

主なものでございます。 

１８ページをお願いいたします。款７諸支出金、目１第１号被保険者保険料還付
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金は７０万円を、次の款８予備費は１００万円を計上いたしました。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたしますので、６ページをお願

いいたします。款１保険料は、６５歳以上の第１号被保険者の保険料でございます

が、３億１,７７６万５,０００円を計上いたしました。昨年度に対しまして１７０

万５,０００円の減額でございます。 

款３国庫支出金のうち、項１国庫負担金は３億１,４５８万８,０００円を、項２

国庫補助金としては、７ページの上の表まででございますが、合計の１億７,２８

３万８,０００円を計上いたしました。 

次の款４支払基金交付金は、４０歳から６４歳までの保険料分でございますが、

５億１９４万３,０００円を計上いたしました。 

款５県支出金のうち、項１県負担金は２億７,９００万５,０００円を、項２県補

助金は、８ページの上の表まででございますが、合計の８８６万円を計上いたしま

した。 

次に、款７繰入金は、一般会計からの繰入金として２億７,９３０万４,０００円

を計上いたしました。 

次に、款８繰越金は６,７３６万６,０００円を、款９諸収入は、次の９ページま

ででございますが、それぞれ頭出しで２,０００円または１,０００円を計上いたし

ました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） 次に、議案第１４号について補足説明を求めます。 

○水道課長（本松健一郎君） 議案第１４号令和６年度大崎町水道事業会計当初予算の

補足説明をさせていただきます。 

予算書の１ページをお願いいたします。第２条は業務の予定量でございます。こ

こで予定量で立方メートル、なかなか聞き慣れないですが、１メートル掛ける１メ

ートル、深さが１メートル、さいころの浴槽だと思ってイメージしていただければ

と思います。１立方メートル、イコール１トンで読み替えて説明させていただきま

す 

（１）給水戸数６,４５０戸、昨年の予算では６,５００戸です。（２）年間総給

水量１４３万３,０００トン、昨年が１４７万トンでございました。（３）一日平

均給水量３,９２６トン、昨年が４,０２７トンでございます。（４）主要な建設改

良事業、町道仮宿下原線、下原地区配水管布設工事等です。３条です。第３条の収

入的収入及び支出の収入でございます。第１款水道事業収益２億１,９３１万５,０

００円の内訳としまして、その下、第１項営業収益は水道料金等が１億９,９８３

万円であります。第２項営業外収益１,９４８万２,０００円は、今回、新規事業で
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施設等耐震化率向上補助事業としまして、この３条予算で９１５万７,０００円を

組み入れております。このほかに、減価償却費に係る長期前受金戻入の９６２万２,

０００円が主なものでございます。この詳細につきましては、後ろの４ページに実

施計画を参考資料に付けております。こちらを見ていただきまして、長期前受金戻

入について若干説明させていただきます。長期前受金戻入につきましては、減価償

却を貸借対照表の負債で長期前受金として計上いたします。計上した上では損益計

算書に長期前受金戻入として表示をしまして収益化する必要があることから、これ

は予算上、収入の現金の増加ではない予算ではありますけども、帳簿上、記載する

性質がありますので、ここに載せているところでございます。 

第３項特別利益は、過年度水道料金等で３,０００円を計上いたしました。 

次に、その下の支出でございます。第１款水道事業費用２億４万８,０００円の

内訳としまして、第１項営業費用１億９,０９１万５,０００円は、原水及び上水費

に係る施設の維持管理等の経費４,１７５万４,０００円と、配水及び給水費に係る

維持管理費と工務係職員の人件費を含めまして３,６３８万６,０００円でございま

す。総務費に水道事業運営に必要な一般的経費と庶務係の人件費等４,２３５万６,

０００円となりまして、減価償却の６,５３９万４,０００円が主なものでございま

す。詳細につきましては、５ページに実施計画ということで参考資料を付けてござ

います。御覧になっていただきたいと思います。 

第２項営業外費用６７３万３,０００円は、水道企業債償還利息と消費税及び地

方消費税が主なものでございます。 

第３項特別損失は、過年度水道料金還付金等に４０万円でございます。 

第４項予備費につきましては、前年度並みの２００万円を計上いたしました。 

次に２ページをお願いいたします。第４条予算になります。資本的収入及び支出

は、本文の括弧書きでございますとおり、補填財源の説明をしております。資本的

収入額が資本的支出額に対しまして１億３,５４３万１,０００円の不足が生じます

が、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額１,３８７万７,０００円と、

当年度分損益勘定留保資金７,０４０万９,０００円、減債積立金３１６万３,００

０円と建設改良積立金４,７９８万２,０００円で補填をするものでございます。 

第１款資本的収入３,６２６万１,０００円の内訳としましては、第１項負担金は

消火栓設置工事負担金で７５６万円、これは６件分を想定しています。第２項補助

金は、施設等耐震化率向上等補助金で２,８７０万１,０００円であります。 

次に、資本的収入及び支出の支出でございます。第１款１億７,１６９万２,００

０円の内訳として、第１項建設改良費は施設等の耐震化率向上等の課題解決を中心

に、１億６,６５２万９,０００円、町道仮宿下原線、下原地区配水管布設工事ほか
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１５件の工事を計画しておりまして、例年の１.６倍の予算を立てております。ス

ピード感をもって耐震化率向上に努めていきたいと思っております。詳細につきま

しては、６ページ、実施計画を御参照していただきたいと思います。 

第２項企業債償還金３１６万３,０００円は、水道企業債元金償還金でございま

す。 

第３項予備費は２００万円を計上いたしました。 

下から５行目の、第５条一時借入金の限度額は、３,０００万円としております。 

３ページをお願いいたします。第７条議会の議決を経なければ流用することので

きない経費は、職員給与費５,０８５万９,０００円と交際費１万円でございます。

この交際費につきましては、水神祭を行っている集落に焼酎代ということでお願い

している分でございます。 

第８条他会計補助金は、一般会計から補助、３,７８５万８,０００円で、内訳と

しましては、施設等耐震化率向上等の上乗せ分３,６００万円と、簡易水道企業債

の償還に係る補助金等１８５万８,０００円、これは倉元水源地の分でございます。

なお、施設等耐震化向上等の上乗せ分３,６００万円のうち、先ほどの繰り返しに

なりますが、３条予算に７２９万９,０００円、４条予算に２,８７０万１,０００

円という配分で計上したところでございます。 

９条では棚卸資産の購入限度額を４４７万円と定めているところでございます。 

以上で説明を終わります。 

７ページ以降に予定キャッシュフロー計算書、給与費明細書、令和６年度末の予

定貸借対照表等を添付してありますので後ほど御参照願います。以上で終わります。

よろしくお願いします。 

○議長（富重幸博議員） 次に、議案第１５号について補足説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（本松健一郎君） 引き続きまして、議案第１５号令和６年度大崎町公共下

水道事業会計当初予算につきまして補足説明をさせていただきます。 

予算書の１ページをお願いいたします。第２条は業務の予定量でございます。こ

ちらもわかりやすいように立方メートルを１トンという形で読み替えて説明をさせ

ていただきます。 

（１）接続戸数１,０４０戸でございます。昨年は１,０８６戸でございます。

（２）年間総排水量２８万４７０トン、５年度が２８万３,１８６トンでございま

した。（３）１日平均排水量は７６９トン、令和５年度で７６７トンでございまし

た。主な建設改良事業は、丸尾集落内の町道西迫岡別府線の新設布設工事分２５０

万円でございます。 

３条の収益的収入及び支出の収入の第１款下水道事業費収益２億４,８２９万円
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の内訳としまして、第１項営業収益は、下水道使用料が４,５１８万９,０００円と

督促手数料２万７,０００円で計４,５２１万６,０００円であります。第２項営業

外収益の２億３０７万２,０００円は、起債の利息償還分に充てる一般会計からの

公共下水道事業補助金７,６３３万９,０００円と、基本計画に係る国庫補助１,１

５０万円、起債の元金償還の一部になる公共下水道事業負担金６,９９３万５,００

０円、あと、先ほども出ました減価償却費に係る長期前受金戻入４,５２９万３,０

００円が主なものでございます。長期前受金戻入につきましては、先ほど申し上げ

た説明のとおりでございます。詳細につきましては、４ページを参考にしていただ

きたいと思います。第３項特別収益は、過年度下水道使用料等で２,０００円を計

上いたしました。 

次に、支出でございます。第１款下水道事業費用２億２,２９４万８,０００円の

内訳としまして、第１項営業費用１億９,７３７万５,０００円は、施設の維持管理

に係る経費３,３１０万円と事業運営に必要な一般的経費と職員の人件費等に６,２

４８万８,０００円、現金取扱いになりませんが、減価償却費に１億１６３万５,０

００円が主なものになります。第２項営業外費用１,７８０万９,０００円は、起債

の償還利息等に１,３３０万９,０００円、消費税及び地方消費税の納付予定額に４

５０万円でございます。第３項特別損失４７６万４,０００円は、損益計算書に表

示されている特別損益の損失のことで、突発的に本来の事業活動以外で発生した性

質のものでございますが、今回、公共下水道におきまして地方公営企業法の適用を

受ける初年度であることから、賞与引当金相当額等と消費税及び地方消費税の令和

５年度分がこれに当たります。これにつきましても、詳細は５ページを参考にして

いただきたいと思います。第４項予備費、目１予備費３００万円を計上いたしまし

た。 

２ページをお願いいたします。４条予算になります。第４条資本的収入及び支出

の本文の括弧書きで補填財源の説明がしてございます。資本的収入額が資本的支出

額に対しまして４,５２４万２,０００円不足いたしますが、引継金９３２万６,０

００円と、当年度分損益勘定留保資金３,５７７万１,０００円、当年度分消費税及

び地方消費税、資本的収支調整額１４万５,０００円で補填をする形になります。 

資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収入７,９２４万８,００

０円の内訳としまして、第１項企業債は資本費平準化債が１,２７０万円で、第２

項負担金等は新規接続に係る負担金で９０万円を想定しております。６件分に当た

ります。第３項出資金は、３条予算で負担をした残りの起債の元金償還分でござい

まして、６,５６４万８,０００円でございます。この出資金と負担金につきまして

は、３分割した理由としましては消費税の特定収入で課税をしないという取扱いが
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ございまして、その中で３分割をしたというところが大まかな説明になろうかと思

います。 

次に、資本的収入及び支出の支出でございますが、第１款１億２,４４９万円の

内訳としまして、第１項建設改良費は丸尾集落内町道西迫岡別府線の新設布設工事

分に２５０万円を計上しております。第２項企業債償還金は、起債の元金償還分１

億２,１９９万円でございます。下段の第６条一時借入金の限度額としまして１,０

００万円を計上いたしました。 

３ページをお願いいたします。第７条に予算支出の流用の定めと、第８条が議会

の議決を経なければ流用することのできない経費である職員給与費に１,８３３万

４,０００円を計上しております。第９条の他会計補助金は、一般会計から起債の

利息償還分に充てる公共下水道事業補助金に７,６３３万９,０００円を計上してい

るところでございます。 

以上で説明を終わります。７ページ以降に予定キャッシュフロー計算書等を添付

してございます。御参照していただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

まず、議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予算」について質疑はありませ

んか。 

○１０番（中山美幸議員） まず、先ほど提案されました６年度の一般会計予算、今ま

で議会の中でもいろいろと質疑をしてまいりました小中学校の冷水機ですね２２７

万８,０００円、及び、お出かけタクシー、高齢者の方々の足の確保、１,４４０万

円、それと同僚議員等もたびたび質問しておりました給食費、これが４,７４９万

円、これが計上されましたことについては高く評価をいたします。議会の政策提言

がこういう形になったのかなと考えを持っておりますが、予算書を精査してみます

と、会計年度任用職員について、本町をサービス業と考えると任用職員は採用が多

いほうが町の活性化にはなるかと思っているんですが、そういったところで評価は

できるんですが、担当課においてはですね多分雇用体制、仕事の量、それから計上

されております金額がかなり違うんですね。仕事の分量、それから主婦の方々がパ

ート勤務された場合の税法上の１０３万円といった関係もあろうかと思うんですが、

特に企画政策課で雇用されます予定の予算、４人分９５２万６,０００円、ほかの

課でも、戸籍住民課が２人、県知事選が３人、児童福祉が２人、農業委員会１人、

農業者年金１人、農地費関係が１名、営農推進１名、林業振興１名、商工振興２名、

観光３名、教育委員会３４名、それから社会教育課２名、図書館３名、特別関係、

国保関係が２名、あと水道事業が何名か記載はありませんが、そういった任用職員

がいますね。これについて、特に先ほど申しました企画費の中の４人、９５２万６,
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０００円はざっと計算しますと、ほかの任用職員の方々とかなりの差が出てくるん

ですね。こうしたときに、本町の若年の職員、それとほかの任用職員の働き方をど

ういうふうに考えているのかということですよ。まず、企画費の４人の９５２万６,

０００円について詳しく説明をしてください。 

それから、３３ページ、款２、目３、節１２委託料、大崎町の動画作成、これは

新規事業だったと思いますが、５０万円。どういったものを、どのような形で紹介

されるのか不明であります。特別委員会でお伺いすればいいんでしょうけども、簡

単に説明してください。 

それから、３８ページ、款２、目１０、節１７国際交流員、生活備品購入費６０

万円はどういったものなのか。多分いろんなところに働きに行って生活用品まで面

倒を見るというのはどうなんですか。私は、これ、ちょっと納得できません。そし

て、これは任用職員のものであるとすると、会計年度任用職員の契約は１年じゃな

いですか、１年分で６０万円の生活のそういったものを補助をするのかということ

です。 

それと、３８ページ、同じく款２、目１０、節１８、高校生の定期の購入補助金、

１,０００万２,０００円については高く評価しますが、この交付の仕方ですね、交

通機関だけなのか。高校生を考えると私学に通っている人たちの通学はどうするん

だよ、バス代を払っているはずですね。先ほどの説明ではそういったことがなかっ

たということです。 

それから、緑の食料システム戦略１億１,２４０万９,０００円はどういった経費

に、どのようにしているのか。これは国・県の補助事業です、まるまる補助事業だ

ったと思いますが、本町が受けて、トンネルで交付するということですけども、交

付先、それからこれの申請に当たって申請書類の記載、どこが記載したのか。これ

はいろんな経費が入っていると思いますが、そこの提示を求めます。 

以上、特にこの人件費、各担当課でお願いされております年度内の会計年度任用

職員に関する事業の予定時間、賃金、経費を含めてです。これは、もし本日答える

ことができなければ、特別委員会までにしっかりと一覧表を提示してください、各

課ともに。それを要望します。以上です。 

○町長（東 靖弘君） 御質問の件数が多かったのでまとめ切れていないところもあり

ますが、答えられない分につきましては担当課長のほうで答弁をいたさせたり、ま

た、先ほど議員からありましたように、特別委員会までに資料提出ということであ

りますので、そういう形でさせていただきたいと思っております。 

まず、企画課関係で９５２万６,０００円についての質問がございました。現在、

本町においては外国人の技能実習生がたくさん大崎町で働いておられますが、３月
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１日の外国人の主な国の状況を申し上げますと、ベトナムが１５９名、フィリピン

が１３４名、インドネシアから９２名、ミャンマーから５９名、ほかの国々からも

いらっしゃいますが、技能実習生の多い国々はこういった国々でございます。こう

いった国から大崎町においては農業生産法人あるいはそれぞれの企業であったり、

それからまた商工業といったところに仕事に従事されて生産性を上げておられると

いった実態があります。こういった方々は、考えてみますと異郷の地に来ていて、

非常に日常生活上の不安が大きいのかなと捉えております。また、それぞれの受け

入れ先、あるいは管理団体でそれなりの指導はしておられると思いますが、外国か

ら来られた方々も、私どもから見ると大切な大崎町の町民であります。こういった

方々が安心してこの地域で暮らせるような対策はやはり講じていくべきだと思いま

す。気象災害や医療のことであったり、その他の心配事があったり、悩み事を相談

するところがなかったりといった方々を少しでも救済できればという考えのもとで、

国際交流員として招致したいということで、先般、県の国際交流課に申し込んでお

ります。それは、ベトナム、フィリピン、ミャンマーの３つの国から、ジェットプ

ログラムにおいて受け入れをしたいということで申し込んでおりますが、まだ決定

しているわけありませんけれども、そういったことが進んでいるところでございま

す。 

４名の中の１人でありますけれども、インドネシアからということで、こちらは

ジェットプログラムではありませんが、一般会計の任用職員としての予算化をして

いる状況で取り組んで、４名ほど国際交流員としての計上をさせていただきました。

先ほど言いましたような、そういう方々の実態を調査しながら、あるいは触れ合い

ながら、よき相談相手となれるような体制を構築し、ほかの３名の国際交流員と同

等に、インドネシアもこういう交流員として一般会計でありますが、そういうふう

にして計上いたしているところであります。 

それぞれのところにおいて、ページ数、目ということで御指摘がありましたので、

そこについてわかる点につきましては担当課のほうから答弁をさせていきたいと思

います。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 会計年度任用職員の報酬の部分でございます。御質問

の中で、他の若年層の方々との違いという部分の御質問がございました。ただいま、

この予算で計上している部分につきましては、ジェットプログラムの制度のもとで

の任用予定と、町単独での部分での任用予定と、２種類がございます。 

ジェットプログラムを通じての報酬の内訳でございますが、月額設定をしており

まして、一月で２８万円と設定をしております。それから、町単独での国際交流員

としましては月額２３万円ぐらいを予定しております。こちらは、通常の一般的な
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一般事務補助の役職とは違って、国際交流員としての役職での任用をしたいと考え

ておりますので、その役職の違いによる金額設定が違うということで考えておりま

す。 

それから、生活予備費についての御質問でございました。今、町長のほうから答

弁があったところですけれども、異国の地から大崎町に、もしいらっしゃってくれ

た場合に、多々生活においての心配事が相当あるのではないかと想像しております。

それを少しでも軽減を図るために、例えば炊飯器であったり、冷蔵庫であったりと

いう日常生活に係る備品を考えているところでございます。 

それから、節１８負担金，補助及び交付金は、高校生の通学等に係る定期券の購

入補助を新たに計上させていただきましたが、今のところ想定している内容としま

しては、あくまでも公共交通の維持が我々の大きな目的の１つでございますので、

路線バスで通う学生を対象としておりまして、例えば私学のバス通、あるいは原付

バイクによる通学といった部分については対象としていないというところでござい

ます。 

以上でございます。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 御質問のありました、まず、３３ページの目３広報費、

節１２委託料の中の大崎町紹介動画作成業務委託料の件につきましてお答えをさせ

ていただきます。 

これにつきましては、町外から、研修であったり、視察であったり本町を訪れら

れる方に対しまして、観光のみではなく、町内の紹介というものを作成する計画で

ございます。イベントといった取組を紹介動画として求める予定でございます。 

○農林振興課長（上野明仁君） それでは、緑の食料システム戦略緊急対策交付金につ

いて御説明申し上げます。 

まず、財源につきましては県の補助金でございまして、同じく、緑の食料システ

ム戦略緊急対策交付金１億１,２４０万８,０００円でございます。補助率につきま

しては２分の１となっております。 

事業の目的といたしましては、木や竹を堆肥化する、ペレット堆肥として製造す

るために必要な機械、ペレット製造器や建屋の増築工事等が事業の内容となってお

ります。 

それと、事業主体は有限会社そおリサイクルセンターでございます。 

○１０番（中山美幸議員） 高校生の定期券についてですが、なぜ私立を考えないんで

すか。私立も公共のバスを使うよりも安いから私学のバスを使っているんですよね。

バイクまでとはいいませんが、先ほど町長が施政方針の中で述べられました平等と

いったことを考えていらっしゃらないということですね。同じ、高校に通う生徒で



 

－ 72 － 

す、もう少し、そこは考えるべきではないのかなと思います。 

以前、志布志高校については３０％ぐらいの助成というのがありましたよね。こ

れは鹿屋の高校に行くには助成が付いていませんでした。やはり、本町の生徒に対

しては何割かの同じような比率において平等にこれは助成するのが当たり前だろう

と考えます。これはもう少し交付要綱について善処してください、そうでないと平

等性が失われます。その財源が大崎町住民の税金でなければいいですよ、大崎町行

政が何かの形で得た益金であればいいです。住民の税金を使っている以上は、やは

り平等性が担保されるべきであります。 

それから、先ほど、６０万円の生活用のものについての助成をされる、冷蔵庫だ

とか炊飯器だとか、通常ですよ、自分たちがどこかの町に仕事に行きました、そこ

までやってくれますか。私はちょっと、これ、あまりやり過ぎじゃないのかなと思

います。以前、途中で、めでたく妊娠されて辞められました方、非常によかったで

すよね。私はこのシステムについては置くべきだというのは前の議会でも申し上げ

たはずです。ところが、今回は一般会計を使っている部分については非常に、金額

的にも、この助成に対してもおかしいなと思います。そこまでしてお願いしなきゃ

いけないのかなというふうに考えていますが、もう少し考えるべきですよ。国際交

流とか考えた場合は、その地域において、地元の人たちと同じような生活のレベル、

同じように、平等に生活しながら国際交流を努めていく、私はそういったことが必

要なんじゃないかなと思います。そして、ましてや、ジェットプログラムというこ

とをおっしゃったんですが、自分たちのまちの、今、任用職員でしていらっしゃる

主婦の方々、もしくは男性の方もいらっしゃいますが、そういった方々との給料の

差違、本当にそれだけの仕事をなさるんですか。町長、お伺いしますが、それだけ

の仕事をなさる方を採用されるということでよろしいんですね、確認を取っておき

ます。もし、住民の方々から、「何ね、あれは」と言われたときはどうしますか。

ここで申し上げておきます、しっかりと。いかがですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） 国際交流員として招聘するということで、生活用具のことも触

れられたところでありますが、異国の地から本町に来られる中で少しでも生活の不

慣れを解消していくという面では我々はそういうことを考えて対応していきたいと

いう考えであります。御指摘いただいたことについては、今後、またどうあるべき

かということは、次点からは精査する必要があるかと思っております。 

平等性ということで、広域公共バスを利用する通学生に対して定期券の補助を支

給するということで、初めてこのことに取り組みました。その段階で、原付はどう

するんだということも出ました。また、私学はほとんどバス送迎がなされておりま

すので、そういった点からそこまで深く検討したという記憶はありませんが、指摘
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を受けましたので、今後、その結論を出すにはいろいろ調査していかなければなら

ないということがあるのかと思っております。御指摘として受け止めておきたいと

思います。 

それから、国際交流員として仕事をしていただくときに、町民からそういった評

価がなされなかったときの町長の責任ということであります。私たちは議会の皆さ

ん方の御協力をいただきながら、インドネシアのバリ、ジャカルタ、デポックから

の要請をもとにしてＪＩＣＡ事業を通しながらリサイクルの指導をやってまいりま

した。そういったことも、現在いる外国人の助成の中でそういった要望をいただい

ております。そういったことも踏まえながら対応していくことになりますが、今回、

国際交流員として、先ほど説明しましたインドネシアからの技能実習生といった

方々の連絡を密にしながら安心・安定して住める環境づくりに尽力していくことは、

当然やらせるべきことでありますので、その点についてはちゃんと指導体制を構築

していく。そして、前回、ベトナムの女性の方も触れられましたけれども、いい参

考になっておりますので、それと変わらないような安全・安心の環境づくりに尽力

していただくということと、外国から来られたときの、特にインドネシアですけれ

ども、通訳といったことも、研修で来られた方、あるいは実習で来られた方々を通

訳をさせていくという身近なことも取り組んでいきたいと思っております。 

今回、こういった形で予算計上をいたしましたけれども、指摘されたことは、ち

ゃんと真摯に受け止めて、指導すべきところにつきましては十分、担当課長共々に

我々も検討しながらちゃんとしてやっていきたいと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸議員） 今、町長が申されましたようにですね、しっかりとそうい

ったところは支援していただくという形を取ってください。私は行政はサービス業

だと思っておりますので、そういったサービス業に適した人材ということを採用さ

れるように要望を申し上げておきますし、また、先ほど申しましたように、各担当

課では任用職員について、時間、それから勤務体系、賃金等について、必要経費ま

でを含めたものを特別委員会の中で示していただくように、文書として出していた

だけるように要望を申し上げておきますし、また、緑の食料システム、受け入れ先

がそおリサイクルセンターとおっしゃいました。そうであるならば、若干、具体的

な取組ということでお話もいただきたいんですが、調べてみました。 

まず、大きな目標については３点ほどあるようですね、雇用の増大、地域所得の

向上、豊かな食生活の実現は大きな項目ですよね。また、それが分かれて、海外か

らの輸入食品の調達といったものを少なくしようということと、生産性を上げよう

ということと、各流通をスムーズにやろうということと、消費生活を考えようとい
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うこと、この４つも上げてありますが。先ほど申しましたように、これの企画書、

本町を通じて多分出されていると思います。そうでないと、本町受け入れの一般会

計の中に入ってくるはずがないんですね。そういった調書、出されたときの計画書

も併せて、今回の予算の審議のときには確実に文書として出してください。その２

つを要望申し上げて、私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

○９番（吉原信雄議員） 予算書の３８ページ、１３、大崎町ものづくり会館借上料、

この６０万円の件ですけれども、これはですね、以前、６年度には予算を上げない

という約束をしていたんですよね。これが上がってきているんですよね。いろいろ

とあちこちで噂も出ているようですが、何で上がってきたのか、町長はこれを御存

じでしたか。５年度でこの予算は終わり、次は上げませんということだったですけ

ど、前の議員さんは知っています、それは委員会で言ったことですので。新しい方

はわかっていないと思います。何で６０万円、継続した理由は何だったのか、どう

して、口約束じゃないけれども、やったこと、責任ないですよね、６０万円上がっ

てくるということは。まず、町長はこれを御存じでしたか。 

○町長（東 靖弘君） 具体的な内容に、そういった答弁があったというところまでは

知りませんでしたが、御存じのように、野方の活性化センターのほうに移転すると

いうことが当初計画をされていて、それで活性化センターの入り口の部分といった

ところも整備されていったのかなと思いますが、活性化センターへの移転をする段

階で、今のものづくり会館が雨漏りがする、あるいはその施設が機能が悪くなって

きているといったことから、多分、活性化センターのほうに移転するといった説明

になっていたと思います。 

ところが、なかなか活性化センターへの移転がまだ十分に進んでいる状況でもあ

りませんので、継続してそれを続けるという意味ではなかったのかと、概略、私が

考えているところはそういうことでこうなっているんじゃないのかと思います。 

６０万円のことにつきましては、担当課長のほうから答弁をさせます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） ６０万円の借上料の件でございますが、過去のおそら

く委員会関係で御説明している部分があったかと思います。内容につきましては、

令和４年度から５年度、６年度、この３年間にかけて、移転ができるのか、できな

いのか、どういう方向性を出したらいいのかということで３年間かけて結論を出し

ていくということでの御説明だったのではないかなと思います。 

ですので、それを受けまして、私どもといたしましては令和６年度中にきちっと

方向性を出してまいりたいと考えております。現在、関係者の皆様とは協議を引き

続き実施している状況でございます。 
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以上でございます。 

○９番（吉原信雄議員） だったらですよ、予算的に６０万円かもしれないけど、約束

をしたんですよね、５年度で終わりということを。約束をしたのに、何でこれが上

がってくる、それだったら予算説明を今日するべきじゃないの、約束を破ったんだ

から、新たに出てきたということは。どう思いますか、この点について。 

○町長（東 靖弘君） 主管課の説明の段階で主要なことでありますので、このことに

ついてはこうだとちゃんと説明しておくべきであったかと思います。今の御指摘で、

そういったところで答弁させていただきますが、その点につきましてはお詫びいた

します。 

担当課のほうで、６年度まで３か年間かけて移転に向けての実施の有無について

の協議をしていく答弁でありますので、６年度予算で計上できればよかったんでし

ょうけれども、６年度にかけてということでありますから、そこにつきましては御

理解をいただきたいと思います。済みません、よろしくお願いします。 

○９番（吉原信雄議員） 何度も言いたくないんですよ。本当に悪いですよ、これは。

６０万かもしれないけれどもですね、これ、もう１０年以上借り上げているんです

よね、ここを。この１０年間で、あそこでいいこと、悪いことがあったのか、１０

年間あそこをして、鹿大生も来たりいろいろしているけど、やっぱり、私も野方地

区です、いいたくないですけども、野方地区にはいろんな方がいらっしゃるんです

よね、このことについても。だから、今年６年度までの予算ですけど、今度はいろ

いろありますので、いろいろしてもらいましたので余りきつくもいいませんけども、

私がここで止めておけばいいことですので。この件については６年度でぴしゃっと

終わるような形で、また先に進むようなことをやってほしいと思いますので、その

点についてはどうですか。 

○町長（東 靖弘君） 課題が何なのかということを整理しないといけませんので、移

転に向けて協議をしてきたことも事実でありますので、そういった課題の解決に向

けてぴしゃっと整理をしながら、６年度で結論を出していきたいと考えます。 

以上です。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

○５番（児玉孝德議員） まずですね、学校の冷水機を導入していただくことは非常に

ありがたいことなんですけど、まず、何台導入されるのか、小学校、中学校それぞ

れ。それから、なぜリースにされたのか。以前、有明高校があったときですね私の

ほうで３台ぐらい納入した経緯がございますけど、そんなに高いものじゃありませ

ん、リースにするぐらい。その点と、あと、もう１つ、総合体育館ですね、大規模

改修をされるということで防災拠点として設備も揃えるということです。空調関係
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も入れられるということでしたけど、この辺の詳細、今日わからなければ、次の特

別委員会になると思いますけど、そのときでもいいですのでお示しください。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、冷水機の件と空調の総合体育館の件については担

当課長のほうで答弁させます。 

○教委管理課長（岡留和幸君） ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

冷水機につきましては、昨年度も御質問と御指摘等ございました。やはり児童・

生徒の夏場だけではなくて、熱中症の予防という面では非常に大事なものかなと考

えております。そこで、まず設置の数ですが、この予算で考えている学校別の設置

の数についてお答えいたします。 

大崎小学校が３機、菱田小学校が２機、中沖小学校も同じく２機です。持留小学

校は１機、大丸小学校と野方小学校も２機ということで、小学校には１２機を予定

しております。それから、中学校のほうは３機ということで予定をしております。 

冷水機の購入については、直結で冷水機を置いてするということで考えておりま

すけれども、数についてはとりあえずこれでまずやってみようということで考えて

いるところです。 

それともう１つ、リースと買取で御質問がありました。両方とも比べてはありま

す。リースで考えた１つの点としましては、５年間のリースですけれども、メンテ

ナンスも付いているということがありますので、設置した後のそういったメンテナ

ンス、もろもろ付きましてリースのほうがいいんじゃないだろうかということで、

今回の冷水機の設置については予算としてお願いしているところでございます。 

以上でございます。 

○社会教育課長（鎌田洋一君） 空調設備についての説明でありますが、空調設備だけ

でなく体育館全般の改修となることから、資料も別に準備をしています。今手元に

ないものですから、委員会のほうで説明をさせていただければと思いますが。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

○２番（草原正和議員） ５７ページ、目３環境衛生費、節１報酬、会計年度任用職員

４名、この４名は環境拠点のところに配属する予定になるのか、違うところなのか。

もし環境拠点に配属するならば何名なのか。あと、環境審議委員の報酬、１０名と

ありますが、委員のほうは前年に引き続き同じ人で１０名なのか。お願いします。 

○環境政策課長（松元昭二君） 会計年度任用職員４名につきましては、環境政策課の

ほうでの勤務ということで考えております。 

あと、環境審議会のほうは、前回の審議会の構成と同じ形で、条例による環境審

議会になりますので、こちらのほうで考えているところでございます。 

○２番（草原正和議員） 環境政策課での任用ということです。それでは確認ですけど、
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環境拠点でその方たちは働くことはないという認識でいいのか。あと、その１０名

についてです、審議委員１０名。審議会の中でですね「いい発言なら発言していい

ですよ」、「いや、いい発言ではないです」、というような運びがあったり、あと、

町長が任命された有識者から「素人なのでわからない」というような、いろいろし

ゃべっていたけども、ところによっては素人なのでわからないと。素人であれば有

識者からは外して、ちゃんと有識者を入れたほうが話が進むのではないかと思うの

ですが。 

あと、これの運びについて、もう１点お伺いします。工事の件、ちゃんと方針が

決まってから着手するということで本会議で確認をしていましたが、方針も決まっ

てないまま着手になったような感じですけども、そのへんについてどう思われてい

るのか。決して私はこれに反対ではありません。いろんな物事を決めるときに、こ

うあったらいい、あああったらいいという意見をまとめて進めばいいなと思ってい

るのに、いい意見なら言っていいですよというような発言であると、やっぱり町民

の中には、この環境拠点でこういうことをしてほしい、ああいうことをしてほしい

というのがある中で、そういう意見をまとめて進めてほしいのに、工事着手も事前

着工に始まり、その後も方針が決まってからということであって着手をしたのに、

何もかもがちょっと強行に進めすぎなんじゃないかなと。職員を聞いたのも、方針

が決まってないのに職員を、審議会の中では職員を雇うというような感じの話があ

りましたけども、まだ方針も決まっていない。町長の施政方針の中でも、環境拠点

についても引き続き検討してまいりますというふうになっています。検討の段階で

職員を雇う、工事を進めるということがいかがなものか回答をお願いします。 

○環境政策課長（松元昭二君） 会計年度任用職員がマルおおさきの場所を使うのか、

使わないのかということなんですが、基本、環境政策課で事務を進めまして、場合

によっては、イベントではないですけど、あそこの活用というのも視野に入れなが

ら業務を進めていただこうと考えておりますので、ケースによっては、あそこの中

も一部使わせてもらったりという場合もあろうかと思います。 

ただ、中の備品等の準備が十分ではないので十分な活用はできないとは思うんで

すけど、ケースによっては使うこともあろうかと考えております。 

それと、環境審議会というのは条例による環境審議会になります。条例のほうに、

その構成も一応書いてありますので、今、多分、恐らく話のあったのは、実行委員

会のほうではないかなと思います。今、ここに書いてある環境審議会と実行委員会

は、また別なものという形で御認識いただければと思っております。 

工事の進め方のところの御指摘がありました。しっかりと、そのへんに付きまし

ては、こちらのほうでももう一回、しっかりとよく、今までの進め方等を考えなが
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ら、今後また進めていきたいと考えております。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

○４番（平田慎一議員） 私は８９ページの節１８、フリースクールと通学支援補助金

に対しましては、いい決断をされたなというふうに思っております。施政方針の中

でも、こども家庭庁総合拠点等も含めた施設の開設も考えていらっしゃるというこ

とで、我々が言ったことを実行していただけるのかなというふうに思っております

が。１点だけですねフリースクールのほうの予算が出ているんですけども、これは

前から出ている「はぐはぐ」拠点施設の放課後児童クラブ等の、「はぐはぐ」がい

っぱいで大崎町民の発達障害の支援の子たちが、他市町村のほうに行っております。

そこの請願が前出ておりましたよね何件も。要はフリースクールも同じようにバス

の費用とかですねそのへんだけでも出してくれないかという話があったんですけど

も。これはフリースクールだけの補助金になっているもんですから、そっちのほう

はなんで入れなかったのかなと単純に、この予算を見たときにですね思ったんです

よ。現状、「はぐはぐ」もいっぱいで、他の市町村に本町の生徒さんたちが行かれ

ているというのは町長も御存じだと思うのですが、そこはいかが考えていらっしゃ

ったのかなというのをお答えいただければ。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今、「はぐはぐ」のことを申されたところですが、

「はぐはぐ」の場合は未就学児、学校に通っていない子どもであったり、学校に通

っていても放課後等に支援を行う事業所でございまして、特に学区とかあるわけで

はございませんので、町内町外から通っていらっしゃることから、本町の子どもさ

んでも志布志や鹿屋のそういった支援事業所に通っております。ここでいうフリー

スクールとは、また、これは町内の学校に通う方の対象のものだと思っております

ので、これは教育委員会の管轄になるんですが、今言われた「はぐはぐ」は障害児

となりますので、ちょっと棲み分けさせていただいているところで、今言われる町

外のそういった障害児が通う場合の補助までは、今のところはやっておりません。

どこまでその事業所を使っているかというところの把握はまだできていないところ

もありますし、また、町内にも「はぐはぐ」のような施設もつくりたいというよう

な話も聞いてございますので、もし、町内にまたつくっていただければ、私たちも

それに対しては補助をするなりさせていただきたいということで、その予算も計上

させておりますので、できましたら町内にまた同じような施設が誕生することを私

たちは考えているところです。 

以上です。 

○４番（平田慎一議員） 確かにですね新しい施設を町長がつくっていきたい、まだ足

りていないからということでですね答弁がございました、それも存じております。
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しかし、発達支援の子どもたちの施設に関しては、民間で私が言ってから４年、５

年かかったわけですよ、そうすぐできるわけじゃないですよね。親子さんたちが３

回か４回続けて陳情を出されていた案件でもあったわけですから、それを踏まえて、

町長答弁では、できることからやっていきたい、具体的ないろんな指標として今度

やっていくわけですけども、フリースクールもいいんですけども、やはりそこの部

分もですね、本町の子どもたちですので、また別予算で考えていっていただきたい

なというふうに思っておりますが、町長はそこはいかが思っていらっしゃるのかお

聞きいたしたいんですが。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどの御質問の中で、「はぐはぐ」に通っている子どもたち

が町外の施設に行っているということでありましたけれども、定員がありますので、

その日の定員によって枠がいっぱいであると、ほかのところに行ったりと流動的に

動いているというのが現実の姿でありますので、志布志のほうで入れなくて、こっ

ちのほうに来たとか、こっちの方が志布志に行ったとか、そういった流動的な状況

なのかなと思っております。担当のほうから、もう１箇所、そういった施設を整備

する意向があるということがありますので、できるだけ町内の子どもたちが身近な

ところで支援を受けるということは必要だと思いますから、そういったところにま

た力を入れていきたいと思っています。 

おっしゃるように、ようやくこういったことが実現して、これまでも数名の議員

さんがそういう質問をされてまいりました。だんだんそういった形で整備されるよ

うになってきておりますので、こういったところに我々も力を入れていって、情緒

の安定に期していくべきだと考えております。これからも、そういったところは十

分配慮しながらやっていきたいと思います。 

○４番（平田慎一議員） 多様な学びの保障も含めた部分も加味しますので、担当課も

どれぐらいの方が他町村に行っているのかと、結構行かれていますので、そこは認

識されてですね、補正でもいいので、またできるような予算があれば町長もまた考

えていっていただきたいなと、これは要望として伝えておきます。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博議員） ほかにありませんか。 

○１番（藤田香澄議員） 全体的なところをお伺いしたいんですけれども、今年度、人

口減少対策にしっかりと取り組んでいくということでいろいろ明記いただいていて

すばらしいなと思っております。人口減少対策に当たっては、自然減への対応と社

会減への対応、両方の施策が非常に重要だと思っていて、今回いろいろと上げてい

ただいている部分は、特に自然減への対応、いかに子育てしやすい環境を整えて出

生率を上げていくかというところの部分がしっかりと明記されているのかなと思っ
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ております。 

一方の社会減への対応で、移住・定住対策を含めた部分が余り多く見受けられな

かったのかなと思ったんですけれども、そのあたり、改めて、どのように推進され

ているのかをお伺いできればと思います。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 御質問の、社会減への対応ということでございます。

我々、日々、人口減少対策にどうやったら成果が出るのかということで検討してい

る状況でございますが、ただいまの状況としましては、実務としてはいろんな補助

金等を促しながら、大崎町に興味・関心を持っていただいた方を呼び寄せていくと

いう方法が１つございます。 

今年度の当初予算の中でもそういった部分を幾つか出させていただきましたが、

これからの課題として、今御質問のあったところはあろうかと思っております。令

和６年度の予定なんですが、総合計画の工期の見直しに向けての作業に入ります。

そういったところ、過去のデータをもう一回精査をさせていただいて、今の大崎町

にどういったものが必要なのか、どういった施策が必要なのか、再度整理をしたい

と考えております。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博議員） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」につい

て、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予算」について、質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算」について、質

疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸議員） まず、大崎町公共下水道事業会計予算書の１ページ、先ほ

どはわかりやすく１メートル、１メートルの量を教えていただきましてよくわかり

ました。質問いたします。その中の第２条（４）の主な建設改良事業の中で２５０

万円、新設部分ということでございましたが、先ほど若干件数を申されたんですが、

わかりませんでした。まず、新設部分の件数。それと、この部分について負担金の

９０万円に消費税分を含まないということでしたけども、消費税分については、こ

の事業費の中から消費税としてみられるということになりますと、これは当初始め

たときからすると負担金の減額に当たるのではないのかなと思っているんですが。

現在の税法上では、これは取るべきですよね。それを取らないということは本会計

で負担する、内税と同じような取扱いになろうと思いますが、その点についてどう

いう考えを持っていらっしゃったのかお伺いしたいと思います。 

そして、確か９件と聞こえたのかなと思ったんですが、下水道地域というのは指

定がしてありましたけども、その指定外に及ぶのか、それとも指定外を延長しての

新設管の布設ということになるのか、その点についてお示しをいただきたいと思い

ます。 

○水道課長（本松健一郎君） まず、負担金の話からいかせていただきます。負担金は、

消費税は含みません、１５万円でございます。６件分ということで、先ほど説明を

させていただきました。 

今議員がおっしゃいました負担金の話、消費税の話です。先ほど、負担金は、今

回、一般会計から３分割して予算の中に投入していただきます。今までは繰出金と

いう形で予算投入をしておったんですが、今回、法適用を受ける複式簿記の予算と

いうことで、これが繰出金ということになってきますと、全額が特定収入というこ

とになってまいります。特定収入ということになれば、消費税がかかるということ

でございます。そういう意味の負担金です。ですので、ここでいう負担金は、繰出

金を令和６年度は取りやめて、公共下水道事業の負担金ということで３分割した一

部を６,９９３万５,０００円投入していただくと。あと、補助金７,６３３万９,０

００円、出資金６,５５４万８,０００円と、３条予算と４条予算に、消費税をうま

くかいくぐるという表現がいいのかどうかちょっとわかりませんけれども、公認会

計士の先生と相談をした上で、できるだけ税の負担を少しでも和らげるという意味

で３分割して予算計上したところでございます。ですので、負担金は負担金なんで

すが、個人に対して、区域を広げることはございません、先ほど御質問がありまし
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たとおり、あくまでも区域内でございます。 

今度、新設をするところの２５０万円の箇所に付きましては、下水道は１箇所で

す。今考えているところが、丸尾地区の西迫岡別府線の、持留を向いて左側のほう

には本管が入っておるんですが、右手のほうに、ちょうど１筆入ったところの外側

が区域内になっておりまして、そこにぽつぽつ、家が今建ち始めてきております。

道路を渡って勾配が取れないということで、いろいろ相談を今、受けてきているも

のですから、こちらの右側の歩道の中に布設を１本、本管を入れるということで今

考えている予算が、これに当たります。ですので、工事的には１箇所です。ですの

で、区域内の場所で行います。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） 接続件数が増えることには私は非常にいいことだなと思っ

ているんですよ。そうでないと既存の接続されている方々の負担金というのが上が

ってくるわけですから、頭割りしているわけですから。しかし、先ほども公認会計

士という話が出ましたが、どこかの団体と一緒ですね、公認会計士に話をしました

と、非常にそこには納得いきません。公認会計士に本当に話をしたんですか、どこ

の公認会計士ですか、私はそこまで聞きたくなります。 

それと、１件接続されて、有明町のほうに向かっていく道路の右側の部分につい

ては本管の埋設ということでよろしいんでしょうが、それから右側のほうに何件か

新宅ができておりますが、あの部分については道路横断をして、西迫側、丸尾側の

ほうに接続がなされているということで了解していいのか。あとの本管が通ってい

ない部分については接続を拒否されているのか、そこはいかがですか。 

○水道課長（本松健一郎君） まず、既存の建っている住宅に対しましては、議員がお

っしゃるように、反対側のほうの本管に勾配がぎりぎり取れる範囲内で工事の技術

をもって接続をさせてもらっております。ただ、今、幸いに２件、右手のほうに住

宅が並んできているのが、西迫の中心に向かってのところは従来あったところの本

管につなげておりますので、ちょうど丸尾集落のごみステーションがある辺りから

上のほうが、ちょっと勾配が取れないということで相談がございまして、おおよそ

あそこに家が並んでくれば、そろそろ工事をしないと、住宅メーカーのほうも、下

水道が通っているか、通っていないか、やはり確認がぼちぼち来だしているところ

がありまして、それも受けて今年度整備をしようかと思っております。今、関係者

の方々にストップをかけている状況はございません。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） 関係の方にストップをかけているというわけじゃなくて、

住宅を建てられる方々が接続を見合わせていらっしゃるのかどうかということをお
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伺いしたわけですよ。そしてまた、そちらの方向で傾斜が取れないということであ

れば、将来的にはあの辺はかなり住宅地が進むだろうということであれば、ポンプ

アップする方法とかポンプを入れて圧送する工法なんかもあると思うんですけども、

そういったこともやはり考えていくことが必要なんじゃないですか、環境をよくし

ていくということを考えるんであればですよ。そこら辺も公認会計士と話をしてく

ださい。 

以上です。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１１号及び議案第１２号、議案第１３号は、

会議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第１４号、議案第１５号は会議規則第３９条第１項の規定により、文

教経済常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第１０号の審査方法についてお諮りします。議案第１０号「令和６年

度大崎町一般会計予算」については、委員会条例第７条第１項及び第４項の規定に

より、議長を除く１１名の委員で構成する令和６年度大崎町一般会計予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１１名を委員とする、令和６年度大崎町一般

会計予算審査特別委員会委員に付託して審査することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は特別委員会に

おいて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定により、

委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及び場所を定め

てその互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長及

び副委員長の互選を議員控室でしていただきます。 

これより暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後４時１３分 

再開 午後４時１７分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ただいま、特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告

いたします。 

委員長に１１番、中倉広文議員君、副委員長に７番、神﨑文男議員が選任されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１６号 大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第２２、議案第１６号「大崎町老人福祉センターの指定

管理者の指定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治法第２４４条の２第３項

の規定に基づき、大崎町老人福祉センターの指定管理者を指定したいので、同条第

６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

指定管理者は、大崎町仮宿１８７０番地、社会福祉法人大崎町社会福祉協議会。 

指定の期間は、令和６年４月１日から令和９年３月３１日までの３年間とするも

のでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

現在、大崎町老人福祉センターは、令和３年４月１日からの３年間を指定期間と

して社会福祉法人大崎町社会福祉協議会に管理をお願いしておりますが、今月３１

日をもって指定期間が満了することから、新たに指定管理者を選定する必要がござ

いました。 

そのため、まずはこの施設の指定管理者を選定するための選定委員会の委員を選

定いたしました。委員の構成は、指定委員会設置要項に基づきまして、副町長を委

員長として、内部から総務課長と担当の保健福祉課長、また外部からの委員としま

して、決算書、財務諸表、経済状況等の把握ができる方１名と、高齢者福祉活動に

自ら参画し、活動をしておられる方１名にお願いし、以上、５名で選定委員会を構

成いたしました。そして、本年１月２２日に、役場庁舎にて選定委員会を開催いた

しました。そこでは、まず応募方法、指定の期間、候補者の審査基準等につきまし

て審議していただきました。その結果、指定管理者制度に係る運用指針並びに指定

管理者の指定の手続に関する条例に基づきまして、前回同様、応募の方法につきま

しては非公募により、期間は３年間ということで決定されました。 
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その後、先に申請を受け付けていた指定管理候補予定者の大崎町社会福祉協議会

の職員から、管理運営等の説明を受け、内容等の確認、質疑をいたしまして、出席

委員で、それぞれの項目についての採点をいたしました。 

その結果、委員会で事前に決めておりました基準をクリアしましたことから、委

員会としましては大崎町社会福祉協議会を施設の指定管理の候補者として決定を見

たところでございます。 

これを受けまして、選定委員会から町長に報告いたしました後、町長までの決裁

が完了しましたことから、大崎町社会福祉協議会に結果を通知したところでござい

ます。そして、本日が最後の手続でございますが、議会の議決をいただきましたら、

その後、協定の締結、告示を経まして、令和６年４月１日から指定管理者としてお

願いするという手順になっているところでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１６号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１６号「大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定につ

いて」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１６号「大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定について」

は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２３ 議案第１７号 大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定につい

て 

○議長（富重幸博議員） 日程第２３、議案第１７号「大崎町シルバーワークプラザの

指定管理者の指定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治法第２４４条の２第３項

の規定に基づき、大崎町シルバーワークプラザの指定管理者を指定したいので、同

条第６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

指定管理者は、大崎町仮宿１８７０番地、公益社団法人大崎町シルバー人材セン

ター。指定の期間は、令和６年４月１日から令和９年３月３１日までの３年間とす

るものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

大崎町シルバーワークプラザにおきましても、先ほどの議案第１６号と同様、令

和３年４月１日からの３年間を指定期間として、公益社団法人大崎町シルバー人材

センターに管理をお願いしておりますが、今月３１日をもって指定期間が満了する

ことから、新たに指定管理者を選定する必要がございました。 

先ほど御説明した選定委員会と併せて開催しましたことから、委員の構成、応募

方法や採点方法までの過程についても同様のため、詳細は省略させていただきます。 

結果、委員会で事前に決めておりました基準をクリアしましたことから、委員会

としましては、大崎町シルバー人材センターを施設の指定管理の候補者として決定

を見たところでございます。 

これを受けまして、先ほど同様の過程を経まして、大崎町シルバー人材センター

に結果を通知したところでございます。 

そして、本日が最後の手続でございますが、議会の議決をいただきましたら、そ

の後、協定の締結、告示を経まして、令和６年４月１日から指定管理者としてお願

いするという手順になっているところでございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１７号は、会議規則第３９
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条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１７号「大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定

について」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１７号「大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定につい

て」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第１８号 大崎町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第２４、議案第１８号「大崎町重度心身障害者医療費助

成条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和６年７月から、鹿児島県重度

心身障害者医療費助成制度が改正されることに伴い、大崎町重度心身障害者医療費

助成条例の一部を改正するものでございます。 

主な改正内容は、支給方式の変更、支給対象者の拡大等でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、鹿児島県重度心身障害者医療費助成事業費補助金交付要綱の一部改正に

伴いまして、本町の重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正するものでござい

ます。 

本県における重度心身障害者医療費助成の支給方法は、償還払い方式でございま

すが、令和６年７月の診療分から自動償還払い方式を導入するための改正が主な内



 

－ 88 － 

容でございます。 

これまでの手続では、医療費の領収明細書等の提出など、市町村窓口での申請が

必要でありましたが、重度心身障害者の負担軽減を図るため、窓口での申請を省略

し、助成が受けられるよう改正するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の

３ページの次にございます新旧対照表をお開きください。 

まず、第２条は重度心身障害者の定義を定めるものでございますが、第３号の次

に第４号として加えるものでございます。これは、精神障害者保健福祉手帳の１級

を有している者をここに加えることにより、対象者を拡充するものでございます。

なお、その上の第２号及び第３号の手帳の表記につきましては、身体の障害に限ら

ず、精神等の障害に関する手帳もあることから、混同しないよう表記を改めたもの

でございます。 

次の第２項は、助成を受ける対象者の定義でございますが、２ページをお願いい

たしまして、その対象者が施設に入所している場合のその施設の種類に、共同生活

援助施設、いわゆるグループホームや介護保険施設などを加えたものでございます。 

３ページをお願いいたします。第３条は助成についてでございますが、精神障害

者保健福祉手帳１級を有している者の保険給付費等については、通院のみとするも

のでございます。 

次は、第３条の次に、助成の制限として１条を加えたものでございます。助成対

象者及び扶養義務者等の所得制限を設けたもので、特別障害者手当の所得制限を準

用しております。 

４ページをお願いいたします。第２項は、この条例における所得についてでござ

いますが、都道府県民税に関する法令に規定する所得とするものでございます。 

次の条からは、前条の追加により、以下、第１０号まで、１条ずつ繰り下げるも

のでございます。第６条の括弧内の追加は、受給資格者証の略称を定めたものでご

ざいます。第７条は、第２項の次に１項を加えたものでございます。第７条の第１

項においては、助成金を受ける際は町への申請が必要と規定されておりますが、こ

こでは医療機関等を利用した際の情報を医療機関等が国保連合会へ提供することに

より、第１項の町への申請と見なすことを規定したものでございます。これにより、

自動償還払い方式として対象者の負担軽減を図るものでございます。 

５ページをお願いいたします。第８条は、前条の改正により第１項の表記を削除

したものでございます。 

議案書の３ページにお戻り下さい。附則でございますが、第１条において施行日

を令和６年７月１日と定め、第２条において医療費の適用につきましての経過措置
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を、第３条において受給資格者登録に係る準備行為についてを規定しております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１８号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１８号「大崎町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改

正する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１８号「大崎町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 議案第１９号 大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第２５、議案第１９号「大崎町家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、国の家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準の改正に伴い、町が指定する小規模保育事業所等の職員の配置基

準等を改めるため、本条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださるようお願い申し上げます。 
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なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣府

令によりまして、本町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正するものでございます。 

これは、国のこども未来戦略において、安心して子どもを預けられる体制整備を

急ぐために、認定子ども園等に従事する職員の配置基準などを見直したものでござ

います。 

本町の認定子ども園等においては、国・県の基準により見直しがされることにな

りますが、本案にございます本町が指定する小規模な家庭的保育事業等の基準につ

いても、先ほどの国の基準の改正に基づき、同様に改正するものでございます。 

なお、この基準に該当する事業所は、今のところございません。 

それでは、改正の内容につきましては新旧対照表により御説明いたしますので、

議案書の２ページの次にございます新旧対照表をお開きください。 

まず、１ページでございますが、昨年の９月議会において一部改正を行った際に

御指摘のあった、離島に関する表記の見直しの件でございます。本町に離島が存在

しないことから不要な表記との御指摘がございましたので、この第６条及び、次の

２ページを開いていただきまして、第１６条第２項第３号、次の３ページをお願い

いたしまして、３７条第５号、次の４ページをお願いいたしまして、第４０条にご

ざいます「離島その他の地域である」の記載を削除するものでございます。 

それでは、２ページに戻っていただきまして、第２９条から御説明いたします。

ここでは、小規模保育事業Ａ型の職員の配置を定めるもので、第３号にあります満

３歳から４歳未満までの児童を保育する場合の保育士１人に対して、おおむね２０

人としていたものを、おおむね１５人に見直すものでございます。 

次の４号も同様に、満４歳以上の児童を保育する場合の配置基準を、おおむね３

０人からおおむね２５人に見直すものでございます。 

３ページをお願いいたします。第３１条は、小規模保育事業Ｂ型の職員配置を定

めるものでございますが、先ほどと同様に見直すものでございます。 

次の４ページをお願いいたします。第４４条は企業などの事業所内で保育を行う

保育所型事業所内保育事業所の職員配置を、次の５ページをお願いいたしまして、

第４７条は小規模の事業所内保育事業所の職員配置を定めるものでございますが、

先ほどと同様に見直すものでございます。 

議案書の２ページにお戻りください。附則としまして、この条例は令和６年４月

１日から施行するものとしております。 
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以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１９号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１９号「大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号「大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されまし

た。 

ここで、本日の会議時間は、議事日程の都合により延長のおそれがありますので、

そういうことで延長になるということで御承認願いたいと思います。よろしくお願

いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議案第２０号 大崎町農業機械の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例の制定について 

日程第２７ 議案第２１号 大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定に

ついて 

○議長（富重幸博議員） 次に、日程第２６、議案第２０号「大崎町農業機械の設置及

び管理に関する条例を廃止する条例の制定について」、日程第２７、議案第２１号
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「大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定について」、以上２件を一

括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 議案第２０号から議案第２１号までは、今年４月に設立される

一般財団法人大崎町農業公社の設立により関連がございますので、一括して御説明

いたします。 

議案第２０号は、農業構造改善事業の円滑な推進と町農業の振興を図る目的で設

置されていた大崎町農業機械センターが担ってきた役割を一般財団法人大崎町農業

公社が引き継ぐことに伴い、大崎町農業機械センターを廃止することから、今回、

同センターの条例廃止を制定するものでございます。 

議案第２１号は、昭和３８年に大崎町農業機械センターが設置されて以降、同セ

ンターの運営管理や農業機械導入に関し審議を行ってきた大崎町農業機械運営審議

会が、同センターが廃止されることに伴い、その目的を終えることから廃止条例を

制定するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださるようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。まず、議案第２０号「大崎町農業

機械の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について」、何か質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２１号「大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定につ

いて」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２０号及び議案第２１号は、

会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。議案第２０号「大崎町農業機械の設置及び管理に関す

る条例を廃止する条例の制定について」討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２０号「大崎町農業機械の設置及び管理に関する条例を廃

止する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２０号「大崎町農業機械の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第２１号「大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定に

ついて」討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２１号「大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の

制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２１号「大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２８ 議案第２２号 鹿屋市との間において締結した定住自立圏形成協定の変

更について 

○議長（富重幸博議員） 日程第２８、議案第２２号「鹿屋市との間において締結した

定住自立圏形成協定の変更について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町定住自立圏の形成に係る議

会の議決事件を定める条例の規定に基づき、鹿屋市と大崎町との間において、平成

２１年１０月７日に締結した定住自立圏形成協定の一部を変更したいので、提出す

るものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画政策課長（渡邊正一君） それでは、御説明いたします。 
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本協定書は、平成２１年１０月に鹿屋市と大崎町が締結いたしました大隅定住自

立圏の形成に関する協定書でございますが、この協定による取組は、第３次大隅定

住自立圏共生ビジョンに基づき実施されております。 

現ビジョンの実施期間が、２０１９年度から２０２３年度までとなっております

ことから、次期ビジョンを見直すに当たり、協定につきましても見直しを行うもの

でございます。 

見直しの内容は、大隅ブランドの確立に係る取組内容の文言修正や、魅力ある雇

用の場の創出に係る取組内容の追加が主なものであり、これらに該当する部分につ

いて、協定書の別表第１から第３までを変更するものでございます。 

それでは、別冊の新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表の１ページを

お願いいたします。別表第１でございます。表の右側が変更前、左側が変更後とな

っており、アンダーラインの部分が変更箇所でございます。なお、表の上段の「甲

の役割」とは鹿屋市の役割、「乙の役割」とは大崎町の役割でございます。イ、福

祉の項目でございますが、こちらは認知症高齢者等に係る支援体制の整備における

取組内容の文言修正でございます。 

次に、ウ、産業振興でございますが、１ページの下段から２ページにかけまして、

こちらは大隅ブランドの確立に係る取組内容について、志布志港、東九州自動車道、

大隅縦貫道等の具体的な文言を追加したものでございます。 

次に、４、鳥獣被害対策の推進でございますが、３ページにかけまして、鳥獣被

害対策に係る取組内容の文言修正でございます。国が使用する文言に表現を合わせ

たものでございます。 

次に、３ページの下段から４ページにかけてでございますが、５、魅力ある雇用

の場の創出は、取組内容の追加でございます。大隅地域の雇用を守り、将来を支え

る基盤とするため、経済圏域の活性化に向けた雇用の受け皿の整備等に係る取組内

容の追加でございます。 

次に、４ページ下段から５ページにかけてでございますが、オ、教育・文化でご

ざいます。こちらは、図書館ネットワークシステムの構築、運用に係る取組でござ

いますが、既存の図書館システムの相互利用に加え、電子書籍の導入検討に係る内

容の文言修正でございます。 

次に、５ページ下段でございますが、２、児童・生徒に対するきめ細かな支援体

制の確立に向けた取組は、取組内容の追加でございます。大隅地域においても不登

校児への対応が課題となっており、この課題を圏域共通の課題として捉えることか

ら取組を追加するものでございます。 

６ページをお願いします。こちらは、別表第２の見直しでございます。ア、地域
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公共交通でございます。こちらは、フェリーさんふらわあに係る文言修正でござい

ます。 

７ページをお願いいたします。こちらは、別表第３の見直しでございます。ア、

県域内島地の職員等の交流でございます。こちらは、県域内の課題解決やＤＸと、

今後必要な取組について、県域内の職員間で情報、意見交換会、合同の研修会等を

実施し、職員の資質向上や課題解決に向けた取組を追加するものでございます。 

以上が、今回の協定書見直しとなっております。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２２号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２２号「鹿屋市との間において締結した定住自立圏形成協

定の変更について」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２２号「鹿屋市との間において締結した定住自立圏形成協定の変

更について」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２９ 議案第２３号 大崎町奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（富重幸博議員） 日程第２９、議案第２３号「大崎町奨学金貸与条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 
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○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町奨学金貸与条例における条

文について、現在の社会情勢に照らした文言修正や見直しを行い、当該条例の所要

の改正を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細についは担当課長が説明いたします。 

○教委管理課長（岡留和幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、町長からありましたように、条文について文言や表現を、現在の社会情

勢に照らし文言の修正や見直しを行うため改正をお願いするものでございます。 

新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の次のページをお願いいたしま

す。今回の改正はアンダーラインの部分となっておりますので、よろしくお願いし

ます。 

まず、奨学金の貸与といたしまして、第２条の第１号でございます。これまで、

奨学金を受ける対象者を「子弟」という文言で表記されておりました。子弟の意味

を見ますと、子や弟、年少者を意味いたしますが、表現上、改正することが好まし

いと考えることから、「保護を受け」という文言で改正をお願いするものでござい

ます。 

また、次の第２号でございますが、これまで、「及び性行が優良で、かつ身体強

健」という表現でされておりましたが、これを「成績及び人物が優良」という文言

に修正し、柔軟な表現や身体的な表現に配慮し改正するものでございます。 

次の、奨学金の停止といたしまして第１３条関係でございますが、第２号の「学

業成績又は性行が不良となったとき」とありますが、アンダーラインの部分を「素

行」という文言に見直しをするもので、道徳的な面から見た普段の行いという意味

として改正し、お願いをするものでございます。 

前のページの議案書をお願いいたします。附則といたしまして、条例は令和６年

４月１日から施行することとしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２３号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２３号「大崎町奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２３号「大崎町奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３０ 請願第１号 菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書 

○議長（富重幸博議員） 日程第３０、請願第１号「菱田中学校跡地の地域活性化のた

めの活用に関する請願書」を議題といたします。 

今期定例会において、本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表の

とおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしましたので報告いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３１ 陳情第１号 川内原発２０年延長に関する陳情書 

○議長（富重幸博議員） 日程第３１、陳情第１号「川内原発２０年延長に関する陳情

書」を議題といたします。 

今期定例会において、本日までに受理した陳情は、お手元に配付の陳情文書表の

とおり、所管の常任委員会に付託いたしましたので報告いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、

本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時５５分 
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令和６年第１回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和６年３月１５日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（７番，８番） 

日程第２ 一般質問 

日程第３ 議案第５号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第４ 議案第６号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第５ 議案第７号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第６ 議案第８号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

 日程第７ 議案第９号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第３号） 

（文教経済常任委員長報告） 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 
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町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 

会 計管理者 西 髙 和 義 水 道 課 長 本 松 健一郎 

総 務 課 長  上 橋 孝 幸   教委管理課長 岡 留 和 幸 

企画政策課長  渡 邊 正 一   社会教育課長 鎌 田 洋 一 

商工観光課長 竹 本 忠 行 税 務 課 長 川 越 龍 一 

町 民 課 長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主査 隈 本 紀代美 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博議員） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、７番、神﨑文男議員及び

８番、宮本昭一議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博議員） 日程第２「一般質問」を行います。 

順番に発言を許可いたします。 

まず、６番、稲留光晴議員の質問を許可いたします。 

○６番（稲留光晴議員） 皆さん、おはようございます。日本共産党の稲留でございま

す。通告書に基づき、また、関連する質問をいたします。 

まず、はじめに、介護保険についてであります。介護保険について、昨年１２月

議会でも一般質問をいたしました。物価高騰が続き、毎年、毎年、年金が引き下げ

られている中で、年金生活者は年金だけでの生活は苦しさが増してきている状況で

す。一般質問の中でも、軽減措置があるのに滞納者が多いことに関して、低所得者

の人数が増えて納付困難と理解できる、また、保険料の負担額を抑えることができ

るよう基金を設けたと町長は答弁をされております。 

それでは、本題に入ります。１番目ですが、介護保険第９期、令和６年度から令

和８年度はどうなるかについて、最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

令和６年度から令和８年度を期間としております第９期介護保険事業計画におき

ましては、高齢者を取り巻く現状などから、３か年における介護サービス見込み量

を積算し保険料算定を行っております。第９期の介護保険料の基準月額につきまし

ては、令和３年度から令和５年度の前期計画であります第８期計画と同額の月額６,

７００円となります。 

また、第９期の介護保険料の段階につきましては、第８期の９段階から、今回の

１３段階までに細分化されております。今回の変更点の特徴としまして、第１段階

から第３段階の低所得者の保険料を軽減する一方で、９段階を細分化し、第１０段

階から第１３段階を設定し、高額所得者の保険料を引き上げることにより介護保険

の財源確保を図る料金体系となっているところでございます。 
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以上です。 

○６番（稲留光晴議員） それでは、所得段階と月額保険料、今、町長のほうで答弁さ

れましたけども、この人数はどうなるかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 人数等に関することでございますので、保健福祉課長のほうに

答弁をさせいます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、所得段階と月額の保険料、人数と言うこと

でお答えさせていただきます。 

令和６年２月末の情報をもとにした仮の試算でございますが、新しい１３段階で

の段階ごとの月額の保険料と人数の状況を申し上げます。なお、第１段階から第３

段階までは軽減措置後の月額保険料でお示しいたします。 

まず、第１段階が月額１,９０９円の１,１７０人、第２段階が３,２４９円の８

９９人、第３段階が４,５８９円の７０８人、第４段階が６,０３０円の２７３人、

第５段階は基準額になりますが、６,７００円の５０９人、第６段階が８,０４０円

の６５７人、第７段階が８,７１０円の４７０人、第８段階が１万５０円の１９４

人、第９段階が１万１,３９０円の６２人、第１０段階が１万２,７３０円の３６人、

第１１段階が１万４,０７０円の１０人、第１２段階が１万５,４１０円の７人、最

期の、第１３段階が１万６,０８０円の５４人となりまして、合計で５,０４９人で

試算しております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 今、答弁をいただきましたが、今のほうは軽減後ということ

で示していただきました。 

１２月議会でも、滞納者が軽減措置、令和８年度、軽減措置をされているわけで

す、８期から９期に関して軽減措置が、また０.２％軽減措置がされておるわけで

すが、先ほども申しましたように、低所得者による納付困難ということでございま

すけども、９段階、どこまで上げていくのかということで、今回１３段階まで上げ

まして、高所得の負担増を増やして、低所得者層の負担をできるだけ緩和していく

方針というふうに町長は答えられておりますが、今回の第９期の軽減後を示してい

ただきましたけども、第１段階でもですね軽減後、８期から９期になって、軽減後

でも今回は１段階が１０１円しか安くなっていないわけですね、月額。それと、第

２段階も同じく１０１円軽減、第３段階も、８期に比べて軽減後も１０１円なんで

すね。８期から９期に変わって、高齢者の低所得者の負担を抑制するということで

ありますが、１０１円の軽減だけで、第１段階から第３段階までの低所得者の方が

負担が減るのかと私は考えるんですが、また、滞納者も、昨年の一般質問では６割

を占めているわけですね、低所得者の方がですね。この１０１円という、どうです
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か、これで負担が減ったと考えられますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 稲留議員、介護保険制度については詳しいですので、算出根拠

は御理解いただいていると理解をしておりますが、先ほど担当のほうからも説明が

ありました、高齢者の介護保険料については割合が２３％でありますので、そうい

った１つの数値を総体枠に掛けながら算出していく、そして、また軽減措置のある

分については、それなりに乗じてやっていくということで、今回は１０１円という

結果が出て、それが負担軽減になるのかということでありますけども、少しでも滞

納の状況から見たときに軽減されていく方向はいいのではないのかと思います。 

御指摘がありましたように、低所得者の方々が介護保険料を納入するということ

が非常に厳しいという現実は理解をしております。制度上の問題ですので、こうい

う形で算出をしてお願いをしているわけでありますが、滞納者の方々についても、

やはり納入のお願いをしながら、地道にそれを取り組んでいる状況であります。結

果的に負担がこれで減ったと言えるのかということでありますが、数字上は現実に

減っているわけでありますので、ただ、実際、納入される方々から見ると、これだ

けの軽減措置なのかというのはあるかもしれませんが、現状で、今のこの制度の中

ではこういう形で少しずつ負担を減らしてきていると御理解いただければと思いま

す。 

○６番（稲留光晴議員） 町長は制度上ということで、この金額ということでおっしゃ

いました。町長の昨年答弁をされていらっしゃいますよね、年金生活者の方なんか

特にそうなんですが、年金をもらっている方は自分の金額が昨年よりどうなってい

るか、毎年、毎年増えればいいんですよね、減っている状況ですよね、減っている

状況の中で税金だけがどんどん上がっていくという状況で、今、物価高騰でいろん

な補助金とか給付金が出ておりますけども、その中でも苦しい人がますます出てき

ているんじゃないかと思います。税金は介護保険料だけじゃございませんから、ま

た、それ以外の税金もありますからですね、なおさら負担が増えるというふうに私

は考えます。ある程度の、生活保護にしても最低限度の生活を営む権利を有すると

いう、そういう条例がありますから、やはり最低限度の生活、生活保護者の方の、

より低い生活レベルの方も結構いらっしゃると、生活保護を受けたくないというよ

うな方もいらっしゃるわけですね、こういう方々もね。国民年金だけでは、７万円、

８万円もらえば満額というふうに私は思います、それでもなかなか苦しいという状

況ではないでしょうか。とにかく税金を上げんでくれと、できることなら据え置い

てくれというふうに、私も前回、そういうような答弁をいたしました。 

それでは、２番に入りますけれども、１３段階になりまして、新たな所得段階、

１０段階から１３段階の追加でですね保険料の増加額、幾ら増えるのかをお答えく



 

－ 106 － 

ださい。 

○町長（東 靖弘君） 保険料等に関する御質問でございますので、税務課長に答弁を

いたさせます。 

○税務課長（川越龍一君） 新たな所得階層であります第１０段階から第１３段階の保

険料の増額につきましては、対象者全員分で試算しますと、第１０段階が５７万８,

８８０円の増額、第１１段階が３２万１,６００円の増額、第１２段階が３３万７,

６８０円の増額、第１３段階が３０３万９,１２０円の増額で、合計いたしますと

４２７万７,２８０円の増額となります。 

また、減額となっている第１段階から第３段階の総額は、第１段階が１４１万８,

０４０円の減額、第２段階が１０８万９,５８８円の減額、第３段階が８５万８,０

９６円の減額で、合計いたしますと３３６万５,７２４円の減額となります。 

これを差し引きしますと、合計９１万１,５５６円の増額となります。なお、こ

の算定は、令和６年度の構成人員に変更がないと仮定した場合の算定でございます。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴議員） 今、増加額をいただきましたが、第１段階から第１３段階ま

で増えるが、９１万１,５５６円ということでございますが、増加した金額を第１

段階から第３段階まで軽減措置をすると１０１円しかできないということなんでし

ょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今回の保険料の算定につきましては、給付費の増加と

いうのも見込みまして試算していることから、差し引きで９１万１,５５６円の増

ということですが、給付費も上がるということを見込みまして、現在の月額の基準

を据え置いた形でするために試算しておりますので、この分で第１段階から第３段

階を下げるということには直接はつながらないというふうに思っております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） わかりました。 

先ほど申しました、生活保護以下の所得の人に対してとか、無年金の方もいらっ

しゃる、ましてや満額国民年金の半分、低年金、月３万円しかもらっていない年金

だけの方という方はいらっしゃるわけですよね、ちょっと繰り返しになりますが。

この方も満額もらっている方よりは大変な生活ということがあるから、そういった

方も同じように所得段階で徴収をするということなんですよね。 

○税務課長（川越龍一君） はい、おっしゃるとおりです。 

○６番（稲留光晴議員） 私が言いたいのは、年間８０万の年金をもらっている方と、

基礎控除にも足りない方の年金額で生活しなきゃいけないということの方々に対し

ては特別なそういう補填といいますか、そういうのがやはり必要ではないかと私は
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考えております。 

それでは、３番目に入りますけども、先ほど質問いたしました第１から第３段階

までの軽減金額は１０１円でありましたが、低所得者の滞納は減らせるのかという

ことでありますが、最期に、町長、再度お願いします。 

○町長（東 靖弘君） 先ほども答弁しておりますが、滞納が発生しているという、制

度上の矛盾点なのかと感じているところもありますけれども、やはり、ここについ

ては地道に納入していただくような努力をし続けていくということしかないと思っ

ております。 

○６番（稲留光晴議員） それでは、４番目の、介護報酬改定で基本報酬引き下げへの

問題点は何かについてお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

令和６年度からの介護報酬改定におきましては、全体的には１.５９％の引き上

げとなるため、介護給付費としては増額となり、それに合わせて利用者負担も増え

ることが見込まれ、反面、ほとんどの介護事業所におきましては増収が見込まれる

ものと思っております。 

また、議員のおっしゃいます基本報酬引き上げとは、今回の報酬改定のうち、訪

問介護事業におけるサービス報酬の引き下げ改定を指すものと思われますが、おっ

しゃるとおり、特に地方における訪問介護事業所においては事業運営が厳しくなる

ことも予想されております。 

問題点としましては、特に過疎地域においては訪問家庭が点在しているため、移

動に時間を要し、１日当たりの訪問件数も限られてきます。そのため、交通費など

の経費もかかるため、事業運営については厳しくなることが予想されます。また、

ヘルパーの高齢化及び人材不足も問題点であると認識しているところでございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 南日本新聞の２月６日付の記事なんですね、「訪問介護が継

続が難しい、介護事業所の収入に当たる介護報酬の２０２４年度改定で、訪問介護

サービスの基本料が減額されることにヘルパーらが懸念を強めている。高齢者の在

宅介護を支える鹿児島県内の訪問介護事業所からは、収支悪化で事業継続が難しく

なると悲痛な声が上がる。また、人手不足に加えて経営難で見切りを付ける事業所

が相次げば、高齢者がサービスを受けられない介護難民となるおそれもある」、こ

ういうような記事が載っております。あと、国のほうでは、厚労省は来年度の、今

年ですが、「介護報酬改定で訪問介護事業所がほかの介護サービスより高い利益を

上げているとの同省調査を根拠に、訪問介護の基本報酬を二、三パーセント引き下

げる予定です。ところが、同じ調査で訪問介護事業所の３６.７％が赤字状態であ
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ることがわかりました。全国約１万２,６００事業所に当たります。引き下げが実

施されれば、これらが閉鎖・倒産に追い込まれる可能性もあり、在宅介護の崩壊が

現実になりかねません」、こういう記事もあります。 

あと、大崎町の介護事業者をいいますと、訪問回数が月４００回以下になります

とほとんど利益率がない。２,００１回以上は利益率が１３％と、１０倍以上の開

きがあるというふうに記事に載っております。本町も加えて、田舎の介護事業所、

移動距離が当然長いわけですね。本町の事業所の実態というのは把握というか、お

尋ねされたり、経営状況等はお尋ねされておりますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） すべてにおいてそういったところに入り込んでいろいろ聞いて

いるわけではありませんが、担当課長は常日頃そういったところの事務等について

はやっていると思っております。私自身は、施設を訪問して聞いているということ

は、特定の事業所においては伺ったことがありますけど、すべての事業所において

はやっておりません。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 町内の訪問ヘルプサービスにつきましては、御存じの

とおり、２事業所ございます。その２事業所におきまして勤務するヘルパーさんが、

常勤でそれぞれ１名から２名で、非常勤で６名から８名ということで、１事業所が

９名、もう１箇所が８名というような勤務態勢でございましてヘルプサービスを行

っているところなんですが、併せまして、６０人の方が利用されているようなんで

すが、そのため、利用回数も、先ほど言われました４００回を超えるかといいます

と、事業所によってはちょっと越えないのかなというふうには思っているところで

す。 

それから、経営の状況なんですが、そこにつきましても、最近、話をする機会が

ございましたので、事業所のほうと話をしてみたところ、報酬改定で引き下がる部

分については危機感は感じているということなんですが、代わりに処遇改善加算と

か、ほかの引き上げの加算等もございますので、その辺を今後取り組んでいくなど

しまして、何らか経営の改善をしたいというふうには聞いているところですが、今

後、それぞれの事業所の努力ということになりますが、こちらも情報を今後も共有

していきたいというふうには思っております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 今回、１０段階から１３段階までに保険料の増額ということ

でですね、これは低所得者の保険料上昇の抑制を図ること、現場の従事者の処遇改

善をはじめとする介護に関わる社会保障の充実に活用するというふうになっている

んですよね。今、答弁されました処遇改善と、ヘルパーさんの給与はどのくらいあ

るか御存じですか。 
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○保健福祉課長（岩元貴幸君） それぞれの給与につきましては、すみません、ここで

は各事業所のそこまでは把握はしておりませんけれども、勤める方の勤務体系によ

りまして、週１回程度の出勤の方や週に四、五回出勤される方もおりますので、そ

れぞれ違ってくるのかなというふうには思っております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 高齢者の方、７０歳以上の方がヘルパーさんを数十年続けら

れている方もいらっしゃる。また、今、人手不足ということなんですね。それで、

一昨年、聞いた話が、労働が大変だったらほかのところに移ると。集団的にヘルパ

ーさんが姶良のイオンのほうに若い方たちが集団で転職したと。もちろん報酬が安

いからなんですよね。今、本当に実態を見れば、人手不足というのはやっぱり報酬

不足。介護福祉士、ちゃんとした試験を受けた方がお手伝いさんといわれながらも

働いている状況というのは大変仕事だと思うし、国家公務員並みの報酬をもらえる

ようにすれば人でも集まると、こういう話も私は聞いています。私も、いつヘルパ

ーさんを頼んで介護を受けるかもわかりません。そういったときに給料が高くなっ

てよかったと、そういったヘルパーさんが増えてくることを私は願っております。

先ほど処遇改善というふうに町長はおっしゃいましたが、ほとんど処遇改善になっ

ていないと。経営者の方に悪いですけどもね、いや、うちはしているよというかも

しれませんけど、そういった声も聞いております。 

それでは、２番目の後期高齢者医療についてお尋ねをしてまいります。 

この制度は２００８年に導入されました。令和４年度から５年度の後期高齢者の

保険料は幾らになるかをお尋ねします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

３月３日の新聞紙面上にも掲載をされておりましたが、鹿児島県後期高齢者医療

広域連合が発表いたしました今回の保険料率の改定では、均等割額を５万６,９０

０円から５万９,９００円の３,０００円の増額に、所得割率を１０.８８％から１

１.７２％の０.８４％の増率に、保険料賦課限度額を６６万円から８０万円の１４

万円の増額に改定されております。 

なお、令和６年度分の所得割率と保険料賦課限度額については、激変緩和措置が

適用されることになっております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 私は４年度から５年度の保険料は幾らであるかということで

す。今、町長のほうでは均等割と所得割だけの数字を上げていただきましたが、幾

らになるかお答えください。 

○税務課長（川越龍一君） 確認ですが、４年度と５年度ですか。５年度の調定額で申
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しますと１億２,４１１万８００円です、総体です。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） あと、１人当たりの平均額、最低額、最高額は幾らになりま

すか。 

○税務課長（川越龍一君） 令和５年度の１人当たりの平均年額でございますが４万６,

６９３円となります。 

続いて、お尋ねの最高額、最低額につきましては、すみません、試算をしており

ません。この場でお答えすることができません。申し訳ございません。 

○６番（稲留光晴議員） それでは、今年度、先ほど町長のほうから均等割をいわれま

したが、同じく、均等割が３,０００円、所得割がプラス０.８％、本年度から上が

っているわけですね。これで試算をした金額、１人当たりの額は幾らになりますか、

令和５年度から比べて。 

○税務課長（川越龍一君） 令和６年度、新税率での試算では１人当たり５万１,３２

５円、５年度対比で４,６３２円の増額となる見込みでございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 当然、均等割も上がる、所得割も上がるんですね。これは２

年ごとに定期的に上げていく状況なんですよね。所得割がかからない均等割だけの

人にも定期的な保険料値上げが例外なく降りかかってくるということなんです。ど

うして値上げをしなきゃいけないんでしょうかね。 

○町長（東 靖弘君） 保険料の値上げについての御質問でございます。今回の保険料

率の改定を行った県の後期高齢者広域連合によりますと、まず、保険料の基礎とな

ります医療費などの費用面の増加が要因になりますが、後期高齢者数の増加や医療

の高度化などによる費用の増加が見込まれることと、出産育児一時金の後期高齢者

医療制度からの支援が始まることが大きな要因となっております。そのため、今回

のような値上げになったと理解しております。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴議員） その理由は了解しましたが、私の知り合いの方ですね、高齢

者の方がいらっしゃるんですが、子ども子育て世帯に余りにも優遇されている、私

たちの年金が少ない中でも税金を上げないでくれと、こういう方がいっぱいいらっ

しゃるんですよね。出産祝い金、私なんかが若い子どもを持つ時代はですね何もな

かったわけですね。少子高齢化を解消するという目的、子育て世代を増やすという

のはわかりますけども、現在の、先ほども申し上げました低所得者の方、所得割は

かからなくても均等割が当然かかる。２年ごとでどんどん上げられていけば負担が

容赦なく降りかかってくるということなんです。私なんかとんでもないというふう
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には考えております。ですから、低所得者の保険料滞納困難者がますます増えてい

くことになると思うんですよね、後期高齢者医療料にしてもですね。町長、いかが

ですか。 

○町長（東 靖弘君） 国の方針があって、十分御存じのことと思います。現在の総理

の中でこども家庭庁を創設されて、子どもを真ん中にした政策を行っていく。そし

てまた、それに対する支援金、助成金が高額になってくる。そういった中でそれぞ

れの組織、国保連合会、後期高齢者連合会、保険事業者といったところから１人当

たり少しずつ増額いたしますよということが新聞等でも出ているところでありまし

て、少子化に伴う中で子どもを大切にするといった中での子育て支援ということで、

政策的にそういう方向が取られているというところであります。 

御意見を伺っておりますと異議がありますけれども、国がそういう方向性を決め

ているということで、そういう方向で我々も対応していかなければならないと考え

ているところであります。 

○６番（稲留光晴議員） 私なんか、本当にけしからんと言わざるを得ませんが、町長

は心には思っていらっしゃっても口には出せないということだと私は常日頃から考

えております。 

それでは、３番目の能登半島地震の教訓と本町の課題についてでありますが、後

半島地震以前にも大きな震災が数多く起こりました。なぜ能登半島地震を私が申し

上げましたのは、能登半島にある志賀原発２基がですね、原発は停止中だったから

地震による災害が少なくて済んだと、こういうこともあります。地震がありました

けども、変圧器の故障などは、３月７日現在でも、引き続きそのままの状態になっ

ているということでもありますので、そういった意味で能登半島地震の教訓という

ことでお尋ねをしてまいります。 

まず、はじめなんですが、年数が経った古い住宅の全壊・半壊等が、やっぱり耐

震性と地盤の問題があるということで、課題は何かというふうに、まず質問をいた

します。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

能登半島地震は最大震度７の揺れが発生し、地殻変動や津波などにより道路や建

物に多大な被害を及ぼしました。仮に同規模の地震が本町で起こった場合を想定い

たしますと、能登半島と同じようにライフラインの損壊、斜面の崩壊、住宅の全・

半壊といった被害が発生するものと考えられます。 

特に三文字地区においては、地盤が泥断層で地下水位が高いことから液状化現象

が発生し、住宅やライフラインに甚大な被害をもたらすと予想され、これらの迅速

な復旧体制はもとより、今後は防災・減災対策による住民の安全・安心を確保する
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ことが課題であると考えております。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴議員） 町長がおっしゃいました。まさにそうだと思います。 

本町でも耐震性診断とか補助金の助成はあるかということで私はお尋ねしたいと

思ったんですが、当初の中で建設課長にお尋ねをしております。耐震診断の必要な

のは、建築物、昭和５６年５月３１日以前の木造家屋と、４３年が経過しているも

のと。耐震診断限度額６万円、耐震工事補助金限度額３０万円ということで教えて

いただきましたが、本町では今までにですね、こういう耐震化が進んだ新築等が増

えておりますが、４３年間を経過している中で、建設課のほうでも本町に耐震診断

とかこういったことで相談はありましたでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで答弁させ

ていただきます。 

○建設課長（時見和久君） これまで耐震相談につきましては、１０件ほどございまし

た。 

○６番（稲留光晴議員） １０件ということですが、内容を教えてください。 

○建設課長（時見和久君） まずは、今お持ちの住宅を何年ぐらいに建てたと、それで

耐震的に大丈夫かというような相談です。診断した場合の補助が出るか、そういう

相談が来ております。 

○６番（稲留光晴議員） 了解いたしました。 

次に入りますが、私が今住んでいるところは三文字で、先ほど町長がおっしゃい

ました液状化が非常に出てくる。大型トラックが通るたびに振動が起きるわけです。

そういった中で、特に上水道管と下水道管の耐震性はどうなのかと。震度５から６、

それ以上が来る可能性も否定はできないわけですね。その点についてお尋ねをいた

します。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

上水道管は、現在、配水管の総延長が２７５キロメートルで、うち鋼管、鋳鉄管

が３７キロメートル、ビニール、ポリエチレン管が２３３キロメートル、その他５

キロメートルとなっており、うち耐震性配管に敷設完了済が５７キロメートルで、

耐震性配管率が全体の２０.５％です。 

次に、下水道管の耐震性ですが、下水道管の総延長が５４キロメートルに対して、

約５１キロメートルが硬質塩化ビニール管ですので、標準耐用年数でみれば５０年

でありますので、本町の公共下水道事業の供用開始が平成１５年３月３１日から数

えて開始から２１年になることを考えると、耐震性は担保できているというところ

でございます。 
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○６番（稲留光晴議員） 上水道が耐震化が済んでいるのが２０.５％と、それと下水

道は大丈夫だということでしたが、私の前の歩道にですね下水道がちょうど歩道の

ところに通っているんですね。能登半島地震の記事等を読みますと、液状化で汚水

管の蓋が持ち上がり汚水があふれるということがあります。同僚議員の１人も三文

字地区に住んでいらっしゃいますから、そのあたりで、まず、自分の周りは大丈夫

なのかというのもちょっとあれがありますが、特に液状化についての耐震化につい

ては、三文字地区のほうは大丈夫なんでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 大丈夫かと言われると、大丈夫ですとは答えられないです。地

震の規模の大きさ、それから、たびたび地震がやってくる、周回的に、今、起きた、

何分後にまた来た、同じような規模の地震が来る、そういったときに液状化が発生

しやすいということがいわれておりますので、やはり地震の大きさ、あるいは頻発

的に起きてきたときに液状化が発生するということであります。 

基本的に砂の地盤であること、それから地下水が浅いということ、それから震度

５以上の強い揺れの、その３条件ということがいわれておりますので、必ず大丈夫

ですということは言えないところです。 

○６番（稲留光晴議員） 能登半島地震でも上水道が問題なくても、下水道管のほうで

出口が出ないということで、そういったところで地震が終わっても災害関連死の方

が増えていったということがありますので、問題点は、下水道管より合併浄化槽の

ほうがいいんじゃないかと、こういった面ではですね、というふうな記事も載って

おりました。地震に関して教訓と本町の課題については終わりにしたいと思います。 

災害関連死の防止策について、本町での課題は何かをお尋ねします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

災害関連死の防止策への課題は何かという御質問でございます。災害関連死は災

害による直接的・物理的な原因ではなく、負傷の悪化や避難生活等による疾病など

を原因として亡くなられた方であり、特に高齢者で介護認定を受けている方や既往

歴があり薬を服用している方の割合が高く、慣れない避難生活による持病の悪化や

ライフラインの寸断による精神的・肉体的負担の蓄積により体調が悪化し、適切な

医療や介護が受けられない状態になることが大きな要因といわれております。 

その支援の課題としまして、被災した住宅等を再建し、住み慣れた地域や自宅へ

帰ることができるようにすることが一番ではございますが、まずは避難先の確保、

避難生活環境の向上が一番の課題であると考えております。そのための対策として、

プライバシーを確保できるスペースの確保、食事や水分の補給、トイレや洗面所等

における衛生対策など、時間の経過に合わせた対策を行っていくことが重要な課題

であると考えております。 
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災害は、いつ、どこで発生するか予測することはできません。いざというときの

ために、高齢者や障害がある人など、避難時や避難場所で介助を要する要援護者を

想定した計画の作成や訓練などの災害の備えをしておくことが重要であると考えて

おります。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 今、町長答弁、了解しましたが、そういった災害があった後

の戸別訪問のため人手の問題、あと、支援が必要な方の安否確認の方法というのは

いかがですか。本町では問題がないというふうなことでしょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 災害の規模によると思いますけれども、個別避難計画

の作成は、今現在進行中といいますか共有しているところでございまして、今回の

ような大きな地震等であれば庁内の人員ではなかなか対応ができないと思いますの

で、そういうときには他の地域から応援をいただきながらそういった支援をさせて

いただくことになると思います。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 他の市町村から応援をいただくというのは、大隅区域でそう

いった連携組織というか行政単位でそういう連携というのは当然あられると思いま

すが、ちょっとそこ辺をお聞かせください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 近隣自治体を含めた災害時には相互連携をするという協定

を結んでおります。それについては、県内自治体、それから場合によっては県外の

自治体とも相互に協力・連携し合うということで協定を結んでいるところでござい

ます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 災害の規模によってということをおっしゃいましたけれど、

まさにそういうところがあるのではないかと思います。 

それでは、最期の、本町基幹産業についてですね、農業で稼ぐことについて、現

状をどう考えるかについてお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

農業で稼ぐことについて、現状をどう考えるかとの御質問でございます。一般的

に、農業で高収入を得るためには、収入を上げて経費を削減することだと思ってお

ります。そのためには、面積拡大、新たな販路開拓、反収の多い作物の栽培などが

考えられます。 

農業で稼ぐためには安定した供給先の確保はもとより、複数の作物や畜産などを

組み合わせた複合的な経営も１つの方法ではないかと考えます。また、畜産につき

ましては、議員も御承知のとおり、肉用牛の販売額が戻りつつあるところですが、
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依然として飼料や肥料等の高騰により経費が増額しており、経営に多大な影響が生

じていると認識しているところであります。 

肉用牛の販売価格が上がる要素の１つとして、肉の消費拡大だと思っております

ので、県や関係機関と連携して鹿児島黒牛のブランド力が高まるよう取り組んでま

いりたいと思います。 

以上です。 

○６番（稲留光晴議員） 南日本新聞の記事にですね鹿児島県の農林水業は２０２２年

度農業産出額が北海道に次ぐ、全国２位を誇り、輸出額も過去最高を更新した。た

だ、手取りに相当する生産農業所得が、産出額に占める割合は全国最下位、売上に

対する利益の少なさが長年の課題だというふうに載っているんですね。町長が今お

っしゃいました、生産を増やして経費削減ということなんですね。それは収入から

経費を引いた残りが収益ですから、経費削減なんでしょうけど。本町基幹産業でも

農業、畜産ということで物価高騰、飼料の高騰、肥料の高騰というのがあります。

私も、今年、皆さんの税金に関するそういう計算等を、「計算はどげんなっちょっ

とけ」ということで言われましてしますと、畜産農家の方の飼料等ももう１.５倍

を超えているという状況です。１,２００万円、昨年上げた方が、もう６００万円

にしかならない、同じ頭数でならないと。私が繰り返し町長に言っても同じような、

町長もお考えだと思いますが、塩田知事が就任当初から「稼ぐ力の向上」を上げて

いらっしゃって、２４年度も重点施策として、儲からない農業から脱却を図る。２

６日の県議会代表質問で農政政策の方向性を問われた知事は、引き続き、担い手の

確保・育成を図りつつ、販売増加、単価の向上ということで、補正予算を関連事業

に１３２億円余りを充てていらっしゃる。この件について、町長、最期にお尋ねい

たします。 

○町長（東 靖弘君） 農業で稼ぐことについての御質問でありますけれども、すべて

の職種が利益が少ないというわけではないんですね。経営する種目によって違って

くるというふうには私は理解をしております。 

畜産が鹿児島県の農業産出額の中で約７割が鳥であり、豚であり、牛であり、そ

れが産出額で鹿児島県の基幹産業となっております。そして、大崎町も基幹産業と

なっております。畜産も好調の時代はつい最近ぐらいまでありました、コロナ前ま

ではそういった時代がありました。そして、それからコロナ等で消費低迷になって

きて、なかなか肉が消費されない、そしてまた海外への輸出もままならないという

中で精肉の販売は低調してきたということから逆算していくと、子牛価格は低迷し

てきているという状況があります。ＴＰＰがあるときに中国等に牛肉を出すことが

できたら、相当の好調な利益につながっていく、あるいはアメリカやいろんなとこ
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ろにＴＰＰを通して牛肉の輸出が増えてくるということで、そういう説明をされた

ところでありますが、制度上はそういうふうに成立はしましたけれども順調にはい

っていないということがあります。海外への輸出がなかなか順調に進んでいない。

一定の国で消費されて、それが他の国に行っているということについては、先般も

お話を聞いたところがあったんですけれども、やはり、計画どおりになかなか進ん

でいない、そしてウクライナとロシアの問題、紛争のある地域のこととか、そうな

ってくると輸出や消費といったものが海外的に向けてもなかなか厳しい状況になっ

ているのではないか、そういうことが続いている。インバウンド効果がすぐあらわ

れればいいわけでありますけれども、なかなかあらわれていないということで、お

っしゃるとおり、厳しい状況が続いております。ここは、凌いでもらうよりほかは

ないと思っております。いろんな支援は、これまでも国策の中でありましたし、そ

れに乗じて町もやってきておりますので、早くインバウンド効果が出たり海外への

輸出が進んだりすることによって経営が順調にいくような方向にもっていただける

ような要望の仕方とか繰り返していくことが適切なのかなと思います。 

○６番（稲留光晴議員） 町長の答弁としては精一杯の答弁だと私は理解をして、私の

質問を終わります。 

○議長（富重幸博議員） ここで、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時０７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、４番、平田慎一議員の質問を許可いたします。 

○４番（平田慎一議員） 本年度の東町長の施政方針及びスポーツ振興の大枠、２点に

ついて質問してまいります。 

公約で掲げてあります目標や指針を柱とし、持続可能なまちづくりを目指した人

を育む施策をもって郷土大崎を活性化させる地方創生に取り組むと記載されており

ました。その中で、現在、医師不足解消のための施策の部分について、初めに質問

してまいります。 

移住・定住や子育て支援、介護、高齢者対策にも直結し、本町の医療施設の減少

に対する施策は町長も危機感を持たれており、先般質問した後も、すぐ本町の医師

との意見交換をされたと伺い、課題の共有ができており、これこそ執行部と議会と

の車の両輪と言えると高く評価しております。施政方針にも記載されている、医療

機関、医師不足解消施策の方向性について、まずお聞きいたします。 
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○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

施政方針において医師不足解消施策に触れておりますので、その内容について御

説明させていただきます。 

御承知のとおり、昨年９月末で牧瀬内科クリニックが閉院され、町内の医療機関

は３箇所となりました。３箇所の開業医は、いずれも６５歳以上となっており、近

い将来、さらなる医師不足が想定されることから、いち早く開業医を誘致するため

に開業に必要な費用の補助を行うことといたしました。 

内容は、土地の購入や建物の建設費、医療器具の購入に係る費用、あるいはそれ

らを賃借する費用などに対し、その３分の２を上限に、最大１億円を支援するもの

でございます。３月末で曽於地区内の小児科がすべて閉院しますことから、まずは

小児科、あるいは内科の診療を主として行う開業医の誘致を目指しているところで

ございます。 

以上です。 

○４番（平田慎一議員） 今、町長が言われたとおりですね小児科が近隣市町村はなく

なってしまったですね。昨日、一昨日、インターネットを見ていたら志布志市も小

児科支援対策事業ということで同じような内容の、上限１億円、本町も１億円とい

う施策を町長が打たれておりますがちょっと似たようなやつが出てきているのかな、

志布志市の場合は９,０００万円ですかね、土地と開業で、あと支援補助金、それ

を運営していくと２年間で１,０００万円、合計１億円という施策が出ておりまし

た。志布志市の議員さんからＳＮＳで報告がありまして、本町とちょっと被った部

分が出てきているのかなと認識したところでございます。 

医療機関、特に病院がなくなることが町民の福祉にストレートに直結する問題で

あります。早急な手立てが必要です。本問題を逆にチャンスと捉え、近隣市町には

ない、今ありましたけども、小児科を中心に、小児科だけではなくてですね病後・

病児保育というのがあるんですけれども、これも施設を併設することで子どもを持

つ働く女性の子育て環境の整備にもつながると思います。 

また、病院、クリニック、診療所誘致だけでなく、昨今は開業医より勤務医への

シフト変化が見られております。これは皆さんも御存じな部分があると思うんです

が、それと併せてですね、医学部は昔は男性が多かったらしいんですけど、今は半

分ぐらい、それ以上は女医さんというような状況もあるということで伺っておりま

すので、勤務医へのシフト変化が見られて、その要因には経営不振による病院等の

倒産も出ていると、皆さんも御存じかもしれませんが、医療業界で結構出ているん

ですけれども、病院、クリニックの倒産ですね。こういうこともあって、なかなか

開業に至らないケースが多々あるらしいんです、特に地方にはなかなか来ていただ
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けないという部分はですね。そのようなことの解決策として勤務医として週何回か

来てもらうという方法もあると思います、勤務医を招致する方法がですね。既存の

病院に併設してもいいですし、閉鎖した病院を借り受けて、そこでするのもいいと

思います。やはり小児科、内科、内科は高齢者の部分も考えないといけないので、

そういう部分の医師が常にいる状態をつくる、その支援の方法も多様な視点から考

えていっていただきたいというふうに思うんですが、町長のお考えをお聞きいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） ありがとうございます。様々な観点から助言いただきまして、

大変ありがたく思います。 

まず、町内に３箇所しか医院が現在ないということと、３人の方々が６５歳以上

であるということを踏まえて、さきに意見もいただいたわけでありますけれども、

先生方に集まっていただきまして素直に意見交換をいたしました。誘致するのに何

か支障があるかというところが一番気にかかりますので、先生方にそういったこと

をお話ししながら、理解いただきながら、先生方としては積極的にやれという御意

見でありました。７０歳を超えていらっしゃる先生もおられますので、身近にかか

りつけ医、相談医がいなくなることは本当に安心・安全なまちがつくれるかと面で

も非常に引っかかりがあるわけでありますから、そういったところは御理解いただ

いた上でこういった施策を打ったところであります。 

まず、お話をしていく中で、平田議員からもありましたように、勤務医にシフト

しているということがあります。大崎町でクリニックを構えて医療機器等の施設整

備をやって、そこに根を下ろしてやっていただくという、我々はそういう手法も考

えておりますけれども、そうでなかった場合に週４日ぐらいおいでいただく、昼間

だけでも来ていただくとか、４日ぐらい常駐するとかという方法もあっていいんじ

ゃないかなという提言もいただいております。 

また、小児科、あるいは内科医を求めたわけでありますけれども、身近なかかり

つけ医ということでありますが、現在も志布志市のひろた小児科のほうに大崎町は

大変お世話になっております、そこが閉鎖されますので、ある面では志布志市と共

有している部分がありますけれども、まず小児科を誘致しよう、小児科、内科医を

誘致できたらと、そういうふうに掲げさせていただいたところであります。やはり

住んで安心できる町か、子育て中の人たちが本当に安心できるかというと将来的に

不安なことが大きいですので、御意見いただいたことも踏まえながら、こちらが考

えていることも提示しながら取り組んでいきたいと考えます。 

○４番（平田慎一議員） 是非ですね、志布志市の井手小児科が病児保育・病後保育を

されておりまして、ここもされておりませんので、働く女性のサポート、移住・定
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住の部分も含めて、本町は積極的にここの部分に取り組むことによって近隣市町に

も波及効果が多分出てくると思います、東串良も含めてですけども。特に医療関係

者は先生方とのコネクションがありますので、私が聞いたところでも過疎地域の鹿

大の教授の知り合いのお医者さんも何人かいらっしゃったりありますので、是非、

その部分は情報共有しながら本町の医療を進めていっていただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

次に、健康増進施策の方向性についてお聞きしていくんですけども、先般、３月

１日に国保運営協議会がありました。私はこのメンバーでありましたので、協議説

明の折りに、本町の現況の中で標準化死亡比がありまして、特に脳出血、脳梗塞、

心筋梗塞、心不全、腎不全などを含む死亡要因、それらによって亡くなっている死

亡比が、本町男性で１１７.２と、これは全国ワースト１の県に次ぐ高さ、ワース

ト２ということですよね、全国的な数字で見ると。女性でも１０７.２ということ

で、全国でワースト３ぐらいの県に次ぐ高さである、死亡率が高いということです

よね、という報告がありました、データで出てきました。私も驚いたんですが、委

員のメンバーである方々も驚いたようで、特に委員のドクターの方から、町民に対

してそのような情報提供、啓蒙・啓発を行うべきだとの意見が出ておりました。や

はり情報を共有することで生活習慣病のリスクの危機意識も芽生え、保健指導、各

種健診の必要性、早期発見・予防、医療費の削減、何より町民の健康促進につなが

るわけです。本町は、そのような現況を踏まえ、どのような取組を今後行っていく

考えなのか、認識を踏まえてですけれどもお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 健康増進施策の方向性ということになるかと思いますが、本町

における疾病に伴う死因を全国平均と比較しますと、特に腎不全や心不全、脳梗塞

などの疾病による死因が全国平均をはるかに超えて高い数値となっております。 

これらの疾患は、高血圧、糖尿病などのメタボなどを起因とした生活習慣病が重

症化した結果であることが多いことから、食事療法と運動療法を重要視した取組が

必要だと考えます。 

まずは、健康課題の共有及び健康に対する情報提供を行いながら、誰でもすぐに

実行できるウォーキングを推進し、かつ保健指導による訪問活動など地道な活動も

併せまして重症化予防及びフレール予防に努めてまいりたいと思っております。 

また、県内内では、離島を除く自治体で初めての取組となりますが、帯状疱疹の

予防接種費用補助を導入し、帯状疱疹の予防及び重症化予防にも取組、健康寿命の

延伸に努めているところであります。 

ただいまいろいろ御質問いただいたところでありますが、住民１人当たりの健康

づくり、そういった面では町民が健康であることによって、企業でいえば健康経営
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ができるということにもなってくるのかと思います。これまでも集団検診をずっと

一生懸命になって進めております。その中で、例えば乳がん等の検診率は非常に高

くなってきているけれども、ほかの部分がなかなか上がってこない。一生懸命普及

しているけれども、なかなか伸びてこないというのがどこの自治体も大きな悩みで

あります。自分の健康は自分でつくって守っていくということが基本でありますけ

れども、検診の受診というところがなかなか足が向いてこないことも現実でありま

す。それをいかにしてコミュニケーションをとりながら理解しながら、例えば町の

周回検診に参加していただく、また、それぞれが専門にいってドックを受けてやっ

ておられるといった方々もおられますけれども、一般的に集団検診の率がなかなか

上がってこない。本当は自分のことなので１００％に近い数字と思いますけれども、

そこで苦慮しているという現実もありますので、御指摘いただいた死亡率の高さと

いったこと等については、やはり担当のほうからも住民の皆さん方にいろんな機会

に健康に関する今の現状といったことをいろんな会議等で、まず聞いてくださいと

いうことでやるのが必要かなと思います。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一議員） 情報提供、啓蒙・啓発に関することはですね春別府先生から

も御質問があったんですけど、これだけ生活習慣病の死亡率が本町は高いという現

状をですねやっぱり皆さん知らないんですよね。先週かな、健康診断の案内が送っ

てきました、全町民に送っていると思うんですけども、こういう中にそういう資料

等も、今の本町の現状はこうなんですよみたいなそういうデータを載せることによ

ってやっぱり危機意識を持っている方は検診に行かれたり、春別府さんのところだ

ったら大腸がん検査ができますよとか、草野クリニックだったら内視鏡ができます

よとか、そういう情報を含めたいろんな手段、せっかくこういうのを送るわけです

から、金額は一緒ですから、やっぱりそういう情報も入れてやっていくのがいいの

かなというふうに私は思うんですが、そういった部分も考えていっていただきたい、

そういう情報提供、啓蒙・啓発の部分ですね。 

今、健康増進策として、今回施政方針のほうにも若干触れていましたけど、軽ス

ポーツの推進というのも町長がちょっと考えられているということで、今までだっ

たらころばん体操とか、高齢者の方はありましたけども、昨日、一昨日、テレビで

も出ていました、高齢者の方が週２回、体操に行くんだみたいな話をされていたの

がありましたけども、この中で軽スポーツの推進はどのような部分を考えていらっ

しゃるのかお示しをいただければ。 

○町長（東 靖弘君） 本町はスポーツの町を目指していくということでしております。

また、高齢者の方々もころばん体操といったところで是非参加してくださいという
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ことでやっておりますので、その中で一番基本は軽スポーツ、ウォーキングという

のはきわめて大切であると思っております。 

この御質問をいただいたときに担当とも打ち合わせをしたんですけれども、先般、

信州大学がやっている、長野県下諏訪町で長年取り組んでいる速歩、速く歩く、い

わゆるインターバル速歩、３分間一生懸命歩いて、もう息が切れるぐらいに歩いて、

あと１分間ぐらいゆっくり歩いてと、そういったのを繰り返す、時間的にはいろい

ろあるんでしょうけれども、そういったことをやることを繰り返しながら筋力を付

けていく、高齢者の皆さん方の筋力を付けていくということがテレビで報道されて

おりまして、以前にも関心があったので見たことがあったんですけれども。日常ウ

ォーキングしていらっしゃる方々の中に一工夫するということが必要ではないのか

と、こういったところをもうちょっと専門的に大学等と連携しながら、町民の皆さ

ん方にこうやったら健康維持ができる、あるいは健康増進ができるといったことを

やったらいいんじゃないのかなということで担当課とも話をしたところであります。 

先ほども、議員さんの中で医療費、介護医療費とか出ましたけども、超高齢社会

に入ってまいりますのでフレール予防のためにもウォーキングもそうですけど、健

康体操もそうなんですが、そういった要支援になるのを少しでも遅らせていく、そ

の前に虚弱という意味がありますけども、その前になるべく要支援等になっていか

ないような、遅れていくような取組で、フレール予防のためのいろんな健康体操は

ちゃんとしっかりとやっていって要介護状態や要支援状態を延伸していくといった

ことが非常に必要になるのかと思っております。 

いろいろスポーツは本町では実施されておりますけど、特に高齢者の皆さん方が、

そういった健診もそうですが、身近なところで、いつでも、誰でもできることなの

で、そういった取組を推進できるように、昨年１１月２３日にもウォーキングを開

始しながらそういう推進もしておりますので、できるだけ誰でもできるような取組

をこれからも推進できるようにしていきたいと思っています。 

○４番（平田慎一議員） ウォーキング、前回されておりましたけども、あと、後ほど

の質問にもちょっと絡んでくるんですけども、ラグビーの坂口さんは高齢者向けの

健康スポーツでラグビーを絡めたそういうスポーツとかあるらしいので、ジャパン

アスリートトレーニングセンターのプロの選手なんかも多分そういう地方とか鹿屋

体育大学とかいろんなそういうスポーツに絡めた健康増進の体操みたいなやつ、今、

町長がちょっと触れられましたけども、そういうものもあると思うので、是非、そ

ういうものも加えたような形で考えていかれればなというふうに思っております。 

もう１つ、健康増進の部分でですね温泉保養券についてちょっとお伺いしたいん

ですが。町内外共通券がありますよね、あすぱるがずっと閉まっておりました。昨
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日から再開したと、昨日行ったら開いていました。お聞きしたら、本日から開けま

したとお聞きしたんですけども。保養券をもらっている方からいただいてきたんで

すけども、ほとんど使われていないというか、町外のほうにやはり行く機会がなく

て、あすぱるに行けないから、もう使わなかったと言うんですね。こういう方も結

構いらっしゃって、これであればですね町内限定券ではなくて町外共通券でもいい

のかなという、そういう状況も考えていくべきなのかなというふうに思うんですけ

ども。これは委員会でも同僚議員も温泉券についてはいろんな指摘がございました

が、その辺の御認識、お考えはどのように考えていらっしゃるのか。あすぱるがや

っと開いたということなんですけど、本来であれば１２月に開く、１月に開く、２

月に開くという、皆さんも多分困っていらっしゃると思う、執行部も困っていらっ

しゃったと思うんですけども、そういう現状があったわけですよね。町民もいつ開

くのか全然わからなかったと。この前聞いたときには５月に開くという話を聞いて

いたんですけど、昨日開いたということだったんですけど。その辺を踏まえた執行

部のお考えをお示しいただければ。 

○町長（東 靖弘君） ３月１日にオープンするという報告はいただいていましたので、

てっきりそのままいっているものだと思っておりましたが、知りませんでした。失

礼しました。 

当初、この保養券については健康の維持増進ということで２０枚ほど、希望者の

方々にお配りをいたしております。それらについては、町内外での施設の利用可能

ですよということでやっております。今回、大崎町内の２つの温泉施設があります

ので、遠くまで行けない方々もたくさんいらっしゃるわけですから、身近なところ

でその券を有効に活用していただいて健康増進活動に取り組んでいただきたいとい

う思いがありまして、２０枚は町内限定にいたしますということにいたしました。 

実際使用されたか、されないかというところで、なかなかメインになる温泉がオ

ープンしていなかったので使用がなされていなくて、これを何とかならないかとい

う御相談もいただいたところでありましたけども、そういった目的でつくりまして、

そしてあすぱるがいつオープンするかわからない状態でありましたので、オープン

したら利用していただけるだろうということもありましたことと、繰り返しになり

ますが、やはり身近な施設のところでないとという方々のためにはそういう方向で

取っていきたいと、町民のあくまでも健康維持増進という形にしたところでありま

す。それを全部、町外等にという、指定されているところはどこでも使用できるよ

うにということがありますが、御要望としては承っておりますけれども、我々とし

ても町内の２つの施設が有効に活用できることを主眼に置いていますので御理解い

ただきたいと思います。 
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○４番（平田慎一議員） 社協のお風呂もなくなったわけですし、町民の皆さんから、

やはりあすぱるが開いてない状況がちょっと長かったので、特にそういう苦言、苦

情じゃないですけど、どうにかならんのかなと、楽しみにしているとかですよ、そ

ういう意見がございますので、そういう状況の場合はそういう手法というのも考え

ていかれるべきなのかなと、これは提言としてお伝えしておきますので考えていっ

ていただきたいと思います。 

次に、竹・福・商連携による資源化モデルの今後の方向性について入ってまいり

ます。地域課題の実証モデルとして取り組んで、放置竹林の課題解決の切り口に多

様な人材をつなぎ合わせ、コミュニティモデルの開発、実証モデルをわずか２年で

つくりあげた本事業に対しては評価に値するべきだと私は思っております。これは

対外的にいう社会起業家、ソーシャルアントレプレナーといわれる社会課題を、ビ

ジネスの手法を用いて継続的に行える仕組みをつくったというふうに私は認識して

いるんですけれども。本会計で任期満了となり、地域おこし研究員、政策研究員と

して就任した慶應義塾大学の田中力氏、この方が中心になってされたわけですけど

も、及び慶應義塾大学との今後の連携についてどのように考えているのか、また、

宮園集落での今後の活動体制や、この仕組みをどのように本町に波及していくのか

を含めたお考えを、まずお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

地域おこし研究員の田中力氏及び慶應義塾大学との今後の連携について、どのよ

うに考えているかとの御質問でございます。来年度は田中氏及び慶應義塾大学とは、

新たに活動を始める地域おこし協力隊のサポート業務委託を考えております。これ

までの竹林整備や農・福連携などのノウハウを引き継ぎしながら、今後も連携を図

ってまいりたいと考えております。 

宮園集落での今後の活動体制や、この仕組みをどのように波及していく考えなの

かとの御質問でございますが、宮園集落での今後の活動体制につきましては、先ほ

ど少し触れましたが、新たな地域おこし協力隊員を依頼しまして、田中研究員の活

動を継承していく予定であります。 

この仕組みをどのように波及していくお考えなのかとの御質問でありますが、宮

園集落をモデル地区としまして竹林整備や農・福連携など、他の地区でも実施でき

ればと考えております。 

○４番（平田慎一議員） 田中氏は大学院のほうに進まれるということでお聞きしたん

ですけども。慶應義塾大学との連携は、先ほど新たな地域おこし協力隊を入れると

いうことでこの事業を引き継いでいくということなんですが、慶應義塾大学の教授

も確か、最初参加されていたと思うんですけれども、この辺との連携というのはど
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うなっているのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 現状ではずっと連携をしていくということになってまいります。

本町は慶應大学とずっと連携をやっておりましてフィールドワークとかいろんなこ

とをずっと取り組んできたり、ＳＤＧｓに取り組んできたり、そういうところであ

りますけれども。そういったことから田中氏が慶應義塾大学のＳＦＣに入ったこと

によって、本来の広島県庁でもこういった業務を担っておられましたので、そうい

ったことから大崎町を紹介されて大崎町の宮園集落で農・福連携、竹・福連携とい

った事業をやることになったわけでありますが、今後、また慶應大学のほうに戻っ

て行かれても田中氏自体は定期的に大崎町に来て、その事業承継をされる、指導さ

れる方をフォローしたり、事業の推進に向けての指導はやっていただく。したがっ

て、慶應大学との連携はやっていきたいと思っているところであります。 

この事業が農・福連携、竹・福連携で、例えば干し芋とかそういったものまで、

施設の方々と連携をしながら非常に順調に進んできたことは田中氏のリードと地域

住民の皆さん方のまとまりが出てきた中で成果を上げてきているところであります

ので、非常に人気を博しているという状況であると思っております。まだまだいろ

んな方向性を探りながら進化していくであろうと思っておりますので、こういった

好事例を他の集落といったところに推進できるように取り組んでいきたいと思って

おります。 

○４番（平田慎一議員） ここの部分についてはですね最初にお聞きしたときにはどち

らかというと竹炭がメインではなくて、福祉との連携を考えた地域課題をどう持っ

ていくかということでですね竹炭に行き着いたということですけれども、私のほう

では近隣から竹炭をどうやって作るのかという問い合わせ等もあったりとかして、

結構皆さん見ていらっしゃるんだなと、波及効果があるんだなというふうに思って

おりました。 

しかし、委員会でですね、本町はＳＤＧｓなのに燃やしていいのかとかですね、

脱炭素の中でそういう整合性等を含めた同僚議員の質問もございます。その辺も十

分考えて御説明できるようにしていっていかれればなというふうに思っております。 

次に、多面的機能・緑サークルの現況と課題、今後の方向性について何ですけれ

ども、最初に、緑サークルの組織数の現況及び、また、本事業は多分にボランティ

アの部分の要素が多いと思いますが、同じ作業を民間の事業所、一般の会社、建設、

土建会社に頼んだ場合、どの程度金額が違うのかを最初にお聞きしたいと思います、

単価の違いですね、これをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

多面的機能支払交付金は、農地や農道、水路などを保全管理することを目的とし
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た農地維持支払交付金と、農道や水路などの簡易な修繕や水路の更新など地域資源

の質的向上を図ることを目的とした資源向上支払交付金から構成され、現在、本町

では１２の活動組織がこの交付金を活用して活動に取り組んでおり、おおむね良い

評価を得ているところです。 

しかしながら、町独自の多面的機能支払交付金に関するアンケート調査を実施し

たところ、高齢化に伴い活動作業に従事できる人が減ってきている、活動組織役員

の後継者がいない、活動計画の作成、会計処理などの事務作業が複雑で活動組織に

とって負担となっているなどの理由で、一部の組織においては取組の継続が懸念さ

れており、実際にこのような理由から、令和６年度からは１組織活動休止となり、

１１組織となります。 

多面的機能支払交付金の活動取組は、地域でのコミュニティの強化や集落機能の

維持にも効果を発揮していると考えられ、継続していくことが大事でありますので、

町としましては引き続き新たな取組地区の推進を図ることや、事務説明会の開催、

各種研修会等を通じて地域住民と一体となって農地を守っていくという効率的な対

策が講じられるよう働きかけていきたいと思っております。 

同じ作業を民間の事業所に頼んだ場合とどの程度違うのかということについてお

答えいたします。民間の事業所に頼んだ場合の金額の違いですが、作業内容や受託

する事業所によって様々だと思いますので一概に言えませんが、鹿児島県土木部が

公表しております令和５年度公共事業設計単価表によりますと、普通作業員の１日

当たりの労務単価は１万９,９００円となっております。一方、多面的機能支払交

付金に取り組んでいる活動組織の構成員が作業した場合は、組織の事務処理規程に

より１日当たり８,０００円となっております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一議員） 大体、倍以上金額が違うんですよね。私も緑サークル、多面

的機能は役員で入っておりますので今の現状を危惧する部分もございます。でも、

ひとつ言えるのが、町の役場職員の方々がですね組織の中に入っていただいており

ます。特に会計とか事務処理ですね、これは本当ありがたいことであって、なかな

かやっぱりですね一般の方々がそれをしろと言われても、なかなか難しい、書類を

つくったりですね。そういうのは難しいので、是非その辺は引き続きそういうのは

していっていただきたいなと、声を掛けていただいて、参加できる方は参加してい

ただいているような形をしていただきたいと思います。 

今、町長が言われたようにですね作業をする方々、多面的機能のですね高齢化率

の上昇が懸念されております、ほぼほぼ高齢者と言われる年代なんですけども。ま

た、決まった方しか出席がなくて、若い方がほとんど参加されていない状況がやっ
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ぱりどこの組織も見受けられると思います。現況はやっぱり耕作放棄地の増加や農

道の荒廃、近年の農村地域の過疎化・高齢化、混住化等の進行に伴う集落機能の低

下により、地域の協働活動によって支えられている多面的機能の発揮に支障が生じ

つつあるわけですけど、この御認識と対応は、お聞きして町長がちょっと言われま

したけども、その中で、これも提案的なものなんですけども、危険箇所や崖地を含

む急斜面や高土手等がありますよね、こののり面を吹き付け作業、いわゆる張りコ

ンクリートをし、作業の危険度を減らす取組を行うことで、これは作業負担の軽減、

効率化や危険作業の削減にもつながると思います。具体的に言うとですね、高齢者

が多くなっていることを踏まえ、１つの保全協議会当たり１００平米ぐらい、毎年、

高土手ののり面ののり面吹き付けをしていくことができないか。こういうことによ

って作業効率がまた上がっていって若い方々も入ってきたり、建設課も単発で頼む

としていただいている、ほかの市町村よりしていただいているんですけども、それ

を仕組み化していただいてして進めていただけないかというのをまずお聞きいたし

たいと思います。 

○議長（富重幸博議員） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４２分 

再開 午前１１時４３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 再開いたします。 

○町長（東 靖弘君） 失礼しました。 

多面的機能向上対策事業で、最初の段階から課題になっていたのがのり面を全部

コンクリートで塗っていくといったところ、あるいは農道を生コン舗装をすること

が本当は環境をよくするためには必要なんですけれども、多面的機能向上対策事業

の中ではそれが認められていなくて、私も何回か質問するんですけれども、要はの

り面については防草シートを張りなさいという指導になっております。しかし、防

草シートも、いつまでもずっと保つものでもないものですからなかなかそこは我々

も踏み切れていないということであります。県の土改連の理事もしておりまして、

このことについては再三質問をしておりますので、今後も要望を続けていきたいと

いうことと、余りにも危険なのり面で農地の中で危険な状況であった場合には、そ

れは町単で現地を見ながら判断していくということになるかと思います。 

○４番（平田慎一議員） 是非ですね町単でできるところは、また引き続きやっていっ

ていただきたいなというふうに思います。あと、若い方々が入ってこれるような状

況もつくっていっていただきたい。中には、農地・水の中で農業法人さんが大型機
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械でほぼほぼボランティアでされているところもあります、お金ももらわずにです

ね。場所を言ってしまうと高井田アグリとか、あの集落のところはほとんど無償で

されているような状況もございますので、こういう無償じゃなくても大型機械を持

っていらっしゃるところが積極的にですね活用していける方向も考えていくべきじ

ゃないかなと。うちらの保全協議会はやはり大型機械を一回借りてからビーバーで

刈るという形にするとものすごく安全にできる、飛び石とかもなくなってきたりと

かしますので、やはりそういう工夫とかですね、ほかのところとも意見交換をしな

がらこういう部分はやっていっていただきたいなというふうに思っております。 

また、町道と隣接している農地の保全に関してなんですけども、町道、歩道は業

者が行いますので、草をきれいしたりとかするんですけれども、同じ町道、歩道沿

いの畑とか田んぼとかは保全協議会が担当という形になるんですけれども、そうい

った箇所は整備時期のすみ分けというか、期間がやっぱり被ったりとかしますので

重なって作業するのもいいのではないかというふうに思うんです。詳しい方が結構、

そこは町道だから町がするんだといってものすごい勢いで言われる方もいらっしゃ

いますので、そうではなくて、同じ保全でやるのであればですねそういう手法とい

うのもやっぱり考えていければなというふうに思うんですけど、その辺の御認識を

お示しいただければというふうに思います。 

○町長（東 靖弘君） 作業時期が一緒であれば、ここをやりましょうという形になる

のかなと思います。我々が町内の建設事業者等に県道や町道の除草を含めた維持管

理をお願いして、年に２回実施していただいておりますので、多分おっしゃるとこ

ろは、ここまでやればいいのにというところがやられていないと、そういった配慮

が足りていない、あるいは多面的機能でそれぞれの緑サークルでここまでやっても

らえればと思ったり、あるいはそっちの方でやっていただければという両方の考え

方があると思いますが、そこらはしっかりと協議もしたいと思いますけど、現実は

町道や歩道、歩道の先が畑だったりすると、そこののり面は畑のほうになったりと

かそういった判断をされているのかなと思いますので、ただいまの御意見は担当課

と協議をしてみたいと思います。 

○４番（平田慎一議員） 是非ですねいい方向で持っていっていただければと思ってお

ります。 

次に、スポーツ振興についてに入っていきたいと思うんですが。町長が本町６期

目の大枠の公約は、確か４つございますよね。１つが資源リサイクル、次がＳＤＧ

ｓ、そしてふるさと納税、最期に、スポーツと観光を核に、未来につながるまちづ

くりという大枠の６期目の、確か公約があったと思います。その中で、スポーツの

聖地づくりの考えと、その進捗状況、町民へのメリットを含めた今後の施策の方向
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性を、まずお示しいただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

スポーツの聖地づくりの考えと、その進捗状況、町民へのメリットを含めた今後

の施策の方向性のついての御質問でございます。 

平成２４年１２月、県議会において有明高校跡地にスポーツ合宿拠点施設を整備

する考えを県知事が表明されたことに伴い、本町としても県の基本構想をもとに、

平成２８年に陸上の聖地実現プロジェクトを企画し、陸上競技全種目の合宿誘致が

可能となるよう、平成３１年度までにくにの松原クロスカントリーコースの整備と、

国道４４８号をはじめとする４つの長距離ロードコースを設定したところでござい

ます。平成３１年４月には供用開始いたしましたジャパンアスリートトレーニング

センター大隅において陸上競技に関するイベントとして、「Japan Athlete Games 

in Osaki」を企画し、３期目の開催となった本年度は国内外から約１５０名のトッ

プアスリートがエントリーし、２３０名の方が町内外から観覧に訪れました。また、

住民の皆様による大隅アスリートサポートチームが結成されるなど、本町でも陸上

競技愛好家が年々増加してきており、地域住民の機運も少しずつ高まっているので

はないかと感じております。 

また、令和３年に開催された東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン

となったことを契機に、台湾陸上競技協会との関係性をさらに向上させるために、

本町での合宿に関する覚書を令和４年１２月に締結いたしました。昨年６月には、

この覚書をもとに、台湾から２０名のナショナルチームの選手が合宿のために本町

を訪れ、３週間の合宿期間中には交流事業にも快く引き受けていただき、中沖小学

校で陸上教室を開催したところであります。 

今後も、台湾陸上競技会との覚書に基づく友好関係を継続しながら、合宿社がリ

ピーターとなってもらえる事業を進めるとともに、アスリートと地域住民が触れ合

う機会を増やし、地域経済への波及効果はもとより、町民のスポーツに取り組む機

会の創出につなげられるよう、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を拠

点とした陸上の聖地づくりに、引き続き取り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一議員） 台湾との締結とかですね、この前も、確か、台湾の選手が参

加されておりましたが、見に行きましたけれども。 

町民への競技開催等の情報提供、共同参画等をですね、今後の住民との関わる手

段、手法をどのようにお考えされているのかを再度質問したのは、今、大隅アスリ

ートサポートチームとかあるということだったんですけども、この辺、町民の方々

も余り知らないんじゃないかと思うんですが、そういう住民と関わる手段、手法を
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どのように考えていらっしゃるのかお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 「Japan Athlete Games in Osaki」は様々な陸上競技種目のト

ップアスリートが出場されますので、テレビ等でしか見たことのないトップアスリ

ートを身近で観覧できる場と思っておりますので、是非、多くの方に観覧していた

だいて、町民のスポーツに取り組む機会の創出を図りながら健康増進につなげてま

いりたいと思っております。 

また、国際交流の観点からも、台湾陸上競技会と小中学生との交流事業について

も継続してまいりたいと思っております。 

なお、合宿の期間には、アスリートの方が町内に宿泊されますので、町内事業者

の皆様の協力を得ながら町内に経済効果が得られるよう、今後もスポーツ観光大崎

において様々な施策を検討してまいりたいと思っております。 

町民への普及の仕方ということで、ジャパンアスリートトレーニングセンター大

隅があるということ自体は皆さん御存じかなと思いますけども、そこで今日は駅伝

大会をやっております、今日はこういった大会をやっておりますといったことを特

定のスマホ利用者とか大崎町のホームページを見るとかいうことができる方々は理

解されますけれども、一般の方々はそういったところまで気づかない、開催があっ

たのかなということになるのかなと思いますので、こういった大会があるときに幟

を立てて気運を高めていくこと、通行人がこういった大会があるだといったことも

やる必要があるのかなと思っておりますけども、いろんな組織、団体には折に触れ、

そういう大会がありますよということを普及できるようにしたいと思います。コロ

ナの関係で、今年初めてオープンにいたしましたので、これからはオープンでいい

ですよということでそういった普及ができるのかなと思いますので、おっしゃいま

したことにつきましてはいろいろ普及していきたいと思います。 

○議長（富重幸博議員） 質問者に。持ち時間と残りの流れからいって、ここで昼食の

休憩を取ったほうがいいんではないかと、よろしいでしょうか。 

それでは、ここで昼食のため暫時休憩いたします。午後は１時から再開いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き再開いたします。 

○４番（平田慎一議員） 資料説明の前に、午前中の一般質問の中で聖地づくりの進捗

状況等について、町長からの説明がございました。スポーツに触れる機会を広くつ
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くっていく、そして、そういう情報を広く情報発信していくということだったんで

すが、今度、地域おこし協力隊員で、またスポーツ選手を入れるようなことを予算

で提示されていたような気がするんですが、そこの内容を御説明ください。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 今回の当初予算の中の地域おこし協力隊員につきまし

ては、ビーチスポーツの選手２名と関係者２名を予定しているところでございます。 

○４番（平田慎一議員） ビーチスポーツの選手ということで、プロもしくはセミプロ

に近い方が来られるということだったので、こういう方々も、是非、町民との交流

も積極的にやっていっていただきたいなというふうにお伝えしておきます。 

そして、次に、多様なスポーツの施設活用や合宿の誘致などに対する課題と方向

性について進んでまいります。陸上のほかにも、今言われたようなビーチバレーボ

ールの施設やラクビー場、総合体育館でのバスケットや各種武道など競技も多種あ

りますが、現況の施設活用や合宿の誘致をする上での課題や、合宿された各競技者

からの要望や改善点などないのか、まずお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

多様なスポーツの施設活用や合宿の誘致などに対する課題についての御質問でご

ざいます。現在、本町にあるスポーツ施設は中央運動公園や大丸運動公園をはじめ

とする屋外施設と、総合体育館をはじめとする屋内競技施設があり、ジャパンアス

リートトレーニングセンター大隅を含めますと１６の施設を、町内外から多くの団

体及び個人に利用していただいております。 

スポーツ合宿者の施設利用については、来町される競技団体の約７５％は陸上競

技となっており、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅とくにの松原クロ

スカントリーコースを利用されております。 

現在の合宿誘致などに対する課題については、陸上競技の合宿者の時期が８月と

１２月から３月の時期に集中していることから、閑散期における合宿誘致を進める

ために種目の選定を行いながら、各種スポーツ大会の開催にも取り組むこととして

おります。また、高校や大学をはじめ、社会人チーム等からアンケートや聞き取り

を行い、体育施設の在り方や宿泊、交通、食事の面など、合宿者がリピーターとな

り、次年度以降も大崎町を選んでもらえるようなおもてなし事業の取組や誘致活動

を行い、本町への経済効果をもたらせるよう、スポーツと観光を核としたまちづく

りに取り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一議員） 今、お手元に配付した資料なんですが、この前ジャパンアス

リートの大会のときに施設の方々からいただいたんですね。この中の７ページから

１１、１２ページとあるんですけども、ロードコース等を指定されているんですが、
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わかりやすく言えば９ページ、１０ページの下のほうを見ると、確認ポイント、

「外灯がありませんので御注意ください」「歩道はありませんので御注意ください」

というふうに全部書かれているんですよ。私も朝夕、結構、選手が走っている姿を

見たりするんですけど、途中で結構引き返して、怖いんでしょうね、引き返されて

いる状況とか、そういう話もよく私も耳にしますし、よく聞きます。コースからち

ょっと外れて、あすぱるの横の西平良マンションのほうの畑のほうに入っていった

ら、すぐまた帰ってこられたとか、暗いというイメージがあるのかなと、安全面に

対してですね。ロードコースに外灯の設置が必要ではないかと特に思うんですよ。

今言ったように、早朝のランニングしている姿を見かけると、また学校の通学路に

も被っている、コース上ですよ。部分もございます。だから、そういった防犯の上

でも必要ではないかと思うんですが、その辺の町長、執行部の御認識はどのように

なっているのかお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ロードコースに街路灯がないとの御質問でございます。４つの

ロードコースを平成３１年までに設定しておりますが、合宿利用者からの様々な意

見等が出ておりますので、再度コース設定を検討する必要があると思っております。 

お尋ねの街路灯の設置につきましては、現在、設置済の既設の街路灯を利用して

いただき、コース内の水田地帯や畑作地帯については、作物の生育上の問題から街

路灯の設置が困難な状況がございますので、現在のところ設置の増設は検討してい

ない状況であります。 

○４番（平田慎一議員） 実際ですね合宿されている方々からもアンケート等をとった

り意見を聞いたりしてもらえればいいんじゃないのかなというふうには思うんです

が、今、町長が言ったように、畑地とか田んぼとかにはちょっと外灯はという形で

はありますが、民間施設、住居施設が混ざっているところもありますので、そうい

ったところはですね積極的に建てていっていただきたいなと。予算が結構かかりま

すよね、この予算手段としても広く該当施設の寄付を募集したり、例えば、最近よ

くあるクラウドファンディング等の手法も考えて、一気にではなく少しずつでも設

置していく。例えば、コース上でいえば曲がり角のところに設置するとか、そうい

う部分でも先に設置していくことでいろんな意味で情報発信やスポーツに対する機

運の上昇や町民との連帯感にもつながると思いますが、再度、町長のお考えをお聞

きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ジャパンアスリートトレーニングセンターが供用開始になって、

その後、今、コース上に設定されておりますこういったところを何分間のコースと

して設定してきたわけでありますが、当初、昼間の競技で駅伝でも使われておりま

すけれども、そういったコース設定ということで多分考えていたのではないかと思
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います。 

最初、あそこでナンチク杯をやったりしておりますけれども、やはり昼間に走る

ということを前提としてコース設定もなされている部分もあったりしますので、夜

間に走られる方やウォーキングされる方もいらっしゃるわけでありますが、最初は

そういったいきさつできたと御理解をしていただきたいと思います。 

ただ、陸上競技の聖地ということもうたっておりますので、そういった中でどう

いうふうにしてコース設定ができるのか、照明がとれるのかといったところは、ま

た改めて担当課のほうでも考えていくべきなのかなと考えております。 

○４番（平田慎一議員） そのほか外灯を建てて、ほかのそういうスポーツ施設関連に

はよくあるんですけど、事業フラッグとか国旗とか、来ている選手の国旗を掲げる

とかいろんな告知等にもやっぱりそういう外灯をまた使用して使えるので、そうい

うやり方もあるのかなというふうには思っておりますので、是非、考えていってい

ただきたいというふうに思います。 

合わせて、前回言った危険家屋のところも走られるんですけども、大崎中学校の

ところの一部はすぐ解体されておりました、それについては感謝申し上げます。も

う１箇所のところも、この前、見に来ておりましたけど、そういう対応をされてい

ることに対しては感謝申し上げるというふうには伝えておきます。 

次に、町独自のスポーツ振興に対する功労者表彰を考えるべきではという部分な

んですが、町長が掲げるスポーツ観光振興を推進する上でも、町外へのスポーツの

アピールや広報、宣伝が最も重要だと思います。皆さんもだと思うんですけれども、

ＳＮＳやインターネットで大崎町のスポーツ選手と検索するとほとんどが野球選手

で、メジャーリーガーだった福留選手や阪神タイガースや西武ライオンズにいた榎

田選手、広島東洋カープで今現在も活躍している松山選手とか西武ライオンズの浜

屋選手と赤田選手と、ほぼプロ野球選手の関係が大崎町で検索すると出てくるんで

すけども。書き込みの中に、こんな少ない人口の町に、なぜこんなにプロ野球選手

が出ているのかという疑問の投稿も出ておりました。そういう書き込みがあったと

いうことです。町内の皆さんなら、多分みんな知っていると思うんですが、大崎ソ

フトボールスポーツ少年団の監督を長年されておりました新留監督の指導者として

の特質した指導力の賜ではないかと私は思っております。私もソフトボールをして

おりました。でも私の翌年から新留監督だったものですから、もし早ければ私もプ

ロ野球選手になれたかもなというですね、思ったりとかもあるんですけども。それ

ぐらいですね新留監督というのはやっぱり突出した優秀な指導者だったんじゃない

かなと思っております。ちなみにですね、毎年、今、名前の挙がった現役のプロ野

球選手も含めてなんですが、このスポーツ少年団を訪問しております。指導をした
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り寄附をしたり毎年されておりますけども、これはたまに新聞に載ったりするんで

すけども、こんな町って全国的にもなかなかないと思うんですよ。最近、大谷翔平

がグラブを日本全国に配ったといっていますけど、大崎町は昔からこれを恩返しで

されているということをもうちょっとアピールできないものなのかなというふうに

は普段から思っているんですけども。 

陸上の聖地づくり、スポーツ振興の部分に耳目を集めて、本町を対外的にアピー

ルし、また町民との連携、機運を上昇させる上でも今まである教育表彰を、教育委

員会で多分スポーツ表彰とかしていると思うんですけど、これではなくて新たな、

町長部局が考える新たな功労者表彰を町単独で行うべきと思いますが、町長、教育

長の考えをお聞きしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町独自のスポーツ振興に対する功労者表彰を考えるべきではとの御質問でござ

います。本町では大崎町優秀体育選手及び功労者並びに団体表彰を規定により、昭

和４８年から近年まで、町民体育祭の中で各個人や団体の表彰を行ってきている状

況でございます。そういった特別な功労者等に対して考えたらどうかという御質問

でございます。町制８０周年、８５周年、９０周年と今までも過去の節目、節目の

ときにそういった式典を開きながら表彰してきたいきさつがありますが、それは合

間、合間でその時々のことでやってきているところでありますので、現段階ではコ

ロナ禍の中で町民体育祭も中止しておりましたのでそういった表彰は行っていない

ところでありますが、いずれにしても特出した人ばかりでなく、国体に出場したと

かそれなりの成果を上げてこられた方々を表彰するということは従来どおり必要だ

と思っております。 

以上です。 

○４番（平田慎一議員） 是非ですね、スポーツの聖地づくりを進めている上でも、そ

ういった町独自の表彰システムというのを考えていくことも必要なのかなと、アピ

ールする上でもですね。そういう部分はまた考えていっていただきたいなというふ

うに思っております。私はやっぱり新留監督をまたピックアップすることによって

本町に目がいくんじゃないかなと思っていた部分がございましたのでこの質問をさ

せてもらいました。 

次に、部活動の外部委託についてなんですけども、多分始まっていると思うんで

すが、外部委託地域移行について、主な対象者になっているのが中学校の部活や地

域クラブ活動だと思いますが、従来、部活動の指導は教員が行っておりました。こ

れは働き方改革の影響もあり、現在、民間に外部委託しようという国の動きがあり

ますが。 
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○議長（富重幸博議員） 平田議員、通告しておりますか。 

○４番（平田慎一議員） 関連で外部委託と思ったんですが、スポーツの。 

○議長（富重幸博議員） 通告ありませんので。 

○４番（平田慎一議員） 関連して言おうと思ったんですが。 

○議長（富重幸博議員） 執行部、大丈夫ですか。 

続けて、趣旨をもう一回。 

○４番（平田慎一議員） 外部委託は外から監督とかコーチとか入れるわけですよね、

学校の先生たちじゃなくて。この部分に、町長が考えている陸上の聖地づくりとか

スポーツ選手がたくさん来ますよね。この方々をそういう監督、コーチ、若しくは

教える部分に使えるのかというのをお聞きしたかったんですが。 

○副町長（千歳史郎君） 今の御質問でございますけども、先ほど質問がありましたビ

ーチバレーの選手、そういう人が来られたときは中学校の指導とかもいいなと、こ

ちらのほうでは考えていたんですけども、それが該当するのか。何かいろいろ制度

上あるようなことでありますので、こちらのサイドではそういうビーチバレーの選

手たちが来たときには中学校の皆さんにも指導してくださいねということはお伝え

はしているところでございます。 

○４番（平田慎一議員） 地域おこし協力隊員だから、先ほど聞いたビーチバレーのセ

ミプロの方が来られるということだったので、そういう方々を使えないのかなとい

うことで言おうと思ったんです。今の答弁ではそういう形で伝えているということ

なので、そういう利用の仕方というのはちょっと語弊があるかもしれませんが、そ

ういうチャンネルもやっぱり持っていくべきなのかなというふうに思っております

ので、是非、その辺は多様な部分で考えていっていただきたいなというふうに思い

ます。 

以上で質問を終わらせてもらいます。ありがとうございました。 

○議長（富重幸博議員） 次に、２番、草原正和議員の質問を許可いたします。 

○２番（草原正和議員） 私は、さきの通告に基づき、大崎町における大地震・大津波

について質問していきます。 

東北地震、熊本地震が記憶から薄れる中、災害は忘れた頃にやってくるとよく聞

きますが、能登半島地震が起きました。そのようなことから、本町における大地

震・大津波による本町の被害の想定と対策について、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町におきましては、鹿児島県が平成２４年度から２５年度にかけて実施した地

震等災害被害予測調査により、最大クラスの南海トラフ地震が発生した場合、最も

影響を与えるケースといたしまして、最大震度６弱の揺れと、最大津波高７.３２
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メートルの津波の発生が予測されております。その場合の被害状況でございますが、

建物被害は全壊・消失棟数３１０棟、半壊棟数１,０００棟、人的被害は、死者数

４０人、負傷者数３０人、重傷者数２０人、避難者数１,０８０人、帰宅困難者６

００人、ライフライン被害は上水道断水率２７％、電力及び固定電話についても一

部地域で被害が生じることを想定しております。 

以上でございます。 

○２番（草原正和議員） 全壊棟数、半壊棟数、死者数お答えいただきましたが、南海

トラフ地震が発生した場合の想定ということでお伺いしました。 

昨年の防災講演会における井村准教授における地震・津波に備える講演会のほう

で、本町におきましては南海トラフ地震より日向灘沖地震のほうが被害が甚大にな

るという予測されるとありましたけれども、そちらの方はどのような想定をされて

いるでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） ただいま、日向灘沖地震に関する被害の想定ということで

御質問をいただいたところでございます。 

現段階で我々のほうで把握しておりますのは、鹿児島県が実施した調査結果のみ

でございます。その調査結果でいきますと、ただいま町長のほうが答弁されたとお

り南海トラフ地震と、あともう１つは種子島東方沖地震と、この２つの種類につい

て想定数を把握しているところでございます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 県との予測で検討しているということでしたが、やはりです

ね講演会をいただいて、震源地も近いことから地震の緊急速報も間に合わないよう

な状況であるという説明があったので、そちらのほうも検討の中でやっぱり予測を

されていたほうが、災害の被害が少なくて済むのじゃないのかなと思いますので、

是非、その辺も踏まえた上で今後の対策をお願いしたいと思います。 

続きまして、液状化の可能性がある地域、範囲、また液状化による被害の想定に

ついてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 液状化の範囲につきましては、海や川、用水路の近くや埋め立

て地、沼地など水分量の多い土地で液状化現象が起こりやすい傾向があると考えら

ます。液状化による被害状況につきましては、建物被害としましては全壊が２９０

棟、半壊棟が８３０棟となっております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 液状化による被害のほうもですね本町はやはり三文字地区、

特に地盤が緩いようです、被害が大分予測されると思いますので、こちらのほうの

対策についても十分検討し、今後の対策のほうをお願いします。 
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続きまして、大津波による浸水の範囲、また浸水の被害状況の想定についてお伺

いします。 

○町長（東 靖弘君） 大津波による浸水範囲につきましては、大崎町防災マップによ

り沿岸部を中心に津波・浸水想定区域として定めております。また、津波による建

物被害として、全壊が２０棟、半壊棟が７０棟と想定をしております。 

○２番（草原正和議員） そのような、今、答えをいただいたような被害の中、本庁舎

のほうは浸水の可能性があるでしょうか、ないでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

本庁舎については、現在の防災マップ上の浸水想定区域内には入っていないとこ

ろでございます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 現在の防災マップ上では入っていないということですけども、

私、専門学校を東北の宮城県仙台のほうに行っておりました。その後も、何回か訪

れて、やはりですね想定よりはるかに超えたところまで浸水が来ています。やはり

ですね、先ほどの中で最大津波７.３２メートルということでしたけども、海上か

ら陸上に上がるときで７メートルであっても、水の逃げ場を失って、上のほうに波

のほうが高くなってきますので、奥地に行くにつれてどんどん駆け上がっていくよ

うな傾向もありますので、本庁舎まで来たときの対応も検討の中には是非入れてい

てほしいなと要望を申し上げておきます。 

続きまして、避難所の準備、確保についてお伺いいたします。被害想定を予測し

た避難所の準備、確保状況についてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

現在、津波の被害を想定した避難所は、災害の危険があり、避難した住民等が災

害の危険がなくなるまで必要な期間、滞在する施設である指定避難所は８箇所、災

害の危険が切迫した状況で命を守るために緊急的に避難する指定緊急避難所が１６

箇所、一般の指定避難所での避難所生活が困難な避難行動要支援者のための福祉避

難所は８箇所を指定しております。 

また、避難所の準備につきましては、大崎町避難所運営マニュアルに基づき、被

災者が安心・安全に普段に近い生活ができるよう、生活物資の確保など円滑に避難

所運営ができるように努めなければならないと考えております。 

○２番（草原正和議員） 災害を予測し、数多くの避難所を準備されているようです。 

そのような中で、食料品、防寒着、寝具等の確保状況についてお伺いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

避難所での食料品などの確保状況につきましては、役場本庁舎、それから野方改
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善センター、菱田備蓄倉庫の３箇所に備蓄している状況でございます。 

内容といたしましては、米、パンなどの食品、ペットボトルの飲料水、毛布、段

ボールなどの寝具類などを確保している状況でございまして、毎年度、予算の範囲

内で備蓄品を随時備蓄している状況でございます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 準備を３箇所でしているということでしたが、南海トラフ、

１回目の質問のときの避難者数に対して、何日間保つ、もしくは何パーセント程度、

寝具等を支給できる予定で準備がなされているのか教えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 先ほど町長の答弁の中で南海トラフ地震が来た場合の最大

の避難者数ということで、現在１,０８０人ということでお答えがあったかと思い

ます。その１,０８０人分をすべて行政の備蓄で賄うとするならば、今のところ、

備蓄状況は大分不足している状況でございます。我々といたしましては、もし災害

が起こった場合、三日間程度は自分の御家庭で備蓄していただきたいと、そういう

お願いもしているところでございますので、ただ、災害が予測されておりますので、

今後、予算等も関連がございますけれども、なるべく行政のほうでも備蓄のほうを

多くしていくということで努力していきたいと考えております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 予測の範囲内での備蓄は、やはり賞味期限等があるのでなか

なか全部を確保するのは難しいと思います。そのような中で、やはり声かけ、また

民間との協定等で、だいわ等もあります、コンビニ等もあります、そういった場合

に何かしら協力が得られるのか、事前の打ち合わせ等も十分検討していただくよう

に要望を申し上げておきます。 

続きまして、避難所での冷暖房、電源の確保状況についてお伺いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 避難所での電源の確保についての御質問でございました。 

現状では、行政のほうで対応できている状況といたしましては、可搬型の発電機

は備蓄している状況でございます。ただ、避難所に非常用の発電設備という形では

電源確保はなされていない状況です。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 可搬型の発電機はあるということでしたけれども、可搬型の

発電機だと、やっぱり冷暖房に使うには十分な容量はないかと思われます。 

そこで、総合体育館の大規模修繕工事が予定されているようですが、その中で発

電機動力について、重油等を原料とした発電機が検討されているようですけども、

重油等になってくるとですね、近隣の市町村、東串良町、液体燃料だと酸化のおそ

れがあるということで、ＬＰガスの仕様のものにしているようですが、ＬＰガスで
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の検討というのはどうでしょうかという質問です。 

○社会教育課長（鎌田洋一君） 災害時の緊急時の電源に関しましてガスの発電でとい

うことの御質問だと思います。ここ１年から２年、電気とガスとずっと協議をして

まいりまして、東串良だけでなくてガスの発電機の場合も、週に１回、東串良であ

れば水曜日にずっと運転をして、週に１回は必ず運転をして状態を保っているとい

うような状況です。 

液体の重油に関しましても、毎月、もしくは週に数回になるかわかりませんが、

随時、試運転をしながら補充をしながら中の液体を動かして腐食を防ぐというやり

方も１つあるようですので、一応、その計画で今はしております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 酸化については理解できましたが、道路等の寸断等があった

場合に、重油、ガスともにタンクローリー等で配送するとなってくるとですね、大

崎町内でガス、重油を備蓄しているところは少ないと思われます。 

そのような中でですねＬＰガスになってくると、家庭用のボンベを臨時的につな

ぐという切り替えのバルブ等も付けられるようです。本当に大規模な災害が起きて

道路等の寸断、二、三日分は保つようですけども、その後、供給が必要、でも道路

が寸断されている場合に、どうにかして確保しようと思った場合に、重油等はなか

なか民間の力、また、その辺の小さい車等で運ぶというのは難しいと思います。そ

のような中、ガスボンベであれば、近隣の住宅から災害時お借りするということも

考えられると思いますので、その辺も十分検討の視野に入れた上で動力源について

は検討をお願いします。 

続きまして、太陽光、電源の確保ですね、そちらも総合体育館屋上設置を考えら

れているようですけれども、屋上に設置した場合、メンテナンス費用も大分かさば

ること、また、災害時、ショートもしくは一部破損があった場合に、太陽光、一部

が破損すると発電しなくなってしまうという特性もあります。そのような中、災害

時、災害があった建物の屋上、高い場所まで上って修繕をするというのはなかなか

難しいのかなと思われます。 

そのような中で体育館の駐車場等で、雨天時を考えてですね外での炊き出し等の

屋根にもなるということから考えると、駐車場への設置等も検討されてはいかがか

なと思われます。 

またですね、低い位置にあれば、災害等が起こった場合でも修繕が容易になりま

すので、その辺も検討される考えはないでしょうか。 

○社会教育課長（鎌田洋一君） まさに、草原議員が言われるとおりであると思います。 

計画では、現在、屋根に乗せて使用する予定でございますが、今後、また予算の
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範囲内で変更ができる余地を見つけながら、駐車場なり、駐輪場の屋根とか、そこ

はまだ確定ではないものですから検討の余地はあるのかなと感じているところでご

ざいます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 是非ですね検討していただき、また、予算の範囲内でという

ことでありましたけども、予算の範囲内で、災害が起きたとき、また使いたいとき

に使えないものを予算の範囲内でもうしょうがないから屋上という形ではいけない

と思います。なので、また、この財源等につきましてふるさと納税の応援基金を充

当する形が大きかったと思います。それであればですね、予算を増額してでもいい

ので、ちゃんとその後のことまで考えて、メンテナンス状況、また災害等起きたと

きのことを考えて、必要なものであれば財源を捻出し、十分検討されるよう要望い

たします。 

続きまして、行政機能の確保についてお伺いします。本庁舎が被災した場合、行

政機能の確保状況についてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 大規模な災害が発生した場合、住民の生活に必要不可欠な行政

サービスの提供は維持・継続する必要があり、中断することのできない通常業務に

ついては大規模災害発生時においても業務の継続が求められます。 

しかしながら、東日本大震災や熊本地震では庁舎、職員が被災し、一時的に行政

機能が失われる事態も発生しております。このような状況を踏まえ、大規模災害発

生時には大崎町業務継続計画に基づき、災害応急対策等業務及び通常業務のうち、

優先すべき通常業務を発災直後から迅速・的確に遂行することができるように努め

てまいりたいと考えております。 

また、本庁舎が被災し、機能不全な事態に陥った場合には、他の公共施設等を代

替施設として活用することを想定しているところでございます。 

○２番（草原正和議員） 是非ですね本庁舎が被災しても、やはり行政のサービス、住

民の方からとってみると必要なサービスであると思われます。 

そのような中、本庁舎が被災した場合に、データ等の取扱いですね、代わりの場

所ですぐデータが取り出せるクラウド型の情報の保管になっているのか、それとも

本庁舎内にサーバー等を設置してデータを管理しているのか、その点についてお願

いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） データの保管状況について御質問でございました。 

結論から申し上げますと、クラウド型と本庁舎型と２パターンございます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） クラウド型と庁舎内のサーバーということですね。庁舎内サ
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ーバーであると、やはり庁舎が被災した場合、できない。クラウド型だけだと、や

っぱり否―ネット等通信網が駄目になった場合、できないとあるので両方備えてい

るということで十分対策をしているのかなと思われます。 

続きまして、インフラの安定供給の確保について質問いたします。震源地等被災

による断水、または水道管破裂等の可能性、その災害の度合いについて、その対応

についてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

災害における住民のインフラ整備についての御質問ですが、水道施設関係につい

ては、災害及び事故等における水道危機管理対策マニュアルを平成２３年８月１日

付で策定しており、具体的な対応としては、応急給水マニュアル、応急復旧工事マ

ニュアル、風水害対策危機管理マニュアル、地震災害対策危機管理マニュアル、水

質汚染事故対策危機管理マニュアル、停電事故対策危機管理マニュアル、クリプト

スポリジウム原虫による水質汚染事故対応マニュアルの７項目を策定し、対応を掲

げております。 

また、下水道施設関係においても、下水道事業業務継続計画、いわゆるＢＣＰ策

定を平成２６年１２月１５日付で策定をしており、大規模な災害、事故、事件等に

より職員、庁舎、設備等に相当の被害を受けても、優先実施業務を中断せず、たと

え中断しても、許容される時間内に復旧できるようにするため、策定・運用を行う

こととしています。基本方針として、災害発生時の業務の継続、早期復旧に当たっ

ては、町民、職員、関係者の安全確保を第一優先とし、住民生活や地域経済活動の

ために必要となる下水道が果たすべき重要な機能を優先的に回復させることを掲げ

ております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） いろいろなマニュアル等を策定し、対応を検討されているよ

うですが、水道管に関して耐震化率はどのようになっているでしょうか。 

○水道課長（本松健一郎君） お答えいたします。 

耐震化率につきましては、先ほどの答弁と重複いたしますが、管総延長で私ども

のほうで積み上げておりますので、耐震化率、上水道につきましては２０.５％、

先ほどの答弁と重なりますが、公共下水道につきましては、まだ耐用年数が十分余

裕がございますので、耐震化率はほぼ１００％と、管のほうはですね、そう考えて

おります。 

以上でございます。 

○２番（草原正和議員） 耐震化率２０％、総延長に対してということだったんですけ

ども、木の幹のように太い管からどんどん細いほうに行っていると思うんですが、



 

－ 141 － 

その途中が２０％、耐震化率が済んでいても、大きいところが破断した場合にやっ

ぱり先のほうまでは、元が絶たれてしまうと届かないと思うんですが、実際のとこ

ろ、もし災害が大木なのが起きた場合に、どれぐらいのところで給水が、大体パー

セントで、おおまかで予測の範囲内でどれぐらい給水ができると予測しているので

しょうか。 

○水道課長（本松健一郎君） お答えいたします。 

なかなか厳しい御質問なんですが、私どものほうで今考えておるのが、人間１人、

生命を維持するために必要な１日の水の量が９リットルということでいわれており

ます。ですので、先ほどの食料備蓄の話ではないんですが、三日分、３リットルに

対しての三日分ですので９リットル、１人９リットルの備蓄を今後は呼びかけてい

こうと思っているところでございます。ですので、３人、４人家族であれば、その

人数分ということで、三日分は備蓄水を持っていただきたいと。その中で、ある程

度体制が整ってきましたら、給水のほうも順次できていけるのかなと思っておりま

す。 

以上でございます。 

○２番（草原正和議員） なかなか厳しいと、判断が難しいということでしたが、やは

りですね全国的に水道管の老朽化、なかなか追いつかないというところが全国的に

あると思いますので、それを耐震化率１００％を目指すというのはなかなかなんじ

ゃないかなと思われます。そのような中、町民の方に日常の確保はどれぐらい必要

なのか、今答弁されたように一日何リッター必要で、どれぐらいで復旧できそうな

ので蓄えてくださいというアナウンスのほうを周知徹底をよろしくお願いいたしま

す。 

続きまして、そのような水道関係の災害が起きた場合に、町内水道事業者の確保、

また、どれぐらいの範囲で動いていただけると予測しているでしょうか。 

○水道課長（本松健一郎君） 現在、本町の本管等の工事ができる業者が、町内では３

業者、町外のほうで２社、この５社を緊急時の本管修繕、本管切替えということで

お願いしているところであります。 

その中で、私どものほうで曽於市、志布志市、大崎町、２市１町で広域連携とい

う協定を結んでいるということで、昨年度も一般質問の中で説明をさせていただい

たところですが、その協定の中である程度、２市１町で水源地の共有使用とか、部

材の足りない部分の補填とかいうことで協定を結んでいる形を取っているところで

ございます。 

以上でございます。 

○２番（草原正和議員） 町内業者３社、町外２社、また広域で連携をしているという
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ことだったんですけども、地震等の大規模災害の場合に大崎町だけが災害の被害を

受けるということはないと思われます。やっぱり近隣の市町村、協定を結んでいる

ところも災害が起こると思います。 

そのような中で、町外の２社、大崎町に果たしてきてもらえるのかなと考えたと

きに、なかなか厳しい状況にあると思います。そのような中で、１２月議会の中で

水道課のほうから水道事業の水道業者に関しては、通常の土木工事からすると手間

がかかる上に利益幅が少ないという事情もあり、若手の技術者離れも進んでいると

いう答弁がありました。やはりですね水道業者に聞くと、やっていけない、無理だ

と、もう辞めようかなと、辞めた業者ももちろんいる中、今、存続している３社の

中でも大分苦慮しているようなことをお伺いします。 

そのような中で、民間企業とはいえども大分公共に影響を及ぼす業種だと思いま

す。その中で、奨励金を出したり、技術者を育てたり、何かしら援助をするような

考えはないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 現在、本町に３社、それから町外から２社ということで５社の

協議をいただいております。 

もともと、ほかにも業者さんがおられましたので、その時点ではそんなに心配す

ることもなかったところでありますが、だんだん、だんだん事業を廃止されたりと

いうことで現状になってきております。 

水道事業で一番入りづらいのは昼夜の区別がないということ、土日の区別がない

ということがありまして、普通の事業者のように平日の８時ぐらいから５時までと

いうことでなく、いつ破損するかわからないので常に体制を整えておかなければな

らない。そうすると、そこに人的な要員を確保しておかなければならないというこ

ともありますので、それが厳しさの要因になっているということなんです。 

今、草原議員からも指摘されたところでありますので、どういうふうに改善した

ら事業継続していかれるのか、緊急時に対応する人員を残していくことによって人

件費、経費もかかっていくわけですから、そういったところをどうカバーできるの

かは、課題として研究させていただきたいと思います。 

○２番（草原正和議員） 次の質問で聞こうかなと思ったことを、町長のほうから。や

はり当番が大分きついと、人材がいない中、昼夜問わず当番のときにはずっと待機

をしないといけないということがあるので、なかなか若手も定着しないということ

があります。そのような部分をですね是非検討、支援の中に入れていただけるよう

要望を申し上げておきます。 

続きまして、水道事業に関して、水道課の庁舎が被災した場合に水道管の図面等、

取り出せるような状況、データで保管しているのか、紙ベースなのかについてお伺
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いします。 

○水道課長（本松健一郎君） 一応、公共の道路等につきましては、すべて本管はデー

タで管理がしてございます。ただ、引き込みをしている個人宅の図面につきまして

は、やはり昭和４０年代からの図面でございまして、これにつきましては紙ベース

で管理がされているような状況でございます。 

○２番（草原正和議員） 今、答弁であったとおり、本管のほうはデータであるけども、

そのほかは紙ベースということでしたが、やはり災害が起きたときに図面がないと

なかなか進まないと思うので、データは相当膨大だと思いますが、少しずつでも紙

ベースからデータに切り替え、また、町内の業者があった場合には、その業者が工

事をしていれば、大体この辺だったなという技術者等が災害のときにもいると思い

ます。近隣の地区からですね、能登半島のほうでも応援が来たようですけども、や

はり図面がない、日頃やってなかったところだと、当てずっぽうにこの辺だという

ふうに掘っていくしかない状況だと思います。やっぱりそれでは復旧が遅れますの

で、少しでもデータ、また業者、町内すぐ動けるところを育ていただけるよう要望

をしておきます。 

続きまして、インフラ関係でですね災害時のごみについて、埋め立て処分場のこ

と、リサイクルのこと、またリサイクルセンターが被災した場合にごみの回収等は

どのような形で対応していく予定なのかについてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大規模災害時の災害廃棄物に関しては、公共施設等を災害ごみの仮置き場として

設置し、搬入することになります。災害時のリサイクルの取組に関しては、現実的

には不可能と思われることから、国や県の指導を仰ぎながら廃棄物関係機関と連携

を図り、実施していくという方向になろうかと思います。 

○２番（草原正和議員） 災害時はですね通常に比べて相当ごみが出ると思います。ま

た、災害の倒壊したごみ以外にも、やはりいろいろなごみが出てくると思います。 

そのような中、自宅のほうに溜まらないような回収が少しでもスムーズに行える

よう、事前の計画策定を要望申し上げておきます。 

続きまして、下水道についてお伺いします。下水道の処理センターが被災した場

合、海沿いの近くにあるので津波があった場合、被災する可能性が非常に大きいと

思いますが、そこが稼働しなくなった場合に下水道関連はどのような形で使用がで

きていくのか、どういう対策を講じているのかお伺いします。 

○水道課長（本松健一郎君） お答えいたします。 

終末処理場、大崎クリーンセンターが津波に被災した場合はということで御質問

かと思います。先ほど来出ております東日本大震災、また能登半島地震等でも、テ
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レビ等でわかられると思うんですが、震度７以上の揺れが出た場合、ほとんどの家

屋は全壊、倒壊、半壊、相当な大きな被害が出て、自宅での生活ができるかどうか

の判断がまず大事かなと思っております。おそらく避難所の生活が長期化するとい

うことも前提に上げないといけないかと思いますので、それの見極めをして上下水

道のどちらを先に急ぐべきかという判断になろうかと思っております。 

以上でございます。 

○２番（草原正和議員） そのときに応じて、また判断をしていくということですけれ

ども、下水道が使えないと衛生的な部分も大分大きな、また病気等の兼ね合いも出

てきますので、その辺はある程度マニュアルをつくっていただき、どういうふうな

動きをする、どういうところと連携をするというところを密にして、計画を立てて

いただきたいと思います。 

続きまして、関係機関や本町施設との連携についてお伺いします。本町の警察、

消防との連携をどのように取っているのか、また、本町施設との連携、この本町施

設というのは本町が所有する施設等であって、業務委託等をされているところとの

連携はどのようになっているかについてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大規模災害が発生した場合は、情報の収集、連絡、活動体制を確立し、人命救助、

救急、消化等の初動の応急対策活動を迅速かつ的確に行うことが求められることか

ら、消防団をはじめとする関係機関との連携は非常に重要だと考えております。 

○２番（草原正和議員） いろんなところと連携を密にとっていただき、しっかりとし

た動きができるように努めるよう、よろしくお願いします。 

そのような中、昨年１２月２日深夜、フィリピンの津波だったかと思うんですけ

ども、津波の警報が出て、消防団と津波の広報に回られたかと思います。そのよう

な中、くにの松原キャンプ場に夜中に行って、利用客もおられたようです。管理者

と連絡が取れないと問題があったかと思います。そのような中で、幸いに災害が起

きなかったからいいんですけども、連絡が取れない中で被害が出た場合に、そこの

責任の所在についてはどうでしょうか、お願いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 責任の所在についてということで、一概にお答えしづらい

なというのが本音でございます。といいますのが、被害が施設の問題なのか、ある

いは管理上の問題なのか、または利用者本人の瑕疵によるものなのか、そういった

ものを総合的に検証する必要があるかなと考えておりますので、被害の原因あるい

は状況というのを適宜判断することになるというふうに考えております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 様々な事情によって責任の所在、なかなか難しいということ
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でしたけれども、先ほどの件に関すると、津波警報が発令されたにもかかわらず、

管理者と連絡が取れない。宿泊者はいた、宿泊者はもう深夜だったので寝ているか

と思います。そのような中で警報に気づかない、そのまま寝ていた場合に、連絡が

来れば起きれたのに、後から災害に遭われた方の知り合い等から、管理者がいなか

ったんじゃないのというようなことがあった場合に、責任はどこにあるでしょうか

という質問です。 

○総務課長（上橋孝幸君） 事実確認は取れてはおりませんが、今、議員からのお話で

いくと、キャンプ場に宿泊者がいたにもかかわらず管理者が不在であったというこ

とが事実であるならば、そこはちゃんと指導すべきかなと思います。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 事実確認についてということだったんですけども、私のほう

も消防団として現場に行きました。大分建物を強く叩いたり、大きな声で声を掛け

たり、管理者との連絡を取る携帯電話等しました。警察の方も来られてました。警

察の方も、津波の心配、遠方だしそんなに被害が出るほどじゃないけど、でもどう

しょうかな、伝えなくていいのかなという形で大分お困りになっていました。やは

り、そこは責任所在を追及するわけではないです、１２月にあったのに、今の時点

でも状況を、事実確認も取れていない。対策本部のほうには、その連絡が取れない、

どうしたらいいか、消防団は別に行っていいのかという確認は取っております。そ

の中で、やっぱり連絡が回っていないということが問題なんですね。もう起きてし

まったことは起きてしまったこと、その後、対応がどうかという部分ですね。やは

り誰かいないといけない、ちゃんとやらないといけない、電話には一人は出ないと

いけないという、そういうところがないとですね、町のほうの責任もやっぱり問わ

れてくると思います。なので、そこの部分を責めるわけじゃないです、その後の動

きがどうなのかなというところです。その点についてどうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。１２月２日のことは、私自身も伺っており

まして、その中で事後処理がしっかりできていないということが指摘されておりま

す。これは職員にとっても、私どもにとっても反省すべき事項でありますので、こ

のことについては事実は、発生した、それで管理者にちゃんと連絡を取っていくと

いった初動体制が非常に必要なことであります。それができなかったことは反省し

ておりますので、今後、しっかりと、そういったことがないようにやっていきたい

と思っております。 

そこを受託している管理者においてもかなりの責任があるのではないかと思いま

すけど、行政の中で公の財産を委託しているというところで、最終的に我々のとこ

ろにどういう瑕疵がくるのか、そこについてはまだ判断できないところであります
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が、御指摘いただいたことはちゃんとやってまいりたいと思います。 

○２番（草原正和議員） そのような形でですね事後の対策ですね、よくしていただき、

幸いにも何もなかったので大きな問題にはなっていないですけど、やっぱりあった

ときに、問題になったときに、担当している担当課とか、ほかのところ、やっぱり

親族の方等から責められると、なかなかかわいそうな部分もありますので、事前の

対応、よく練っていただき、対策のほうをよろしくお願いいたします。 

続きまして、救助活動等の準備、活動体制についてお伺いします。救助活動等の

準備、活動体制についてはどのようになっているかをお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

災害時の救助活動においては、初動時の応急対策を迅速・的確に行うことが求め

られることから、消防団、消防署等と連携を図りながら救助活動を行っていかなけ

ればなりませんが、大規模災害時は防災関係機関独自では救助活動が困難な場合も

ございますので、県や自衛隊などへの派遣要請も行わなければならないと考えてお

ります。 

○２番（草原正和議員） 消防、消防団、自衛隊、いろんなところからの支援等をいた

だきながら活動をしていかないといけないと思います。そのような中で、本町、志

布志市支所から大分遠いです、近場のほうから救助していくと、なかなか消防士の

救助というのはなかなか難しいのではないかなと思われるような中、救助用の資機

材、油圧工具や切断機等、工作車等の検討は、いち早く、自衛隊が来るのもなかな

か時間がかかると思います。それまでの間に、一人でも助けられるために、そのよ

うな機材、器具等、また工作車、検討はされていないでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

大規模災害時に同時多発する救出・救助事象に対処するため消防署、消防団等に

おいて必要な救助用装備、資機材の整備は必要であると考えております。ただいま

議員さんからもあったように、消防署のほうでは油圧式救助器具や切断器などの高

度な救助用資機材及び工作車はおおむね確保ができているというふうに認識してい

るところでございます。 

ただ、初期の救助活動に携わるのは、やはり地元の消防団員の方々ですので、必

要と思われるそういった救助用資機材というものもあろうかと思います。また、今

後、消防団幹部会等の御意見も聞きながら検討してまいりたいというふうに考えて

おります。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 今、答弁がありましたように、資機材等、地元のいち早く動

ける方等にそういう設備が必要ではないかなと検討されるということでした。 



 

－ 147 － 

先般ですね大隅曽於地区消防組合の会議があった際に、議会の中ではないんです

けれども、その外で消防職員の若手の方から、火災、救急等については日頃の業務

の中で技術が磨かれているのですが、やっぱりそういう災害等の救助についてはな

かなか実践経験がないということで、若手のほうで空き家等を利用して、解体家屋

等を利用して救助、また解体の訓練は検討できないのかという、外での話ですね、

があったんですけれども、そのような形、大崎町、空き家の対策としても、危険家

屋等の対策としても、そのような資機材を準備した上で消防士との連携をした上で

そういう講習等、また技術指導等、行う予定はないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） これまでこういった災害救助に対しては、県の機関で大々的に

志布志湾を使って災害、あるいは土砂災害に対する対応策をこれまで数回やってき

ておりまして、地元の消防団の方々もそれに参加をしておられます。 

また、２市１町でもそういった訓練をしておりまして、現状は皆さん理解されて

おられると思っているところでありますが、その中で家屋が埋まってしまった、あ

るいは倒壊したとか、あるいは車の中に閉じ込められたというときに、訓練を受け

た、あるいは資格を持った方々が、ビーバーとかいろんな資機材を使いながら、切

断しながらということで、かなりの高度な技術が必要ではないかなと、今までの訓

練を見たときにそう感じております。 

今回の提案につきましては、空き家等を活用してそういうことができないかとい

うことでありますので、我々１町でそれをやるとなってくると人的な問題とか様々

な課題が山積してくると思いますので、提案されたことにつきましては、また消防

組合と、そういう意見があったことを踏まえながら協議をしたいと思います。 

○２番（草原正和議員） 是非ですね消防組合とも議論しながら、少しでも経験が積め

るよう計画をしていただきたいと思います。 

続きまして、消防詰所の場所、消防車との確保はどうなっているか。消防詰所に

関しましては菱田地区、大丸地区、大崎地区、津波の被害が想定されてる場所だと

思います。そのような中、大丸、菱田地区に関してはですね津波の影響がない場所

を考えてくると移転となってくると、なかなか活動に対して難しいのかなと、その

上での場所が策定されているのかなとも思われるところですが、大崎地区の詰所に

関しましては、まだ高台に移動できる可能性もあることから、どのような認識があ

るかについてお伺いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

今おっしゃったように、中央分団、それから大丸分団、菱田分団のある詰所につ

きましては、十分な標高が確保されていないのかなというふうに思いますし、特に

中央分団については液状化しやすい場所に立地しているという認識をしているとこ
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ろでございます。 

消防詰所はいうまでもなく、防災拠点として重要な役割を担っております。現段

階では、それぞれの消防詰所の建て替えや移設の具体的な計画はございませんけれ

ども、建て替えをする場合には設置目的が十分発揮できるよう設置場所や機能につ

いて検討する必要があると思っております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） もしものときのための消防施設です。もしものときに使えな

いようであると何も意味がないと思いますので、是非ですね地域性、場所、安全性、

いろいろなところを総合的に判断した上で必要なものは実施していくように要望を

していきます。 

先ほどの中に、消防車等の確保の質問をしたんですけれども、津波が来る場合に

やっぱり津波の影響を受ける場所については車を移動させる、高台に持っていく、

その後、使えるような状態で対策が練られているか。また、消防車を取りに行くた

めに消防団が被災されてはいけないと思います。どのような基準で、どのような車

の確保の仕方が計画されているのかについてお伺いします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 消防車の確保についての御質問でした。まさに、問題点は

そこもあるのかなというふうに思っております。 

基本的には詰所の中に、ほとんどの分団、消防車を格納していらっしゃっており

ます。先ほども詰所の建設、移転についてのお答えをさせていただきました。当然

ながら、浸水の危険がある、あるいは液状化による被害が生じる可能性がある詰所

については、今後、建設、移設をする際に、そうした消防車両と詰所と合わせて総

合的に考えていく必要があるのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 移設等も踏まえ、また移動できない地区等、消防車の確保、

先ほど言ったように確保するために亡くなられては、被災に遭ってはいけないとい

うことのその辺、大分、分団等と協議しながら一定のルールを策定してほしいなと

要望申し上げておきます。 

続きまして、地震の際における火災の水利の確保状況についてお伺いします。地

震の際、消火栓、水道が使えない状況下での地震による火災、水利確保はどのよう

になっているでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 地震時において消火栓あるいは防火水槽が使えない場合は

どうするのかという御質問だったかと思います。 

基本的には近くに川があればそういった自然水利を御利用いただくとか、畑かん

施設があればそこの水を利用いただくということが基本になるかと思っております
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が、現在、本町では耐震性の防火水槽の設置を計画的に進めておりますので、今後、

耐震性のない防火水槽がたくさんございますので、今後、そういった耐震性のある

防火水槽に順次替えていく予定でございます。 

以上です。 

○２番（草原正和議員） 川の近く、自然の水があれば一番いいのですが、やっぱり山

間部になってくるとないところも多いと思います。そのような中、防火水槽、非常

に重要だと思います。耐震性の防火水槽、新しくなったところはいいんですけれど

も、やっぱり耐震性じゃないところ、ひび割れ等で水が溜まらなかったり、補給用

のバルブが壊れていて水がなかったりするところが数件あるようです。やっぱりそ

のような中で、もし自分の家が火事になった場合に、後から「水槽に水がなかった

んだよね」と言われたときには、これは水が溜まっていないというのがわかってい

たのに放置すれば人災だと思われます。やっぱり耐震性じゃないので地震の際にま

た割れて漏れる可能性はありますけども、今の状況で溜まっていない、もしくは補

給ができないとわかっている状況を放置するというのはやっぱり好ましくない状況

にありますので、計画的に耐震性に進めるとともに、今ある既存のものも修繕でき

る部分は早急に修繕をしてもらいたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問ですが、これらの質問をいただいたときに打

ち合わせもいたしました。コンクリートで固めた古い防火水槽は結構あるわけであ

りますので、そういったところについて水漏れがあったり、過去になかったわけで

もありませんので、そういったところをちゃんと調査することも必要であるし、耐

震性のあるものに入れ替えていく、造り替えていくということは順次やっていかな

ければならないと考えております。 

○２番（草原正和議員） 防火水槽についても十分防災について進めていけるように要

望を申し上げておきます。 

続きまして、防災センターの設置についてお伺いします。先般、東串良町の防災

庁舎のほうを視察に行きました。大分はすばらしいものができていて、行政のほう、

職員のほうとの連携等もできたり、どこで災害が起きているかというのが大型モニ

ターでわかりやすく表示できるような状態にありました。 

そのような中、防災センターを本町にも設置を検討できないかについてお伺いし

ます。 

○町長（東 靖弘君） 防災センターの設置につきましては、防災についての住民の意

識を高め、知識や技術を養うための施設として、また大規模災害時の防災拠点施設

として、あるいは災害により庁舎が大打撃を受け機能しなくなった場合の予備拠点

施設としての重要な役割を担う施設であると認識しております。 
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現時点では、防災センターを整備する計画はございませんが、必要性は十分理解

しておりますので、今後、場所や設備、機能などを含め検討させていただきたいと

思います。 

○２番（草原正和議員） 現段階では計画はないということでしたが、必要性は十分理

解している、今後、検討を、場所と設備を含め検討するということですが、この検

討は必要性を十分理解して進めていく形での検討という認識でよろしいでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 位置の問題を考えていかなければなりません。なかなかうまく

いかないなと考えているのが、必要性は十分認識しておりますけれども、先ほども

質問が出ました、この庁舎の位置が、リアス式だったとすると、その３倍ぐらいの

津波が来たときに、規模によりけりですけど、この機能も失われるということで庁

舎機能をどうするか、また、防災センターもそれと併せて整備するということで、

常々、職員間でも我々は共有するんですけど、ここの移転改築は現実に進んでいな

いという状況があります。 

進んでいない要因としては、この施設は国の補助事業で空調施設を全部入れてお

りますので、その空調施設においては補助金の摘果法という関係で、５年、１０年

で替えるということができないということがあるものですから、そういった期限と

のにらみというものもありまして、必要性は十分認識しているんですけど、そうい

ったことがあるものですから、期限切れが近づいてきたらそういう計画も立てなが

ら実施に向けて動いていかなければならないとは考えております。 

○２番（草原正和議員） 本庁舎との移転の絡みから場所の選定等、苦慮しているとい

うことで、国の補助事業、エアコン、空調と使ったのですぐすぐ移転が難しいとい

うことでしたけども、今ある補助をいただいた中で、それが期限が切れる、自由に

動かせるというのはいつになるんでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） はっきりわかりませんけれども、１０年ほど、今おおよそ言え

るのはそのぐらいの期間なのかと思います。 

○２番（草原正和議員） おおよそ１０年、補助の縛りがあるということですけども、

もう、この１０年間は動かさない方向で検討をするという認識でよかったでしょう

か。それとも、補助を多少返納してでも移動する可能性があるというふうな見解で

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） そこのところはなかなか難しいところで、行政機能としてここ

に残しながら移転するか、ほかに庁舎を造って行政機能としても残し、ほかのとこ

ろにも庁舎を建てて、そっちに移転するとかいうことができるのであれば可能だと

思いますけれども、今のところ、財源的な面から考えて、あるいは法律的な面から

も考えても難しい面がありますので、地震との絡み、津波との絡みと考えたときに、



 

－ 151 － 

現実を理解してもらうために関係省庁には要請をすべきだと考えています。 

○２番（草原正和議員） いろいろな視点から検討をしていかないといけないというこ

とは理解ができました。 

庁舎の移動、毎回、町長のほうは検討をされているということで、ふるさと納税

も応援基金も大分積立をそのためにしているようですけども、いつぐらいに移転を

という考え、どれぐらいかかるというのもないと、町民のほうからいろんな要望が

ある中、それをそんなに貯めてどうするのという意見もいろんなところでお伺いし

ます。その中で、このような国の補助で、これが何年まであるから動かせないとか、

ある程度、今の段階でどういうしがらみがある、どういうことを理解してほしいと

いう部分を説明しながら基金を積み立てていく、また、先ほどの中でも補助金を返

納してでも、どれぐらい返納しないといけないのか、そういう試算をしっかりとし

た上でですね町民の方が納得できるような形で積み立て、また、要望等にも応えな

がら移転のほう、また防災センター設置のほうを検討していただきたいと思います。

それについて返答を。 

○町長（東 靖弘君） ありがとうございます。 

周知広報、伝えた、伝わったところも御指摘いただいておりますので、議会でそ

のやりとりが出されてくると議会だよりとか広報とかで伝わっていったりしますの

で、我々も災害の危機ということを考えたときに、そういった話せる場を設けなが

ら現状はこうですということは説明をしていきたいと思います。 

○２番（草原正和議員） 是非ですね移転を早くするのがいい、移転をしないのがいい、

そういう問題ではなく、ちゃんと情報を伝えていただき、理解を得るということが

一番大事だと思いますので、町民の皆様の御理解が得られるような形での進め方と

いうのを要望して私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（富重幸博議員） ここで暫時休憩いたします。次は、１４時２５分から再開い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時１８分 

再開 午後２時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、１０番、中山美幸議員の質問を許可いたします。 

○１０番（中山美幸議員） さきに通告しておきました中学校の問題、環境拠点整備実

行委員会の２件について質問いたします。 

質問通告書では、答弁を求める者として町長、教育長、中学校長の３名をお願い
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しておりますが、中学校長の臨席が確認できません。町長、教育長により十分答弁

ができるものだと認識し、質問に入ります。 

まず、１月１８日１４時１５分から開催された令和６年入学生対象者入学説明会

時配布された入学説明会資料１９ページについて、令和５年７月現在の部活加入状

況を踏まえたサッカー、陸上、剣道について、部員募集をしないとの説明があった

と数名の保護者の方から伺い、配布資料も同時に持ってきていただきました。どの

ような意図があり、またどのような経過を踏まえて、どのような権限があり話され

たのかを伺い、１回目の質問といたしますが、答弁については保護者の方々にユー

チューブ等で確認するとの意見もいただいていることを踏まえ、誠意ある答弁を期

待いたします。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、大崎中学校の入学説明会における学校長の保護者

説明への内容の意図についての御質問ですが、まず、今回の説明会に当たりまして

は、これから入学に向けて参加された保護者等に対しまして、配慮不足といいまし

ょうか、説明の不足等がありまして、先ほど議員がおっしゃったように十分御理解

に至らない部分があったところは御心配をおかけしたと思っております。 

まず、中学校の入学説明会についてでございますが、先ほどありましたとおり、

１月１８日木曜日、午後２時１５分から午後４時３０分まで、新入学生の児童及び

保護者が参加いたしまして、中学校の体育館で行われました。新入学生の授業参観、

そして保護者のＰＴＡ活動の説明の後、全体説明では、生徒会長による歓迎の挨拶、

中学校紹介、生徒指導上の生活の決まり、教頭による入学までの準備、学習につい

ての後、校長のほうから、先ほどありましたように、部活動についてを５分間説明

し、その後、質疑応答、学校長による閉会の挨拶が行われました。 

校長が説明した部活動等の内容の意図を申し上げますと、現在、国が進めている

部活動地域移行の方向性を踏まえ、本校生徒の実態と大崎町内外のスポーツ活動あ

るいは文化活動を紹介することで、今後の部活動の選択を示唆することが目的だっ

たようです。 

部活動停止に至った経緯についてでございますが、まず、年々部員が減っている

部活動につきましては、中学校の部活動廃部規定を遵守して募集停止の措置をとっ

ております。部活動の廃部規定の例外をつくれば、今後、募集停止の判断が難しく

なっていきます。現在、生徒数が３００人規模の中学校で１２の部活動を運営する

ことは大変困難になってきているのではないかということでした。 

今後、生徒数が減少していくことに加え、加入率も高くはないところで、指導に

携わる教員の負担等にもなっております。校長は、新入学生や保護者に、今後の地

域移行などの取組を最初に伝えるべきだと考えた説明だったようです。関係者等と
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の事前協議が十分ではないところもあり、保護者等に伝わりにくいところもあった

ようです。 

今後、中学校部活動地域移行検討委員会をはじめ、ＰＴＡ、あるいは学校運営協

議会等でも協議し、大崎町スタイルの地域移行にしていければと考えているところ

でございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） まず、今、教育長のほうから説明がございましたが、とり

あえず町長に１回だけ質問申し上げます。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の中で、町長を代表として大綱の要項

を定めるように定めがありますよね。第１条の３項、基本理念とそれから大綱の策

定等ということで、本町におきましても４回ほど、令和２年、３年、４年、５年、

６年度までの５年間を目標とした大綱を定めるようになっているはずですね。それ

において、ホームページで大綱の会議録が公表されておりますが、大綱は公表され

ておりませんよね。大綱は公表しなければならないという法律がありますよね、第

１条第３項の３、地方公共団体の長は大綱を定め、またこれを変更したとき遅滞な

くこれを公表しなければならない。会議録よりも大綱の公開ということが必要なん

じゃないかと思いますが、いかがお感じでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 教育大綱が町長部局に教育大綱を定めております。毎年、４月、

５月に教育委員の方々に集まっていただきながら教育の方向性の会議をやっている

のも事実であります。 

ただ、御指摘がありましたように、大綱を公表していないことについては理解し

ておりませんでしたので、すべきだということもちゃんと掲げてあるということで

ありますが、そこにつきましては、今、していないことの事実については具体的に

説明することはできませんが、そういう御指摘は受け止めていきたいと思います。 

○１０番（中山美幸議員） これは、今、教育長が答弁された、学校教育といったもの

の内容、社会教育、それまでを含めてこの大綱の中に織り込んでいくということな

んですね。ところが２年度からの大綱の中を見てみますと、薄いんですよ。一番厚

かったのが、令和３年８月２５日、これは前藤井教育長の時代です、このときのや

つが防犯カメラの設置の事業、それから中沖小学校の大規模改修、トイレの洋式化、

小中学校ですね、それから中学校の援助策、それから英語検定の費用の助成、中学

校のコミュニティスクールの件、それから学級編成の件、これが議論されているん

です。ほかの大綱のときはどういったことが議論されているかというと、議事録を

拝見しますと、ほとんどがＳＤＧｓなんですよ。ＳＤＧｓばっかりです。それに絡

んだ教材の開発だけです。 
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これ、町長、本来は国の法律で定められているやつは教育に関する大綱の策定が

そうですが、教育の条件整備、重点的に講ずる政策・施策、児童・生徒の生命・身

体の保護、緊急の場合に講ずるべき措置、先ほど避難訓練の話も出ました、そうい

ったことをこの大綱の中にうたい込むようになっているんですよ。その議論もなさ

れていないんです。これは、教育長、いかがお考えですか。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど議員がおっしゃいますように、教育大綱については総

合教育会議が首長部局のほうと一緒に、先ほど町長からありましたように、教育委

員も含めてあります。 

今、過去の状況等を説明いただきましたので、おっしゃるとおり、教育大綱です

ので大きな部分での学校教育を含め、また社会教育も含め、子どもから大人の部分

までが全体的なものでありますので、教育委員としても参加し、また、首長の町長

とも一緒になって総合教育会議の中で話し合って策定するべきだと考えております。 

６年度までが、ちょうど、今の現３次の大綱になりますので、７年度から、また

５か年間、１１年度までが教育大綱をつくる時期になりますので、令和６年度中に、

また町長部局のほうとも連携し、総合教育会議の中で、先ほど議員がおっしゃいま

すように、大きな部分の学校教育、社会教育を含めて総合的に網羅した大綱ができ

るように努めてまいりたいと思っております。 

○１０番（中山美幸議員） こういった大綱がちゃんと示されておれば、今回のような

問題はなかったんじゃないのかなというふうに思います。中学校の教育課程の問題

についても、お互いに教育行政と町長との部分でこの大綱があって、しっかりと教

育総合会議の中で議論されていて、それが文書化されて住民に公表がされているん

であれば、先ほど申しましたような発言、先ほど教育長からもありましたけども、

しっかりとした結論も得ていない中で、校長がそういった発言をされているわけで

すね。私が言ったように、部活は募集しないと。これはどうなんですか。学校とし

て、新しく希望を持って、中学校に入ったときは私はこれをやるんだ、僕はこの部

活にいって一生懸命やりたい、こういう勉強をしたいんだと希望に満ちて６年生を

卒業しようとする子どもたちの芽をつぶしているんじゃないかなと思いますが、こ

の点については、町長、教育長、お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 中学校の部活のことについてでありますけれども、中山議員が

おっしゃいましたように、小学校から中学校に上がったらいろいろ部活動をやりな

がら積極的に頑張っていこう、その部活の中でも吹奏楽であったり、あるいは陸上

関係であったりと、いろんな子どもたちは希望を抱いて入学してくるわけであると

考えております。そういった中で、この部活においては部員が少ないので募集を停

止する、中止するといったことが保護者に伝えられたということは、伝えられた現
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場で初めてそれを知るわけでありますので非常にショックも大きい、保護者として

も子どもたちにしてもショックが非常に大きいということは十分に判断ができると

ころであります。これからの人生、夢といったことの芽を摘んでしまったというこ

とが一番大きな要因なのかと思います。 

今までも部員が少ないところは同好会式で進めたりしておりますので、そういっ

たところを、中止・停止じゃなくて同好会へ移行とかということになります、増え

てきたらクラブとして認めますということの説明が、本当に必要だったのではない

かと考えております。 

○教育長（穗園正幸君） 今、町長が答弁されましたように、子どもたちは夢や希望を

持って、やりたい部活動、スポーツあるいは文化とかそういうのがあるんじゃない

かと思います。 

そこで、入学説明会が終わった後にそういう地域の声があるということをお聞き

いたしましたので、サッカーの指導者、あるいは剣道の指導者の方々と一緒に中学

校に来校いたしまして、おっしゃるとおり、子どもがやりたいそういうものを摘ん

ではどうかなというようなことで、部活動の廃部規定等はあるものの、やっぱり子

どもたちを中心に据えた学校教育はすごく大事なのかということで、御理解いただ

いて、また新一年生を迎える保護者の方々にはその募集ができるようにということ

で文書を中学校から出していただいたところでございます。 

○１０番（中山美幸議員） 先ほど、登壇された教育長の答弁、それから町長の答弁、

お伺いしました。町長は割とよく把握されていたような感じを受けるんですが、部

活の廃止規定は、もう大分なりますが、大崎中学校の私は役員もしていました。大

和隆信氏というスイミングの指導者の方が会長で、私と、あと男性と女性が１人、

ＰＴＡの副会長、３人おりました。そのときに私は副会長をしていました。そして、

その時点で学校が非常に荒れていた時期です。そのときにある部がありました、そ

れは非常に素行が悪かったのでＰＴＡの役員で話し合いをして、その部は廃止にし

ていただきました、保護者の方とも話し合いをしまして。ところが、ほかの部活、

先ほど人間が少なくなったから廃止しますよということはなかったんですね。今、

教育長がおっしゃる部活の廃止規定は、人数が４人以下になった場合には同好会と

してやっていただくというような条件だったんじゃないんですか。私はそういうふ

うに理解していますし、私がＰＴＡの役員をしているときにはそういうふうに運営

をしたと思いますが、いかがですか。 

○教育長（穗園正幸君） 過去にＰＴＡの役員等をされて、部活と関わっていただいて、

規定等もつくっていただいてということで、私が部活動の中学校からいただいた廃

部規定を見ますと、このように書いてございます。「新入部員募集後、下記の部活
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動可能人数を２年間満たさない部は廃部対象とし、次年度の新入部員の募集停止を

かける。２年、３年生に在籍している生徒がいる間は、対象部活動は継続する。在

籍している生徒は個人戦のみ、または可能であれば近隣の学校との合同チームとい

う形で出場し、その生徒が引退後に廃部とする。なお、活動の実態がない部員は、

５月に遡り部員の人数として認めない。また、廃部後、その競技の中体連主催の大

会に出場を希望する生徒がいる場合は検討して大会出場を認めることもある」とい

う規定で、当時の部分からひょっとすると改定をされながらきているのかなという

こともありますが、今現在の規定はそういうふうに明記してあるところでございま

す。 

○１０番（中山美幸議員） ということは、軸足を子どもたちに置いてないということ

じゃないですか。２年間は継続しますと、じゃあ、その団体競技をしている部活は

人数が少なくなると隣の町の隣の中学校、もしくは大崎中学校が、ほかの中学校が

ありましたよね、まだ。持留中学校は早くに閉鎖されましたけど、野方がありまし

たし、中沖もありましたし、菱田もありましたし、そういった学校と一緒にやると

いうことじゃないですか。そうしたら、大崎中学校に通っている子どもたち、１つ

の学校の中でコミュニティの醸成なんかも教育法の中にうたってありますね、お互

いに調和を図りながら云々ということ、そして、私は先日行われた中学校の卒業式

の表題を見てびっくりしましたよ、そういったことを発言する校長が学校の目標値

の中の一番冒頭、誰一人取り残さない学びの保障を基盤とし、取り残しているんじ

ゃないですか、これはどう考えますか。これを公然と出されているんですよ、いか

がでしょうか。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど申し上げましたとおり、校長は部活動の廃部規定に遵

守しということで、これは校長先生だけが決めたのではなくて、説明会に当たって

は教育課程に基づいておりますので、職員会議を開いて、そして、そのことも説明

しながら決められたことではないのかと思うところです。 

ただ、おっしゃるとおり、誰一人取り残さずという、希望があるにもかかわらず

部活動に入られないという部分があるところにおいては、先ほど申し上げたとおり、

私たちも子どもたちの夢とか、やりたい部活とかそこで中断するというより、やっ

ぱりやりたい部分を生かしていけたらいいのかなということで、繰り返しになりま

すけれども、関係の指導者等とも一緒に中学校に行って説明をして、募集をしてい

ただくような形に取っていたところではございます。 

以上です。 

○１０番（中山美幸議員） じゃあ、単刀直入に教育長にお伺いしますが、今、教育課

程とおっしゃいましたね、私、毎年これを取っているんですよ、小学校も教科ごと
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に取っています。というのは、遊びの学校で子どもたちが今どういう授業をしてい

るんだろうか、それに沿った遊びの学校での体験活動を進めるために、私はこれを

取っているんです。これは中学校学習指導要領総則編といいます。御覧になってい

ると思いますよ、これの１２６ページ、学校の教育の一環として行われる部活は異

年齢の交流の中で生徒同士や教員と生徒等の人間関係の構築を図ったり、生徒自身

の活動を通して自己肯定感を高めたりするなど、その教育的意義が高いことを指摘

されているということが教育課程外の学校教育と教育課程の関連ということで第１

章の第５の１のウに記載してあるんです。ということは、先ほど教育長が答弁され

た教育課程との違いということはおかしいんじゃないですか。これは私はおかしい

と思いますよ。部活は教育課程の一環としてやるべきことなんですよ。そうじゃな

いですか、総則の中では。 

それと、今日、忘れていますけど、体育編とありますね、もう１つ体育編がある

んですよ。同じ年度に出された体育編、黄色のサッシです。これの中にもうたって

あります、学校教育の一環である、教育課程とは違うけども学校教育の１つのくく

りの中の１つだということなんですよ。そうすると、先ほど教育長が言われた問題

についてはおかしいんじゃないですか、どうですか。 

○教育長（穗園正幸君） 教育課程と学校教育活動内ではあります。教育課程外ではあ

るんですけれども、ちょっと、議員さん、違うという視点のところがちょっと私も

わからないんですが、どういう答弁のところで、学校教育活動ではないというよう

なことを言ったかちょっとわからないんですが、指摘の部分が。 

○議長（富重幸博議員） 教育長、確認をしたいということで反問権が付与されており

ます。 

○教育長（穗園正幸君） 確認をしたいんですけれども。 

○１０番（中山美幸議員） 先ほど、議長は教育課程の話をされましたよね。教育課程

の中に部活が入ってないというようなニュアンスを受けたんです。部活は入ってい

るんです、教育課程の中に。教育課程というか学校教育の中に一環として入ってい

るんですよ。それは認識していただきたいということです。まだわかりませんか。 

○教育長（穗園正幸君） 教育課程の中には部活動は入っていませんが、学校教育活動

の中に入っております。教育課程というのは、全生徒が参加し、授業であったりし

ますので、部活動は全生徒ではございませんので教育課程外の学校教育活動だとい

うことを先ほどお話ししたところです。 

○１０番（中山美幸議員） それは十分わかっていますよ。教育課程は定められている、

約８項目ぐらいですか、定めてあります。それも私は読んでおります、見ておりま

す。本日もその書類を持ってきています。学校教育法の中で。だから、教育長が言
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われたその部分については誤解を招くんですよ。もう少し子どもたちのところに軸

足を置いて議論してください、そして、お伺いしますが、学校長の職務権限はどう

いったものがありますか。今回、これを発言された学校長の権限の中にそれは入っ

ていますか。 

○教育長（穗園正幸君） 校長の職務権限につきましては、学校教育法の中に校長の職

務が書いてございます。その中には、校長は校務を司り所属職員を監督するという

ことで、校務とはどういうのがあるかといいますと、５項目ございます。 

１つには教育の内容、先ほど申し上げました教育課程をはじめ、内部の運営管理

に関すること、これが１つ。それから２つ目が、所属教職員の管理ということでご

ざいます。これは、全般的に所属の教職員を管理いたします。３点目が児童・生徒

の管理、これが教育指導の全般で児童・生徒の管理。それから、４点目が施設設備、

それから教材教具の保全管理、こういうのがあります。それから、５点目が学校事

務の管理。こういうような管理につきまして、校務を司って所属職員の監督を行う。

これが校長の職務だと考えております。 

○１０番（中山美幸議員） 学校教育法の２８条に記載してございますね、この項目に

ついては。今言われましたように、基本事項の中に校務をつかさどるというのがあ

ります。そして、教育課程、カリキュラム、先ほど言われた全体の学校の部活動を

離れた部分、そうですよね、それの設定だとか副読本をどういったものを使うかと

いったものだと理解していますが。それから児童・生徒の取扱いについて、それは

指導だけではなくて、出席受講の把握だとか内申書の件、本当は校長がつくらなき

ゃいけないんですね、この法律からいうと。ところが、それについては担任の教師

がつくって、校長は印鑑を押すだけでしょうけども、そういった事項。それから保

健安全管理、これも入っているじゃないですか。そして、教職員の人事、それから

予算については国の法律の中で校長に委託義務じゃないですか、これ。委託される

ことです、予算についてはですね。それから施設の整備といったことについて教育

委員会、もしくは学校、設備、町長に対してそういった意見を述べることができる

ということじゃないですか。その中に部活を中止する、部活を募集しない権限はど

こにありますか、この２８条の中の。 

○議長（富重幸博議員） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５４分 

再開 午後２時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 再開します。 
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○教育長（穗園正幸君） 部活動に関する部分で、校長は毎年度に学校の部活動に関す

る活動方針を策定するとともに、その運用を徹底する。また部活動顧問は年間活動

計画並びに毎月の活動計画を作成し、効率的・効果的な活動を実施するということ

で、校長が活動方針の策定をするというようなことになっているようです。 

○１０番（中山美幸議員） それを言われるんであれば、部活動の基本方針を定めるだ

けであって、どの部活を辞めさせる、どの部活を始めさせる、その権限はうたい込

んでないですよ。ましては、それを校長が立てていらっしゃるんであれば、それは

委員会には報告の義務があったんじゃないですか、いかがですか。出ていますか、

委員会に。 

○教委管理課長（岡留和幸君） お答えします。 

毎年度、学校のほうから来ていることは確認はできないところでございますけど

も、今、手元にあるのが令和４年度大崎中学校の部活動の指針がございますが、そ

れが今おっしゃる学校の部活に関わる活動方針と合致するのかは確認は今できない

ところですが、今現在確認できるのはその部分でしかございません。 

○１０番（中山美幸議員） それを言われるだろうと思って、私も調べてみました、そ

の件も。それは、教育長の職務、公務、それとはちょっと事項が違うのかなという

ふうに理解しておるんですね。それを言われるんであれば、学校で部活を通じて遠

征に行かれて宿泊がある場合、それは全部教育委員会に通達が来てますか。そこま

で含めているんですよ、今おっしゃったことは。それもなされていないんじゃない

ですか。だからおかしいですよということを言っているんですよ。それは例えば中

学生がキャンプに行きます、宿泊します、部活で遠征に行って宿泊をします、それ

についても、本来は、さっきの言われる条項を見ると教育委員会に報告がなされて

いないとおかしいんです、それは報告の義務があったはずです。だから、そういっ

たことも考えないで、私が一番考えているのは子どもたちの夢だとか希望だとかそ

ういったことをつぶさないでほしいということなんですよ。先般の卒業式に行って

何も感じませんでしたか、教育長。 

○教育長（穗園正幸君） 卒業式に参加させていただきました。私が一番感動したのは、

来賓の入場のときに在校生の子どもたちが一生懸命元気な挨拶を、おはようござい

ますとしてくれました。すごくそういうのに感動いたしまして、厳粛な中に子ども

たちが、そして卒業生が最期には歌を歌いながら、ほほに伝わる涙を流しながら歌

って、３年間の思い出を伝えながら歌っている姿を見ながら、非常に感動的な卒業

式だったと、そんなふうに感じております。 

○１０番（中山美幸議員） 今までの卒業式はですね吹奏楽部の子どもたちが演奏して

いたんですよ。そして、今回、卒業式で演奏させてほしいということで校長に直訴
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もした見たいですね、子どもたち、それを断っているんですよ。それは子どもたち

のせっかく一生懸命やろうよという気持ちもつぶしているんですよ。そして校長の

ところに子どもたちが校長に頭を下げに行っているんですよ。頭を下げに行ってい

るのにもかかわらず蹴っているんですよ。そういった事実もあります。本当に子ど

もたちの芽をつぶしているじゃないですか。私はなぜかなと思います。自分たちの、

今、働き方改革で４時４５分になったら私たちの責任はございませんという校長も

いるみたいですね。それは確かです、４時４５分まで勤務ですから。しかし子ども

たちがいるから学校の職員はなりわいが成り立っているんですよ。子どもたちがい

なければ教職という仕事はありません。そしてましては大学を出て教職課程に進ま

れて教職員になろうとしたときに何が目的で教職員を目指したのか。部活の指導を

してみたいとか、自分が一生懸命、高校、大学で部活をしていたら、これを子ども

たちに伝えてあげようかねといった気持ちを持ったり、このことは子どもたちに教

えてあげたいなということでなられた先生がほぼ私はだと思います。ただ、普通の

公務員よりも１号俸給料が高いから教員になろうというような考えを持った先生は

いないというふうに思ってますが。大変私は残念でした、その子どもたちから話を

聞いて。 

   教育長は教育をつかさどるトップとして子どもたちのことを真剣に考えてあげて、

そして中学校ですよ、３年間中学校で教育を受けて、今度は進むべき高等学校に行

く、そして大学に行く子もいるでしょう、そして社会に出る子もいるでしょう。そ

ういったときにそういった力を付けてあげる、その基礎をつくるのが中学校じゃな

いんですか。小学校である程度６年間して学んだものを中学校３年間でその基礎を

充実させてあげて、そして高校だとか就職するんであれば就職するようなところに、

世界に送り出していく。その一番大事な時期じゃないですか。そこの芽をつぶして

いるんですよ。今後、そういうことがないようにしっかりと話をされて改善できま

すか。 

○教育長（穗園正幸君） 今、話をお伺いしながら、子どもたちが卒業式に演奏したか

ったという部分を校長に訴えているという部分をお聞きして心の痛む思いがいたし

ました。 

卒業式等は、先ほど申し上げましたとおり、大体１か月ぐらい前に企画委員会、

そして職員会議を経て、どういう形でやるのかということを話し合いをするわけで、

そういう中でも多分、吹奏楽とかそういう部分が出てきたところではないのかと思

います。そういう部分につきましては、学校の中で話し合われたことだと思うんで

すけれども、やはり、子どもたちを中心に軸足を持って、そして学校経営をしてい

く。子どもたちだけでなくてＰＴＡの方々、あるいは地域の声、そういうのを総合
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的に聞きながら学校づくりをするということはすごく大切なことだと認識しており

ますので、今お聞きした御指摘の部分も含めて、教育委員会といたしましても管理

職の校長会、教頭会、研修会等もございますので、そのような場を使って指導・助

言、そして学校と連携を取りながら、子どもたちがすくすく、夢や希望に前向きに

取り組んでもらえるような大崎の学校づくりに努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸議員） 是非ですねそういった対応を取っていただきたいと思いま

す。学校の教育の一番トップの教育基本法がありますね、この中の第４条、教育長

は教育のプロですからおわかりになっていると思いますが、すべての国民は等しく

その能力に応じた教育を受ける機会を与えられなければならず、人種、信条、性別、

社会的身分、経済的地位または門地において教育に差別をされないということが書

いてあるんですね。これは教育基本法の基本じゃないですか。そういったことも忘

れて、子どもたちの芽をつぶすような教育行政というのはあり得ないと思います。

是非、そこは念頭に置いて、今後、７年度からの大綱をつくられる折もそういった

ところを考えていただきたい。そうでないと、町長は子どもたちを育てるというこ

とで子どもたちにかなりの予算を使ったりされるじゃないですか、将来の大崎町を

背負っていく子どもたちを考えながら、でも足下は揺らいでいるんですよ、足下か

ら。先ほど教育長は文書で出しましたということをおっしゃいました。私もこの文

書もすぐ、これは中学校の卒業式の折、通路で待っていたときに父兄から２通同じ

文書が来たんです。小学校から新入生保護者各位という文書が、「令和６年部活に

ついてお知らせ」、令和６年３月１２日、大崎町立大崎中学校。配信者は誰ですか、

学校がこれを配信するんですか。私はここにも疑問を持ちます。代表者である校長

の名前がなんでないんですか、責任者である。そして最期のほうになんて書いてあ

るかというと、本校では現在、大崎中学校部活動地域移行検討委員会が中心となっ

て調整しているところですが、できる限り既存の部活動がそのまま地域活動に移行

できるように努力しているところです。その上のほうには募集を停止していますと

書いてあるんですよ、まだ。まず謝るべきですよ、申し訳なかったと、保護者の

方々に。保護者より子どもたちに謝るべきですね。大の大人であっても、やはり間

違っていたら、間違ってたらというか行き過ぎていたら、相手が子どもであろうと

しっかりと謝るべきです。私はそれはいつも努力をしているつもりです。遊びの学

校でもわからないことはわからないとはっきり言います。そして、一緒に調べよう

ねということをやります。間違っていたら、ごめんね、おじちゃん間違っていたね

ということを言いますよ。やはりそういった気持ちが必要なんじゃないですか。私

はそう思います。是非、先ほど答弁されたようなことを念頭に置いて頑張っていた
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だきたいと思います。そして、改革されることを望みますので、しっかりと父兄の

方々と一緒に私は外から見ています。子どもたちはよく私のところに来るんですよ、

よく来て話をしてくれます。そういったことがありますので内容はよくわかります。 

町長は今回の予算の中で、私が前お話をしていました、同僚議員も言っていまし

た、給水については予算化していただきましたことを高く評価します。しかし、９

月定例会でしたね、このときは、教育長が答弁をされている間に、議事録を持って

きていますけども、あとで見てください、議事録の１０１ページ、学校からは熱中

症が出たというようなことは聞いていないというようなことを答弁されているんで

すね。このときにどういった事案が発生したかというと、学校に熱中症で倒れた子

どもがいて、どうもこの時間帯ですよ、救急車を呼んでいるじゃないですか。だか

ら、よくそういったことも把握してから答弁をしていただかないと、だって実際事

件は起きているんですよ。私はあのときも予防的措置でお願いしますねということ

を言ったじゃないですか。そういうこともありますので、しっかりと検討するとこ

ろは検討する、そして指示を出すところは教育委員会として、教育長としての職務、

それは出すべきですよ。しっかりとそういうふうにしていただきたいと思います。 

そこで、同僚議員も中途半端で終わりましたけども、学校の部活移行について、

委員会を今やっていらっしゃるようですが、どのような進捗状況なのかお示しくだ

さい。 

○教育長（穗園正幸君） お答えいたします。 

中学校の部活動の地域移行についてでございますが、以前、中学校部活動の地域

移行に関する質問があった際に述べたところではございますが、部活動には生徒が

やりたいスポーツや文化活動ができる良さがあり、これまでどおり生徒のスポーツ、

文化活動に親しむ機会を確保し、自主的・主体的な参加による活動を通じ、責任

感・連帯感を涵養し、自主性を育成することが大切だと考えております。 

しかしながら、学校における部活動を取り巻く環境の変化として、少子化に伴う

部員数の減少、あるいは教師の業務負担を軽減するための働き方改革を踏まえた部

活動改革の推進が喫緊の課題となっております。 

そのような状況の中で、令和４年に国から運動部活動及び文化部活動の地域へ移

行する方向が打ち出されまして、令和５年度から令和７年度までを改革推進期間と

して、まず、休日の部活動を地域の実情に応じて段階的に地域移行していくことが

示されたところであります。本町におきましては、先ほど申し上げたとおり、大崎

町中学校に部活動地域移行検討委員会を設置いたしまして、大崎町ならではの部活

動の地域移行の方向性を模索しているところであります。 

現在の状況といたしましては、地域の人材を活用した部活動の地域移行を段階的
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に進めるために、その受け皿となる体制が整うまでは、当面、部活動の地域連携と

して、まず来年度から部活動指導員を募集、配置いたしまして活動環境を確保して

いく予定でございます。また、中学校部活動を持続可能なものとして地域に移行す

るために、将来的には総合型地域スポーツクラブ等の地域の多様な運営団体が受け

皿となり、そこに運営を委託する形で今後検討を進めていくことを協議していると

ころでございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸議員） 先般、私はコロナの中でしたけども、学校文化指導及び地

域クラブ等の在り方等に関する検討会がございました。これはスポーツ庁、文化庁、

両方の団体がやっています。文化庁がなんでかというと、文化的な部活動というの

もあるわけですよね、吹奏楽部だとか写真だとかいろんなのがありますが、そうい

ったものの関係もあって会議があったんです。私もそれに出席いたしました。そう

したときに、やはり学校教育の一環として行われていると言うこともちゃんと言わ

れております。先ほど私が読み上げたとおりでございます。そして、教育課程外で

行われる部活動と教育過程内の活動の関連を図る中でということですね、その教育

効果が発揮されることが重要であるということなんです。そういうことを考えなが

ら、やはり指導者の選択も必要なんですね。そして一番大切なのは子どもの安全で

す。強い運動をさせておいて膝をやったとか、いろんなスポーツ障害が出てきます

ね。そういった障害についても、そういったところにも熟知した指導者が必要だろ

うと思っています。そういったところを検討しながら進めていただきたいというこ

とは要望申し上げておきます。事故が起こってからは大変ですよ。誰でもいいとい

うわけにはいきません。そして、そういった学校活動の一環として行われている部

分については予算化すべきだと私は思っています。指導者の部分、それから保険、

それから施設の使用といったものについては今後検討していただきたいということ

で要望申し上げておきますが、町長、意見はありませんか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどビーチバレーの件で中学校の部活動の指導ができるのじ

ゃないかと担当のほうから話がありました。そこは地域おこし協力隊の制度を使い

ますので、対価ということでは違いますけれども、それなりに部活動を指導されて

おられる方々に対してはそれなりの対価として支払いをすべきものではないかと私

は考えております。こういったものに対して国・県等の補助や文科省の補助が付く

のかもしれないですけれども、やはり、何もかもが無償ボランティアということは

できないだろうと思います。 

○１０番（中山美幸議員） やはりですねシングルマザーで育てていらっしゃる方々、

それから保護者の方でおじいちゃんおばあちゃんが育てていらっしゃる方々でも、
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能力のある子どもたち、部活をやりたいねという子どもたちはいっぱいいると思う

んですよ。そういったところの支援というのも考えていかないといけない部分では

ないのかなと思います。誰一人取り残さない、ＳＤＧｓ、町長はいつも言っていら

っしゃるじゃないですか、そこを考えたときにやはりそれは支援すべき部分だと思

います。 

続けますが、次の項目に入りますけれども、地方自治法施行令第１４３条歳出の

会計年度についてお伺いします。先般行われました大崎町環境拠点整備に関する委

員会がございましたね。この委員会の費用１,５０６万５,０００円について、まず

確認しますが、これは補助事業ですよね。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしした。 

町からの実行委員会の補助金ということでございます。 

○１０番（中山美幸議員） 実行委員会の補助金ということでお伺いいたします。これ

について、先般、町長は答申書をお受け取りになられたと思うんですが、実際受け

取っていますか。 

○町長（東 靖弘君） 受け取っております。 

○１０番（中山美幸議員） その中で、第４回目の中でありました話し合いが、先般送

ってこられましたやつとは若干違う部分がございましたので。住民の委員の中で女

性の方々から、このことについてはごみを出す場所、分別したごみをいつでも出せ

るというかそういった関係の施設をつくってほしいという２件の要望が上がったん

ですが、そのことは書いてないようですね。そのことを薄めて書いてあるような気

がしますが、それは実際意見がございましたので申し上げておきますが、以前、私

が一般質問の中でもそういったことを申し上げております。実際、その委員会の中

でそういう言葉があったんですよ。町長、これを受けてどう思われますか。 

○町長（東 靖弘君） この答申については３月１１日に受け取りました。そこで説明

もいただいたということになりますけれども、４の提言というところで、拠点の運

営方針について、あるいはごみ出し困難者について、そしてまた３点目が環境学習

について、４点目が多文化共生の実現についてということ、そのほか５番目の事項

として、今後の環境拠点整備実行委員会及び拠点整備の方向性についてということ

で記されているところであります。 

この中で、４点目の提言において拠点の運営方針についてということで、新たに

常設的な資源ごみ収集所の方向性等も考慮し、という文言は入っておりますので、

それを見たところであります。御指摘のあった、委員の方々の御意見として的確に

それがこの文書の中で表現されているかというと、そこのところは見当たらないの

でそういう記述がないと申し上げます。 
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○１０番（中山美幸議員） それがですねあったんですね。担当課はちゃんと出ている

のでわかっていると思うんですが、もう担当課には詳しく聞きません。この素案か

ら、町長に提言書を出す場合においては、これは同僚議員がもう一回議論すべきだ

ということを申し上げておりますよね。そのときに前副町長、東條さんは一緒に出

ていらっしゃって、意見として、もう一回修正で話し合うことじゃなくて文書決裁

でいいんじゃないかということをおっしゃっているんですね、私はちゃんと記録し

ているんですが。そういうことは強く求めませんが、しっかりとあったことはあっ

たように、それから、今回、新年度予算でも予算を組まれていますね、１９０万で

したか、ということになりますと、先ほどなぜ補助事業なのかと聞いたのは、補助

金の支払いの期日、年度は、私もいろんなところから補助金を受けたりしますが、

前払いと後で払う部分、受ける部分がありますが、これは前払いで行われていると

思うんですが、そして会計処理は３月３１日、もしくは閉帳は５月３１日ですか、

業務上は。それがなされていたと思いますが、お金の出し入れについては約１,３

００万ぐらい出ているんですかね現在のところ、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 金額のことは別といたしましても、会計年度は４月１日から３

月３１日で終わることは決まっております。先ほどありましたように出納閉鎖期間

が２か月ありますので５月３１日までということがあるわけでありますが、そこの

中で収入支出においては処理していく、あるいはできないものについては繰越とい

う形を取るということになっております。そういった会計上のシステムがあります。 

御意見としては、マルおおさきの改修のことだと思っておりますが、そこの支払

いということでございますので、そこについては担当のほうで答えさせていただき

たいと思っております。 

ちょっと前に遡って、この提言の中で御指摘がありました常設的な場所の設置と

いうことも含めながら、もう一回協議をしましょうということがあったときに委員

決裁でいいんじゃないかということがあったと、それに基づいて４回目の委員会は

終了したと言うことでありました。これについては委員決裁ということは会議録を

作成して、再度これで間違いありませんか、そして御意見がありましたら何日まで

にお寄せくださいということを記述した上で出すべきであると私は思っております

ので、そこが省略されてしまったというところは本当に申し訳ないし、残念だった

と思っておりますので、こういったことにつきましては、今後そういったことがな

いように十分指導していきたいと思います。 

工事における支払のことについては担当課長のほうで答弁させてください。 

○環境政策課長（松元昭二君） 環境拠点整備実行委員会のほうへ補助金として支出を

するもので、前金払いで処理ができていると認識しております。 



 

－ 166 － 

工事の検査等もありますので、最終的には検査等が終わって、受け渡しが終わっ

て精算をして、そして補助金のほうも支払をして補助金の精算もその後行っていく

というような考えで進めているところでございます。 

○１０番（中山美幸議員） ３月３１日で事業は終わるわけですよ。そうしたときに相

対の予算として１,５０６万５,０００円のうちで支払いをされた部分が現在わかっ

ていると思うんですが、電気工事代、それから事務所の改造代、それから運営費の

３０万、これをどれぐらい使っているのか。私のざっとした計算、あとは残が２７

０万程度残っているんじゃないかなというふうに計算しておりますが、そこを詳し

く教えてください。 

○議長（富重幸博議員） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時２５分 

再開 午後３時２７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 再開します。 

○環境政策課長（松元昭二君） 補助金額が１,５０６万５,０００円ということで、前

金で補助金としては全額補助金としていただいているところでございます。 

工事につきましては、まだ確定してない部分があります、検査等も今月１９日を

予定していますが、支払いのほうがまだ確定していませんので、支払いの確定後、

精算をしっかりととらせていただきたいと思います。 

あと、出会の費用等は、今、そういう費用等に補助金を充てているというような

状況で御理解いただければと思います。 

○１０番（中山美幸議員） 先般の委員会の中で私は質問しました、壁材、床材といっ

たものについて、予算決定をするに当たって議会の意見はほとんど採用されていな

い、同僚議員がそれも質問しておりますよね。そして、建設課に行って図面の確認

もしました。そうした場合には資材の提案といったものは環境課のほうでやったと

いうことです。もう少し議会の議論の内容、私は持ってきて、時間がありませんの

で読みませんが、そういったこともちゃんと含めて設備してください。お願いして

おきます。要望しておきます。ちゃんと決まったことは決まったようにやってくだ

さい。教育長も先ほど答弁いただきましたこと、しっかりとやっていただいて、子

どもたちに軸足を置いて学校の運営、教育部局のトップですのでよろしく検討いた

だくように要望申し上げて私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博議員） 以上で、本日の一般質問は終了いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第３ 議案第５号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第３、議案第５号「令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第８号）」を議題といたします。 

   本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第５号、令和

５年度大崎町一般会計補正予算（第８号）について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果について報告をいたします。 

本議案は、３月５日の本会議において、当委員会に付託されたもので、３月６日

に、全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を求め、補

足説明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ９億４,０８０万３,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３８億３,９３５万７,０００円

とするものであります。 

補正予算の内容につきましては本会議において説明がなされておりますので、委

員会での主な質疑について報告いたします。 

まず、歳出の款２、項１、目８交通安全対策費、節７報償費の高齢者運転免許証

自主返納者報償費１０万円の増について、予算が増額となっているが今年の実績見

込みはとの問いに対し、この制度は７５歳以上の高齢者が運転免許証を自主的に返

納した場合の報償費で、申請者１人当たり１万円を支給している。今回１０万円の

増額をお願いし、実績見込みとして６０名を想定しているとの答弁でありました。 

次に、歳出の款２、項３、目１戸籍住民基本台帳費、節７報償費のマイナンバー

カード取得謝礼商品券３０万円の減について、マイナンバーカードの取得率及びマ

イナンバーカードのひも付け等における問題は、町内においては発生していないか

との問いに対し、本町におけるマイナンバーカード取得率は令和６年２月２５日現

在で８６.４％であり、ひも付け等における問題は今のところ確認していないとの

答弁でありました。 

次に、歳出の款３、項２、目１児童福祉総務費、節１８負担金，助及び交付金の

保育所等送迎用車両安全装置設置補助金４８万４,０００円の減について、安全装

置の設置台数と設置率はとの問いに対し、保育所等は町内に７箇所あり、設置台数

は１２台で、設置率は１００％となっているとの答弁でありました。 

次に、歳出の款４、項１、目３環境衛生費、節１８負担金，助及び交付金の大崎

町地域猫活動等事業補助金１０万円の減について、申請件数と何匹の猫に対して避

妊または去勢の手術に要する費用の一部を助成したかとの問いに対し、申請件数は

２団体で、助成の実績は３匹である。３月中に１団体が１匹分を申請予定であると
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の答弁でありました。 

次に、歳出の款５、項１、目１４営農推進費、節１８負担金，助及び交付金の経

営継承発展等支援事業補助金１００万円の減について、これは実績がなかったこと

になる減額かとの問いに対し、この事業は農業中心経営体等の経営を継承した後継

者が行う経営発展の取組を支援する補助金である。担当課として推進を行ったが、

本年度は対象者がいなかったため減額となっているとの答弁でありました。 

さらに、委員から、国の補助事業を有効に活用するためにも計上された予算に沿

って事業を推進するよう要望いたしました。 

次に、歳出の款５、項２、目１林業振興費、節１２委託料の捕獲有害鳥獣適正処

理業務委託料１２万３,０００円の減について、減額となった要因はサル焼却の頭

数が少なかったということかとの問いに対し、令和６年２月末現在、サル焼却の実

績はないとの答弁でありました。 

次に、款７、項５、目５住宅建設費、節１８負担金，助及び交付金の木造住宅耐

震診断補助金６万円の減及び木造住宅耐震改修工事補助金３０万円の減について、

申請件数と補助交付額はとの問いに対し、耐震診断補助金が最高６万円と、耐震改

修工事が最高３０万円となっているが、今年度は申請件数がゼロ件であるとの答弁

でありました。 

次に、款９、項３中学校費、目２教育振興費、節１８負担金，助及び交付金の英

語検定料補助金１６万５,０００円の減について、検定取得者は受検する高校によ

っては内申書に加点される場合があるため、英語検定に限らず、今後は数学検定や

漢字検定等にも補助する考えはないかとの問いに対し、英語検定に限らず、ほかの

検定についても、今後検討していきたいとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第５

号、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号）は、原案のとおり可決すべきも

のと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第５号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」の委員長の報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第５号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」について、委員長

の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第５号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」は、原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第６号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第４、議案第６号「令和５年度大崎町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第６号、令和

５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、総務厚生常

任委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審

査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額から３,３７３万円１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１８億７,４３２万７,０００円とするも

のであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、一般被保険者に係る保険

給付費の補正減、及び県補助金の見込みに伴う補正が主なものでありました。 

特筆すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第６号、令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第６号「令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」
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の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第６号「令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」

について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第６号「令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第７号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第５、議案第７号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました、議案第７号、令

和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、総務厚生常

任委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審

査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ９５５万６,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億１,３２万１,０００円とするも

のであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、後期高齢者医療広域連合

への納付金等の確定及び実績見込みに伴うものが大きなものでありました。 
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特記すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第７号、令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第７号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」の

委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第７号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」に

ついて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第７号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第８号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第６、議案第８号「令和５年度大崎町介護保険事業特別

会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第８号、令和

５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審

査いたしました。 
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この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２,１４２万７,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１９億７,６８２万６,０００円とす

るものであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、保険給付費の実績見込み

に伴う補正が主なものでありました。 

特記すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、

議案第８号、令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第８号「令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」の委

員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第８号「令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第８号「令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第９号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

○議長（富重幸博議員） 日程第７、議案第９号「令和５年度大崎町公共下水道事業特

別会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（平田慎一議員） ただいま議題となりました、議案第９号、令
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和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算(第３号)について、文教経済常任

委員会における審査の経過と、結果の報告をいたします。 

本議案は、去る３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６

日に、全委員出席のもと委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を求め、

審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８６９万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を２億２,９７１万４,０００円とするものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

質疑に入り、歳出の款１、項１、目２維持管理費、節１２委託料、大崎クリーン

センター維持管理業務委託料ほか１６１万５,０００円の減について、補正減の要

因はとの問いに対し、令和６年度から公共下水道事業会計が公営企業会計に移行す

ることから、会計処理において出納整理期間がなくなるためであるとの答弁。 

さらに、委員から、公共下水道事業の安定した運用及び対応のため、水道課にお

ける公共下水道事業の技術管理者の確保及び資格研修等による技術者の早期育成並

びに職員の人員増を人事担当課へ要求されるよう、全委員の意見の一致のもと、要

望いたしました。 

以上で質疑を終結し、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第９号、令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号)は、原

案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第９号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）」の

委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 
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お諮りします。 

議案第９号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）」に

ついて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第９号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、

本日はこれをもって散会いたします。お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時５５分 
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令和６年第１回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

令和６年３月１８日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（９番，１０番） 

日程第２ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 

会 計管理者 西 髙 和 義 水 道 課 長 本 松 健一郎 

総 務 課 長  上 橋 孝 幸   教委管理課長 岡 留 和 幸 

企画政策課長  渡 邊 正 一   社会教育課長 鎌 田 洋 一 

商工観光課長 竹 本 忠 行 税 務 課 長 川 越 龍 一 

町 民 課 長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 
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議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主査 隈 本 紀代美 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博議員） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、吉原信雄議員及び

１０番、中山美幸議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博議員） 日程第２「一般質問」を行います。 

順番に発言を許可いたします。 

まず、５番、児玉孝德議員の質問を許可いたします。 

○５番（児玉孝德議員） 皆さん、おはようございます。 

私は、通告いたしました防災行政についてお尋ねいたします。 

１月１日に発生いたしました能登半島地震から２か月半が過ぎますが、いまだに

避難所生活されたり、自主避難されていらっしゃる方がいます。さらに、停電、断

水が続いている状態のところも多くあります。能登半島地震では道路が数多く寸断

され、被災者のところに救援隊がすぐに駆けつけることができませんでした。地震

発生直後の被災状況の把握がスムーズにできなかったことが、初動対応の遅れにつ

ながったと思われます。 

このことから、本町においても必ず起きるとされる南海トラフや日向灘沖の地震

が起きた場合、孤立集落があちこちで発生し、道路や水道などのインフラが寸断さ

れ、さらに情報通信が途絶え、甚大な被害が起きると予想されます。能登半島地震

クラスの地震が起きた場合、事前の準備、対応がきちんとできているのか。 

そこで、まず、大規模災害に関わる防災計画の概要を説明ください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の防災計画につきましては、災害対策基本法第４２条の規定に基づき、大崎

町防災会議により大崎町地域防災計画を作成しており、町域に係る災害対策に関し

て、それぞれの機関が有する全機能を有効に発揮し、災害予防策、災害応急対策及

び災害復旧対策を実施する総合的かつ計画的な防災行政の整備及び推進を図り、町

民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目的としております。 

また、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法第５条第２

項に基づき大崎町南海トラフ地震防災対策推進計画を作成しており、南海トラフ地
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震に伴い発生する津波から防護、円滑に整備すべき施設等の整備に関する事項等を

定め、当該地域における地震防災対策の推進を図ることを目的としており、地震災

害時には的確な災害対策活動が行えるよう定めております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德議員） ただいま防災計画について答弁いただきましたが、災害応急

対策とありました。そのことを踏まえた来年度予算にあります、避難所となる総合

体育館大規模改修のときに関わる発電機などの整備だと思いますが、この大規模改

修は２年間で約１５億円の予算が計上されています。予算が適正に災害対策に充て

られているのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の避難所の１つとなる大崎町総合体育館大規模改修の予算が、発電機等の災

害対策に適正に充てられているかとの御質問でございます。総合体育館におきまし

えは、これまで経年劣化や台風災害等によりまして、細部にわたり様々なところが

傷み、修繕を繰り返してきました。しかしながら、近年では利用者が快適に使用す

るには困難を来す状態となってきております。このことから、大規模改修を実施す

る運びとなったところでございます。改修におきましては、町民の方々が快適に利

用できることを前提に、様々な箇所を改修してまいりたいと思います。 

災害時には避難所としての機能を持たせるために、床の張り替え、天井の改修や

空調設備の新設及び停電時の発電機等が主なものになります。改修の詳細につきま

しては、関係者と協議を重ねながら、適正な予算の執行と、よりよい体育館の改修

に努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

○５番（児玉孝德議員） 今、町長から、よりよい改修に努めてまいるというお答えが

ありました。町民の税金を使うわけですから、しっかりと調べて、適切な整備を要

望しておきます。 

次に、災害時には消防署、消防団、警察、役場職員など、迅速な連携が大切だと

思いますが、大規模災害時には電話などの通信手段も絶たれることも予想されます。

そのような場合の対策をどのようにするのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大規模災害が発生した場合は、情報の収集、連絡、活動体制を確立し、人命救助、

救急、消化等の初動の応急対策活動を迅速かつ的確に行うことが求められることか

ら、消防団をはじめとする関係機関との連携は非常に重要だと考えております。 

しかしながら、大規模災害時には重要なライフラインである情報通信インフラも

被害を受ける可能性があり、通信回線の途絶や停電等により、情報通信機器が使用
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できないことが想定されます。このような事態が起こった場合に、本町では、消防

団との通信手段は各分団に配備しておりますデジタル簡易無線機により行うことに

なります。また、県や防災関係機関との通信手段は、鹿児島県が整備しております

防災行政無線による衛星電話等により情報連絡を行うことになります。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德議員） 消防団との連絡はデジタル簡易無線で行うとありましたが、

役場からの無線が届かない分団があります。大規模災害時には自衛隊、消防、警察

などの支援は遅れることが予想されます。このような場合、地元消防団が一番迅速

な救助活動ができると思います。 

しかし、災害状況がわからない、どこに救助に行けばいいのか、役場までの道路

も寸断されているかもしれません。このような場合の対策を、どのようにお考えで

しょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

基本的には県あるいは消防署、防災関係機関とは衛星電話によりまして連絡を取

り合うことになっております。 

ただいま児玉議員から御質問がありました、地元の消防団との連絡体制がどうな

るかという御質問でございました。町長から答弁がありましたように、現在のとこ

ろは緊急無線で対応をお願いするということになりますけれども、ただ、それには

距離の問題、おそらく５キロか６キロが通信距離かと思っておりますけれども、あ

るいは途中で障害物等があれば不通の可能性も出てまいります。現段階では、まだ

緊急無線の対応ということなんですが、今後、衛星電話ということも考えられます

ので、そこについては消防団の御意見も聞きながら対応できるかというふうに考え

ております。 

以上です。 

○５番（児玉孝德議員） 連絡が取れないところもあるということを認識されていると

思います。現在の消防団の団長はですね菱田にいて、ここもデジタル無線ですね、

届かない、菱田分団も届きません。そこで、そういった体制を十分に検討されて確

保していただきたいと要望しておきます。 

では、大崎町内の各分団の消防詰所の建て替えについてお尋ねいたします。菱田

分団以外の詰所は大変古く、老朽化が進んでいますが、建て替えの計画はどのよう

になっているのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

各分団の詰所の建て替えにつきましては、大崎町公共施設等消防管理計画に基づ

き、計画的に進める予定でございます。 
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各分団の詰所は、２０１９年に建設された菱田分団詰所以外は、１９７８年から

１９８３年にかけて建設されており、建物構造が鉄骨造りであることを考慮し、計

画上は建設後６０年経過する２０３９年から順次建て替えを予定しているところで

ございます。 

以上です。 

○５番（児玉孝德議員） 建設後６０年経てば建て替えということですが、あと１５年

後からということになります。大崎町も女性団員の入団を推進し、現在は中央、大

丸、菱田分団に入団しています。女性団員が増えてきたら、本部付けとなり、菱田

分団詰所にある１室の部屋を女性団員の詰所とすると聞いています。 

そう簡単に女性団員が増えるとも思われませんし、今は分団付けを望んでいらっ

しゃいます。現在では、トイレなどは男女一緒で、簡易水洗、更衣室もない状況の

ところが多いです。大崎町で団員不足が懸念されています。このような中では女性

団員だけではなく、若い方も、古い詰所での活動を嫌います。その証拠に、きれい

な菱田分団には定員に達しているどころか定員オーバーとなって、定員を増やして

もらっています。 

建て替えは無理でも、早急に改修を計画し、快適な状況となるように要望いたし

ますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 御指摘のとおり、１９７８年から１９８３年にかけて建設して

いると、施設が非常に古いことは事実であります。そして、御指摘されましたよう

に、女性の方々の入団もどんどん、どんどん増えてきつつある状況にありますので、

一番は更衣室であったりトイレであったり、そういったところを整備していくこと

は考えておかなければならないと思っております。 

すべてを建て替えていくことはなかなか難しくて、先日の一般質問での出てきた

ところでありますけど、当面やっていかなければならないようなところについては、

また幹部会等にも打診しながら、改善できるところはやっていきたいと思います。 

○５番（児玉孝德議員） 是非ですね改修のほうを要望しておきます。 

それでは、大規模災害が発生した場合、今回の能登半島地震では多くの孤立集落

などや自主避難される方がいました。同僚議員も質問していましたが、本町で能登

半島クラスの地震が起きた場合、想定される孤立集落や自主避難される方のおおよ

その把握、そして、その対策ができているのかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） まず、孤立集落及び自主避難所の把握状況についてお答えいた

します。 

孤立集落につきましては、明確な把握はできておりませんが、山間部で土砂災害

が発生しやすい土砂災害警戒区域にある集落を想定しております。 
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次に、自主避難所でございますが、毎年、沿岸部地域を対象に実施しております

津波避難訓練に参加している集落の自主避難策を把握している状況でございます。

それ以外の集落につきましては、現時点では把握できておりません。また、その対

策はできているかとの御質問につきましては、まずは孤立化を未然に防止するため

に、改めて自分の家がどこにあるのか、大崎町総合防災マップ等により確認してい

ただき、自宅の災害リスクと避難行動を再確認することが重要だと考えております。 

また、行政といたしましても、災害発生に備え、迅速な救助、避難及び物資提供

など対応できるよう、大崎町地域防災計画に基づき、国・県・関係機関と連携を図

りながら努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德議員） 山間部などで孤立される集落などは把握しているということ

ですので、その辺のリスクがあるというところには周知を十分にしていただき、備

えていただきたいと思います。 

それ以外のところもですね消防団などが迅速な対応ができるような連携を深め、

必要機材などや備蓄品の蓄えなど十分な対策をしていただきたいと思います。 

それでは、能登半島地震ではいまだに断水や停電などが続いているところがあり

ます。特に被災された方は、水道が使えないのが一番大変だとおっしゃっています。

本町においては、大規模災害を想定した水道インフラの耐震化、復旧対策、さらに

は避難所への給水など、迅速な対応が取れるような体制づくりができているのかお

尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大規模災害時における水道施設関係の復旧対策についての御質問でございます。

災害及び事故等における水道危機管理対策マニュアルを平成２３年８月１日付で策

定しており、具体的な対応としては、応急給水マニュアル、応急復旧工事マニュア

ル、風水害対策危機管理マニュアル、地震災害対策危機管理マニュアル、水質汚染

事故対策危機管理マニュアル、停電事故対策危機管理マニュアル、クリプトスポリ

ジウム原虫による水質汚染事故対応マニュアルの７項目を策定し、対応を掲げてい

るところでございます。 

○５番（児玉孝德議員） いろいろなマニュアルを掲げているということでしたが、生

活する上で水は一番大切です。十分な計画をされ、災害時に対応できるよう要望し

ておきます。 

次は、福祉避難所についてお尋ねいたします。どことどこが指定され、備蓄品や

設備の面は十分なのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 
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大規模な災害が発生したときに、長期化する避難所生活において介護や看護の必

要な高齢者など特別な配慮を要する住民が、災害発生時に開設した指定避難所等で

の生活が困難と考えられる場合に、それとは別に介護や看護が可能と考えられる社

会福祉施設等に特別に開設する、いわゆる２次的な避難所を福祉避難所といいます

が、現在のところ、複数の法人と協定を締結し、８箇所の福祉避難所を確保してお

ります。 

具体的に申しますと、特別な配慮を要する高齢者等を受け入れるための施設とし

て、サンセリテのがた、エコルたちお野、回生園、菱の里、同じく障害者等を受け

入れる施設として恵誠園、同じく妊産婦、乳児等を受け入れる施設として南光保育

園、大崎保育園、大崎町保健センターの合計８施設でございます。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德議員） 複数の法人と協定を締結しているということで、大変ありが

たく思います。備蓄品の関係を、すみません、もう一回お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 備蓄品や設備は十分かとの御質問でございました。 

この福祉避難所につきましては、協定を結んだ法人が運営する施設内に設置され

るものでありまして、受け入れが行われた際には、同施設内の備蓄品等を利用して、

かかった経費を毎月、町へ請求する協定としているところでございます。 

また、保健センターについては、バリアフリートイレの設置や飲料水や食料品、

毛布などの備蓄品も、必要に応じて配付できるよう役場に確保されており、今後に

つきましても、賞味期限等を考慮しながら一定量の確保に努めてまいりたいと思い

ます。 

○５番（児玉孝德議員） 法人のほうで備蓄品とかは出すということですよね。その辺

の確保がちゃんとされているのかというところも調べていただいて、また、指導と

か、かかった分は役場に請求ということですので、その辺も確認のところをよろし

くお願いしておきます。 

でも、町民の方が福祉避難所がどことどこが指定されているのかということを知

られていないというか、尋ねられたりするんですけど、周知がちょっと足りないの

じゃないかなと思っています。広報紙やホームページなどで周知をされていると思

うんですけど、利用される可能性のある方々ですね、そういった方々には電話とか

郵送とか、何か機会があるときに十分に周知していただくよう要望しておきます。 

それでは、次に、町中学生に防災教育をどのように行っているのかお尋ねいたし

ます。本町でも各学校では、それぞれ避難訓練が行われていますが、地震が起きた

ときの対応は、教室だけではありません。鹿児島大学の井村准教授が言われていま

したが、地震が起きたときに校庭にいた子どもが教室に戻り、机の下に隠れたとい
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うことがあったそうです。それが正解だったのかということで、どの場面で起きた

のか、どこで起きたのか、そのときはどうするのかということが大切です。校庭な

ら、その場にしゃがむ、帰り道ならどうする、自宅にいたときはどうしたらいいな

ど、事細かく想定した教育が行われているのかお答えください。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、小中学生の防災教育をどのように行っているかに

ついてでございますが、防災教育には防災に関する基礎的・基本的事項を系統的に

理解し、思考力・判断力を高め、働かせることによって、防災について適切な意志

決定ができるようにする狙いと、もう１つ、近い将来、予測される防災に関する問

題を中心に取り上げ、安全の保持増進に関する実践的な能力や態度、さらには望ま

しい習慣の形成を目指すなどの狙いがございます。 

このような防災教育の狙いから、各学校では、災害について知る授業と、より実

践的な避難訓練を中心に、発達段階に応じて指導しているところでございます。授

業における防災教育につきましては、保健体育科をはじめ社会科、理科、生活科、

総合的な学習の時間などで学んでいるところでございます。例えば、小学校４年生

の社会科では、「地震などの災害から暮らしを守る」という単元で、大崎町の防災

マップや地域の人々の取組などを知り、町の防災について子どもたちに考えさせて

いる、そのような授業を行っておりますし、また、中学２年生の保健体育では、

「自然災害に備えて」という単元で、自然災害時に各自が取るべき行動について詳

しく学習しているところでございます。 

次に、学校で行われております避難訓練についてですが、地震、火災による避難

訓練については、すべての小中学校で実施しております。津波による避難訓練につ

きましては、野方小、中沖小以外の学校で実施しているところでございます。 

議員さんから御指摘がありました、学校にいない時間帯、あるいは家にいるとき

や登下校中、あるいは川や海で遊んでいるとき、あるいは学校でも校庭にいるとき

はどうするかと、そういうような場合ですが、地震、津波などの災害に出会ったと

きに対応の仕方につきましては、子どもたちの発達段階に応じて、例えば校庭で、

いつ、どこで起こるかわかりませんので校庭で起きたときとかという場合には、朝

の会でありますとか学級指導の時間等で指導しているところでございます。 

また、今回の能登半島地震につきましては、全校集会の際に校長から話をしたり、

各学級で担任が話をしたりして、今回の地震の被害の状況や命を守るための行動に

ついて、子どもたちに教えているところでございます。 

今後も、授業、避難訓練等をはじめ、先ほど御指摘のとおり、いつ、どこで起こ

るかわからないので、そういうところも含めながら様々な場面での防災教育を推進

するとともに、子どもたちに自分の命は自分で守るという防災意識を、学校、家庭、
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地域一体となって進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德議員） 防災教育に努めていくということでしたが、小学校の高学年

とか中学生になったらですね、ある程度は自分の行動を、こういう場面はこうした

らいいというのができると思うんですけど、低学年ですね、なかなかそういうとこ

ろが理解できなくて、先ほど、井村准教授が言われていた、校庭であったときに机

の下に入るんだよ、地震のときは机の下に入るんだよということを鵜呑みにして、

校庭からわざわざ教室まで戻って机の下に入ったという例があるということですの

で、その辺を十分に学んで生かして、こういった場面はこうするということを理解

できるように教育していただきたいと思います。 

それでは、次、最期の質問になりますが、大規模災害に備えた提案を私は今まで

何度も質問してまいりました。津波避難タワー、防災センター、避難誘導灯などで

す。今回は、東串良町が、昨年建築した防災庁舎ができないかお尋ねいたします。 

東串良では、私の要望した津波避難タワー、防災センター、避難誘導灯、すべて

建設設置していて、今回はさらに役場と隣接した防災庁舎ができています。先月、

防災庁舎の議員視察に行きましたが、災害時には新しい情報を効率的に把握し、関

係機関間で情報を共有し、統一された状況認識に基づき、意志決定が行われるよう

整備されていました。また、即座に住民に対して避難情報などを配信できるシステ

ムが構築されています。このように、東串良は大規模災害に備えた設備が充実して

います。本町にも防災庁舎を造る考えはないのかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

防災庁舎は大規模災害時の防災拠点施設として、あるいは災害により庁舎が大打

撃を受け、機能しなくなった場合の予備拠点施設としての重要な役割を担う施設で

あると認識しております。現段階では整備の計画はございませんが、役場本庁舎の

在り方と合わせて、場所や設備、機能などを含め総合的に検討していかなければな

らない課題だと考えております。 

○５番（児玉孝德議員） 役場本庁舎の在り方と合わせて総合的に検討していくという

ことですが、本庁舎は耐震型で空調や発電機も整備されています。 

町長も、先日、同僚議員の質問に答えておられましたが、照明や空調の補助金の

関係で本庁舎の新築は１０年後ぐらいになるということでした。同じ答えは要りま

せん。 

そこで、現在の場所で、本庁舎を建て替えるのでしたら、庁舎と東側の車庫の間

に駐車場がありますね、そこの下はスペースを生かして３階建ての建物で、１階部

分は駐車場として活用し、２階には総務課の消防係、危機管理監を配備し、隣に水
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道課を設置して、災害時の断水対策の連携がスムーズにいくようにしてはどうかと

考えます。そして、本町消防団の団長、副団長は、役場が詰所となっていると思い

ます。３階に対策本部を設け、災害対策総合システムを設置して災害時の拠点とし

て整備してはどうかと思います。さらにエレベータを設置し、本庁舎とつながるよ

うになれば、バリアフリーにもなると思います。災害時も稼働できる設備は東串良

が導入しているガス発電機や、さらにＧＨＰを導入してはと思います。 

また、本庁舎を別の場所にと考えているのなら、その場所に防災庁舎を先に建設

し、本庁舎との連絡が取れる体制を構築すればと思います。さらに、更新されたタ

ンク車のある中央分団の詰所を併設してはどうかと考えますが、町長のお考えをお

聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） まず、災害において、特に津波の襲来等において、この位置の

庁舎が被害を受けるようなことになってくると防災拠点としての能力を発揮するこ

とが非常に難しくなってまいります。防災センター、あるいは消防関係の方々が入

っていただいていろいろ連絡をする拠点としては、施設の整備は必要性が高いとい

うことは認識しております。 

昨日もお答えしたところだったんですけど、庁舎の絡みがあってと、二度と同じ

答弁は要らないということだったんですが、そういったことで課題の必要性は考え

ながら、なかなか難しい局面に入っているということは理解していただきたいと思

います。 

児玉議員からただいま説明もありましたそういったことは、我々も重々承知して

おりますので、いろんな形で前向きに捉えていきたいと考えております。 

○５番（児玉孝德議員） 前向きに捉えていきたいという答弁でした。東串良町はです

ね本町の半分の人口です。そのようなところが防災センター、津波避難タワー、そ

して防災庁舎など幾つも整備されています。人口が倍もいる大崎町は、何もありま

せん。私は議員になった９年前から言い続けていますが、答えはいつも、計画はな

い、近隣市町を見てからとか、必要な予算があればとかの答えです。今回は検討す

るというような答えでしたけど。なぜ東串良町は様々な対策ができているのに、本

町ではできないのでしょうか。もう一度、町長のお考えをお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） 私も東串良町の防災センターに行きましたし、そしてまた、最

近設置されました国道４４８号線の柏原地区の防災センターにも行きました。また、

志布志市が一時避難所として整備しました押切のところの避難所にも行きました。 

今まで防災センター、あるいは避難タワーといったところはいろいろな御意見も

いただいて、まず私の考えの中で、地域の皆さん方と話し合い活動を進めていきた

いと考えておりました。令和６年度はそういったことも実行していきながら、地域
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の皆さん方の真の声を聞いて、そこからスタートしていくべきじゃないかというこ

とを考えております。東串良町の地形的なこともあります。津波が発生したときに、

大崎町と東串良町の水田地帯は必ず、大きな津波になってくると災害を受けるであ

ろうということと、やはり１つは高台に逃げる位置、場所の問題の差もあります。

東串良町との差としては、東串良町はいろいろと昨日はそろった整備をされており

ますので、そこは参考にすべきだと思っております。 

今後、日向灘沖地震、そして南海トラフ地震といったことが想定される中で、い

かにあるべきかということは行政が進めていく、また消防団の皆さん方の御意見を

伺いながら地域の皆さん方へ伝え、そして要望を伺っていくといったことがとても

大切だと思っておりますので、６年度はそういったことから実行してまいりたいと

思います。 

○５番（児玉孝德議員） 本町においては、先日の同僚議員の質問に、南海トラフの地

震時に想定される死者数４０人、負傷者３０人、重傷者２０人との答弁がありまし

た。地震は、いつ起きるのかわかりません、明日来るかもしれません、今日かもし

れません。 

東串良町は防災庁舎のパンフレットの中で、町長が「近年、全国的に気象変動等

の影響による災害が頻発し、本町においても南海トラフ地震などの災害も危惧され

ております。このため、本町では地域住民の生命及び財産を守ることが最大の目標

であり、犠牲者ゼロを目指し、各関係機関、本町消防団と協定し、災害対応をさら

に向上させる必要があります。この防災庁舎は災害時に国・県などの関係機関との

連携調整などを行うための対策本部を２階部分に設け、参集した機関へ情報を共有

し、統一された状況認識に基づき意志決定が行われるよう整備しています。１階部

分には備蓄物資や資財倉庫、緊急車両のほかＬＰガス発電を整備し、地震や津波な

どの大規模災害による電気等のライフラインが遮断された状況においても防災庁舎

の機能を維持することが可能であるため、本町の防災拠点としてこれまで以上に災

害対応が迅速かつ的確に行えるものと考えております」というふうに述べられてお

ります。犠牲者ゼロを目指しているということです。 

東町長はですよ、想定される避難者を一人でも救おうと、早急に対策しようと考

えてもらいたいんですけど、そういうことは思われていないのかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 災害から命を守ることはとても大切なことでありますので、個

人が、一人一人が命を守るということは、まず優先すべきことでありまして、あと

車いすを利用されたりといった障害者の方々をいかにして守っていくかということ

が重要になってくると思います。災害の犠牲者を出さないということは教訓として

いかなければならないことだと理解をしております。 
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能登半島地震のとき津波が発生した時点で、皆さん方、津波が来るぞ、速く逃げ

ろと逃げて、結局、津波の犠牲者は２人だったということがありましたけれども、

地震発生後から津波が来るという予報が出たときから、六、七分後には半数の人が

高台に向けて逃げていったという情報もありますし、また、スマホの位置情報の調

査でも、ほとんどの方々が６分、７分、１０分と、兼ねての教訓を生かして逃げて

いったということがあります。やはり高台に逃げていくということは基本である。

それをいかにして住民の皆さん方にお伝えするか、もう１つは、障害を持っていら

っしゃる方々、子どもたちが車で移動したと、基本は車での移動は避けるべきであ

りますけども、車で移動して、それが避難に成功したことがありますので、それも

考えると、やはり地域での話し合い活動の中でこうしましょうということを伝えて

いく。先ほど学校のこともありましたけども、子どもたちも、まず高台を目指して

逃げようということを日々のコミュニティの中でそういったことを伝えていくこと

は一番目に優先してこれから取り組むべきことではないか思います。 

東串良町はすべての機能が充実しておりますので、そのことはいつも指摘されて

おりますが、まず、初歩的なことを踏まえて、そしてまた、そういった皆さん方の

御意見等を踏まえながら前に進めていきたいと考えております。 

○５番（児玉孝德議員） 高台を目指すということが基本になるということです。能登

半島地震で犠牲者が２人だったということですが、この２人を救うのがですね、や

はり町長の役割だと思います。そう思いませんか、私はそういうふうに思っており

ます。一人の犠牲者も出さないという東串良町長の思い、それを是非ですね本町で

も実行していただきたいと思います。 

大変恐縮ですけど、多くの住民の方がですね話しているとおり、町長の住まいは

高台にあり災害のリスクはないので、災害のリスクがあるところは国の予算が付け

ばやるくらいにしか考えていない、町民の多くが大変だと思い、若者が住みたくな

いと言っているリサイクルの日本一の称号があればいい、そちらに多くの予算をか

けていく、そして自分が町長の間は災害はないと考えていらっしゃるとしか思えま

せん。人の命より大切なことはありません。いつも質問するときは、その思いです。

私は、人にどう思われようがこのことをこれからも言い続けます。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博議員） ここで、暫時休憩いたします。次は１０時５０分から再開い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４２分 

再開 午前１０時５０分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、１番、藤田香澄議員の質問を許可いたします。 

○１番（藤田香澄議員） 皆様、お疲れ様です。 

本年１月に行われた「住民と議会との語る会」では、地域の方々から免許返納に

伴う交通弱者や買い物弱者への対応に関する質問や御要望が多数寄せられました。

本町が令和５年度に策定した大崎町地域公共交通計画においても、望ましい公共交

通ネットワークの在り方として、空港連絡バスを含む広域交通、路線バス等を含む

地域間交通、タクシー等を示す地域内交通、そして福祉バス、支援送迎等を示す補

完交通、この４段階に機能を分類し、それぞれの機能の維持・充実を図ることによ

り利便性向上と効率的な地域公共交通を目指すことが法人づけられています。 

そして、今回、本町では令和６年度当初予算として、お出かけタクシー利用助成

事業制度の導入が検討されたことは、この４段階の中でも地域内の交通の補強につ

ながり、非常に重要な施策であったと私は認識しております。 

一方で、補完交通に位置づけられる福祉バスも町内の交通空白地域や不便地域の

解消に、引き続き資する取組だと認識をしております。 

そこで、私は通告いたしましたとおり、今後の福祉バスの利用促進とサービスの

拡充についてを議題とし、初めに、運行条項と取組の実績についてを質問させてい

ただきます。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

現在の福祉バスの運行状況につきましては、毎週火曜日と金曜日に運行しており

ます。火曜日は午前中に野方・持留方面を、午後から菱田・井俣・中沖方面を、金

曜日は午前中に大丸・益丸方面を、午後から仮宿・永吉・西持留方面を運行するコ

ースとなっており、買い物などもできるようなコース設定としております。 

このようなコースの設定を開始した令和３年１１月の利用実績は延べ４９人で、

翌年の令和４年１１月では延べ６６人、そして令和５年１１月は延べ７７人と増加

している状況であります。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄議員） 今、令和３年度からの利用人数をいただいて、年々増えてい

ると伺うことができるかなと認識しております。 

今いただいた人数と、今、実際に福祉バスを運行するのに要する費用について御

質問させていただければと思います。今、利用人数をカバーする費用に関して、燃

料費、人件費、広報費等、その他経費等も含めた運行に係る総予算と、１人当たり

に係る費用を御教示いただけたらと思います。 
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○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

福祉バスの運行に係る費用でございますが、運転手の人件費及び福祉バスの維持

費、燃料費が主なものでございます。令和５年度の費用でございますが、２月末ま

での実績と３月分につきましては見込みにより試算をいたしましたところ、運転手

の人件費が約９８万７,０００円、福祉バスの重量税などの維持費が約１４万２,０

００円、燃料費が２７万９,０００円でございます。合計いたしますと１４０万８,

０００円と見込んでおります。これを年間延べ利用人数見込みの約９２０人で割り

ますと、１人１回の乗車で約１,５３０円の費用が発生していることになります。 

一概に費用対効果といいましても、特に高齢者などの買い物弱者を取り残さない

取組と考えますと、効果が薄くても継続しなければならないケースもあるの認識か

ら、今のところ、継続しているところでございます。 

○１番（藤田香澄議員） 今、１人１回当たり１,５００円程度と費用をいただきまし

た。公共交通計画でのアンケート調査におきまして、タクシーを利用される方、こ

ちらは回答者数が５２名だったんですけれども、１人当たり１回当たりの支払金額

が大体２,０００円から３,０００円という方々が３割、その次が１,０００円から

２,０００円という方が２５％、その２つを合わせて５５％の方々が大体１,０００

円から３,０００円ぐらいを消費するという数字が出ております。 

バスを走らせるということで、こちらは１４人乗りのマイクロバスだったと認識

しておりますが、１人に対してちょっとサイズ感が大きいバスを走らせるという非

効率的な部分もありますが、予算としては実際に使われる費用としては１人がタク

シーに対して支払う分と同等、あるいは２,０００円から３,０００円が相場であれ

ば、それよりも若干安い費用で１人当たりの運行ができているのかなというふうに

認識をしております。こちらに関してはいかがお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 公共交通の計画に当たってのアンケート調査といったところで

具体的に調査しておりますので、それに対しての御質問でございます。 

支払いが１人当たり２,０００円から３,０００円が３０％程度ということであり

ました。こちらは病院といったところも含みながらということで、町内の病院等の

利用が多ければそこまでいかないかもしれないんですが、タクシー利用の場合には

大体そういった感じなのかなと思います。本町の福祉バスの費用でおおよそ１,５

３０円と試算したところでありますが、経費的に見ると同じような効果があるのか

なと思っておりますが、福祉バスにおいては買い物等が主になってきているのかな

というのがありますので、そこを考えるとタクシーの利用と福祉バスの利用で若干

の違いがあるのかもしれないです。 

○１番（藤田香澄議員） 見解をいただいてありがとうございます。 
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今回の一般質問なんですけれども、改めて私の趣旨をお伝えさせていただくと、

令和６年度当初予算で上げられたお出かけタクシーチケットに関して、とてもいい

取組だと思っております。そこに加えて、冒頭申し上げたように、タクシーチケッ

トでカバーできる部分と、それ以外、タクシーチケットではカバーできない部分も

少なからずあると認識をしております。例えばなんですけれども、タクシーチケッ

トが今、月３,０００円の１２か月分を想定されていて、先ほどの大体１人当たり

のタクシー消費額が２,０００円、３,０００円がボリュームゾーンだったとすると、

月に１回程度外出できる分の補助金ということになるかと思いますので、それ以外

の、もう少し住民の福祉であったり、日々の健康増進や、外に出ることを促すとい

う施策を考えたときに、やはり定常的に走っている福祉バスも積極的に利用してい

ただいて、免許を持っていない住民の方々が外に出る回数をもう少し増やしていく、

そこを応援していくということが非常に重要なのではないかなと考えております。 

次の質問に移っていくんですけれども、住民の方のニーズ、福祉バスを使うに当

たってのニーズに関して、今後もう少し掘り起こしをしていったほうがいいと認識

をしております。例えば、先般の住民と議会の語る会においては、買い物だけじゃ

なくて、サロンであったり体操クラブにも参加したいけれども、足がない方が近く

にいるという、そういった声も聞かれました。そういった、買い物だけじゃないニ

ーズの多角化、多目的化というところも想定されるのかなと思うんですけれども、

その辺り、今後、ニーズを把握していく意向に関して、どのようにお考えでしょう

か。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

これまでに行った潜在的なニーズの把握といたしましては、免許返納等により買

い物などに行くことが困難な交通弱者がどのくらい地域にいるのかを把握するため、

令和３年度に民生委員に依頼し、６５歳以上の高齢者１,５３９人から買い物等に

必要な移動手段の実態調査を行いました。その結果では、移動手段に不便を感じて

いる方の割合は非常に低く、何らかの移動手段があるか、または支援を受けている

との調査結果でございました。 

しかしながら、現在では増加している可能性もありますので、引き続き、事業を

促進するための周知活動を行っていきたいと考えています。 

○１番（藤田香澄議員） 移動手段に不便を感じている方は低くということだったんで

すけれども、ちょっと具体的にどの程度だったか教えていただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） 調査結果では、７４.２％は車で移動ができて、２１.３％は家

族や知人、バス・タクシーで移動しており、残り４.５％は移動手段はないが、配

食サービスなど何らかのサービスで買い物等ができている状況であるという状況で
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ございます。 

○１番（藤田香澄議員） わかりました。 

ニーズのアンケートを取られた総数が１,５００件だったということで、５％程

度の方々でいくと７０、８０人程度が、足はないけれども何かしらの方法で解決さ

れているという数字だったかなと認識いたしました。 

実際に福祉バスがあることを周知したり、利用を促すために行っている取組は何

がありますでしょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 利用促進という意味では、高齢者はサロンや老人クラ

ブといったところでの周知も当然やっておりますが、あとは広報といったところで

周知させていただいております。 

以上です。 

○１番（藤田香澄議員） 広報もということだったんですけれども、どのくらいの頻度

でそういった周知をされているのかお伺いできればと思います。趣旨としては、先

ほど、老人クラブであったり当事者に当たる方々に対して主に周知されているのか

なという認識を受けておりまして、より多様な世代、例えば対象者だけでなく御家

族も含めた方々に対しても情報を提供していくことによって、なかなか当事者本人

が声を上げづらい部分もあるかなと認識をしておりまして、その周辺の方々にも周

知をして、その周辺の方々から、使ったほうがいいんじゃないというようなことを

していただく方向もあるのかなと思っております。広報のところに関して、もう少

し詳しくお伺いできればと思います。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 広報につきましては、基本的には年１回程度の広報で

あったり、集落発送でさせていただいておりまして、あとは先ほど申されたように

当事者である方々、中には介護認定を受けている方であれば、ケアマネといった

方々からも周知をさせていただいておりますけれども、おっしゃるように、まだ周

知が不足している部分もあると思いますので、その辺についてはまた今後、検討さ

せていただきたいと思います。 

○１番（藤田香澄議員） 年に１回集落発送ということで、これは時刻表とかも含めて

御案内されている形でしょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 時刻表は作成しておりますので、今後、また年に一度

は回覧をさせていただきたいとは思っておりますけれども、また、ほかの方法も今

後検討させていただきます。 

以上です。 

○１番（藤田香澄議員） 是非、定期的な周知活動等を図っていただければと思います。 

先ほど、民生委員さんによる調査というお話があったんですけれども、使いやす
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さというところ、福祉バスの時刻表であったり停車場所に関する使いやすさという

部分も含めて改善の余地や、要望に対して応えていくということもあるかなと思っ

ております。 

路線の見直しや運行の完全に関しては、今、具体的にどういった会議体、あるい

はどういった組織でそのようなことが検討されているのでしょうか 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 路線の見直しにつきましては、現在の利用者への影響

もございますので、高齢者等が対象になっていることから頻繁なコース変更は考え

ていないところですが、しかしながら、利用者のニーズというところは把握するこ

とが必要ですので、１年あるいは数年スパンで運行の見直しは行いたいと思います

が、そのためには、先ほどもあったように民生委員さんを通じまして地域の方から

の要望を聞きながら検討させていただきたいと思っております。 

以上です。 

○１番（藤田香澄議員） 公共交通計画で公共交通の利用促進を図るための効果的な取

組という質問で調査を図ったところ、回答者数が４０２人いるうちの半数が、福祉

バスの充実を選ばれたという結果も出ております。その次が、タクシー割引券によ

る通院、買い物支援というふうに上がっていて、どちらも４０２人の半数の方々が

それらを複数回答で選択された事実があります。なので、こういったところをせっ

かく声として選んでいただいているので、福祉バスの充実が具体的にどういった部

分を指しているか追加で調査するなどしていっていただいていたらよかったのかな

と認識をいたしました。利用促進を図るための効果的な取組で、福祉バスの充実も

選ばれているというこの結果に関しては、どのように捉えていらっしゃいますでし

ょうか。 

○町長（東 靖弘君） 福祉バスは、路線バスがもともとこの地域は走っておりました

ので、大崎輝北線、あるいは大崎宮ヶ原線といった、もともと路線バスが走ってい

た地域が、車社会になってきたことによって廃止になってきたといういきさつがあ

って、その頃からある程度の福祉バスを、路線バスの停留所を核にして福祉バスを

走らせた過去のいきさつもございます。どんどん、どんどん時代が変わってきてい

る中で現在のような形になっているところであります。 

今年、タクシー割引ということで予算化いたしました。まず、これでやってみて、

次、どういうふうにしたらいいか、お互いに職員とお話しながら、まず、これで走

って行こうということでやったところでありましたけれども、ただ、福祉バスの難

点が、停留所から離れていて、車がない、足腰が弱い方々をどうやって停留所まで

連れてくるのか、本人たちが行くのかというところが１つの課題であります。線上

にいる方々はそれでいいわけですけど、離れたところ、中山間地域といったところ
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が結構ありますので、そういったところの方々の困りごとをどういうふうに解消し

ていくかということが福祉バスの課題なのかと、あるいはそれに代わるものは何な

のか考えております。 

○１番（藤田香澄議員） 承知いたしました。 

先ほど、利用者の当事者の方々の行きたい場所にうまくたどり着けないというの

が福祉バスの課題としてもあるとおっしゃったかと思うんですけれども、冒頭申し

上げたように、タクシーチケットと福祉バスと、微妙に利用用途も変わってくるの

かなという認識をしていて、貴重な３万６,０００円分のタクシーチケット、７２

枚のタクシーチケットというものを何に使うと考えたときに、実際、サロンのほう

でも町外の病院に往復２万かけて行かれる方がいらっしゃったり、そういった遠出

をするときにタクシーチケットを使ってみようという考え方になられて、それ以外

の日常使いの部分というのを、タクシーチケットを使うのはもったいないから福祉

バスを使えないかというような考え方にもなるんじゃないかなと思っておりますの

で、うまくタクシーチケットと福祉バスと使い分けをしてみていただいて、タクシ

ーチケットの検討の際に福祉バスを含めて、どういう面での公共交通政策を図って

いくか考えていっていただけたらいいなと思っております。 

先ほど周知活動の件もありましたけれども、今後、利用を促していく施策を計画

的に実施していただけるといいのかなと思っているんですけれども、こちらに関し

ては、何か、現時点でこういったことに取り組んでみようなどお考えはありますで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 今年から始めて、タクシーチケットという形でとったところで

ありました。公共交通計画の話し合い活動の中で、まず何とかしなければいけない

という切羽詰まったものもありまして、皆さん方の御意見をもとにしたところであ

りますけれども、タクシーのチケットの利用につきましても、一番多いのが病院で

あり、買い物ですので、こちらからこうあってほしいなと思うのは、例えば病院に

行かれる、あるいは買い物に行かれてタクシーを使うときに相乗りしていただけれ

ば、お互いに低料金になってくるので、そういったことができるような周知の仕方

は必要かなと、最初からそう思っておりました。３人、４人でここに行きましょう、

この病院に行きましょうとなってくると、一人の負担がすごく少なくて、しかもタ

クシーのチケットを効率よく使えるというのがありますので、ここだけは皆さん方

に周知していきたいという考え方をしております。 

それから、先ほど利用促進についてということで、歩行の問題とかいろいろある

わけでありますけれども、こういった福祉バスを有効に活用していただくために、

そこまで来ていただく手段としてどうあるべきかというところをもうちょっと突っ
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込んで話を詰めていくことや、共助交通とかいろんなものが今話題にもなっており

ますので、隣の皆さん方がそこを支えてあげて、そこまで行くことができるような

環境がつくれてきたらいいかなと思っていますので、その辺は周知や、あるいはや

り方に対する検討や協議は深めていきたいと思います。 

○１番（藤田香澄議員） 福祉バスに関して、利用促進の計画として一緒に乗ることを

推奨するという御回答をいただいたのかなと思います。 

是非、利用促進や、あるいは乗りやすい、使いやすいものを検討いただきたいと

思っていて、例えば鹿屋市でくるりんバスが走っているんですけれども、フリー乗

降区間を導入されているみたいで、福祉バスが、くるりんバスが走っている路線上

で手を上げれば止まってもらえる、降りるときにも、「ここでお願い」とお願いし

たら、もともとの既存の停留所でないところでも降りられるという取組も、一部の

区間のコースにおいて実践をされているようですので、既存の停留所を見直すとい

うところもそうですけれども、それ以外のニーズがあった際にどうしていくかとい

うところも含めて柔軟な視点で御検討いただけたらと思っております。 

あと、最期になるんですけれども、福祉バスの混乗化に関しての御質問になりま

す。質問で事前に提出させていただいた内容に関しては、技能実習生のニーズも含

めて技能実習生への利用拡充も含めて検討はできないかと上げておりますが、こち

らは一例でして、ほかにも福祉バスの混乗化ということで妊婦の方々であったり子

どもたちも、どのくらいのニーズがあるか検討できるのかなと思っているんですが、

この辺りは御見解はいかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町でも、技能実習生をはじめとする多くの外国人の方に生活していただいてお

りますが、これまで外国人の方に福祉バスを利用していただくことは想定しており

ませんでした。ただ、技能実習生等は自転車や公共交通機関を利用した移動が可能

な住民であると考えると、我々が考える福祉バスの運行目的とは合致しないのでは

ないかという思いもあります。 

また、閉庁時の定期的な週末運行の可能性につきましては、現在、町で雇用して

いる運転手の雇用形態にも影響することや、民間事業者への影響も考えられますこ

とから、慎重に判断すべきものと考えております。 

福祉バスの利用促進への御提案をいただきましたことにつきましては感謝申し上

げますが、これまで考えてもいなかった違う視点でございますので、何らか検討・

研究していきたいと思います。 

御質問がありました外国人の乗車の件でありますけれども、公共交通の調査の中

でのアンケートもありまして、外国人の方々のアンケートにつきましては、主には
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利用交通手段といいましょうか、やはり自転車やバイクといったことで町内の買い

物には利用しているので、特に困ることはないという方々の御意見がすごく多いの

かなというところが気になったところであります。また、鹿屋市や志布志市へ行く

ときには路線バスを利用しているということでありまして、具体的にそういったア

ンケートもできておりますので、今まで想定していなかったことでありますから、

どうあるべきかということも考える必要があると思いますので、先ほど答弁したよ

うないろんな方々の意見を聞いてみたいと思います。 

○１番（藤田香澄議員） 先ほど、技能実習生に関しては、民間の交通事業者との兼ね

合いというお話もありましたが、やっぱり面で公共交通政策を考えたときに、技能

実習生の方々は多くは国道沿いの路線バスを利用されて鹿屋のほうに行かれていた

り、志布志市のほうに行かれていたりされると思うんですけれども、そこへの交通

の部分が、自転車も使用されていると結果もある中で、場合によっては、技能実習

生の事業者さんによっては自転車の利用がまだそこまで許可をされていない、解放

されていないというところであったり、自転車を使うに当たっても、今、北部のほ

うから国道に下りてきて、国道のどこに自転車を止めるかということで、自転車を

止める土地の方々に相談されながらされていると思うんですけれども、そこの御相

談や交渉が付かない場面、勝手に止められてしまっているという場面も私のほうで

は見受けられるのかなと思っております。 

そういったところが、仮にそういった交渉が難しい、自転車の利用が難しいと行

ったときに、どうサポートをしていくか、信用していくかというところも含めて、

場合によってはニーズがあるんじゃないかなと認識をしているところです。 

通告させていただいた質問は以上になります。 

最期、まとめとして、改めて、今回のお出かけタクシーチケット、非常にいい施

策だと思っていて、その施策がある意味、実証実験的な、今、どんなニーズがある

かと探る部分として位置づけられているところもあるかと思うんですけれども、そ

れを踏まえて、そこに乗っからない、こぼれてしまっているニーズや、もともとの

空白地帯をどう補完していくか、是非、御検討と、あと周知徹底を含めて行ってい

ただきたいと思っております。もし、最期に、今の点で何かございましたらよろし

くお願いします。 

○町長（東 靖弘君） いろいろ御提言ありがとうございました。 

空白地帯があること、農村集落は点在しておりますので、そういったところで高

齢者が非常に多い中で課題も多いということがありますから、御指摘いただいたこ

とにつきましては、また担当課でも具体的に調査していきます。 

また、もう１点は、外国人の実習生の方々、夕方になると自転車でいつもお会い
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するんですけれども、その方々の駐輪場の問題といったところ、思いつきもしてお

りませんでしたので、これがまた交通混雑を起こすようなことではいけませんから、

その点につきまして、十分、我々も配慮していきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○議長（富重幸博議員） 以上で、通告による一般質問は終了いたしました。 

これをもって一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、

本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時２４分 
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令和６年第１回大崎町議会定例会会議録（第４号） 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ５ 日 

午前１０時００分開議 

於  会  議  議  場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（１１番，１番） 

日程第 ２ 議案第 １号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて       （総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ３ 議案第１０号 令和６年度大崎町一般会計予算 

          （令和６年度大崎町一般会計予算審査特別委員長報告） 

日程第 ４ 議案第１１号 令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ５ 議案第１２号 令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ６ 議案第１３号 令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ７ 議案第１４号 令和６年度大崎町水道事業会計予算  

                       （文教経済常任委員長報告） 

日程第 ８ 議案第１５号 令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第 ９ 発委第 １号 「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書

（案）の提出について 

日程第１０ 発議第 １号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のた

めの経済的支援制度の確立を求める意見書について 

日程第１１ 同意第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１２ 同意第 ２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１３ 請願第 １号 菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する

請願書       （総務厚生常任委員長報告） 

日程第１４ 議員派遣の件 

日程第１５ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 
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   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 

会 計管理者 西 髙 和 義 水 道 課 長 本 松 健一郎 

総 務 課 長  上 橋 孝 幸   教委管理課長 岡 留 和 幸 

企画政策課長  渡 邊 正 一   社会教育課長 鎌 田 洋 一 

商工観光課長 竹 本 忠 行 税 務 課 長 川 越 龍 一 

町 民 課 長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主査 隈 本 紀代美 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博議員） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１１番、中倉広文議員、

及び１番、藤田香澄議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第１号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（富重幸博議員） 日程第２、議案第１号「大崎町介護保険条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第１号、大崎

町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、総務厚生常任委員会におけ

る審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６日に

委員会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、補足説明を受け、審

査いたしました。 

条例の概要については、介護保険事業計画策定委員会において、介護サービス量

の見込み等をもとに、所得段階の細分化や保険料額の抑制について検討した結果を

踏まえ、令和６年度から令和８年度までの３か年の介護保険料の見直しが主なもの

でありました。 

介護保険事業計画策定委員会では、国の新しい標準所得段階に合わせ、かつ、介

護保険基金の取り崩しを行うことにより、介護保険料の基準額を第８期と同額の月

額６,７００円に抑制することで決定したとの説明でありました。 

附則として、この条例は令和６年４月１日から施行することになっております。 

特筆すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第１号、大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定については、原案の

とおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」、委員

長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 



 

－ 208 － 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第１０号 令和６年度大崎町一般会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第３、議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予算」

を議題といたします。 

本案について、令和６年度大崎町一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。 

○予算審査特別委員長（中倉広文議員） ただいま議題となりました、議案第１０号、

令和６年度大崎町一般会計予算について、令和６年大崎町一般会計予算審査特別委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案については、３月５日

の本会議において、本特別委員会に付託されたもので、３月７日、３月８日、３月

１１日、３月１８日の４日間、全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに

関係職員の出席を求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１２２億３,６８０万６,

０００円と定めるものであります。 

内容については、３月５日の本会議において説明がありましたので、審査の結果

を報告いたします。 

各課の質疑終了後、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１０

号、令和６年度大崎町一般会計予算については、原案のとおり可決すべきものと全

出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

なお、可決後に、平田慎一委員、草原正和委員、藤田香澄委員より付帯決議の動
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議があり、付帯決議案を採決の結果、全会一致で可決いたしました。 

それでは、議案第１０号、令和６年度大崎町一般会計予算における付帯決議を、

次のとおり報告いたします。 

１．令和６年度一般会計予算くにの松原観光施設管理委託料について、前年度決

算審査委員会でも、その内容や高額な単価設定の削減、また、これまでの随意契約

から競争入札への改善を指摘し、一部個人の契約が他団体に組み入れられるなど改

善は見られるが、予算は前年度比１６万４,０００円増の９８１万７,０００円とな

っている。指摘事項への改善や、住民への透明性ある情報提供を求める。 

２．中学校のスクールバス運行業務委託料について、令和元年度より、近隣と比

べ高額な委託料の改善を求めてきた。随意契約から競争入札への改善やバスの一部

路線小型化による削減努力は見られるが、令和６年度当初予算は、前年度比５９５

万円増の３,０７６万円となっている。スクールバスの利用状況の実態を踏まえ、

また、総務課所管の事業用貸切バス単価契約の状況も鑑み、行政のチェック機能を

果たす上でも改善を求める。 

３．環境拠点整備事業については町民の関心も高く、要望や運営に関する期待も

多岐にわたることから、環境拠点整備事業実行委員会の協議内容を、正確に運営及

び施策に反映させる必要がある。よって、音声データによる議事録作成と、かつ、

民主的な意見交換が行われるよう求める。 

また、実行委員の構成は、専門知識の意見も重要と考えられる。学識経験者につ

いては、自他ともに学識経験者と認められる者を選考するよう求める。 

４．総合体育館大規模改修工事について、太陽光発電設備は定期的な清掃や点検

が必要であることから、屋上設置では今後の維持管理費に相当な費用を要する可能

性が非常に高い。また、施設屋根のメンテナンス時も太陽光発電設備の脱着等が必

要になり、維持管理費増大の懸念がある。設置方法については、駐車場から体育館

までの雨天対策等も視野に入れ、同施設の福祉利用の検討も求める。 

また、緊急時発電装置について、動力燃料の重油を、酸化防止のため停電時以外

に消費使用することは、脱炭素の取り組みと逆行することや、近隣自治体では災害

時にＬＰガスエネルギーを取り入れている事例もあることから、動力源については

再度検討することを求める。 

さらに、当総合体育館は大隅半島でも有数の規模を誇り、活用方法については大

きな可能性を持っている。改修を経て、当総合体育館が新たな賑わいを生み出す施

にぎわいるよう、各課のまちづくり及びスポーツ振興に関わる政策と密に連携しな

がら検討を進めることを求める。また、今後の利用構想については、町民からの提

案や民間の活力を取り入れるなど、収益性や地域経済への波及効果も視野に入れた
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持続可能な運用方法の検討を求める。 

以上で、令和６年度、大崎町一般会計予算審査特別委員会における審査の経過と

結果について報告を終わります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予算」の委員長の報告に対して、何か

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予算」について、委員長の報告は原案

可決であります。委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

よって、議案第１０号「令和６年度大崎町一般会計予算」は、原案のとおり可決

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第１１号 令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第４、議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事

業特別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第１１号、令

和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算について、総務厚生常任委員会にお

ける審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月５日の本会議において

当委員会に付託されたもので、３月１３日に、全委員出席のもと委員会を開催し、

保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１９億３,５５０万６,０

００円とするものであります。 
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内容については、３月５日の本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

まず、歳出の款３、項１、目１医療給付費等分、節１８負担金，補助及び交付金

の医療給付費２億８,７４５万５,０００円、及び款３、項２、目１後期高齢者支援

金等分、節１８負担金，補助及び交付金の後期高齢者支援金等９,１２３万８,００

０円、並びに款３、項３、目１介護納付金分、節１８負担金，補助及び交付金の介

護納付金２,８２５万６,０００円について、前年と比較するといずれも減額となっ

ているが、これは人数が減少したことが主な要因かとの問いに対し、国民健康保険

の被保険者数は年々減少しており、令和元年度が３,６７５人、令和２年度が３,５

８５人、令和３年度が３,４７９人、令和４年度が３,３４０人と、毎年１００人か

ら１５０人ずつ減少しており、令和５年度は３,０００人程度になる見込みである。

この要因は、団塊の世代が令和４年度から６年度にかけて後期高齢者医療に移行す

ることから、この３年間の数値の減少が著しくなっているとの答弁でありました。 

次に、歳出の款４、項１、目２疾病予防費、節１８負担金，補助及び交付金１１

０万円について、人間ドック等の受診に係る健康診断費助成金ということだが、受

診人数と周知方法はとの問いに対し、人間ドックの受診者数は、令和４年度が４６

名、令和５年度が現時点で３８名となっている。周知方法は、広報紙等で行ってい

るとの答弁でありました。 

次に、歳出の款４、項２、目１特定健康診査等事業費、節７報償費の保健指導謝

礼１３３万４,０００円について、保健指導委員の人数と活動内容はとの問いに対

し、保健指導委員は現在１２名で、活動内容としては、集団検診未受診者の世帯を

訪問し受診を勧める勧奨活動や、各自治公民館で行われる健康事業に参加し、保健

指導を行っているの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１

１号、令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべ

きものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終ります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」の委員長の報

告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」を採

決します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

したがって、議案第１１号「令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第１２号 令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第５、議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療

特別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました議案第１２号、令

和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算について、総務厚生常任委員会におけ

る審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月５日の本会議において当

委員会に付託されたもので、３月１３日に、全委員出席のもと委員会を開催し、保

健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億１,３４６万１,００

０円とするものであります。 

予算の内容については、本会議での説明のとおり、県内すべての市町村が加入す

る鹿児島県後期高齢者広域連合への納付金が主なものでありました。 

特筆すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第１２号、令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可

決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終ります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」を採決

します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

したがって、議案第１２号「令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１３号 令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第６、議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特

別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました、議案第１３号、

令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算について、総務厚生常任委員会におけ

る審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月５日の本会議において当

委員会に付託されたもので、３月１３に、全委員出席のもと委員会を開催し、保健

福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１９億４,１７７万１,０

００円とするものであります。 

内容については、３月５日の本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

歳出の款３、項２、目１一般介護予防事業費、節７報償費の高齢者元気度アッ

プ・ポイント付与１５０万円について、対象の人数と商品券発行枚数はとの問いに

対し、この事業は、高齢者の健康づくりや社会参加を促進し、健康維持や介護予防

への取組を図るため、高齢者が町の指定した活動、例えば特定健診や介護予防教室

などへ参加すると、ポイントシールが付与され、そのポイントシールは商工会の商
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品券に交換できるもので、令和５年度の対象者は４１５名で、１枚当たり５００円

の商品券を１,４５６枚発行したとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第

１３号、令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべき

ものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終ります。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算」の委員長報告に対

して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算」を採決し

ます。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

したがって、議案第１３号「令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１４号 令和６年度大崎町水道事業会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第７、議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予

算」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（平田慎一議員） ただいま議題となりました議案第１４号、令

和６年度大崎町水道事業会計予算について、審査の経過と結果の報告をいたします。

本議案については、去る３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、

３月６日に、全委員出席のもと委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を
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求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

予算書の１ページ、業務予定量は、給水戸数６,４５０戸、年間総給水量１４３

万３,０００立方メートル、１日平均給水量３,９２６立方メートルであります。 

主な建設改良事業は、町道仮宿下原線下原地区配水管布設替工事であります。 

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入が第１款水道事業収益２億１,

９３１万５,０００円で、支出は、第１款水道事業費用２億４万８,０００円であり

ます。 

予算書の２ページ、予算第４条の資本的収入及び支出の予定額は、第１款資本的

収入が３,６２６万１,０００円で、第１款資本的支出が１億７,１６９万２,０００

円であります。資本的収入額が支出額に対して不足する額１億３,５４３万１,００

０円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１,３８７万７,０００円、

当年度分損益勘定留保資金７,０４０万９,０００円、減債積立金３１６万３,００

０円、建設改良積立金４,７９８万２,０００円で補填するものであります。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が

ございましたので省略させていただきます。 

それでは、委員会での質疑の主なものについて報告いたします。 

まず、資本的支出の款１、項１、目１、節４工事請負費の町道仮宿下原線下原地

区配水管布設替工事ほか１億５,９０４万６,０００円について、今後の水道施設等

耐震化工事の施工計画はとの問いに対し、耐震性の低い水道施設等について、約１

０年間を目標に、耐震化向上のための工事を行い、令和６年度は約５００メートル

の工事を行う予定であるとの答弁。 

委員から、１５箇所以上の工事を建設課の事業と同時期に行うことで、予算削減

や相乗効果も過去にも前例として実績があるので、建設課との連携した事業推進を

要望する。 

さらに委員から、収益的支出の款１、項１、目５、節１固定資産除却費４９６万

５,０００円について、固定資産除却費の増額の要因はとの問いに対し、令和６年

度において配水管布設替工事等の増加を計画しており、それに伴い固定資産除却が

増加することが見込まれるためであるとの答弁でありました。 

以上で質疑を集結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第１

４号、令和６年度大崎町水道事業会計予算は、原案のとおり可決すべきものと全委

員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 
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議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予算」の委員長報告に対して、何

か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予算」を採決します。こ

の採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

したがって、議案第１４号「令和６年度大崎町水道事業会計予算」は、原案のと

おり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１５号 令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算 

○議長（富重幸博議員） 日程第８、議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業

会計予算」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（平田慎一議員） ただいま議題となりました、議案第１５号、

令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算について、審査の経過と結果の報告をい

たします。本議案については、去る３月５日の本会議において当委員会に付託され

たもので、３月６日に、全委員出席のもと委員会を開催し、水道課長並びに関係職

員の出席を求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

予算書の１ページ、業務予定量は、接続戸数１,０４０戸、年間総排水量２８０

万４７０立方メートル、１日平均排水量７６９立方メートルであります。 

主な建設改良事業は、管路建設工事２５０万円であります。 

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入が第１款下水道事業収益２億

４,８２９万で、支出は、第１款下水道事業費用２億２,２９４万８,０００円であ

ります。 
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予算書の２ページ、予算第４条の資本的収入及び支出の予定額は、第１款資本的

収入が７,９２４万８,０００円で、第１款資本的支出が１億２,４４９万円であり

ます。資本的収入額が支出額に対して不足する額４,５２４万２,０００円は、引継

金９３２万６,０００円、当年度分損益勘定留保資金３,５７７万１,０００円、当

年度分消費税資本的収支調整額１４万５,０００円で補填するものであります。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が

ございましたので省略させていただきます。 

特筆すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第１５号、令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算は、原案のとおり可決す

べきものと全委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。 

議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算」の委員長報告に対し

て、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算」を採決しま

す。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

したがって、議案第１５号「令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算」は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 発委第１号 「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書（案）の提

出について 
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○議長（富重幸博議員） 日程第９、発委第１号「「錦江湾横断道路」の早期事業化を

求める意見書（案）の提出について」を議題といたします。 

趣旨説明を求めます。 

○４番（平田慎一議員） ただいま議題となりました発委第１号、「錦江湾横断道路」

の早期事業化を求める意見書（案）の提出について。大崎町議会会議規則第１４条

第３項の規定により、大崎町議会議長宛、令和６年３月２５日提出します。提出者

は、私、文教経済常任委員会委員長、平田慎一であります。 

趣旨説明を申し上げます。薩摩半島と大隅半島を結ぶ錦江湾横断道路は、交通の

利便性向上や生活圏域の拡大、観光資源としての活用など、大隅半島はもとより九

州南部地域の産業、経済及び文化の発展に寄与し、ひいては桜島の大規模噴火、南

海トラフ地震などの災害時の避難ルートとしての機能も果たすことが期待され、大

隅地域全体の防災体制や緊急医療体制確保の向上につながり、防災と医療の観点か

らも必要不可欠な道路であります。 

このようなことから、令和３年６月に策定された鹿児島新広域道路交通ビジョン

及び鹿児島新広域道路交通計画における錦江湾横断道路の位置づけを、構想路線か

ら実施路線へ格上げし、併せて早期事業化されるよう強く要望するものです。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、関係機関へ意見書を提出するものであ

ります。 

提出先は、鹿児島県知事宛でございます。 

以上で、趣旨説明を終わります。御賛同方よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております発委第１号は、会議規則第３９条第２項の規定に

より、委員会付託を省略します。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

発委第１号「「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書（案）の提出につ

いて」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 



 

－ 219 － 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、発委第１号「「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書（案）の

提出について」は、原案のとおり可決されました。 

なお、ここでさらにお諮りします。 

ただいま可決されました意見書は、鹿児島県知事宛に提出されたいとの要望であ

ります。町議会議長名をもって鹿児島県知事宛に提出することに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま可決されました意見書は、町議会議長名をもって鹿児島県知事

宛に提出することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 発議第１号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経

済的支援制度の確立を求める意見書について 

○議長（富重幸博議員） 日程第１０、発議第１号「不登校児童生徒に対して多様な学

習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書について」を議題とい

たします。 

趣旨説明を求めます。 

○１番（藤田香澄議員） ただいま議題となりました発議第１号、不登校児童生徒に対

して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書について、

大崎町議会会議規則第１４条第１号第１項及び第２項の規定により、大崎町議会議

長宛、令和６年３月２５日に提出いたします。 

提出者は、私、藤田香澄で、賛成議員が、平田慎一議員と児玉孝德議員でありま

す。 

意見書の趣旨説明を申し上げます。令和４年度の義務教育段階における不登校児

童生徒数は全国で２９万９,０４８名と、１０年連続で増加しており、鹿児島県内

でも３,７４３名が不登校と、高水準で推移しています。また、定義に当てはまら

ない潜在的な不登校児童生徒も多数存在していると考えられます。 

このような状況の中、フリースクール等の民間施設は、不登校児童生徒にとって

安心して学びを継続していける居場所としての重要な選択肢となっています。 

一方で、フリースクール等を利用する際の家庭や当事者の負担は大きく、このよ

うな負担を抱えた家庭や当事者に対しての支援が必要と考えます。 

実際に鹿児島県において、不登校児童生徒のうち、フリースクール等に通う児童
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生徒は３,７４３名のうち２６７名であり、対象者のわずか７％にとどまり、その

要因の１つとして経済的負担の大きさも考えられるとされています。多数の児童生

徒が多様な学習機会へのアクセスが限られている現状を鑑みると、教育機会確保法

の基本理念に明記される、不登校児童生徒が行う多様な学習活動の実情を踏まえ、

個々の状況に応じた必要な支援が果たされているとは言えない状態であり、衆議院

議員文部科学委員会と参議院文教科学委員会がそれぞれ付帯決議した内容である、

不登校の児童生徒が、いわゆるフリースクール等の学校以外の場において行う多様

な学習活動に対しては、その負担の軽減のための経済的支援の在り方について検討

し、その結果に基づき、必要な財政上の措置を講ずることを早急に進めることを求

めます。 

ここ大崎町でも、不登校児童生徒は、令和４年度において小学校で１２名、中学

校で１５名、年間３０日以上の欠席になっていないけれども学校に通いづらいと感

じている、いわゆる登校しぶり等の子どもは、小学校で７名います。フリースクー

ル等の民間施設は、一番近いところで鹿屋市になり、交通費や利用料等が負担しき

れず、行かない選択をされる方もいると聞いております。 

本意見書を、国会及び政府に提出する理由として、不登校児童生徒が急増してい

る中、自治体ごとの対応ですと、地域の地理的・財政的事情により取組に格差が生

じる可能性があるため、国による一律的な支援が必要であり、検討を求めるもので

あります。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、関係機関へ意見書を提出するものであ

ります。 

提出先は、衆議院議長、額賀福志郎、参議院議長、尾辻秀久、内閣総理大臣、岸

田文雄、総務大臣、松本剛明、財務大臣、鈴木俊一、文部科学大臣、盛山正仁宛で

ございます。 

以上で、趣旨説明を終わります。御賛同のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸議員） 発議者に質問申し上げます。 

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律、

この中ではフリースクールの関係の文言、それからもう１点あったと思いますね、

現在までに戦争等において学校に行けなかった方々のことも、この法律の中ではう

たってあります。そうしたときに、不登校に着目された理由といいましょうか、所

見といいましょうか、先ほど説明がありましたけれども、再度、そのところに着目

された理由についてを説明をお願いいたします。 

○１番（藤田香澄議員） 御質問いただき、ありがとうございます。 
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不登校児童生徒のフリースクールに着目した理由なんですけれども、まず、現状

の背景として、不登校児童生徒が非常に急増しているという状況に対して危機感を

感じているので、そこに対して何かをしていきたいというのがまず大前提としてあ

ります。 

その中で、フリースクール等に通う御家庭に対する経済的支援を求める内容に今

回した理由としては、先ほど議員からもありましたように、おっしゃるとおり、こ

ちらの法律に関しては夜間中学校等に通う人たちも対象にしております、夜間中学

校等に関しては、公共の施設であり、実際のところ無償で教育の機会が確保されて

おり、また、対象が、小中学校ではなく、その学齢を越えた１５歳以上を入学対象

としているため、今、不登校児童生徒である方々よりは経済的に自立していると考

えられるということで、今回対象にした不登校児童生徒は、今、経済的な支援がな

いという部分であると認識をいたしまして、今回、そういった家庭への支援を求め

る内容に限定をしております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸議員） ありがとうございます。おおむね了解はしております。 

この案件に対して反対するものではございませんけども、ここでいろいろ調べて

みた結果、若干もう少し修正したいということで、発議第１号に対する修正動議の

提出をお願いしたいと思います。 

○議長（富重幸博議員） 修正動議提出に当たって配付資料等ございませんか。 

ここで、資料配付のため、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１０時５１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き再開いたします。 

本案に対しては、中山美幸議員ほか１名から、お手元にお配りいたしました修正

の動議が提出されています。 

したがって、これを本案と併せて議題とし、提出者の説明を求めます。 

○１０番（中山美幸議員） 発議第１号、不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確

保のための経済的支援制度の確立を求める意見書に対する修正動議を提出いたしま

す。 

上記の動議を、会議規則第１７条の規定により、別紙修正案を添えて提出いたし

ます。 

発議者、大崎町議会議員、中山美幸、賛同者、草原正和。以上であります。 
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内容について、ただいまから説明を申し上げます。参考資料を御覧いただいたら

よろしいかと思います。 

まず、不登校児童に対し、多様な学習機会確保のための経済的支援制度の確立を

求める意見書に対する修正動議、第１７条の規定に基づき提出いたしました。まず、

誤解のないように申し上げておきますが、この意見書については、賛成議員ともに

反対しているわけではないことを申し上げ、説明をいたします。その根拠を示す資

料の配付を、ただいまいたしました。修正案別紙を御覧いただきたいと思います。 

意見書１２行目、利用料金３万３,０００円程度について、参考資料最後から２

ページ目を御覧ください。これは、文部科学省が平成２７年３月調査、同年８月５

日に公表した小学校に通っていない義務教育段階の子どもが通う民間の団体、施設

に関する調査であります。アンケートの対象は、全国で４７４件、回答数は３１９

件のデータであります。調査から１０年が経過しております。さらに、参考資料最

後のページ、鹿児島県においては、１６件の対象に対し７件の、９件に対しては無

回答であります。また、都市部と地方における物価状況も異なることから、この金

額の部分を削除し、次の１３行につなげるものであります。 

意見書中１５行目、「負担を抱えて家庭や当事者に対して」の後に、「国費によ

る支援」の挿入をお願いしたい。このことは参考資料にあるように、多額の負担が

必要であることから、若年層の地域離れや少子化問題などの規模の小さな市町村に

おける負担増、財政的負担が増える可能性があります。対象に対する支援に、自治

体間の平等性を保つ意味からも、「国費に対する支援」を含んでいただきたいとい

うことになります。 

飛びますが、意見書中、「委員会がそれぞれの付帯決議をした内容である」後に、

漢数字の九目の付帯決議がなされておりますが、この漢数字の九を挿入するもので

あります。参考資料の文部科学委員会の委員会議事録を見ていただきますと、付帯

決議の冒頭に算用数字の項目が記載されていることは明白であります。 

意見書中２６行目の後に「委員会付帯決議６」を追加するべきだと思われます。

このことは、全国で行われておりますいろいろなフリースクール、保護団体も心配

されている事柄であります。学びの場の多様性は、教育の市場化を招きかねないと

考えられております。民間が自由競争で入ってくる、教育の質にばらつきまで出て

くる、そこに巻き込まれる子どもたちも自由競争が強いられる。競争に敗れた子ど

もたちや経済的に恵まれない子には、質の低い教育が提供されることが心配される

というような意見も出されております、などの意見もあることから、参考資料最後

のページ、県内においても１６団体が活動されている中で、文部科学省のアンケー

トに対し、７団体からの回答にとどまり、下段には所在不明の団体の施設を除いた



 

－ 223 － 

数であると注釈もあることを考えると、付帯決議６の挿入が必要であります。 

さらに、意見書事項の冒頭に、算用数字を挿入し、意見を明確にする必要がある

と思います。 

最後に、この発議第１号は、団体意志の決定の議案とは異なり、大崎町議会の機

関意志決定であることを十分考慮され、原案及び修正案に賛同いただきますように

お願い申し上げ、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博議員） これより修正案に対する質疑を行います。 

○９番（吉原信雄議員） 今の修正案でございますが、いろいろとつくっていらっしゃ

ると思いますが、提出者の藤田議員が出したものを見ますと、やっぱりこの修正案

は参考になるんじゃないかと思います。修正案に賛成いたしたいと思います。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑ありませんか。 

○１番（藤田香澄議員） ありがとうございます。ちょっと確認させていただきたいん

ですけれども、修正案でいただいた付帯決議の６を含めるという部分に関して、付

帯決議６が何を対象としているかということに関して、私はフリースクールを対象

としているものとは少し趣旨がずれているのかなという認識をしております。ちょ

っと読み上げさせていただきますと、６番の、本法第１０条に定める不登校特例校

の整備や第１９条に定める教材の提供、その他の学習の支援に当たっては、営利を

目的とする団体等によるものには慎重を期すこととし、教育水準の低下を招くおそ

れがある場合にはこれを認めないこととあり、本法第１０条が指すものが、いわゆ

る不登校特例校ということで、公共で設置された不登校を支援する特例校を指して

おります。 

また、その次の第１９条が指すものが、教材の提供、その他の学習の支援という

ことで第１９条が、国及び地方公共団体は義務教育の段階における普通教育に相当

する教育を十分に受けてない者のうち、中学校を卒業した者と同等以上の学力を習

得することを希望する者に対して教材の提供、その他の学習の支援のために必要な

支援を講ずるよう努めるものとするということで、ここが示しているものが夜間中

学校のほうだと認識をしております。ですので、付帯決議の６番に関しては、今回

の意見書の趣旨であるフリースクールに通うお子さんの家庭に対する支援を求める

ものとしては、ちょっと趣旨がずれてくるものかと認識をしておりまして、この第

６項を参考としてあげることはちょっと違うのかなという認識をしております。内

容としては私も非常に理解をしておりまして、今回の意見書の趣旨が、家庭への支

援を求めるというところなんですけれども、じゃあ、その御家庭が通われているフ

リースクールが本当に、先ほど議員がおっしゃられた所在不明等の団体ではないの

かどうかというところは私もそこはちゃんとしっかり考慮するべきだとは思ってい
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るので、そのような文言を別途追加するという形で修正をすることに関してはよろ

しいのかなと認識をしたところです。第６項を上げることに関しては、趣旨として

はずれてくるのかなという意見でした。すみません、質疑じゃなくて。そこに対し

て、もし何か御回答がございましたらよろしくお願いします。 

○１０番（中山美幸議員） おっしゃるとおり、大方ではそうなんですね。ところがこ

の付帯決議を出された文言におきましても、教育機会確保法に際し、衆議院議員文

部科学省の付帯決議をした内容であるということが冒頭うたってありますね。それ

を使うのであれば、このことに対しての今おっしゃったようなことが、この文言を

拾うとすると、冒頭、両国会議員委員会の付帯決議の中から拾い出してくるという

ことになりますと、第６が一番適当かなと。先ほども申しましたけども、フリース

クールに参加している保護者の団体からも、この点についてはすごく要望されてい

る部分なんですね。だから、衆参両議院の国会の委員会の付帯決議から引用するの

であれば私は第６項が一番妥当かなと感じました。そうであると、先ほど申されま

した、第１に書いてあります予算の問題についても、衆参両議院の付帯決議にある

ということが申されていることの均衡を保つためにはこれが必要かなと考えて提案

したところであります。 

以上です。 

○議長（富重幸博議員） ほかに質疑はありませんか。 

暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０４分 

再開 午前１１時０７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 休憩前に引き続き再開いたします。 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。発議第１号「不登校児童生徒に対して多様な学習機会

の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書」についての原案及び修正案

について、討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 
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これより、発議第１号「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための

経済的支援制度の確立を求める意見書」についてを採決します。 

まず、本案に対する修正案について採決いたします。 

この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

この修正案について、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（富重幸博議員） 起立多数です。 

よって、この修正案は可決されました。 

次に、ただいま修正議決した部分を除く原案について採決します。 

お諮りします。 

修正議決した部分を除く部分については、原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 異議なしと認めます。 

よって、修正議決した部分を除く部分は、原案のとおり可決されました。 

なお、ここでさらにお諮りします。 

ただいま可決されました意見書は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総

務大臣、財務大臣、文部科学大臣宛に提出されたいとの要望であります。 

町議会議長名をもって、それぞれの関係機関宛てに提出することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま可決されました意見書は、町議会議長名をもって、それぞれの

関係各機関宛て提出することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（富重幸博議員） 日程第１１、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選

任について」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、現在、固定資産評価審査委員会会

委員であります濱口博氏の任期が、本年３月３１日で満了となるため、その後任を

選任する必要がありますが、引き続き同氏を固定資産評価審査委員会委員に選任し

たいので、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものであり

ます。 
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氏の住所は、大崎町菱田２６５２番地５、正坂集落に在住で、昭和２３年７月２

７日生まれの７５歳でございます。 

平成２３年３月に株式会社ジャパンファームを退職され、その後、菱田小学校評

議員や菱田公民分館の役員を歴任されるなど、本町の青少年育成や地域発展に御尽

力いただいており、平成２４年４月からは４期１２年、固定資産評価審査委員会委

員も務めていただいており、経験も豊富であるため適任者であると考えております。

人格識見ともに高く、固定資産評価審査委員会委員として適任と思われますので、

よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。同意第１号「固定資産評価審査委

員会委員の選任について」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております同意第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。同意第１号について討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」を採決し

ます。 

お諮りします。 

同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、同意することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、同意す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 
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○議長（富重幸博議員） 日程第１２、同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選

任について」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、現在、固定資産評価審査委員会会

委員であります今宮信雄氏の任期が、本年３月３１日で任期満了となることから、

新たに川添俊一郎氏を選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定により議

会の同意を求めるものであります。 

氏の住所は、大崎町神領３２７番地４、西迫集落に在住で、昭和３４年６月１４

日生まれの６４歳でございます。 

昭和６０年１２月１日に大崎町の職員に採用された後、住民環境課長、税務課長、

教育委員会管理課長を歴任し、令和２年３月に定年退職された後、再任用職員とし

て住民環境課、税務課に勤務しておりました。長年培われた公務員としての知識や

経験があり、人格識見ともに高いことから、固定資産評価審査委員会委員として適

任と思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上

げます。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。同意第２号「固定資産評価審査委

員会委員の選任について」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております同意第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。同意第２号について討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」を採決し

ます。 

お諮りします。 

同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、同意することに

御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、同意す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 請願第１号 菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書 

○議長（富重幸博議員） 日程第１３、請願第１号「菱田中学校跡地の地域活性化のた

めの活用に関する請願書」についてを議題といたします。 

本件について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男議員） ただいま議題となりました請願第１号、菱田

中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書について、総務厚生常任委員

会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本請願は、３月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月６日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、請願者の出席を求め、審査いたしました。 

この請願は菱田公民分館長から提出されたもので、紹介議員は児玉孝德議員であ

ります。 

請願者より請願の趣旨説明があり、内容は、菱田中学校跡地に地域活性化のため

の地域コミュニティ協議会センター等の設立を求めるものであります。 

請願理由としては、旧菱田中学校の敷地には、当初、ジャパンアスリートトレー

ニングセンター大隅の宿泊施設等を建設するという目的で中学校校舎を取り壊され

たが、その後、敷地は更地のまま、手つかずの状態となっており、町の担当課より、

その利活用についての意向を菱田地域に託され、そこで菱田公民分館で協議した結

果、地域の中核となる菱田コミュニティ協議会センター等の設立の提案が出され、

今回の請願の提出に至ったとのことでありました。 

施設の概要については、コミュニティ協議会センターは２階建てを想定し、１階

部分には事務局本部や調理室、食堂、２階部分には大会議室の設置を予定している。

その他、敷地内には、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅利用者の駐車

場や、ペットと共に歩ける外周路の設置、子育て世帯への条件付き宅地分譲などを

計画しているとのことでした。 

それでは、委員会での主な質疑について報告いたします。 

まず、菱田地域だけでなく、大崎町全体において人口減少、特に若い世代が減少

している状況と思われるが、コミュニティ協議会センターが設立された場合、担い

手の確保はどのように考えているかとの問いに対し、人材の確保については、菱田

地域の方に限らず、地域おこし協力隊の方々等にも御協力をいただきながら運営を
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継続できればと考えているとの答弁でありました。 

次に、施設は２階建てを想定しているようだが、その意図はとの問いに対し、２

階建てであったほうが敷地を有効に活用できると考えたからであり、必ずしも２階

建てでないといけないというわけではないとの答弁でありました。 

次に、施設概要の中で、２階部分の会議室では、小中高生を対象とした放課後の

学習の場として無料地域塾を想定しているとあるが、これは協議会の会員が指導を

行うのかとの問いに対し、町の教育委員会や学校関係者とも密に情報のやり取りは

行っており、できるだけ町内から御協力いただける方を募り、放課後の学習の場を

提供していきたいと考えているとの答弁でありました。 

次に、コミュニティ協議会センターの設立を検討するに当たり、若い世代との意

見交換はどの程度行ったかとの問いに対し、菱田公民分館として鬼火焚きなどの催

し物を行っており、そういった中で若い世代と話をする機会はあるが、この協議会

設立に関する意見交換会の場は、まだ設けていないとの答弁でありました。 

さらに委員から、菱田公民分館で今後も協議会設立に向けた検討を重ねていくと

思われるが、分館のメンバー以外の幅広い年齢層とも意見交換を行っていただき、

特に菱田地域の今後を担っていくであろう、集落にまだ加入されていない若い世代

の意見も十分に聞き入れ、様々な検討事項や課題解決に向けて、議論を深めていっ

ていただきたいという意見が出されました。 

また、総務課長並びに管財担当職員の出席を求め、菱田中学校跡地がすべて町有

地であるか確認したところ、敷地は町有財産ではあるが、一部において未登記物件

が残っている。今回の補正予算で登記委託料を計上しており、今年度中には完結す

る予定であるとの答弁でありました。 

なお、委員会では、この請願について、本会議で採択された後に、町長に送付す

るとともに、その処理の経過及び結果の報告をすべきであると、意見の集約を見た

ところでございます。 

採決の結果、請願第１号、菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請

願書は、願意妥当と認め、全会一致で採択すべきものと決定した次第でございます。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博議員） これより質疑に入ります。請願第１号「菱田中学校跡地の地

域活性化のための活用に関する請願書」の委員長報告に対して、何か質疑はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 質疑なしと認めます。 
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よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

請願第１号「菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書」は、採

択することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、請願第１号「菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書」

は、採択されました。 

委員長報告でありましたように、地方自治法第１２５条の規定により町長に送付

し、なおかつ、その処理と結果の報告について請求したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） それでは、大崎町議会議長名をもって町長に送付し、その処

理と結果の報告を請求することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議員派遣の件 

○議長（富重幸博議員） 日程第１４、「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（富重幸博議員） 日程第１５「閉会中継続審査・調査申出書」についてを議題

といたします。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 
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お諮りします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博議員） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博議員） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしました。会議

を閉じます。令和６年第１回大崎町議会定例会を閉会いたします。お疲れさまでし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時２５分 
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